















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　正義の殺人鬼









　初めて人を殺したのは、八歳のときだった。

　相手は母の再婚相手、つまりは義理の父だ。

　今思えば、貧しいボロアパートで、女手ひとつで子供を育てていた母にとっては、良縁だったのだろう。

　広い一軒家に、ピカピカの車。生まれて初めて回っていない寿司を食べた。

　義父に初めて会ったときの記憶は、今でも鮮明に覚えている。髭ひげをきれいに整えたオシャレな人で、表情が豊かで話もおもしろかった。新しい父親に対する期待を差し引いても、第一印象としては良いものだっただろう。

　しかし、妹が生まれたあたりから、その態度は一変した。

　家の中では怒号が飛び、いつも母か俺が殴られていた。妹がしゃべるようになってからは、妹も暴力の対象となった。

　義父はいわゆる「できる人間」らしく、自分の価値観に合わせられない人間を蔑み、他人の失敗を極端に嫌った。

　俺は学習能力のない母とは違い、だんだんと対処の仕方を学んでいって、叱られることはほとんどなくなった。けれど、幼い妹に義父を満足させる結果が出せるはずもなく、妹は毎日のように叱責と暴力を受けていた。

「無能な人間は生きている価値がない」

　それが義父の口癖だった。

　そんな偉そうなことを言っていた義父は、大人のくせに感情の制御は下手くそで、仕事で何か気に食わないことがあったときなど、いちゃもんレベルで粗を探しては、妹たちを怒りの捌はけ口ぐちとした。

　横暴、暴虐、残虐、独善、唯我独尊。

　義父はいつも感情をありのままに出せたが、代わりに俺たちの感情は消えていった。

　唯一の救いは、仕事のおかげで義父が家にいない時間があったこと。鬼が帰ってくるまでの間、俺たちは束つかの間まの安寧を得ることができた。

　義父の主義で家にテレビはなかったが、パソコンを一台分け与えられていた。これは優しさというより嫌いなモノの排除で、「情報に疎い奴やつは馬鹿。パソコンくらい使いこなせて当然」という意識高い系の持つ、偏った価値観によるものだった。

　そして、そのせいで妹は殺された。

　妹がいつの間にか、ネットでぬいぐるみを購入していたのだ。義父のお下がりのパソコンだったせいか、クレジットのアカウントが残ったままだった。

　一度もプレゼントを買ってもらった経験のない妹にとって、それは喉から手が出るほど欲しかったものに違いない。

　妹への暴力は苛か烈れつを極めた。

　妹が「ごめんなさい」と謝れば、「謝って済むことか！」と殴られ、言葉に詰まっていると「謝ることもできないのか！」と、また殴られる。ダブルスタンダードのオンパレード。四歳児にとっては平常時であっても混乱の極みだっただろう。

　無表情に「ごめんなさい」を繰り返すだけとなった妹の態度に、義父はさらに激げつ昂こうした。

「同じ言葉を繰り返すのは、反省の色がない証拠だ！」

　そう決めつけて、ひたすらに暴力を振るった。その間、母はじっと黙って、災悪が過ぎるのを待つだけだった。

「こいつは馬鹿だから、言葉が思いつかないんだよ」

　俺はタイミングを見計らって、そう言った。妹を馬鹿だと本気で思っているわけじゃない。義父に言葉を届けるための嘘うそ。

　ある程度信頼を得ている俺の言葉は、いつもだったら義父の理性に届くのだが、今日は違った。今度は俺が殴られた。そこで初めて気づく。怒りはひとつではなかったのだ。

　おそらく、会社で頭にくることでもあったのだろう。ぬいぐるみの件は、暴力を振るうための単なる口実でしかなかったのだ。俺は義父の怒りを見誤ってしまった。

　腹を蹴り飛ばされた妹が「痛い」と言ってうずくまる。義父は「大げさに痛がるな！」と、さらに激昂して蹴り続けた。

「様子がおかしい」と俺は止めに入ったが、義父は「こういう同情を誘おうという態度が許せない！　卑ひ怯きようだ！」とさらに蹴りつけた。

　俺は咄とつ嗟さに妹に覆おおい被かぶさったが、髪の毛を掴つかまれて引っぺがされた。そして止とどめとばかりに、もう一度妹の腹を蹴り上げる。

　妹はまるで人形のように、四肢をだらんとさせたまま転がっていき、びくんびくんと痙けい攣れんするだけとなった。それで気が済んだのか、義父は汚い言葉を吐き捨てて自分の部屋へと帰っていった。

　俺は急いで妹の元へ駆け寄った。そして異変に気づく。

　びくんびくんと痙攣する妹の瞳からは光が消きえ失うせ、小さな震える口からは血があふれ出ていた。明らかに異常な状態だ。

「救急車を呼ばなきゃ」

　俺の科白せりふに、しかし母は首を縦に振らない。お父さんに相談しなきゃ。そんな悠長で意味のないことを言う。すぐに義父が呼ばれ、どうするかの話し合い──いや、どう隠蔽するかの密談が行われた。

　そして、そのくだらない密談の最さ中なか、妹は数回ビクビクッと痙攣したあと、二度と動かなくなってしまった。




　──妹は、その短い人生を、こんな形で終えてしまったのだ。




　実の父に殺され、実の母にも見殺しにされた。最期の瞬間、妹は何を思っていたのだろう？　どんな気持ちで死んでいったのだろう？

　妹の遺体は、チラシに包まれ、燃えるゴミの袋に入れられた。無神経というよりは、自分が犯した罪を直視したくない脆ぜい弱じやくな心と、どのみち捨てるからといった、効率の面があったのだろう。

　妹は葬式すらあげてもらえない。遺体を誰かに見られたら、虐待がバレてしまう。

　義父は死体を完全に消す方法をネットで調べていたが、「こんな残虐な行為はできない」とヒステリックな声をあげて諦めた。オーソドックスに、山に埋めることにしたようだ。

　その無様な態度に、俺は酷ひどく裏切られた気がした。

　残忍で暴虐、恐れを知らぬ帝王。そんなイメージとは違い、義父はただの小心者だった。人が死ぬような行為をしておいて、本当に人が死んだら狼狽うろたえるしか能のない、想像力の欠如した馬鹿で、ただの愚か者だったのだ。

『馬鹿な人間が嫌い』というスタンスは、単に他者を下に見てマウントしたいだけの、小物の思考でしかなかった。

　そんな愚かな雑魚に怯おびえていた自分自身を、俺は情けなく思った。

　義父は妹を放置したまま、今日はもう寝ると言い出した。酒に弱い義父は、何かの記念にもらったウイスキーをコップにつぐと、流し込むようにして立て続けに飲んだ。

　──混乱した頭ではどこかでヘマをするかもしれない。勢いにまかせて捨てにいくんじゃなく、ちゃんとしたシナリオを作るべきだ。明日は休みだから、誰かにバレることもない。

　それらしい理由を並べるが、とどのつまり思考を放棄したのだ。現実から目を背けて、これらはすべて夢で、朝になったら妹は生き返っている。そう思い込もうとしていたのかもしれない。

　やがて、義父は寝室に行くと、耳障りな鼾いびきをあげはじめた。目を赤く腫らした母も、寝室へと消えていく。

　居間に残っていた俺は、半透明なゴミ袋の中、カラフルなチラシに包まれる妹の亡なき骸がらを眺めていた。小さな体はゴミ袋の中にすっぽりと入っていて、どこか冗談のように思えた。

　明日になれば、この遺体は山に捨てられ、妹はどこにもいないことになってしまう。人は死ぬとどうなるのか？　妹が生きていた事実はどこに消えてしまうのだろうか？

　俺はゴミ袋を広げ、チラシを剥はいでから、妹の顔を露出させた。時間が経たったせいか、顔は醜く腫れ上がり、元の面影は微み塵じんもなく、不気味な土色に変色した肌が、妹から人間らしさを奪っていた。

　濁った瞳は涙で濡ぬれている。俺は開いている瞼まぶたを、優しく閉じてやった。パソコンで見たアニメで、確かそんなふうにしていたはずだ。けれど目を閉じたところで、安らかな死に顔には、ぜんぜん見えなかった。ただただ苦しみだけが刻まれていた。




　──ほら、この子があなたの妹よ。今日からお兄ちゃんになったんだから、この子を守ってあげてね──




　妹が生まれた日、母は俺にそう言った。

　俺にも守るものができたのだと、生きる意味が生まれたのだと、そう思った。

　だけど──。

　俺は、どうすれば良かったのだろう？

　何度も何度もその答えを探し、幾度も幾度も自問して、どうすべきかを自分なりに見つけていた。だけど、何もしなかった。

　足りなかったのは覚悟だ。

　自分がリスクを負わなくとも、いつか世界は良くなる。アニメのヒーローみたいに、誰かがきっと助けてくれる。そんな甘えた考えを持っていた。

　そのせいで妹は死んだ。

　守るべき者を、守れなかった。

　生殺与奪の権を相手に与えていた。だから殺される。




　──ならば、殺される前に殺せばいい。




　わかっていたことだ。

　単純な答えだ。

　だけど、生まれたときから植え付けられていた倫理観が、洗脳のように俺から思考を奪っていた。

　人を殺すことは悪いことだ。どんな理由があっても許されないことだ。

　それは正しい。否定などできない。否定できる人間は、単に想像力の欠如した馬鹿だ。

　そう、許されない。

　だからこそ、義父は許してはならぬ。

　そして俺も許されようとは思わない。善人であろうとも思わない。ただ、為なすべきことを成すだけだ。

　俺は台所から包丁を取り出すと、義父の眠る寝室へと移動した。部屋には間接照明が点ついていて、ベッドの上で仰あお向むけに眠る義父の姿がよく見えた。

　静かに、そして機械的に、義父に近づく。

　包丁を逆手に持ち、手が滑らないよう、底の部分に左手を押し当てた。狙うは首だ。心臓は肋ろつ骨こつに守られているため、肋骨を折るほどの力がないと失敗する可能性がある。

　不思議と緊張はしていなかった。なんの感情も浮かんでこない。俺の中は空っぽで、虚無だけがそこにはあった。何度も何度もシミュレーションしてきた行為。難しいことなんて何もない。単にイメージを再現するだけでよかった。

　全身の体重をかけて、義父の首に包丁を突き刺す。

　ぐっ、とくぐもった声を出したあと、唐突に義父の鼾いびきの音が途絶えた。

　呼吸を確かめる。息をしていなかった。

　なんと、あっけないんだろう。たったこれだけの行為を、どうして躊躇ためらっていたのか。

「え？　なに？」

　気配に気づいたのか、義父の隣に寝ていた母が目を醒さました。

　俺の存在を認めると、一瞬驚き、次に義父の首に突き刺さる包丁に気づいた。

「いやぁあああああああああああああああああああああああああああ！」

　絶叫がこだまする。

　息が涸かれたかのような気味の悪い音を出しながら、母が義父の体を揺らす。

「しっかりして！　目を醒まして！」

　それは妹が殺されたときとは、まるで別人のような反応だった。

「おまえが殺したの!?　このっ、人殺しっ！」

　その科白せりふに、俺のすべては何も感じることがなかった。ただただ、本能が理解する。

　やはり、こいつも敵だったのかと。

「こんなことをして！　これからどうすればいいのよ！」

　母は義父の首から包丁を抜き取ると、その切っ先を俺に向けてきた。だけど、心が追いついていないのか、腕は小刻みに震えていて、両目も血走っている。

　ベッドから降りようとした母は興奮と緊張からか、よろけるように体勢を崩した。

　俺はその隙を逃さなかった。

　義父の寝室にあった本棚から、はみ出していたハードカバーの本を引き抜くと、そのまま母の下顎を殴りつけた。次に跳ぶようにして、母の腹を蹴りつける。

　母は包丁もろとも無様に床に転がった。

　慌てて包丁を拾おうとする母よりも早く、俺が包丁を拾いあげる。

「ひ、ひぃいいいいい！　た、助けて……」

　母が恐怖に顔を引ひき攣つらせて、息子である俺に命乞いをしてきた。その表情は義父を見るときの、哀れな表情にそっくりだった。

「うん、わかった。助けてあげるよ」

　俺の言葉に、母は安あん堵どしたように息を漏らす。

　その首に包丁を突き立ててやった。

　ひょう、という空気が漏れる音がして、母が訝いぶかしげにこちらを見上げた。なぜ？　そう動いた唇の奥から血があふれ出て、母は絶命した。

　俺は両親が死んだのを再度確認すると、母のスマホを借りて警察に電話した。これも事前にシミュレーションしていた動きだ。

　一、義父の殺害に失敗した場合。

　二、義父のみを殺した場合。

　三、両親とも殺した場合。

　それぞれ、どのように通報すべきか、前もって考えていた。

　ただひとつ想定と違っていたのは、「妹が虐待された」ではなく、「妹が殺された」と伝えなければならなかったことだ。

『はい、Ｙ警察署です。どうされました？』

　電話の声は、想像していたよりも若い男のものだった。

「へ、部屋で両親が死んでいます。どうしたらいいですか？」

『わかりました。落ち着いてください。君は無事かい？　危険がない状態？』

　強盗にでも襲われたことを想定しているのだろう。また、声で俺が子供だということも察したみたいだ。

「はい、危険はありません。大丈夫です。家には誰もいません」

『わかった。じゃあ、君の名前と年齢、自宅の住所も言える？』

　俺は大きく呼吸しながら、震える声で答えた。相手は一応プロだ。過剰な表現をすれば、演技だとバレてしまうだろう。

　イメージは以前、実際に見た交通事故の現場。「親が事故に遭いました。連絡してください」。そう助けを求めた俺と同じくらいの子供は、明らかに動揺はしていたが、テレビやアニメで見るように、大おお袈げ裟さに叫んだりパニックになったりはしていなかった。

　演出と現実は違う。創作作品はわかりやすさを優先するため、現実よりも過剰な表現がなされている。その事故での違和感がきっかけとなり、実際の事故の動画と映画などを見比べたりして気づいた事実だ。

『両親が部屋で死んでいると言ったね？　そこは自宅？』

　俺が「はい」と答えると、少しだけ間が空いて、電話の向こうで何事かやりとりをしていた。おそらく、俺の自宅に警官を向かわせる指示でも出したのだろう。

『どうしてご両親が亡くなったか、わかるかい？』

　俺はオペレータの質問に答えるかたちで、妹が義父に殺されたこと、母が台所から包丁を持っていき、眠っていた義父を殺害したこと、次に自分を殺そうとしてきて、抵抗した結果、母を殺してしまったことを伝えた。

「僕は逮捕されてしまうんでしょうか？」

『大丈夫だよ。正当防衛って知っているかな？　君のお母さんは、おそらく一家心中──って言ってもわからないか。たぶん、みんなで死のうとしたんだよ。親がいなくなったら、子供が生きていけないとでも思ったんだ。そんなことはないんだけどね。とにかく、自分が殺されそうになったら、自分の身を守るために相手を殺したとしても、逮捕はされないんだよ。誰にだって生きる権利はある。だから、安心して』

　その言葉は、俺の心に深く突き刺さった。いや、俺を成す中核のようなモノに深く刻み込まれたと言っても過言ではない。

　正当防衛。

　言葉の意味は知っている。カルネアデスの板の話でさえ知っていた。

　人は誰しも、他人の命よりも自分の命を大事にして良い権利を持っている。

　けれど、その概念はどこか、俺の中では現実味を持っていなかった。

　どんな理由があっても殺人は悪。一般的に広がっているこの概念と矛盾するそれは、空想世界の戯たわ言ごとのように感じられていた。

　けれど今は違う。

　実際に人を殺して、その罪を取り締まるはずの警察官から、「生きるために人を殺して良い」と許可をもらった。

　──この殺人は赦ゆるされたのだ。

　それから警官が到着するまでの間、オペレータは会話を続けてくれた。深夜に三人も死んでいる家に、独りでいる俺を気遣ってくれたのだろう。

　やがて警察官たちが到着し、指紋採取などの現場検証を行った。それからしばらくは、警察署に軟禁されるようなかたちで、何度も何度も聴取を受けた。俺に頼れる親族がいないことも、このときに判明した。

　やがて俺の行為は、正式に正当防衛と認められ、一家心中の被害者として手厚く保護されることとなる。

　義父を殺害したのは俺なのだが、その嘘うそがバレることはなかった。包丁には母の指紋がついていたし、なにより被害者である子供が嘘をつくとは、誰も思わなかったのだろう。

　俺の嘘を、大人も国家も見抜くことができなかった。俺には嘘つきの才能があった。




　人を殺したらどうなるのか？　親がいなくなった子供はどうなるのか？

　その一般的な答えは知っている。

　人を殺したら罰を与えられ、親がいなくなった子供は苦労する。

　しかし、俺の場合は逆だった。

　俺はその後、児童養護施設に預けられたが、まわりは優しい人ばかりだったし、以前より裕福ではなかったが、生活に不自由を感じるレベルでもなかった。図書館に行けば本は読めたし、勉強したいと言えば積極的な支援があった。同じ境遇の子供たちとの生活も、兄弟が増えたものだと考えれば、なんら違和感もない。

　自分がいないと、子供が可哀かわい想そうだと本気で思い込んでいる親がいるとしたら、それは愚かで無知な間違いでしかない。いや、俺に言わせれば、子供を心配しているのではなく、子供に必要とされない自分を憐あわれんでいるに過ぎない。

　俺は身をもって知っていた。

　人を殺しても幸せになれる。

　いや、人を殺さなければ、この幸せは手に入らなかっただろう。

　だが俺には、二つだけ後悔していることがある。

　ひとつは義父をあっさりと殺してしまったこと。義父はおそらく、自分が死んだことすら気づかなかったはずだ。妹に対する謝罪も罪悪感も、痛みさえも感じることなく、安らかに人生の終わりを迎えた。

　地獄などという無責任な概念は、俺の中には存在しない。悲惨に悲痛に残虐に妹は殺されたのに、義父には安らかな死が与えられた。それでは釣り合いがとれない。もっと後悔させて殺すべきだった。

　もうひとつの後悔。それは、人を殺す覚悟が遅れたことだ。妹が殺される前に義父を殺しておけば、この幸福な環境に妹の姿もあったはず。

　誰にも殴られることなく、毎日怒鳴られることもなく、プレゼントももらえて、遊ぶ仲間もたくさんいる。ここに妹がいたら、あの子はどう思っただろう？　あと何回、心から笑うことができただろう？

　だけど、死んでしまえばもう何もない。救えなければ、すべてが無意味だ。

　俺の躊躇ためらいが、妹から幸せを奪ってしまった。俺に植え付けられた常識が、幸福になる道を閉ざしていた。

　だから俺は──。





　　　　†　　†　　†






「だから俺は、特別指名手配中の『正義の殺し屋』になったってわけ？」

　息も絶え絶えに、坂さか西にし結ゆい奈なは言い放つ。その細い首には、まるで首輪のように手錠が嵌はめられていて、その反対側の手錠は、返り血で染まった男の左手首に嵌められていた。

「おいおい、俺の大事な決め科白ぜりふをとらないでくれ。君も一応は国家の犬なんだろ？　他人の権利を奪うとは躾しつけがなっていないな」

　それに答える男の低い声は、声優にでもなれそうな美声であった。

「お生あい憎にく様さま。私の仕事は、あなたのような自称『正義の殺し屋』さんから、権利を奪うことにあるの」

「ひとつ訂正をしておこうか、特殊部隊ＳＡＴのお嬢さん。俺は自分のことを『正義の殺し屋』だとは一度も名乗っていない。それはメディアが勝手につけた俗称だ」

　歌うように答える男の顔立ちは精せい悍かんで、物腰はやわらかかったが、その鋭い眼光の奥には底冷えするような威圧感があった。彼の全身は血に染まっていたが、そのほとんどは自分を捕獲しようとやってきた隊員の返り血だ。

「へぇ～、じゃあ、あなたは自分のことをなんと名乗っているのかしら？」

「俺の名前はジョーカー。趣味で殺人鬼をやっている者だ」

「最悪ね」

　挑発するように言う結奈の姿はボロボロで、両手両足はへし折られており、防護服を剥はぎ取とられた防刃シャツの隙間には、いくつもの切り傷が刻まれていた。持っていた手錠は奪われ、いまは奴隷の首輪のように首を締めつけている。しゃべるたびに喉を圧迫してきて、息苦しかった。

　そんな結奈の頭をジョーカーは鷲わし掴づかみにし、腰のベルトを持って、まるで盾のように構えている。

　いや、それはたとえではなく、本当に肉の盾なのだろう。ジョーカーが潜んでいた雑居ビルの周辺は、すでに特殊部隊と警察による包囲網が完成している。ジョーカーが捕縛されるのも時間の問題だった。

　しかし唯一、逃げ出すチャンスがあるとすれば、結奈を人質にして包囲網の隙を突くこと。そのためにジョーカーは、持ち運びやすい小柄な彼女を選び、手足を折った状態で生かしているのだ。

　自分のせいで連続殺人鬼シリアルキラーであるジョーカーを逃す。結奈にとってそれは、耐えがたい屈辱だった。

「ところで、どうして最初の殺人の話を？　観念する気にでもなった？」

「皮肉で言ったつもりだろうが、実は半分図星だ。君は俺の想像以上に優秀だった。簡単に捕らえるつもりが、怪け我がを負わされ薬まで打ち込まれた。おかげで逃走計画が台無しだ」

「本気で逃げおおせると思っていたの？　ずいぶんな自信ね。その根拠はなに？」

　なんとか打ち込むことができた薬の影響で、ジョーカーの意識レベルは落ちている。量が足りなかったのか耐性があったのか分からないが、昏こん倒とうする代わりに口が軽くなっていた。もしかしたら、計画とやらをしゃべってくれるかもしれない。

「自信とは、そもそも根拠のないものさ。自信とは自分を信じることだ。実績や裏付けがあれば、それは単なる予測だ」

「それは親切にどうも。ところで、趣味で殺人鬼をやっていらっしゃる方の、二つ目の殺人は何かしら？」

　計画とやらは聞き出せなかったが、結ゆい奈なはできるだけ会話を続けようとしていた。

　味方が再突入する時間を稼ぐためと、ジョーカーの注意を逸そらすのが目的だ。人質となった場合、犯人に話しかけることはセオリーのひとつでもある。

「なんだ、まだ証拠を掴つかんでいなかったのか？　ネットでは噂うわさになっていたので調査済みかと思っていたぞ」

「生あい憎にくと、あなたの犯罪は件数が多くて、昔の事件まで掘り返す余裕がないのよ。ネットの噂ってことは、仲なか吉よし小学校イジメ加害児童殺害事件ってこと？」

「さあ、どうかな？　と言いたいところだが、まぁいい。そのとおりだ。そいつが俺の二件目の殺人だ。俺と同じ施設にいた女の子が、親がいないことでイジメに遭っていてなぁ」

「それで殺したってわけ？」

「結論はそうだが、もっと過程を大事にしろ。一応、教師に報告してイジメの対処をしてもらった。その結果、どうなったと思う？」

「……陰でもっとイジメが酷ひどくなった？」

「正解だ。悪いことをやめろと言えば、より酷い目に遭う。この世界の真理だ。何度か大人に助けを求めたが、結果は変わらなかった。仕方ない諦めろ。そう言われたこともある。そんなわけで大人に見捨てられた哀れなガキ大将くんには、この世から退場してもらった」

　ただ退場させたわけではない。その遺体はバラバラにされ、小学校のいたるところに放置された。当初、犯人に疑われたのは男性の体育教師。彼は男子トイレに盗撮カメラを仕掛けており、定期的に学校に忍び込んでいた。

「体育教師に罪を擦なすりつけたのも、制裁の意味があるの？」

「まさか、単に都合がよかっただけさ。彼はマメに監視カメラのログを消去していたからな。それを利用させてもらった。まあ、念のためイジメの件を彼には相談しなかったがな」

　その科白せりふに、結奈はぞっとなった。体育教師にイジメの相談をしなかったのは、児童殺害とイジメの件を結びつかせないためだ。つまり、かなり早い段階から解決法として殺人を視野に入れていたことになる。小学生の発想ではない。

「彼の死によって、大人が匙さじを投げたイジメ問題はあっけなく解決した。俺は文部省にひとつの道を示してやったわけだ」

「……ひとつ分からなかったのだけど、どうやってアリバイを作ったのかしら？」

　殺人事件が起こってから監視カメラの記録が消されている事実が判明するまでの間、イジメの関係者にも捜査が及んでいた。だが、ジョーカーにはアリバイがあった。

　犯行時刻当時、彼は自分の部屋にいたのだ。施設のルームメイトだった三人の子供がそれを証言している。

「エリートの割には想像力が足りないな。単純な話さ。殺した奴やつの生首をみんなに見せた。それだけさ」

　結ゆい奈なは思わず絶句する。つまりジョーカーは、ルームメイトを脅して嘘うその証言をさせたのだ。単純だが、効果は絶大だ。

　犯罪を犯した場合、小心者なら通報されるリスクを恐れるが、サイコパスは大胆な行動を取ることが多い。しかも巧みな話術で人心を操り、飴あめと鞭むちを巧妙に使い分ける。ジョーカー自身も小学生だったとはいえ、同じ年頃の子供を操るなど、彼にとっては造作もないことだったのだろう。

　犯人逮捕における初動捜査は極めて重要だ。未解決事件のほとんどは、この初期捜査でミスを起こしている。ジョーカーは意図的にそれを作り上げ、捜査を攪かく乱らんしたのだ。

「ずいぶんと策士だったあなたが、聖せい華か中学の殺人事件で逮捕されてしまったのは、どうしてかしら？」

　聖華中学校女子生徒レイプ犯大量殺人事件。ジョーカーの存在を世に知らしめ、減刑を望む多数の署名がなされた有名な事件だ。

　聖華中学に通う十四歳の女子生徒が、お祭りの日に未成年の不良たちに拉致され、集団レイプの被害に遭い、その数日後、自ら命を絶った事件。彼らの身内に上級国民がいたため、彼らは不起訴処分となった。

　そんな彼らを、次々に惨殺していったのがジョーカーだ。ただ殺すのではなく、拷問を与え、無様に命乞いする姿をビデオに残しながら残酷に殺害していった。その当時は六人を殺害。その五年後、現場にいたとされる三人が殺害されている。

「単純に失敗しただけさ。誰しも失敗はある。特に若い頃はな」

「あなたの犯行にしては、無計画で感情的だったように思えるわ。調書では否定しているけど、あなたは被害者の少女と知り合いだったんじゃない？　私はそう考えている」

「ほう？　否定していたか。昔のことだったので忘れたなぁ」

「じゃあ、やっぱり……」

　ジョーカーは当時、女子生徒とはなんの面識もないと供述していた。警察のほうでも調べたが、学校も住んでいる場所も違うため、ふたりに共通点を見いだせなかったのだ。

　殺害の動機については、レイプを自慢げに話す輩やからがいたので、単に殺すべきだと思った。そう答えている。だが、ジョーカーのこれまでの殺人の動機からして、女子生徒と知り合いである可能性は非常に高いと睨にらんでいた。

「実は告白されていた」

「…………」

「…………」

「…………はぁああああ!?」

　結奈は素っ頓狂な声をあげる。途端に傷口が疼うずきだし、結奈はしばらく痛みに耐えた。

[image: ]

　しかし、びっくりした。片思いとか、淡い恋心的なものを想定していたのだが、まさか、そこまでの関係とは思っていなかった。

「こらこら驚くな。まるで俺が女子にモテないみたいじゃないか」

「あえてつっこまないわ。……ってことは、あなたたちは恋人同士だったわけね」

「いや、違う。馬鹿か君は。いったい何を聞いていたんだ？」

「は？　だってさっき、告白されたって……」

　結ゆい奈なはちょっとムカッとした。

「告白されたとは言った。だが、承諾したとは言っていない」

「断ったの!?　なんで？」

「顔が好みじゃなかった」

「はぁああっ!?　なにそれ！　そんな理由で断ったの!?」

「中学生の男子としては、一般的かつ合理的な理由だと思うが？」

「普通すぎるからよ！　外見で判断するとか酷ひどい！　最低だわ！」

「ブ男からの告白は、カウントすらしない雌どもに言われたくないなぁ。まあ、いい。実は性格も嫌いだった。妙にウザい奴やつでな。俺が構うなオーラ全開でいたのに、空気を読まずに話しかけてくるような馬鹿で、祭りにも強引に連れて行かれたりもした」

「え？　それってまさか……」

「そうだ。あの日、俺はあいつと一緒だった」

　あの日とは、少女がレイプ被害に遭った祭りの日のことだろう。

「あのレイプ事件の現場に、あなたもいたの？」

「いるわけないだろ。俺に覗のぞきの趣味はない」

「そうじゃなくて！」

　からかうように言うジョーカーの言葉を遮るように叫んだ。

「……祭りの日に告白された。俺はそれを断った。一緒にいる理由もなくなったので帰った。それだけの関係さ」

　結ゆい奈なは胸が締めつけられる思いだった。好きな人にフラれ、失意のどん底で集団レイプという人格を踏みにじられる最悪の被害に遭う。どんな思いで自ら命を絶ったのだろうか？

「だから、復ふく讐しゆうを？」

「勘違いするな。レイプをするような奴やつは殺していい。当時の俺の価値観で殺しただけだ。それ以上でもそれ以下でもない」

　いまのジョーカーの表情を見られないことを、結奈は歯は痒がゆく思った。肉の盾となり、後ろを振り向くことができない自分には、どんな気持ちで言っているのか、ジョーカーの本心を知る術すべがない。

　ジョーカーのその後の犯罪は公的にも残っており、概おおむね把握していた。この事件で逮捕されたジョーカーは、世間的な同情の声もあり、刑事処分ではなく少年院送りとなる。

　この時点で、仲なか吉よし小学校の殺人事件と結びつけることができていれば、まだ結果は変わっていただろう。しかし、警察はここでもミスを犯していた。

　中学生になっていたジョーカーは、児童養護施設を出て里親の元で暮らしており、ほかの県へと移住していた。そのため警察内での連携がうまくいかず、ふたつの事件を結びつけることができなかったのだ。

　少年院で保護観察処分となっていたジョーカーは、生活態度の良さもあって、四年後には出所することになる。しかし彼は元の世界に戻ることはなく、少年院で知り合った少年Ａに誘われ裏社会の住人となった。ジョーカーの主な役割は邪魔者の排除、つまりは殺し屋だ。

　同じ裏組織に属していた者の証言によると、ジョーカーはまるで人としての感情が欠如したかのように殺すことに躊躇ためらいがなく、自分の命すらも軽視していたという。さらには頭の回転もよく、足がつきにくい方法も熟知していた。レイプ犯の残りの三人も、この時期に殺害している。

　その後ジョーカーは、裏社会の伝つ手てをたどって外国へ渡り、テロリスト専門の暗殺部隊に所属する。過酷な訓練に耐え実績を残した彼は、自ら志願して紛争地域の鎮圧や犯罪組織壊滅の任務につき、数々の成果をあげてきた。

　そんな彼だったが、数年前に突如退役し、とあるＷＥＢサイトを立ち上げる。それは、『悪人を格安で殺してさしあげます』という、日本限定の殺し屋稼業のサイトだった。

　ジョーカーは自ら、過去のレイプ犯連続殺人事件の犯人であることを明かし、「この世には殺さなくてはならない悪がいる」と世間を唆した。ちなみに、裏社会の人間の依頼は受けないことも明言している。

　最初に依頼してきた者の気持ちはわからない。本気だったのか冗談半分だったのか。それは、パワハラで新入社員を自殺に追いやった先輩社員を殺してほしいというものだった。

　ジョーカーは当然のごとく、それを実行する。パワハラ先輩社員を殺害し、その一部始終を記録し、自身のサイトにアップしたのだ。

　最初はジョークだと思っていた者も、実際に死体が見つかり、メディアがこぞって殺し屋サイトの存在を報道し続けたことで、ジョーカーの本気を知ることとなる。

　ジョーカーが本気だと知ると、世間も本気の依頼を投げてきた。犯罪を犯しても罰せられない上級国民を殺してほしい。レイプしても合意があったと反省の色がない某企業の重役を殺してほしい。過去に自分を虐いじめて学校に来られなくしたあいつらに復ふく讐しゆうしてほしい。

　ジョーカーはその願いすべてを叶かなえた。残酷に、公平に、確実に、殺しを成功させていく。

　世論はジョーカーの存在を容認した。いや、それどころか「正義の殺し屋」「現代の必殺仕事人」など、ヒーローとして持もて囃はやした。ジョーカーは決して、対象を見誤ることをしなかった。誰から見ても邪悪、そう思われるような人物だけを殺していった。

　無論、警察も手をこまねいて見ているだけではなかった。しかし、ジョーカーは暗殺部隊に所属しているときに、軍仕込みのＩＣＴ技術も獲得しており、インターネット上で姿を隠す技術に長たけていた。

　もともと日本は、「海賊版漫画サイトの対策としてブロッキングすべし」などというアホな発言が平気で出るほど、ＩＣＴ技術に関して遅れている国だ。ネット上でジョーカーの足取りを追うのは、ほぼ不可能だった。

　さらにはアナログ世界でも、暗殺のプロであるジョーカーを捕捉することができずに、長い間、彼の独善的な犯罪を許してきた。

　しかし、ついに今日この日、早朝の暗闇のなか、ジョーカーの居場所を突き止めた日本が誇る特殊部隊が、ジョーカーのアジトに強襲を果たしたのだ。けれども、あっさりと返り討ちに遭い、唯一生き残っている結ゆい奈なも無様な肉の盾となっている。

「ふむ、おかしいな」

　一階の窓から外に出たジョーカーが訝いぶかしげに呟つぶやく。なにが？　と思った結奈も、すぐにそれに気づいた。周囲に人の気配がまったくしないのだ。

　ジョーカーは警戒しながらも、確実に歩を進めていく。狙撃されにくいコースを大胆に進み、ポイントポイントでは、結奈を肉の盾として、きちんと防御する動き。敵ながら見事だと感心する。

「くくく、なるほどなぁ。どうやら君は可愛かわいい顔をしているが、世渡りは下手なようだ」

「はぁ？　どういうことよ？」

　唐突に容姿を褒められ、生き方を貶けなされた。まるで意味がわからない。

「決定権のある上司の愛人くらいにはなっておけ」

「だから、それはどういう──」

　刹那、周囲の建物がほぼ同時に破裂し、爆風と瓦が礫れきが霰あられのように降り注いでくる。ビルが同時に爆破されたのだ。

　ほぼ同時に、結ゆい奈なはジョーカーによって地面に押しつけられた。すぐ隣には身を伏せるジョーカーの姿があった。

　頭が混乱する。こんなに大規模な爆破が行われるということは、周囲に仲間はいないはず。まだジョーカーを確保していないのに、どうして包囲網を解いてしまったのか？

　遠くで何かが飛ひ翔しようしてくる音。結奈はうつ伏せのまま、必死に頭を動かして空を見上げた。

　その視界の先、黒煙の向こうの朝焼けの空に、銀色の塊があるのを見る。それは急速な勢いで自分たちの元へ飛翔してきていた。ミサイルだ。

　不意にジョーカーの言った言葉の意味を悟る。

　心臓のモニターを監視しているため、結奈が生きていることは把握しているはずだ。そしておそらくは、ジョーカーが一緒であることも知っているはず。

　つまり、自分は見捨てられたのだ。しかも、心臓のモニターを照準にされている。

　これは急きゆう遽きよ決まった作戦だろうか？　いや、違う。準備の手間からも、最初から織り込み済みの作戦だったはず。それなのに、強襲した部隊には知らされていなかった。仕方ないことかも知れないが、裏切られた気持ちになる。

「たかだか殺人鬼ひとりにずいぶんと税金をかける！」

　興奮したように言ったジョーカーは、結奈を抱き抱えて走り出す。手錠を切断するより、そのほうが速いと判断したのだろう。

　だが、それよりも速く、ミサイルの閃せん光こうがあたりを包み込んだ──。





　　　　†　　†　　†






　──君のそういう我関せずって態度よくないよ。

　快活な少女の声。どこか懐かしい気持ちになる。

「人に迷惑をかけることが悪ならば、人に関わらないことは善だ」

　──そういう屁へ理り屈くつだけは得意なんだから。だから友達が少ないのよ。

「安心しろ。少なくとも君より友達は多いさ」

　──君はいつも嘘うそばっかり。本心を隠して自分を偽って。いつか本当の自分自身も失っちゃうよ。

「哲学的な驕おごりだな。人の細胞は日々入れ替わっているし、価値観や記憶も日々更新されていく。テセウスの船さ。変化こそが人の正常な在り方だ」

　──それでも、変わっちゃ駄目なものがある。私は君のそれを守ってあげたかった。でも、私にはもう無理なの。だからね。つないでおいたから。

「何を言っている？」

　──君は何も悪くない。だからね、もう自由になっていいんだよ……。




「──ううぅっ」

　ジョーカーは小さく呻うめいて目を醒さました。ついさっきまで、あの少女と会話をしていたような記憶がある。

　更さら科しな結ゆい奈な。電車で年寄りに席を譲らない若者と喧けん嘩かになっていたところを助けたことで、変に絡んでくるようになった頭のおかしな少女だ。

　お節介で負けず嫌いな性格で、そのくせ心が弱くて、レイプされた程度で自ら命を絶った。最初から空いている穴に肉棒を突っ込まれたくらいで、人の尊厳が消えてなくなると思っていた愚か者だ。

　あの国家の犬に昔話をしたせいで、思い出したくもない記憶を思い出してしまったのだろう。自分では正常なつもりだったが、薬の影響で意識が低下していたのかもしれない。

　ジョーカーは周囲を見渡し、すぐにそこが自分の知っている場所と違うことに気づいた。

　白乳色の霧に覆われた床は底が見えず、まるで霧の上に立っているかのようだった。左右には真しん鍮ちゆうの柱が均等に並んでいるが、柱の上には何もなく、こちらも白乳色の雲に覆われた空が広がっている。雲の隙間から光が漏れていて、どこか死後の世界を連想させた。

　いや、その認識は正しいのかもしれない。俺はあのとき、ミサイルの爆撃で命を落としたのだろう。

　柱が導く先には、場違いにも天蓋付きのベッドが置いてあり、そこに誰かいるようだった。

　──ジャラ。

　手を動かそうとしたジョーカーは、左手首に手錠が嵌はめられていることに気づく。その先には、特殊部隊ＳＡＴの女がつながっていた。

　全裸だった。

　そして自分も服を着ていないことに気づく。いや、それどころか、体がうっすらと透けていた。

「う……ん」

　そのときだ。女の瞼まぶたがかすかに動いた。どうやら意識を取り戻したらしい。

　どこかぼんやりとした視線がジョーカーをとらえた瞬間、その瞳に力が宿った。女は素早い動きで立ち上がると、警戒したように距離をとろうとする。

「ぐえっ！」

　しかし、首に嵌められた手錠のせいで、潰されたカエルのような声を漏らした。記憶が混濁しているのか、手錠のことを失念していたらしい。憎々しげにこちらを睨にらみつけてくる。しかし、次の瞬間、女は目をぱちくりとさせた。

「な、なんで裸なの!?」

　ああ、そのことか。とジョーカーは思った。ある意味度胸の据わった女だ。

「お互い様だろ？」

　ジョーカーの指摘に、一瞬きょとんとした女は、恐る恐るといった感じで自分の体を見た。

「ななななな、なんですとぉおおおおお!?」

　慌てて自分の体を隠しながら縮こまる。

「おいおい、もっと女らしい叫び声を出せないのか？」

　ジョーカーは小馬鹿にしたように言った。スタイルは良いが、色気のない女だ。

「う、うるさいわね、この馬鹿！　なんで裸なの!?　変態！　このレイプ魔！　舌を噛かみ切って死んでやるから！」

「おい、少し黙れ」

　ジョーカーは不機嫌さを隠さず言葉を放つ。意味のない会話に付き合う気はない。殺気を感じたのか、女が真剣な表情で、こちらの様子を窺うかがってくる。

「命はとても大切なものなんだろ？　それとも君の人生は、捨てアカみたいなものか？　まぁ、どのみち舌を噛み切ったところで人は死なないがな」

「知ってるわよ、そんなこと」

　どうやら怯おびえて押し黙るタイプではないらしい。そういうところは嫌いじゃない。

「それと期待にそえず申し訳ないが、俺は何もしていない。ここはどうやら死後の世界らしい。さしずめ、あいつは閻えん魔ま大王といったところか」

　ジョーカーは、天蓋付きのベッドを顎で示す。女の息を呑のむ気配が伝わってきた。

　天蓋付きのベッドの上には、ひとりの少女が横たわっていた。年齢は十代前半といった感じで、介護ベッドのように頭の部分が持ち上がっているため、一糸まとわぬ上半身が露あらわになっている。

　けれどもその上半身は、複数の透明な球体に侵食されているかのように、原形を切り取られており、頭の半分も抉えぐれてなくなっていた。残った頭部には、悪魔を想起させる禍まが々まがしくて巨大な角のアクセサリー。少女自体、作り物の可能性もあるが、おそらくは違うだろう。

「死んでるの？」

「あれで生きていたら、人間ではないな」

　言うや、ジョーカーは少女の元へ向かおうとする。

「ちょ、何する気？　私を巻き込まないで！」

　女が踏ん張って抵抗の意思を示してくる。嫌がる犬を引っ張っているような気分だ。

「君のいた特殊部隊ＳＡＴはおままごとか？　珍しくもないだろう」

　ジョーカーが小馬鹿にすると、女はムッとした表情をした。どうやら、一丁前にプライドが傷ついたらしい。抵抗をやめてついてくる。

　やはりというか、少女は作り物ではなかった。肌の質や呼吸など、間近で見ると彼女が本物である証拠が五感を通して理解できる。

「ほう、驚いた。こいつ生きているぞ」

「あなた死んでるって言ったじゃない！」

　ジョーカーの科白せりふに、女が非難するような声を出す。

「こらこら、勝手に人の言葉を誤解したうえに批判するな。俺は生きていれば人間じゃないと言っただけだ」

「じゃあ、この人は……」

「目覚めるようだ。黙っていろ」

　その科白に合わせるようにして、少女が顔を顰しかめる。そして、ゆっくりと瞼まぶたを開いた。目が覚めた彼女は、何かを探すみたいに視線を周囲に巡らせてから口を開く。

「そこに誰かいますか？」

　透き通るような綺き麗れいな声だった。どこか温かさを感じる声。

「ほう、君は目が見えないのか？」

　ジョーカーの声に、少女は安あん堵どしたように微笑ほほえむ。

「すみません、どうやら召喚の術で力を使い果たし、視力を失ったようです。私の名は、レクイチェル・アンガー。第十三階層の悪魔にして、あなたの魂を異世界より召喚せしめし者です」

「召喚ということは、ここは地獄ではないのか？」

「おそらく地獄とは、私たちの世界で言う冥獄のことかと思いますが、ここは地獄ではありません。ここは魂だけが存在できるプシュケーの座、アストラル界です。異世界で死んだあなたの魂を訳あって召喚いたしました」

　そんなことを言うレクイチェルの体は、複数の透明な球体によって徐々に侵食され、消滅し続けていた。

「体が消えかけているな。召喚の影響か？」

「醜い姿を見せてしまい、申し訳ありません。これは召喚の影響ではなく、神々の定めたルールに逆らった結果です。神々のルールを逸脱した者は、この世界から消滅してしまうのです。ここはアストラル界なので、体の消滅はゆっくりなのですが、すでに現実世界の私の体は消えてなくなっていることでしょう」

　レクイチェルは意を決したような表情になると、ベッドの上で深々と頭を下げた。

「無理を承知でお願いいたします。どうか、私の世界、アルゲンベスタをお救いください。私はあなたのような方をずっと待ち望んでおりました。この世の理不尽を憎み、絶対的な力にも臆さぬ、正義の殺人鬼の登場を！」

「ちょっと待ってよ！　正義の殺人鬼ってなに？　私は違うわよ！　こんな奴やつと一緒にしないで！」
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　抗議の声をあげたのは特殊部隊ＳＡＴの女だ。

「え？　誰……です？　ほかに人がいるのですか？」

　しかしレクイチェルは、戸惑った反応をみせる。

「誰って？　私も召喚されたんじゃないの？」

「いえ。え？　なんでいる……ええぇっ？」

「良かったな。明らかに想定外な感じだ」

「へ？　……想定外？　じゃあ、なんで私はここにいるのよ!?」

「そ、それが、私にも……」

　レクイチェルは申し訳なさそうに俯うつむいてしまった。悪魔だと言っていた割には、根は素直で優しい奴やつなのかもしれない。

「そんな細かいことはどうでもいい。早く用件を言え」

「細かいことじゃないわよ！　元の世界に戻れなくていいの？」

「話を聞いてなかったのか？　俺たちは死んだ後に召喚されたんだぞ？」

　ジョーカーの指摘に、女は口ごもった。仮に戻れるとしても、そこがあの世であることを悟ったらしい。

「体の崩壊が速いな。ここに存在できるのもあと少しではないのか？　どう世界を救ってほしいのか、何も訊きいてないぞ」

「そうですね。確かにもう時間はありません。……あなたにお願いしたいのは、この世界──アルゲンベスタを創った神々の殺害です。彼らは娯楽と称し、多くの弱き者たちに過酷な運命を与え、弄び、残虐非道な行いをしています。いくら自分たちの創造物とはいえ、あのような非道な行いは許されるものではありません。どうか邪悪な神々を殺し、人々を不幸からお救いください」

「見返りはなんだ？」

「……ありません」

　レクイチェルが悲痛な表情で答える。

「俺に依頼する理由はなんだ？　ただの人間より、悪魔である貴様のほうが適任だと思うが？　先ほどの『神々の定めたルール』とやらに関係するのか？」

「そうです。この世界では神々の定めた存在定義に従って、あらゆる命が存在しています。悪魔も同じで、その存在定義上、神々に逆らう行為自体が禁止されています。しかし、異世界者は違います。あなたはこの世界の神々によって存在を定義されていないため、ルールの適用を受けません。神々に逆らうことも、神々を傷つけることも可能なのです」

「なるほど。神々を害することのできる人間を召喚した。それが反逆行為と見なされたわけか」

「ちょっと待って。神々ってことは、複数いるのよね？　みんながみんな残虐非道なわけ？　抗議する神様はいないの？」

　女の質問に、レクイチェルは複雑な表情を浮かべた。

「……私もかつては女神でした。しかし、同胞に意見した結果、悪魔として階層の奥深くに堕おとされてしまったのです」

「この世界も、俺たちの世界となんら変わらないみたいだな」

　正しさや思いやりよりも、権力者の気分ですべてが決まる。彼らにとっては、自分に逆らうこと自体が悪なのだ。

「ところで念のために質問だが、神とやらを殺すのに条件はあるのか？　ナイフで首を掻かっ切きれば死ぬのか？」

「はい。多少生命力は高いですが、人を殺すのと同じ方法で神を殺すことはできます。しかしながら、人の力で強大な力を持つ神々に対抗するのは現実的ではありません。そこで、あなたに二つの力を授けます。どうか、私に口づけを」

「了解した」

「え？　ちょっと待──」

　女が制止しようしてきたが、ジョーカーは構うことなく、レクイチェルと口づけを交わした。

「ちょっと、やめなさいよ！　危険じゃ──むぐっ！」

　女が邪魔してきたので、その頭をベッドに押さえつけて、そのまま十数秒、じっくりとレクイチェルの唇を堪能する。今にも死にそうなのに、やわらかくて瑞みず々みずしい唇の感触。やがて唾液の糸を伸ばしながら口づけを終える。

「これであなたは私の契約者となりました。悪魔と契約した者は魔人と呼ばれ、強大な力を有します」

「ふむ、まだ実感は湧かないな」

「ふむ、じゃないわよ！　悪魔とキスするなんて正気？　警戒心が足りないんじゃない!?」

　自分の体の状態を確かめるジョーカーに、女が唾を飛ばしながら注意する。

「それは小物の発想だぞ。小物ほど騙だまされることに怯おびえて、チャンスを逃すものさ」

「騙されるよりはマシでしょ」

「わかっていないなぁ。大事なのは、正確に物事を見抜くことだ。騙す気のない相手を疑っている時点で、それは騙される以上に愚かでしかない。コスト＆プロフィットではなく、ゼロイチでしか物事を考えられない馬鹿だ。損失はすぐに挽ばん回かいできるが、チャンスはなかなか巡ってこないものだぞ」

「うっ、それは……」

　女は再び言葉に詰まった。どうやら思い当たる節があるようだ。なんでもそうだが、やらない理由を探す人間よりも、やる理由を探す人間のほうが成功に近づくことができる。愚か者フールのみが、王キングを殺せるのだ。

「それで、もうひとつの力とやらは？」

「それは──既にあなたが持っている力で、それこそがあなたを召喚した理由なのです。アルゲンベスタでは存在定義こそが世界の理ことわりを成し、同時に世界の理を破壊することができるのです。人が持つ生まれながらの運命のことを『生き質しつ』と呼びます。その者がなんのために生まれ、なんのために生きているのか？　生質が加速し、スキルとして使用できるようになった運命を『レゾンデートル』と呼びます。あなたの生まれた理由、生きてきた意味こそが、邪悪な神々を滅ぼす力となりましょう」

「ほう、趣味でやっていた殺人鬼が役に立つというわけか」

　──それは違う。

（なんだ？）

　ジョーカーは突如頭の中に聞こえてきた声に戸惑いを覚えた。これはレクイチェルの声でも、横にいる騒がしい女の声でもない。

　懐かしいようで、まったく知らない声。

　おそらくは、記憶にある誰かの声を組み合わせてつくられた自分自身の声だ。なぜか、その事実を理解することができた。

　──あなたは常に本心を隠してきた。

　──偽りの人生を送ってきた。

（当然だ。誰しも己の心に嘘うそをついて生きている）

　──否、それは否。

　──あなたの嘘は攻撃のための嘘。

　──あなたの嘘うそは世界を殺すための嘘。

　──誰かのために嘘をつき、自分の心はどこにもなく、

　──幾重にも重ねられた嘘は、現実さえも書き換えていく。

　──それが、あなたの生きる理由。

　──それが、あなたの生きる意味。

　──生質は加速し、運命は姿を成す。

　──顕現せし運命は、新たな力として汝なんじに宿らん！

　──レゾンデートルはここにあり！　汝、『偽装錬金フールゴールド』を獲得せり！




　ジョーカーの意識が急速に覚醒する。

　わずかな時間、自分は確かに精神世界の奥深くに立っていた。

「どうやら、なんらかのレゾンデートルを得たようですね。それとは別に、あなたは既に『異世界者ドリフターズ』のレゾンデートルをも獲得しています」

「まぁ、当然だろうな」

　異世界から来た時点で、その存在定義は余よ所そ者ものだ。獲得していて当然だろう。

　強く意識することで、胸式呼吸と腹式呼吸を切り替えるみたいに、レゾンデートルの存在を認識できた。異世界者ドリフターズの能力。それは、神々が定めたあらゆるルールの制約を受けない、だ。

「……どうやら、もう限界のようです。どうか、お願いいたします。心優しき殺人鬼よ。この世界を救ってください」

　悲痛な声と真摯に願うような表情で、レクイチェルが懇願してくる。その顔の大部分は、透明な球体の侵食で消失してしまっている。

「ちょっと待ってよ！　私はどうなるの？　神様と戦うとか冗談じゃないんだけど!?」

　周囲に漂っているしんみりムードをぶち壊すような勢いで、女が抗議の声をあげた。

「……ごめんなさい。本当にごめんなさい」

「謝った!?」

　そしてレクイチェルの姿は飲み込まれるように消えていき、次の瞬間、激しい光があたりを覆い尽くした。
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　光が収まると同時に、さまざまな刺激が結ゆい奈なの五感に飛び込んできた。肌を撫なでる風の感触と草木の匂い、照りつける太陽と森がざわざわと揺れる音。

　結奈は呆ぼう然ぜんと、目に飛び込んでくる風景に見とれていた。

　どうやら自分たちは、小高い丘の上にいるらしい。背後には鬱うつ蒼そうと茂る森が広がっており、前の崖下には、肌のめくれた荒れ地が見渡せる。その先には再び森が広がっていた。

「……ここは？」

「どうやら、ここがアルゲンベスタらしいな」

　結ゆい奈なの質問に、隣に立つジョーカーが答える。その姿は全裸ではなく、黒を基調とした衣装に身を包んでいた。ズボンとジャケットに、シャツといった現代的な服装。しかし、肩や手足などには甲かつ冑ちゆうの一部のようなものが取りつけられており、一応は鎧よろいなのだろう。けれど、保護部位が少なすぎて、防具の意味がないような気がする。

　結奈は慌てて自分の姿を確認する。質素な布を縫い合わせたワンピースのような衣装。スカートの下には、ショートパンツのような物を穿はいている。とりあえず全裸でなかったことに、ほっと息をつく。

　その瞬間、ずしりと首のあたりに違和感を覚えた。

　恐る恐る首のあたりを触ってみる。硬い金属でできたチョーカーみたいなものが、首に巻いてあった。え？　なにこれ？

「随分とデカい首輪をつけているな。まるで奴隷のようだ」

「は？　首輪!?　奴隷!?」

　確かに言われてみれば、この無骨な形は金属でできた首輪に違いない。ご丁寧に鎖をつける輪っかの部分まであった。

「ななななななな、なによ、これ!!　なんでぇ!?」

「おおかた手錠が変化したものだろう。もともと警察の犬だったんだ。問題ないんじゃないか」

「大有りよ！　私は国家公務員であって奴隷じゃないわ！」

「それは無む知ち蒙もう昧まいというやつだな。奴隷たちから文句が出ない形に奴隷制度をアレンジしたものが、現代の公務員やサラリーマンといった仕組みだ。働いても働いても給料が大して上がらない事実に疑問は抱かなかったのか？」

「うるさいわね。いまはそんなこと、どうだっていいの！　これ、どうやって外すのよ！」

「奴隷には奴隷らしく、命令のひとつでもしてやろうか」

「だから、誰が奴隷よ！」

「命令だ、犬のちんちんをしろ」

「誰がす──」

　しかし、結奈の言葉は最後まで続かなかった。首輪が赤く光ると同時に、結奈は犬のちんちんの格好をする。

「──え？　なん……で？」

　我に返った結奈は、信じられないといった表情で自分の両手を見つめる。そこになにか書いてあるとは思っていないが、思考を落ち着かせる場所が欲しかった。

「ほう、おもしろいな。もう一回、ちんちんをしてみろ」

「し、しないからね！　絶対にしないからね！」

　結奈は必死になって顔を横に振る。先ほどと違い、今度は体に異変はなかった。

「……ふむ」

　ジョーカーはわずかばかり思案してから、

「命令だ。ジャンプしろ」

　結ゆい奈なは言われたとおりジャンプした。

「命令だ。猪いの木きのモノマネをしろ」

「元気ですかー！」

「ふむ。顎のシャクレはいまいちだが、努力は認める」

「──って、なにやらせるのよ！」

「頭に『命令だ』をつけると、首輪が赤く光るな。そしていま『命令だ』と言っても、なんの反応もないところを見ると、文脈まで理解していることになる。意外に高性能だぞ、その首輪」

「そんな感心したように言われても、ぜんぜん嬉うれしくなんだけど……」

　ため息交じりに漏らした結奈は、あることに気づき、自分の体を両手で守るような仕草をした。そしてジョーカーを睨にらみつけながら言う。

「最初に言っておくけど、命令で私に卑ひ猥わいなことをしたら、あなたを軽蔑するからね」

「まるで、いままで軽蔑していなかったみたいな科白せりふだな。まぁいい、安心しろ。俺に獣じゆう姦かんの趣味はない」

「だから、犬じゃないってーの！」

「そういや、君の名前はなんだ？　名前を知らないと、なにかと不便かもしれん。別に名乗らなくてもいいが、その場合は『大福丸』と命名するぞ」

　マイペースに会話をしてくるジョーカーに、結奈は「なんなの、こいつ」と内心で呆あきれ果てた。残忍な殺人鬼をイメージしていただけに、なんだか調子が狂う。

「……坂さか西にし結奈よ」

「ゆいな？」

　珍しくジョーカーが戸惑った表情を見せた。結奈は一瞬訝いぶかしく思ったが、すぐにその理由に気づく。

「ああ、そういえば、あなたに告白してきた女の子の名前も結奈だったわね。確か漢字も同じだったはずよ」

「そうか、なら君の名前は大福丸にしよう」

「だから、なんでよ！」

「冗談だ。……命令だ。東京特許許可局と十回言え」

「東京特許許可こく、東京とっここか──ぐぁ！」

「おいおい。せめて、一回くらいは成功しろ」

　ジョーカーは茶化すように言った。

「うるさいわね。っていうか、いきなりなによ」

「渡された武器の性能を事前に確認することくらい常識だろ？　この命令とやらが、どこまで有効か確認したまでさ。少なくとも本人の能力以上のことはできないし、できないとわかった時点で、命令もリセットされるようだな。さて、できなくとも続けるよう命令したら、いったいどうなるのかな」

「ねぇ？」

　ひとりで物騒なことを思案するジョーカーに向かって、結ゆい奈なは神妙な面持ちで尋たずねた。

「本当に、あの悪魔の依頼どおり神様を殺すの？」

　ジョーカーは戦後最大の殺人鬼であると共に、いくつもの戦場で戦果をつらねた戦闘のプロフェッショナルでもある。普通の人間であれば、彼に殺せない者はいないだろう。だが、いくらなんでも神様は別格だ。

　元の世界にいたような紛まがい物ものの神ではない。死んだ者の魂を異世界から召喚するような悪魔でさえ敵かなわないほどの強大な敵。いくら悪魔から力をもらったからといっても、勝算は極めて低いように思える。

「は？　なぜだ？　誰がいつ、そんなこと言った？」

　ジョーカーは、「なに言ってんだこいつ」という表情を向けてきた。

「殺さないの!?　その気はなかったの!?　じゃあ、なんで力とかもらったのよ！」

「本人が『あげる』と言ったんだ。もらっておいて損はないだろう。どのみちここに来ることは決定事項のようだったしな。危険そうな場所みたいだし、装備は整えていたほうがいい。常識だと思うが？」

「いや、常識とかじゃなくてさ……、悪魔相手に嘘うそついたってことに驚いたんだけど？」

「おいおい、勝手に嘘つき呼ばわりしないでくれ。俺はやるともやらないとも言っていない。仮にそれで勘違いが起こったとしても、それは勘違いした向こうが悪い。そうだろう？」

「うわぁあ……」

　結奈は心底どん引きしたような悲鳴を漏らした。この殺人鬼の前では、悪魔ですら詐欺被害者なのだ。

「……君はレクイチェルと名乗ったあの悪魔、悪い奴やつだと思ったか？」

　不意に真面目な感じでジョーカーが問うてきた。

「え？　いや、そうは見えなかったけど、悪魔なんだし……、普通に考えたら悪い奴じゃないの？」

「自分の感性よりも先入観を優先するか。愚かだな」

　結奈はムッとした。先入観じゃなく一般的な定義だ。直感で物事を判断するよりはマシだと思う。

「知っているか？　聖書で神が殺した人間の数は約二百万人、大洪水も考慮すると三千万人に及ぶらしい。ひるがえって悪魔が殺した人間の数は十人かそこらだ」

「え？　そうなの？」

　結奈は意外に思った。どうしても悪魔のほうが人を殺している気はする。だけど、確かにノアの箱舟の話で大洪水を起こしたのは、神様のほうだ。

「神か悪魔なんて所詮敵か味方かの違いでしかない。戦いに勝った者が善を名乗り、負けたほうが悪とされる。君もよく知っているだろう？」

「つまり、この世界では神が悪で、悪魔が善ってこと？」

「さあな。だが、一度は死んだ俺たちが、こうして第二の人生を与えられたわけだ。こっちの世界も存分に楽しまないと損だぞ」

　まるで子供みたいに明るい口調で言うジョーカーの横顔は、その明るい口調とは正反対に、醜く残忍に笑う悪鬼の笑みを想起させた。

　理不尽に神々に虐げられる世界。この世界で「正義の殺人鬼」たるジョーカーは、どのような生き方をするのか。結ゆい奈なは底の見えない不安を覚えた。






第二章　理不尽な世界









「どうやら、この世界の文明レベルは、中世以前のようだな」

　道に残っている痕跡を調べながら、ジョーカーが言った。

　舗装がされておらず荒れ土が露出した道には、動物らしき足跡と轍わだちがいくつも残っている。結奈が見ても、それは馬車みたいな物を大型な生き物で引いた痕跡だと思えた。

　そして、まわりの風景。自然が多く、文明的な建造物は一切見当たらない。ジョーカーの下した判断に、結奈も概おおむね同意だ。

「足跡の大きさと間隔から見るに、体高は二メートルほど、二本足で走る恐竜のような生き物。人に飼われているのを見ると、基本は安全か」

「ねぇ？　っていうか、あなたに言っても無駄かもしれないけど、私たち、ちょっと物わかりが良すぎないかしら？」

　ひとりでさらに分析を続けるジョーカーに結奈が話しかけた。

「無駄だとわかってる相手に質問することのどこが、物わかりがいいんだ？」

「いや、そういう皮肉はおいといて──。普通だったら、死んだはずなのに生きていて、いきなり悪魔だって人に神様を殺してくれなんて頼まれて、見たこともない世界に飛ばされたらさ、もっとこう、ほら、『現実が受け入れられない～』的なリアクションするもんじゃない？」

　ジョーカーはゆっくりと結ゆい奈なのほうへ向き直ると、言いにくそうに口を開いた。

「実は……俺も同じだ。その気持ちすごくよくわかるぞ」

「ほ、本当!?　だよね？　だよねっ!?」

　結奈は思わず前のめりになって喜んだ。表には出さなかったが、実はかなり混乱していたのだ。ジョーカーも自分と同じだと聞いて、ほっと安あん堵どするとともに親近感を覚える。いまは二人しかいないのだ。この気持ちがストックホルム症候群だとしても構わない。

「な～んてな」

「は？」

　ジョーカーが冷めた表情で吐き捨てるように言った。

「そんな無駄なことに時間を割いてどうする？　この程度で混乱していたら戦場では生き残れんぞ。日本の警察は教育がなっていないな」

「わ、わわわわかってるわよ！」

　結奈自身も警察の特殊部隊で訓練を受けてきた経験を持つ。状況の変化で動揺していたら駄目なことくらい理解していた。

　わからないことは考えるな！　如い何かに任務を遂行するかだけを考えろ！

　そう体に叩たたき込まれてきた人種なのだ。だからこそ、必死で混乱する思考を抑え込んできていたのに、不安を吐露したとたん、持ち上げて落とされた。なんて酷ひどい奴やつなんだろう。

「だったら、最初からそう言いなさいよ。なんで『気持ちわかる～』的な態度とったのよ？」

「なにを言ってるんだ？　持ち上げなければ、落としたときのショックも弱いだろ？　覚悟していることを言っても、相手は傷つけられないぞ」

「あ～、はいはい。あなたが最低のクソ野郎だってことを忘れていたわ。うふふ、私って本当に馬鹿よねぇ」

　結奈は怒りで、顔がぴくぴく痙けい攣れんするのを止められなかった。

「ようやく自分を正しく認識できたか。それは良かった。あやうく君の無駄な質問を、本当に無駄にするところだった」

「あなたねぇ──」

　本気でぶん殴ってやろうとかと結奈が思ったときだ。

「静かにしろ」

　ジョーカーが真剣な顔で結奈を制止してきた。そして地面に耳を当てる。その緊迫した態度に結奈も警戒を強める。何かが近づいてきているのだ。

　ふと、結奈の耳にも、かすかに誰かの声が聞こえてきた。人が叫ぶような剣けん呑のんな声。

「なんだかヤバい雰囲気。そこの森に隠れましょう！」

「命令だ。お座りしろ」

「ワン！　──って何やらせんのよ！」

　ジョーカーの命令で犬のようにお座りした結ゆい奈なが、顔を真っ赤にして怒る。

「君は馬鹿か？　馬鹿か君は？　森なんてトラップの宝庫だぞ。それにこの世界の生き物は、俺たちの知っている生き物とは大きく違う。何が起こるかわからんぞ？」

　正論を言われ、結奈はぐうの音も出なかった。ジョーカーの分析どおり、車を引いていた生物は恐竜みたいなモノだと推測できる。神や悪魔がいるような世界観なのだから、人を食らうような怪物がいても不思議ではない。

　そして森といえば、一般的には生き物の宝庫だ。見たこともない怪物が、うじゃうじゃいる可能性のある森に飛び込むのは、確かに自殺行為といえる。

「丘の上に戻るぞ。あそこなら周囲を見渡せる」

「そうだけど、周囲に隠れる場所がないわ。いざというとき逃げ切れないわよ」

「そのときは諦めろ」

「はぁ？　諦めろって……」

「リスクを避けようとするのは獣から進化していない証拠だ。犬っころの君には理解できないかもしれないが、リスクは受け入れたうえで行動しろ。かえって最悪の結果になる」

「そ、それくらい知ってるわよ！　ちゃんと研修で習ったんだから！」

　トラップや作戦行動の多くは、人が持つリスク回避の性質を利用して仕掛けることが多い。リスクを回避しようする瞬間、人は視野が狭くなり、全体像を見渡せなくなる。

　また、騙だまし合いのゲーム理論でも、目の前の小さなリスクを回避する行動をとっていると、最終的に損することがわかっている。

　裸の写真をバラまかれたくなかったら言うことを聞けと言われ、そのリスクを恐れて言うことを聞いてしまったが故に、人生を棒に振った少女たちの姿を何人も見てきた。

　頭では理解していることだったが、それを実践するのは至難の技だ。ジョーカーとの精神的な実力差まで見せつけられた気分だった。




　丘に登り、身を伏せたタイミングで、視界の隅に一台の馬車が映る。いや、それを馬車と呼ぶのは正しいのだろうか？　車を引いているのは、二匹の巨大なトカゲのような生き物。エオラプトルという恐竜を彷ほう彿ふつとさせる。

　恐竜の後ろには手綱を持った髭ひげ面の男がひとり、そして屋根のない荷台部分には、二人の男が乗っていた。三人とも腰に剣と、胸当て程度の簡素な鎧よろいを着ている。

「──なっ!?」

　結奈は自分の目を疑った。荷台の尻には三人の子供が鎖で結びつけられていたのだ。当然、車の速度に子供の足がついていけるはずもなく、左右の子供は既に走ることをやめ、血と泥にまみれながら無抵抗に引きずられていた。

「ほらほら、速く走れよ！　ボロ布になっちまうぞ！　ヒャッハー！」

「ほら、もっと頑張らねえと、おまえの母ちゃんが酷ひどい目に遭っちまうぞ！　がははははは！」

　先ほどかすかに聞こえた声は、いたいけな子供を煽あおる、この鬼畜どもの声だったのだ。

　唯一走っている中央の女の子は、体力の限界が近いのか、生気のない表情のまま必死に足を動かしている。すぐにでも助けにいかなければ、無残に地面に叩たたきつけられて、その幼い命を散らすことは容易に想像ができた。

「……言葉は理解できる、か。これは便利だな」

　ジョーカーが冷静な感想を口にする。

「なに、どうでもいい感想漏らしてんの！　……なんて酷ひどい」

　憤慨した結ゆい奈なは、ガバッと立ち上がると、ジョーカーが腰に差していたロングソードを手に取った。現在持っている武器は、二人合わせても、このロングソード一本しかない。

「相手の戦力は未知数だぞ」

「私の役目は人を助けること。見捨てるなんて選択肢はないわ！」

「まあいい。序盤に『ヒャッハー』とか言って登場する奴やつは、たいてい雑魚だと相場が決まっている」

　結奈はジョーカーには応えず、飛び降りるようにして車の前に躍り出た。

「止まりなさい！」

　突如現れた結奈に、恐竜たちは驚き、車が大きくバランスを崩す。荷台に乗っていた男たちは投げ出され、鎖でつながれていた子供も大きく円を描くようにして、地面の上を転がった。





　　　　†　　†　　†






「──さて、どの程度の相手かな？」

　そんな彼らの様子を、ジョーカーは丘の上から眺めていた。

　ドクン、と体の中で何かが暴れ出しそうになる感覚がある。これはレクイチェルからもらった契約者の力。彼女がこの世から消えても、悪魔との契約は消えなかった。それが普通なのか、異世界者ドリフターズのせいなのかはわからない。

　結奈はどうやらジョーカーの使徒となっているらしい。目に見えぬ脈流のようなものでつながっている感覚がある。ここに力を送り込めば、彼女を強化することが可能だ。

　レクイチェルから説明を受けたわけではないが、蜘く蛛もが生まれながらにして複雑な巣の張り方を知っているように、ジョーカーも本能的にそのことを理解できていた。





　　　　†　　†　　†






「くそっ！　てめえ、なにしやがる！」

　竜車から投げ出された男が、立ち上がりながら怒声をあげる。しかし結奈はそれには応えず、素早く鎖でつながれた子供たちのもとへ駆け寄った。

「──酷ひどい」

　思わず悲痛な声を漏らす。

　左右の子供はすでに息絶えていた。ふたりとも激しく地面に顔を擦こすりつけられた結果、顔の皮が剥はがれ落ち、骨が露出している。岩に頭でもぶつけたのだろう、左の子供は頭蓋骨が大きく割れて、脳みそが外に飛び出ていた。

　どんなに痛くて怖かったことだろう。結ゆい奈なは胸が締めつけられる思いだった。

　しかし、不幸中の幸いか、中央の女の子はまだ生きていた。この子は助けることができるのだ。

「てめえ、おい、クソガキ！　王国軍の神に選ばれし者セレクテツドである俺たちにこんなことをしておいて、ただで済むとは思うなよ！」

「おい、勢い余って殺すんじゃねえぞ」

　冷静な声を投げかけてきたのは、車から降りてきた髭ひげ面の運転手だった。自分は放り出されずに済んだせいで、怒りも少ないのだろう。

「よく見りゃ、ガキじゃねえよ。しかも、いい女だ」

　下卑た笑いで舌した舐なめずりする。残りふたりの男も互いに顔を見合わせて、にんまりと笑った。

「兵舎の連中はこいつらの親とよろしくやってんのに、ガキの散歩なんざやらされて外れクジを引かされた気分だったんだ。少しはご褒美がねえとな」

「ママをどうしたの？　走り切ったら助けてくれるんじゃなかったの？」

　尋たずねたのは、結奈が腕に抱いている女の子だった。どこか感情のない単調な声。女の子の科白せりふに一瞬きょとんとなった男たちは、次にゲラゲラと笑い出した。

「あ～、そういやそんな約束してたっけなぁ。だが、どのみち終わりだ。てめえは最後まで走ることができなかった。恨むんなら、そこの女を恨むんだな。そいつが邪魔しなかったら、最後まで走れてたかもしれねえのによぉ。ギャハハハハハ！」

「あなたたちねぇ!!」

　結奈は剣を抜いて、その切っ先を男たちに突きつけた。それに呼応するように、男たちも腰の剣に手をかける。

「この子を解放しなさい！　そしたら、ここは見逃してあげるわ！」

「おい、こいつ……」

「マジか!?　くははははははは！」

　構えを解いた男たちは、何な故ぜか再びゲラゲラと笑いはじめた。

「なにがおかしいの？」

「いや～、すっかり騙だまされちまったよ。ひとりで飛び込んできたから神武持ちかと思ったが、神気を感じねえ。『平民ノーマン』じゃねえか。それで『兵士ソルダート級』三人に勝てると思ってんのかよ？」

「もしかしてこいつ。無理やりヤラれんのが好きな変態じゃねえのか？」

　そして再び、ゲラゲラと笑う。結ゆい奈なは用心深く男たちを観察しながら、頭の中に芽生えた疑問を整理しはじめた。

　大の男三人に、こちらは女ひとり。元いた世界でも、大人しく引いてくれるケースは少ないだろう。そのため武器を携帯したのだが、武器の所持が普通となっているこの世界では意味がなかった。

　だが、それよりも気になるのは、『平民ノーマン』とか『兵士ソルダート級』とかいう単語。こちらが剣を抜いた瞬間、彼らが身構えたことから、それなりに警戒していたはずだ。それが今は、まるで警戒した様子がない。

　なにか嫌な予感がした。

「てめえが無理やり犯されんのが好きなのは分かったからよぉ。あんまり暴れんなよ。手足がないと萎えるからよぉ」

　男たちが抜刀する。その瞬間、彼らの体をオーラのようなものが包み込んだ。警鐘が鳴り響く。本能が危険を感じ取っていた。

（──なに、これ!?）

　だが、いまさら後には引けない。わからないことは考えない。いまは、如い何かにしてこいつらを倒すかだけを考える。

　男たちがゆっくりと歩くようにして扇形に広がっていく。結奈に対して三方向のポジションを確保する動きだ。対する結奈も女の子を置いて、ゆっくり円を描きながら左側に移動した。

　多人数を相手にするとき、大事なのは同時に攻撃されないこと。地形や立ち位置を調整して、疑似的に一対一ワンブイワンを形成する。つまり一対三ではなく、一対一ワンブイワンを三回行うように戦うのだ。

　結奈はくるりと後ろを向くと、背後にあった車の荷台を迂う回かいするように走り出した。

「あっ！　てめえ、逃げる気か！　待て！」

　一番左手前の男が、慌てて追いかけてきた。わざと速度を調整して、ぎりぎり届くような位置関係にもってくる。相手に追いつかれる瞬間、結奈は急停止して、男の顎を目がけて振り向きざまに剣を切り上げた。

「──うぉっ！」

　不意を衝つかれた男は、くぐもった悲鳴を漏らし、仰け反るようにして切っ先をかわす。いい反応だ。自信があるだけのことはある。だが──。

「お腹なかがガラ空きよ」

　結奈は男の腹部に渾こん身しんの蹴りを叩たたき込んだ。水平に飛ひ翔しようするようにして男は吹き飛んでいき、せり出した岩に叩きつけられる。

「馬鹿な!?」

　ほかの男たちが驚きの声をあげた。しかし、彼ら以上に驚いているのは結奈のほうだった。

「──え？　なにそれ？　飛びすぎじゃない？」

　確かに結ゆい奈なは全力の蹴りを放った。手加減する余裕などない。しかし、だからといって、あんな漫画みたいに人が飛んでいくのは、物理法則的におかしくないか？

「こいつ、上級種族アークパリテイか!?」

「いや、違う！　どう見ても一般種族ズーンパリテイにしか見えねえぞ！」

　男たちはやっと本気になったらしく、その顔つきが剣けん呑のんなものへと変化した。素早く左右に駆けだして、結奈を包囲しようとしてくる。

　こういう場合は、自分から片方の敵に突っ込むのがセオリーだ。自分から動くことで、もう片方が到着するまでの間、一次的に一対一ワンブイワンとなる。

「──え!?」

　右手の男目掛けて走り出した結奈は、驚きの声を漏らす。地面を蹴った瞬間、自分の想定以上に加速した。まるで重力が半分になったみたいに体が軽い。そればかりか、あらゆる出力が増加している。

「この！」

　男が斬撃を繰り出してくる。力強く疾はやい一撃。しかし結奈はそれを難なく受け止めた。筋力で押し負けることもない。

　続けざまに襲い来る攻撃もすべて受け止め、最後の振り下ろしも横に避よけた。身体能力だけでなく反応速度や目で追うスピードも、元いた世界とは段違いで向上している。

　なぜ？　という疑問はかき消した。

　わからないことは考えない。この世界はそういうものだと受け入れて、今は目の前の敵を倒すことに集中する。

「はぁあああああああああああっ！」

　結奈の放った蹴りを、男が腕でガードする。そこを支点に結奈は大きく後方へ飛び、宙返りするように体を捻ひねって、もうひとりの男に斬りつけた。

「くっ！」

　男は咄とつ嗟さに方向転換して結奈の攻撃をかわすと、怒りの形相で剣を空高く掲げる。

「風の御剣ウインドブレードよ、その力を解放せよ！　月げつ破ぱ！」

　刹那、男の持つ剣の刀身が若草色に輝きだす。間合いの外であるにもかかわらず、男が剣を振り下ろしてきた。

　結奈は直感で危険を察する。この攻撃は間合いの外からでも届くものだと。

　男が剣を振り下ろすと同時に、その軌跡をなぞるようにして、若草色の光の刃やいばが飛ひ翔しようしてきた。

　やはりか。予想は的中した。だが、想像以上の速度。

　読みが当たっていなければ、ダメージを負っていた可能性がある。結奈はぎりぎりで攻撃を横に避けると、男に向かって突進する。その瞬間、肌が粟あわ立だつのを感じた。

「はああああああッ！」

　男が咆ほう哮こうとともに、再び剣を振るう。まさかの連続攻撃。一回、二回。その度に、光の刃やいばが形成され、結ゆい奈な目がけて飛ひ翔しようしてきた。計三回の連続技。

　すでに重心は前に乗っている。無理な方向転換は命取りだ。ならば──。

　結奈は正面へと加速する。背を低くし、横なぎの光の刃やいばをくぐるようにしてかわし、縦に飛んできた三番目の刃も、左足を軸にしてくるりと体を一回転させて避よけた。

「なんだと!?」

　驚きよう愕がくする男の動きはわずかに遅い。技を出した後は隙ができるのかもしれない。結奈は全力で剣を振り下ろし、男の持つ剣を弾はじき飛ばした。そして剣の切っ先を男の喉元に突きつける。

「勝負ありね」

「そこまでだ！」

　野太い声が響き渡った。結奈は視線だけ、その声のほうへ向ける。

「剣を下ろしな、お嬢ちゃん。このガキが死ぬことになるぜ」

　二番目に交戦した男が、いつの間にか鎖で引いていた女の子を人質にしていたのだ。女の子の首元には剣が押しつけられている。

「形勢逆転だな」

　目の前の男が勝ち誇ったように言う。

「卑ひ怯きようだわ！」

「うるせえな！　勝ちゃいいんだよ、勝ちゃ！　ほら、さっさと武器を捨てろ！」

　女の子を人質にした男が、下卑た笑みを浮かべながら叫ぶ。

　そして──。

「了解した」

　どこからともなく、よく通る低い声が聞こえてきて、次の瞬間、女の子を人質に取っていた男の体が真横に吹き飛んだ。

　なにが起こったのか？　状況を把握しようとした結奈は、男の頭に拳大の石が突き刺さっていることに気づく。

「ナイス、コントロール」

　満足そうに拍手しながら現れたのはジョーカーだった。彼が石を投げたのだろう。しかし、人質である少女のことなどまるで無視した乱暴な行為だ。

「あ、あなたねぇ！　なんてことすんのよ!?」

　抗議の声をあげた結奈は、急いで女の子の元へ駆け寄った。

「なにを怒ってるんだ？　武器を捨てろと言われたので、全力で投げ捨ててやっただけだが？　石は人類最初の武器と言われている。とても歴史あるものだぞ？」

「誰もそんなこと訊きいてないわ！　この子が死んだらどうするつもりだったの!?」

　男の剣は女の子の首に当てられていたのだ。動いた拍子に首を切り裂く危険があった。結ゆい奈なは急いで怪け我ががないか確認する。幸いにも、ちょっと切れた程度で済んでいた。

「運が悪かったと思うだけさ」

「はぁ!?」

「君は状況を理解しているのか？　あのまま武装解除をしていたら、君だけじゃない、その子も死んでいたぞ。つまり、その子はどのみち死ぬ運命にあったわけだ。仮に俺の投げた石のせいでその子が死んだとしても、因果を変えたわけではない。運命というやつだ。先ほども言ったが、リスクは受け入れろ」

「私は生きている人間を見捨てたりはしないわ！」

「それは結構、偉いねぇ。それはそうと、あっちの生きているほうは完全に見捨てているようだが？」

　ジョーカーに指摘されて、結奈は三番目に交戦した男のほうを見る。男は地面に落ちた剣を拾って、こちらを睨にらみつけていた。

「二対一か。舐なめた真ま似ねしやがって」

「おいおい、俺を人数に含めないでくれ。見てのとおり、俺は剣を持っていない。そこの頑固者に取られてしまったのでな」

　肩を竦すくめて、ジョーカーが告白する。だが、それは悪手だ。

「なら、貴様から殺してやる！」

　二対一の場合、倒しやすいほうから倒すのがセオリーだ。たとえ無手であっても、戦闘の邪魔はできる。将来的なリスクは早めに取り除くべきだ。

　だが、結奈は直感的に気づく。あの発言はわざとだ。ジョーカーの強さと卑劣さは骨身に染みて理解している。

「死ねぇええええ!!」

　男が突進してくる。ジョーカーは男の間合いに入る瞬間、後方へ飛ぶと同時に左手を振った。目の前の空間に、茶色の霧が現れる。砂をばらまいたのだ。

「ぐあっ！　なんだこれは!?」

　男は驚いた声をあげる。まともに目潰しをくらい、明らかな動揺を見せた。

「くっ、風の御剣ウインドブレードよ、その力を解放せよ！　月──」

　だがそれよりも疾はやくジョーカーが動いていた。砂を投げると同時に、すでに右手に持っていた物体をぶんぶんと振り回して、遠心力を溜ためていたのだ。ブラックジャック。袋の中に石などを詰め込んで、遠心力で威力を増して攻撃する即興性の打撲武器。

　相手の死角から近づいたジョーカーは、それを思いっきり、男の後頭部に叩たたきつけた。鈍く激しい音とともに、男が俯うつぶせに吹き飛ばされる。

「どうやら、ただの馬鹿だったみたいだな。わざわざ石は武器だと教えてやったのに、残念残念」

　よく言うわ、と結奈は内心で呆あきれていた。わざわざ「剣は持っていない」と誤解するような言い方をしたのは、ここまで計算してのことだろう。

「しかし、目潰しに思いのほか驚いていたな。この世界には、その手の戦闘文化がないのかもな」

「さすがにそれはないんじゃない？」

「そうでもないぞ。戦いは文明の進化論ミームのような性質を持つ。環境によって常識さえも違ってくるんだ。日本の侍がどうして盾を持ち歩かないのか、疑問に思ったことはないのか？」

　結ゆい奈なは言葉に詰まった。そういえば確かに、侍が盾を持ち歩いているイメージはない。矢を防ぐのに大きな木の板を使用していた記憶はあるが、基本戦うときは槍やりか刀だ。それ以前に、西洋の剣士はデフォルトで盾を持ち歩いているのだろうか？　それすらよくわからなかった。

「さて……」

　ジョーカーは男の元へと近寄っていく。おそらく、あのオーラを飛ばす武器を回収するつもりだろう。結奈はぼんやりとそう思った。だが、違った。

　ジョーカーは男の顔に手をかけると、次の瞬間、ぐるりと男の首を百八十度回転させたのだ。

「なっ！　なにしてんのよ！」

「止とどめを刺しただけだ。頭蓋骨は意外に頑丈だからな。生きている可能性がある」

　淡々と言うジョーカーの態度に、結奈は戦せん慄りつした。普通に会話できるため思わず気を抜いてしまっていたが、こいつはやはり自分とは違う人種なのだ。人の命を奪うことに、一片の躊躇ためらいもない。

「命令だ。剣を返せ」

　結奈の元にやってきたジョーカーが、そう口にする。明らかにこちらの反感を理解していて、だからこそ「命令」を使用してきたのだ。ジョーカーに武器を渡すのは危険。頭では理解しているが、首輪の命令には逆らえなかった。

　剣を受け取ったジョーカーは予想どおりというか、結奈の足元に転がる男の首にそれを突き立てて、止めを刺した。

「止めを刺す必要なんてなかったわ」

　結奈は吐き捨てるように言った。

「こいつらが同じ服を着ている理由がわかるか？」

　結奈は唇を噛かんだ。理由はわかっている。同じ服を着ているのは、同じ集団に所属しているから。つまり彼らには仲間がいる。「王国軍の」という言葉を使っていた。彼らを生たまま帰すということは、すなわち国を相手に戦うということだ。

「案外、バレないんじゃない？　写真とかないみたいだし」

　実際に写真がないかはわからない。でも、科学技術的には中世以前のはずだ。

「先ほどまで細かいリスクを恐れていた割に大胆だな。雑魚を三匹倒した程度で浮かれたか？」

「そ、そんなんじゃなわいよ！　ただ……」

「その子を村に帰し、母親の件にも首を突っ込むつもりなら、始末したほうが確実だ。写真もないような世界なら、見分能力も低いだろう。こいつらの命かその子供の命か。両方は無理だ。どちらか選べ」

　結ゆい奈なには選ぶことができなかった。ジョーカーの主張は正しい。だが無抵抗の相手を殺すことなどできない。

「命令だ。あの男を連れてきて、縛り上げろ」

　結奈の沈黙を肯定と受け取ったのか、最初に倒した男を拘束するようジョーカーが命令してきた。




　ここは、アルゲンベスタの西に位置するホーリーランドと呼ばれる大地。南に数キロ行くと、エイフリルと呼ばれる城郭都市があり、今は王国軍の駐屯都市となっている。

　徒人族ヒユーイの大国ハイランドの第一王子ギルバルドが、美人族エフルの国エヴァグリーンを支配下に置くべく、王国軍を率いて戦争中なのだという。

　また、この世界には普通に神や悪魔が存在していて、当たり前のように干渉してくるそうだ。悪魔たちは通常、蟻ありみたいに地下に自分の巣穴ダンジヨンをつくり、そこに眷けん族ぞくとともに暮らしている。地上に出てきて人間を襲う悪魔を魔王と呼び、その契約者を魔人、さらにその魔人の使い魔を使徒と呼ぶ。

　さらに、この悪魔たちの瘴しよう気きから生まれた怪物を魔物と呼び、地上の生物を襲う本能を持つ。魔物も基本は地下のダンジョンに住んでいて、地上に出てくることは稀まれなのだそうだ。

　それらの情報をジョーカーは、先ほど結奈に捕縛させた男から聞き出していた。拷問されたせいで両足は血に滲にじんでいる。そのうえで、助けた女の子──リトンにも嘘うそか本当か確認する徹底ぶりだった。

「ほら、訊ききたいことには答えたぞ。はやく、俺を解放してくれ」

　武装解除され、鎖で手足を拘束された男が、痛みで疲弊した顔で懇願するように言う。

「まだだ。『平民ノーマン』と『兵士ソルダート級』についても教えてもらう」

「はぁ？　さっきからなんだ？　常識的なことばかり訊きや──ぎゃあああああ！」

　ジョーカーは無言で剣を男の太ももに突き刺すと、ぐりぐりとかき回した。結奈には止めることも、声を出すこともできない。邪魔するなと「命令」されているからだ。

　そのときだ。遠くから地響きが轟とどろいてきた。

　振動で地面から砂が舞い上がっている。危険を察してか、二匹の車を引いていた生き物ラダーが暴れはじめた。

「え？　なに？　地震？」

　結奈の疑問に答えたのは、鎖で拘束された男だ。

「はやく拘束を解いてくれ！　ヤバい！　魔物だ！」

「嘘うそはよせ」

「嘘じゃねえよ！　地響きの音が聞こえるだろ!?　岩亀って魔物だ！　丸い岩になって転がってくるが、一度開くと動きは遅い。ラダーに乗れば逃げられる！　はやく拘束を解いてくれ！」

「……ひとつ質問だが、そいつは死体も食べるのか？」

「はぁ？　なに言ってん──ぎゃあああああ！」

　ジョーカーは躊躇ためらうことなく、男の耳を切り落とした。両手を縛られている男は、傷口を押さえることもできず、血と涙を流して痛みに耐えている。

「勘弁してくれよ……。わかった、言うから。奴やつらは死体も食う。お願いだから、これ以上傷つけないでくれよぉ」

　弱々しい姿に、結ゆい奈なは胸を抉えぐられる思いだった。彼らはいたいけな子供を殺した。その事実は理解している。だけど、こんな拷問のようなことには耐えられない。

「本当か？」

　ジョーカーはリトンに尋たずねた。その声は、心なしか優しい。

「わ、わかんない……」

「本当だって！　なんでわかんねぇとか言うんだよ！　マジだ、信じてくれ！」

　男が悲痛な声で懇願する。恐怖と痛みで精神が消耗していた。

「そうか」

　言うや、ジョーカーは二頭のうち、片方のラダーの首を切り裂いた。その唐突な行為に誰もが絶句する。

「な、なにを……？」

「ほう、姿が見えてきたな。二匹か」

　結奈の質問には答えず、ジョーカーが遠くに視線を送った。

　彼の視線の先を追うと、丸い岩みたいな物体がふたつ、こちらに転がってきているのが見える。となりの木のサイズから、おそらく直径は四メートルくらいだろう。

「き、来やがった。はやく拘束を解いてくれ！　魔物に食われて死ぬなんて嫌だぁあああっ！」

「わかった、わかった。約束どおり拘束を解いてやろう」

「はぁ、助かった。しかし、なんであのレベルの魔物が現れるんだ？」

　ジョーカーの科白せりふに、男は安あん堵どしたように息を吐く。だが彼は知らなかった。ジョーカーが正義の殺人鬼と呼ばれていたことを──。

　男の前にしゃがみ込んだジョーカーは男の足を掴つかむと、次の瞬間、ボキリとへし折った。

「ぎゃあああああああああああああああ！」

　絶叫がこだまする。男が痛みに悶もん絶ぜつしている間に、もう片方の足もへし折った。絶叫を絶叫が上書きする。そうして男を動けなくしたあと、ジョーカーは約束どおり鎖の拘束を解いてやった。

「さて、行くか」

　ジョーカーは女の子を抱き上げると、ラダーに跨またがった。

「待って、この人は!?」

「子供じゃないんだ。自分でなんとかするだろう」

「そ、そんな……。助けてくれるって言ったじゃないかぁ！」

　男が涙を流しながら悲鳴じみた声をあげる。鎖の拘束が解かれたとしても、折れた足では逃げることはできない。魔物に生きたまま食われる運命が待ち受けているだけだ。

「──誰が、いつ、そんなことを言った？」

　戦せん慄りつが襲い来る。全身の産毛が一気に逆立った。男を睥へい睨げいするジョーカーの表情には一片の人間味もない。それは冷酷で残酷な殺人鬼の目だ。

「約束どおり拘束は解いてやったぞ？　なにが不満だ？　さっきから拘束を解いてくれだの、助けてくれだの、貴様は自分のことばかりだな。貴様は幼い子供をふたりも殺しているんだぞ？　謝罪の言葉はないのか？」

　男は意味がわからないというふうに、ぽかんとしている。罪悪感どころか、その存在すら忘れていたかのような反応だ。結ゆい奈なの中にも不愉快な感情が生まれる。

「あ、ああ……。悪かった。許してくれ」

　男はようやく思い出したかのように、心のこもってない謝罪の言葉を口にした。

「俺に謝ってどうする！　この馬鹿者がッ!!」

　怒号が落雷となって叩たたきつけられた。男は恐怖でひっくり返り、ジョーカーを乗せたラダーも命の危機を感じたように暴れだす。すぐに手綱を引いて宥なだめられたが。

「貴様が謝るべきは、そこの子供たちだ！　貴様が謝り、その子たちが赦ゆるしてくれたなら、貴様を助けてやる！」

　亡くなった子供たちの遺体は、きれいに並べて安置していた。当然のことながら、死んでしまった人間が赦しを与えてくれることなどない。

「なに言ってんだよ……。無理……だろ？　死んでるんだぜ？」

「ならば、食われて果てろ」

　その言葉を合図とするかのように、ボール状の岩亀が軽くジャンプして現れた。アルマジロのようにお腹なかから二つに割れて、その本来の姿を露あらわにする。

　巨大なゾウガメの姿。ただ一点違うとすれば、その顔が人間の女の顔をしている点だろう。人面亀だ。

「命令だ。俺についてこい」

　ジョーカーは短く言い放つと、手綱を振ってラダーを走らせた。命令された結奈も、ジョーカーの後ろを走りながらついていく。

「待って！　本当に魔物の餌にする必要があるの？」

　ジョーカーに男を助ける気がないのは明白だ。それでも、魔物に食べさせるのは、あまりにも残酷ではないか？

「君はこの子を助けたいのだろう？　幸運は最大限利用しろ。『魔物に襲われた』というシナリオがもっとも理想的だ」

　結ゆい奈なは唇を噛かんだ。ジョーカーの言うとおりだ。リトンの立場からすれば、兵士の目を盗んで逃げてきたのと、魔物に襲われて逃げてきたのとでは、ぜんぜん意味が違う。少なくとも男たちに他殺の痕跡があれば、村に帰ったリトンが尋問にかけられる未来は容易に想像できた。魔物に食われたのなら、その痕跡も隠蔽できるだろう。

「だったら、生きたままじゃなくても！」

「情報をくれた見返りだからなぁ。俺はあいつを殺せない。いやぁ、まったくもって残念だ」

　ジョーカーがふざけたような口調で言う。そうだった。こいつは残虐な殺人鬼。慈悲の気持ちなど最初から持ち合わせてはいない。

「ぎゃぁああああああああああああああああッ！」

　一際甲高い声に、結奈は後ろを振り返った。足を折られた男が、岩亀に捕食されているところだった。岩亀の口のサイズはホホジロザメのそれと同じくらいで、丸まる呑のみではなく、少しずつ肉を食い千切る食べ方だ。激痛と捕食される恐怖の中で、男はゆっくりと死んでいくのだろう。

　もう一匹の岩亀は、ジョーカーの想定どおり、死体のほうを捕食していた。幼い子供たちの遺体も、岩亀に無残に食い散らかされている。

「よし、完璧」

　ジョーカーが嬉うれしそうに言う。結奈は自分の中で何かが崩れていくのを感じた。




「なにそれ!?　そんな理由であんなことさせられていたの!?」

　結奈が驚き半分、憤り半分の声をあげる。

　村に戻る道すがら、リトンがあんな罰を受けていた理由を尋たずねたのだが、なんとも信じられない理由だった。

　リトンは母親とほかの二家族、計六人で街に買い出しに来ていたのだが、たまたま近くの店で食事をしていた三騎士のひとりザッハベルトの逆げき鱗りんに触れてしまったというのだ。

　──下品で騒がしい子供のせいで、飯がまずくなった。

　そう激げつ昂こうして、従者の兵士に竜車引きを命じたという。許しを請うてきた母親たちは、その場で兵士に取り押さえられ、その後どうなったかは知らないそうだ。

　ただ、最後まで走りきることができたなら、母親たちは無事に帰してやると言われて、死に物狂いで足を動かしていたらしい。

「あり得ない！　子供は騒ぐのが仕事よ。この世界の連中は狂ってるわ！」

「そうかぁ？　レストランや電車で騒ぐ子供を大人が叱りつけるなんて、日本でもよくある光景だろう？」

「一緒にしないで！　普通は殺そうなんて思わないわ」

「現代の日本では殺人のリスクと手間が大きいからさ。人間のレベル的には大差ない」

　断言するジョーカーに、文句を言ってやりたい気持ちはあるが、舌戦では勝てる気がしない。

　ジョーカーは村の近くの森で、ラダーを乗り捨てた。兵士が使っていたラダーを保有するのはリスクでしかない。盗んだ車を乗り捨てるのと同じ理由だ。兵士の剣も同じ理由で拾ってさえいない。

　やがて、高い壁に囲まれた城郭都市が遠くに見えてきた。その周辺には、いくつかの村が点在しており、家畜の飼育や小麦の生産を主な産業として暮らしているらしい。リトンの村もそんな農村のひとつだった。

　もっとも小麦も家畜も、結ゆい奈なの知っているものと似て非なるもので、特に小麦などは、触手で肥料を掴つかんで自ら花の中央にある口に放り込むといったレベルで、植物というよりは魔物に思えた。

「リトンだ！　戻ってきたぞ！」

　ジョーカーたちが村に到着すると、リトンの姿に気づいた村人が心配した様子でわらわらと集まってきた。雰囲気からして、リトンのことをずっと探していたようだ。

　すぐに取り囲むような人垣ができたが、誰もジョーカーたちに近づこうとしてこなかった。見知らぬ異邦人。ジョーカーたちとどう接するべきか、警戒の色が濃く出ている。

「リトン！」

　そんななか、一人の少年が人垣を飛び出してきた。勝ち気な太い眉と短い髪の毛。元の世界でいえば、おそらく中学生くらいの年頃だ。

「おい、あんたは誰だ？　なんでリトンを連れている!?」

　血の気が多いのか、いきなりケンカ腰の態度。この世界の価値観からすれば、農民階級の態度として、あまりにも迂う闊かつに思えた。

「俺は──神だ」

　ジョーカーが壮大な嘘うそをつく。結奈は思わず、ずっこけそうになった。

「あなたねぇ～」

　そんな結奈をジョーカーが手で制す。何か考えがあるらしい。

「はぁ？　なに言ってんだよ？　神気が出てねえじゃねえか」

　顔を見合わせ困惑する村人たちを代表して、先ほどの少年が不機嫌そうに言った。

「冗談だ。俺は魔人だ」

「あのな。魔人だったら魔力が出ているはずだろ？　なにがしたいんだよ、あんた」

　少年が呆あきれたように非難する。

「ユーモアがわからん奴やつだな。わかった。本当のことを言おう。俺は商人だ。この子を引いていた竜車が魔物に襲われていたので助けてきた。襲われたときに荷物を落としてしまったので、俺が商人だという証拠はないがな」

　結奈は唖あ然ぜんとした。どうしてこうも自然に嘘が出てくるのか。唯一の事実はリトンを助けたことくらいだが、ジョーカーは当初リトンを見殺しにしようとしていた。その意味では、リトンを助けたことも嘘うそになる。

　それに、竜車が魔物に襲われた嘘は仕方ないとはいえ、荷物を落としたほうは明らかに恩着せがましい嘘だ。なんて面の皮が厚い男なんだろう。

「ほら、戻っていいぞ。あいつは兄か？」

　リトンは大きく頷うなずき返す。ジョーカーが手を放すと、リトンは少年のほうへと歩いていった。そして駆け寄ってきた村人たちに、ジョーカーに助けてもらったことを伝えている。

「で、どうして神とか名乗ったの？」

　結ゆい奈なはジョーカーの意図を知るべく質問した。

「神と名乗れば崇あがめてもらえるかと思ってな。そのほうが何かと楽だろう」

「そんな嘘に騙だまされる人なんていないわよ」

「少なくとも、元の世界には大勢いたぞ。俺は教主をやっていたことがあってな。信者は一万人程度だったかな。それでも生涯遊べるくらいの金は手に入った。神が実際にいる世界より、神がいるかわからない世界のほうが騙しやすいなんて、滑稽だとは思わんか？」

「最低。……でも、それなら『正義の殺人鬼』なんてやる必要あったの？」

「意味がわからんな。殺人は趣味だ。それに俺は騙すのは好きだが、騙し続けることに興味はない。金を巻き上げたらすぐに嘘だったとバラしてやった。騙されたと知ったあいつらの表情のほうが、金以上に価値がある」

「うわぁ～、ガチのクズだぁ」

　結奈は心底どん引きしてしまった。この男がクズの殺人鬼であることは知っていたが、その認識を改めて強める。

「それに、──この世界の神や悪魔はどうやって見分けるのかと思ってな」

　ふと、そっちのほうがジョーカーの本命だったのかもしれない、と結奈は思った。警察でも階級を見分けるための仕組みがある。人数が多いと顔を覚えるのが大変だし、スパイの侵入を許す危険もあるからだ。

　この世界では情報インフラも整っていないだろうし、写真などもおそらく存在しないはず。嘘が上う手まければ、本人に成りすますことも可能だ。しかも、ジョーカーは変装の名人でもある。外見さえも似せることができるのだ。

　ジョーカーはおそらく、その可能性を確認したのだろう。さりげない嘘の中で、本当に訊ききたいことを混ぜ込んでくる。ジョーカーの抜け目なさに、結奈は舌を巻く思いだった。




「それじゃあ……」

　リトンの話を聞いた村人が、悲痛の表情を浮かべる。村人たちも、買い出しに行ったリトンたちがなかなか帰ってこないので心配していたらしい。何度か街に探しに行ったが、そこでは子供や母親たちの姿を見つけることができなかったそうだ。

　子供二人の死は確定している。ジョーカーは躊躇ためらうことなく、その事実を皆に伝えた。ただし魔物に食べられる前に、すでに死んでいた点を強調して付け加える。その点は事実だったが、意外に思った。

　そこにあるのは確かに気遣いの感情。生きたまま食われるよりも、死んだ後に食われたと言われたほうが、いくぶん気持ちが楽になる。何か裏があるのかと勘ぐったりもしたが、理由がわからない。もしかしたら、殺人鬼にも思いやりの心があるのだろうか？

「リトン、すまねぇな。俺の馬鹿息子のせいで」

　涙を流しながらリトンに謝罪してきたのは、おそらくは亡くなった子供の父親だろう。同時に彼の妻は、兵士に捕らえられ生死不明の状態だ。

「あの、どういう意味ですか？」

　結ゆい奈なは少し違和感を覚えた。確かに科白せりふとしてはあり得るものだったが、どこかリトンには非がないようなニュアンスに聞こえたからだ。

「リトンには、……感情がないんです」

　結奈の隣にいた女性が小声で教えてくれた。十代後半くらいで、そばかす顔だが、目がぱっちりしていてなかなかの美人だ。

「リトンの父親が目の前で魔物に襲われて……。それ以来リトンは笑わなくなったんです。当然、騒いだりすることもできません」

　その事実に結奈は愕がく然ぜんとした。リトンの感情の薄さは竜車に引かれた凄惨な経験が理由だったのではなく、ずっと前からそうだったというのだ。

　今回の竜車引きの罰は、街で騒いでいたことが原因だったはず。しかし、感情のないリトンには、騒ぐことなんてできない。ならば何な故ぜ、リトンは罰を与えられてしまったのか？

　おそらくは、単に一緒にいたから。だとすれば、巻き添えも甚はなはだしい。

「酷ひどい、そんなことって──」

　結奈の世界ではあり得ないことだ。たとえ共犯であったとしても、それぞれの犯罪の内容を詳細に把握し、その上で法で定められた罰を与える。冤えん罪ざいはもっとも恥ずべき裁定だ。

　だが、この世界ではそれはない。まるで虫けらのように命が奪われている。

「とりあえず、ザッハベルト様のところへ行こう。まだ間に合うかもしれん」

　村長が重い口を開く。果たして、まだ間に合うとは何を想定しているのか。

「皆の生活が苦しいのは知っている。だが、どうか力を貸してほしい」

　村長の言葉で、村人たちが散り散りに去っていく。そこに残ったのは、ジョーカーと結奈、リトンとその兄のコリム。そして先ほど、リトンのことを教えてくれた、そばかす顔の女性だった。

「リトンのこと、助けてくださって本当にありがとうございます」

　女性が深々と頭を下げて礼を言う。

「私はアント。村長の娘です。リトンを助けていただいたお礼をすべきですが、この村は貧しくて、お金も──」

「本当に馬鹿だ！」

　アントの言葉を遮るように、コリムが叫んだ。

「金を積んだって、兵士が素直に帰してくれるはずがない！　金だけ取られるのがオチさ！」

　唐突に「金」という単語が出てきて、結ゆい奈なは違和感を覚えた。いったい何の話をしているのだろう？

「彼らは金を取りに行ったのか？」

　質問をしたのはジョーカーだ。その言葉ですぐに、結奈も状況を察する。村長が言った村人の協力。それは、みんなでお金を出し合って、ザッハベルトと交渉するつもりなのだ。

　騒いだという理由で難癖をつけられ、子供も殺され、おそらく母親たちも酷ひどい目に遭っている。そのうえで金を支払って、赦ゆるしを得ようとしているのだ。

「そうです。何も持たずに行けば、最悪その場で殺されてしまいます」

　何という理不尽。何もかもが狂っている。

「ちなみに街へは、ある程度自由に出入りできるのか？」

「もしかして街に行くつもりなの？」

　ジョーカーの思考を先読みして、結奈が問うた。

「ほかにやることもないしな」

「あんたにそれを教えて、俺になんの得があるんだ？」

　コリムが挑むように言う。ジョーカーに胡う散さん臭くささを感じているらしい。

「得？　勘違いするな。お前は俺に借りがあるだろう？　妹を助けてやったのは誰だ？」




　この世界にセキュリティという概念がどこまであるか不明だったが、城郭都市エイフリルの中へはすんなりと入ることができた。敵兵が攻めてきたり、魔物が襲ってきたりしたら、門を閉じることもあるらしいが、ここ百年ほど閉じられたことがないらしい。

　リトンの村とは違い、大通りの道には石畳が敷かれている。石の土台の上に、木材と土を材料にした家屋が一般的だったが、大きな建物になると、煉れん瓦が造づくりの家も散見された。

　露店の数は少なく、閑散とした雰囲気がある。コリムの話によると、王国軍が来るまでは、普通に露店が立ち並ぶ活気のある街だったらしい。

　石畳の脇の土の上を、ジョーカーと結奈、そしてコリムの三人で歩いている。リトンはアントに預けてきた。

「ねえ？　あれって本物の耳なのかな？」

　結奈は小声でジョーカーに問いかける。すれ違う人の中には、明らかに獣の耳が生えている人がいた。女性の多くは顔をフードで隠しているが、フードを押し上げる耳の形は隠しきれていない。

　ちなみに結奈もフードとマントを被かぶって顔を隠していた。下手に兵士の劣情を煽あおってしまうと、そのままレイプされてしまうからだ。

「俺に訊きくな。そこの小僧に訊け」

「誰が小僧だよ。──って指さすな！　あんた本当に商人か？　無知すぎんだろ」

　文句を言いつつも、コリムが教えてくれる。彼らは獣耳族アウリーという名の人間らしい。

　人間には大きく一般種族ズーンパリテイと上級種族アークパリテイが存在する。一般種族ズーンパリテイの中にはコリムたち徒人族ヒユーイをはじめ、動物の耳をもった獣耳族アウリー、もっとも美しいとされる美人族エフルなど、雑多な人種がある。

　多少個人差はあるが、基本的に上級種族アークパリテイと比べ身体能力が劣っている。その代わり繁殖能力が高く、純粋な個体数でいえば一般種族ズーンパリテイのほうが数は多い。

「じゃあ、獣の耳をもっているからといって、特別耳が良いわけでもないんだ？」

「いや、少しはいいよ。でも亜獣族ガシユガルと比べるとぜんぜんだ。一般種族ズーンパリテイの能力の差なんて、上級種族アークパリテイからすれば、誤差レベルでしかねえんだよ」

　そんな話をして街を歩いていると、徐々にまわりの空気がピリピリしたものに変わりはじめた。人々のざわめきが、不気味な騒音となって耳に張りついてくる。

「どうやら何かあったらしいな」

　ジョーカーがどこか楽しそうに呟つぶやいた。嫌な予感が広がっていく。傍らのコリムも同じなのか、厳しい表情をしていた。

「酷ひでえな……」「ここまでするか？」「子どもは竜車引きにされたそうよ」

　そんな会話が漏れ聞こえてくる。間違いない、これは──。

「くそっ！」

　コリムは毒づくと、そのまま民衆の流れる先へと走っていく。結ゆい奈なはどうすべきか一瞬迷ったが、コリムの後を追いかけることにした。

　徐々に密度が高くなっていく人の群れを掻かき分けて、結奈は突き進む。不安を煽あおるような凄惨な話題が、嫌でも耳に入ってくる。

　やがて、それが目に入った。

　地面からまっすぐに延びた鉄の棒。そこに三人の女性が突き刺さっていた。

　全員が裸で陰部から口までを串刺しにされている。

　肌にはいくつもの切り傷や打撲の痕、陵りよう辱じよくの激しさを物語るように乾いた精液がこびりつき、乳房が切断されている死体もあった。

「……母さん？」

　悲痛に掠かすれた声がすぐ近くから聞こえた。いつの間にか最前列に来ていた結奈の隣に、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすコリムの姿があった。

「この者たちは三騎士ザッハベルト様の食事を邪魔した愚民だ！　貴様らも英雄王ギルバルド様の臣民として、節度ある生き方を心得よ！」

　槍やりを持った兵士が、声高々に宣言する。自分は絶対に正しいことをしているといった堂々たる態度。遺体に対する同情の念など、一切見えなかった。

「うわあああああああああああああああああ！　貴様ぁああああああああああ!!」

　絶叫が迸ほとばしる。喉が裂けんばかりの咆ほう哮こうをあげたコリムが、兵士に向かって駆けだした。

　だが次の瞬間、コリムは何かに躓つまずいたかのようにバランスを崩し、地面に倒れ込んだ。

「なんだ、貴様は!?　下品な声をあげるなと言ったばかりだろ！」

　兵士が怒りの形相でコリムに近づいてきた。しかし、コリムも憎悪の表情で兵士を睨にらみ返す。

「ふざけるな！　この人殺し！　なんで母さんを殺したぁ！」

「ああん、貴様はこの馬鹿女の息子か。どうりで馬鹿だな。さっき教えてやっただろう？　ザッハベルト様の食事を邪魔したからだ。罪を犯せば罰を与える。当然のことだろう？」

　まったく悪びれる様子もなく兵士が言い放つ。

「貴様ぁああああ！」

　立ち上がって駆け出そうとしたコリムは、再び地面の上に倒れ込んだ。誰かに尻を蹴られたのだ。

　そこでようやく結ゆい奈なは気づく。最初コリムが転んだのも、誰かが足を引っかけたから。そしてその人物は容易に想像がついた。

「いやぁ、すみません。こいつはおっしゃるとおり大馬鹿ですが、母親の死体を見て気が動転しているんですよ。どうか大目に見てやってください」

　ジョーカーがまるで営業マンのように、下した手てに出た態度で現れた。日頃の偉そうな態度は微み塵じんも見せない。まるで別人だ。

「駄目だ！　この俺に逆らうということは、ギルバルド様に逆らうも同じ。命をもって償うべきだろう」

「ふざ──」

　抗議の声をあげようとしたコリムは、ジョーカーに頭を押さえつけられ、そのまま動かなくなった。気絶したのだ。

　一瞬、あたりが奇妙な空気に包まれる。頭を押さえつけただけで、人が気絶するはずがない。しかし、目の前でその不思議な現象が起こっている。まるで手品を知らない人が、初めて手品を見て戸惑っているかのような空気が流れていた。

（もしかして、あいつ──）

　結奈はかろうじて想像する。おそらくコリムの頭を押さえつける瞬間、頸けい椎ついに手刀を叩たたき込んだのだろう。見事な早業だった。

「とりあえず、これで勘弁してください」

　ジョーカーは兵士に袋を差し出した。おそらくはお金。現金など持っていなかったはずなのに、どこで手に入れたのだろう？　もしかして見物人から盗んだのか？

「か、金か。ふん、タダで飲み食いできるのに、金になんの意味がある？」

　ジョーカーの作り出した微妙な空気に、兵士の怒りも薄れていた。いや、どちらかといえば、ジョーカーのペースになってきている。

「元のお国に帰ったら、お金も必要でしょう。なんなら、これもお付けしますよ。甘くて美お味いしいお菓子です。私は商人ですが、神様に献上したこともある品です」

「神様だと!?　貴様がか？　嘘うそをつくな」

「食べてみればわかりますよ。この世には金があっても手に入らない物がございます」

　ジョーカーが広げた包みの上には、焦げ茶色の小さな物体が数個載っていた。まさかとは思うが、チョコレートのようだった。

「不ま味ずそうだな。……毒が入っていたりしないだろうな？　まぁ、神に選ばれし者セレクテツドである俺に毒は効かないがな」

「なら、どれでもいいので、その中のひとつを私の口に放り込んでください。貴重な一品ですが、あなた様の疑念が晴れるなら必要な出費でしょう」

「ふん、まぁいい。貴様らが俺たちに刃向かうとも思えんしな」

　言うや、兵士はジョーカーが差し出したチョコを口に入れた。途端に表情が一変する。

「なんだ、これは!?　やけに甘いが、美う味まい！　こんなの食べたことないぞ！」

　兵士が感動している隙に、ジョーカーがちらりとこちらを見て、命令してきた。曰いわく、「コリムを連れて逃げろ」と。




　コリムを連れて村へ戻った結ゆい奈なは、集まってきた村人に気絶しているコリムを託しながら、街での出来事を皆に伝えた。

　おそらく誰もが半ば予想していたことだっただろう。けれども悲しみの感情までは凍らせることができず、その報告を受けた途端、大半の者が崩れるように泣き出した。

　ややあって、ジョーカーも村へ戻ってきた。彼のことだから心配ないと思ってはいたが、少しだけほっとしている自分がいることに気づく。

「どうやって逃げてきたの？」

「別に。適当な理由をつけて切り上げてきただけだが？」

　ジョーカーの態度は素っ気ない。なんとなく、一瞬でもほっとしてしまった自分が馬鹿らしく思えた。




「ごめんなさい。リトンの命の恩人なのに、あまり食べ物が無くて」

　村長の娘であるアントが、木製のお椀わんに白濁色のスープをついで手渡してきた。雑草のような短い草の入った粗末な食事。この村の貧しさがよくわかる。

　ジョーカーと結奈は村長の家に招かれ、食事を提供してもらっていた。そこにはリトンとコリムのほか、両親のいない子供が数人ほど食卓を囲んでいる。村長は身寄りのない子供たちを集めては、食事の世話をしているそうだ。

「あんなの酷ひどい。どうして誰も文句を言わないんです？」

　結奈は耐えきれず、悶もん々もんとした気持ちを吐露した。子供の躾しつけがなっていないという理由で陵りよう辱じよくされ、殺されて、無惨な姿を公衆の面前にさらされている。全裸姿で秘部を貫通され、死んだ後も辱めを受けているのだ。絶対に許されることではない。

　村長もアントも目を逸そらして、結奈の問いに答えるのを避けた。しかし、その憂いに満ちた横顔が、内心の葛藤を如実に表している。

「……文句を言ってなんになるんだよ？」静寂を破ったのはコリムだ。「あいつらは俺らの命なんて、なんとも思っちゃいない」

「誰か味方になってくれる人はいないの？　同じ人間なんだもの。きっと力になってくれる人がいるはずでしょ？」

「どこにだよ！　いい加減なことを言うんじゃねぇ！」

　コリムが叩たたきつけるように食器を置いてから叫んだ。結ゆい奈なは何か反論しようとして失敗してしまった。コリムの言うことは正しい。直感ではそれを悟っている。だけど、認めたくないのだ。

「神に選ばれし者セレクテツドは神に選ばれた存在です。選ばれた人間だから、選ばれなかった私たちとは違う。同じ人間だなんて、口にしただけで殺されてしまいます」

　淡々と、まるで子供に聞かせるように、アントが教えてくれた。

　少し前まで彼女たちは貧しくはあったが、それなりに幸せに暮らしていたそうだ。しかし、美人族エフルの支配を命じられた、ハイランド国第一王子ギルバルドが城郭都市エイフリルに陣を敷いてから、人々は陰鬱な日々を過ごすことになった。

　エイフリルの領主も、領民に酷ひどいことをしないよう上申したそうだが、その場で殺害され、彼の一族も残忍な方法で皆殺しにされてしまったのだ。

　もはや誰も逆らうことはできず、兵士たちは傍若無人な振る舞いで、街の人たちを震えあがらせた。飲食しても金を払わず、ちょっとでも気に食わないことがあれば、まるで虫を潰すみたいに命を奪っていく。おもしろ半分で切りつけられ、一生歩けない体になったり、若い娘などは裏路地に連れ込まれて陵りよう辱じよくを受けることも日常茶飯事だった。

　もちろん夜逃げした者もいたが、多くの者は行く当てもなく、生活のため仕方なくこの領地に残っていた。

　神々が創りしアーティファクトの中でも最強の一角とさる東方シリーズの神武。そのひとつである「ビゼンオサフネ」を持つギルバルドの戦闘力は凄すさまじく、美人族エフルは拠点スピナをひとつ残すのみとなっており、命の灯ともし火びが消える寸前なのだそうだ。

　美人族エフルを支配したら、ギルバルドは本国へ帰っていくだろう。それまでの辛抱だ。その希望を胸に、彼らは今日まで凄惨な日々を耐え抜いてきた。

「そんな……耐えるしかないなんて、酷いわ！」

　結奈がやるせない気持ちを吐き出した。

「そうか？　俺たちがいた元の世界も似たようなものだろう？　権力者は自分を中心にして世界は回っていると思っているし、弱者は強者の顔色を見て我慢する。人の本質など、どこの世界でもそう変わりはしない」

　ジョーカーは無駄に硬いパンを噛かみちぎりながら、まるで他ひ人と事ごとにように言う。確かに、似たような構図は元の世界でもあった。

　優秀な人間は劣った人間を見下し、強い立場の者は弱い立場の気持ちを鑑みることもない。イジメや差別、パワハラにセクハラ、子供の虐待や権力を利用した報復行為。確かに、人の本質は同じなのかもしれない。

　そして醜い感情は、まるでウロボロスのように、立場を変えて互いを傷つけ合っている。

　ネットでの発言が力を持ってからは、ネットに疎い権力者を叩たたき炎上させることで、その者の人生を終わらせはじめた。誰もが自分だけは特別だと信じ、平気で他人を傷つけ、傷つけられるほうが悪いと、疑問すら抱かずに本気で思い込んでいる。

　力の強い者が行うことは、いつだって同じだ。

「あの、元の世界ってなんですか？」

　アントが不思議そうに尋たずねてきた。

「ああ、俺たちはこの世界の人間じゃない。元いた世界はこことは違う別の世界だ」

　ジョーカーはあっさりと説明した。いや、別に隠すことではないかもしれないけど、ジョーカーにしてはやけにあっさり認めた気がする。何か考えがあるのだろうか？

「おまえ、本当に嘘うそばっかだな。別の世界なんてあるわけねえじゃん」

　コリムが呆あきれたように言った。まあ、普通の反応だろう。

「儂わしもほかの世界があるなんて、聞いたことはないな」

　村長も同意を示し、コリムはほら見たことか、と得意げな顔になった。

「まあ、俺のいた世界の話をしてやるから、騙だまされたと思って聞いてみろ。酒の肴さかなだと思えばいい」

　ちなみに食卓の上には酒が置いてあったが、マジックペンのような強烈なシンナー臭がして、おまけに水とアルコールが完全に分離していて、とてもじゃないが飲めた代物ではなかった。

　ジョーカーは実に表現豊かに、元いた世界の話をしはじめた。サイコパスは話し上手と言われているが、ジョーカーも例に漏れず、話の構成がうまかった。相手が興味を引く話題を絶妙なタイミングで、実にドラマチックに展開していく。

　最初は半信半疑だったコリムや村長も、興奮した様子でジョーカーの話に聞き入っていた。ほかの子供たちやアントは言わずもがなで、きらきらした瞳で話に夢中になっている。

　感情のないリトンでさえも、スープをスプーンに入れたままで、ジョーカーの話に集中していた。

　そこでふと、結ゆい奈なは気づく。この村で、おそらくもっとも裕福な村長の家。そこには本の類いはない。もしかして、この世界には「物語」がないのかもしれない。

　つまりは、ジョーカーの話は彼らにとって、生まれて初めて接するファンタジー小説のようなものなのだろう。興味と興奮を抱かないはずがなかった。

「ねえ、そのしゅわしゅわのジュースって、そんなに甘くて美お味いしいの？」

　ジョーカーの話をじっと聞いていたリトンが、感情のない表情で訊ねてきた。どうやら彼女がもっとも興味をもったのが、炭酸ジュースのことだったらしい。

「ああ、子供はみんな大好きな飲み物だ。一度飲んだら、もう水なんて飲めなくなるぞ」

「ほんと？」

「飲みたいか？」

　ジョーカーの質問にリトンはこくんと頷うなずいた。ほかの子供たちも「飲みたい」と口を揃そろえて合唱してきた。

「だったら飲ませてやろう」

「ちょっと、そんな約束して大丈夫なの？」

　結ゆい奈なは慌てて止めに入った。この世界で砂糖がどんな位置づけにあるかは不明だが、少なくとも食卓には並んでいない。入手が難しい可能性がある。それ以前に、炭酸ジュースなんて、この世界でつくったりできるのだろうか？

「アント、台所を借りるぞ」

　何を思ったのか、ジョーカーが台所に向かった。結奈も慌てて追いかける。

「ちょっと、どうするつもり？」

「話を聞いてなかったのか？　炭酸ジュースをつくるんだ。先ほどのスープには、家畜の乳が入っていたようだし、カルピスソーダなら違和感なく飲めるだろう」

「いや、飲みやすいかもしれないけど、どうやってつくるのよ？」

「こんなふうに、だ」

　ジョーカーは木製のコップに桶おけから水を汲くみ入いれると、指先でコップの水に触れた。次の瞬間、それが白濁色の液体に変化する。

「え？　うそ？」

「味見をさせてやる。飲んでみろ」

　一瞬、毒でも入っていないか不安になったが、ジョーカーは自分の主義にあった殺ししかしない。命令の首輪があるので、そもそも結奈を騙だまして変な薬を入れる必要もなかった。結奈はコップを受け取ると、一口飲んでみる。

「なにこれ？　本物じゃない!?」

　結奈は目を丸くした。これは間違いなくカルピスソーダだ。しかし、いったいどうやってつくったのか？　こんなに一瞬で、水がカルピスソーダに変わるはずがない。まるで手品だ。

　ふと、結奈はある事実に気づいた。

　先ほどコリムを助けたとき、ジョーカーは兵士にチョコレートを渡していたではないか。元の世界から持ち込んだ物だと勝手に思い込んでいたが、よくよく考えれば、それは不可能だ。

　では、あのチョコレートはどうやってつくったのだろう？

「あの悪魔が言っていただろう？　この世界では存在定義が力になると。俺のレゾンデートルは偽装錬金フールゴールド。簡単に言えば、人間の五感を誤ご魔ま化かす能力だ」

「誤魔化すって、まさか──」

「そう。いま君が飲んだのは、ただの水だ。それをカルピスソーダだと錯覚させたに過ぎない。物理的に変える能力ではないからな」

　あらゆる物を誤ご魔ま化かし、嘘うそをつく能力。確かにジョーカーらしい能力だ。しかし、存在定義レベルで嘘つきって、ほんとなんなの、こいつ。と結ゆい奈なは思った。

「じゃあ、あのチョコレートも？」

「ああ、そうだ。道に落ちていた動物の糞ふんをチョコに変えた」

「……へ？」

「うん？」

「うん？　じゃないわよ！　あれって動物の糞なの？　食べてたよ、あの人！」

「ほかに手頃なサイズの物がなくてな。いやぁ、あんなに美う味まそうにウンコを食べる奴やつを初めて見た」

　うわぁ、と結奈は引いてしまった。そして密ひそかに、ジョーカーからは食べ物をもらわないようにしようと心に誓った。

「でも、あなたも食べようとしてなかった？　兵士が疑っていたときに？」

「相手を騙だますときに体を張るのは当然のことだろう？　毒ならまだしもウンコは食べても死にはしない。まあ、会話で誘導できる自信はあったし、何よりこの世界にも『毒』の概念があることは知れた」

　相変わらず抜け目のない性格だ。やはり、先ほど元の世界のことを話したのには何か理由があったのかしれない。その意図を、結奈は思い切って尋たずねてみた。

「は？　単にあの生意気な小僧の反応がおもしろそうだったから、話したに決まっているだろ？　最初は嘘つき呼ばわりしてたのに、最後のほうは目をきらきらさせて聞いていたぞ。最高じゃないか」

　悪人っぽい笑顔で、いや、実際悪人なんだけども、ジョーカーはくくくと笑いながら答えた。駄目だ、この人。無駄にガキっぽい。なんか残念な人だ。

　とりあえず、ジョーカーのつくったカルピスソーダを人数分食卓へと運んだ。みんな、興味津々といった感じで、白濁色の飲み物を見つめている。

「さあ、ヤマダキッチン特製ジュースだ。飲んでみろ」

　ジョーカーは自分の名前をヤマダと伝えていた。確かに自分の本名を教えるリスクはあるかもしれないが、そういった態度は賢いというよりは不信感を抱かせるだけだ。結奈はジョーカーの前に自己紹介をしていたこともあり、結奈だと本名を名乗っている。

　ジョーカーがつくったジュースを最初に飲んだのはリトンだった。一口飲んで、驚いたように目を見開き、もの凄すごい勢いで飲み干した。

「美お味いしい。これ、すごく美味しい」

　感情がこもるはずのない声。しかし、いまはどこか歓喜の音色が混じっているように聞こえた。リトンの反応を見て、ほかの者たちもカルピスソーダに口をつける。

「うめぇ、なに、これ!?」

「美味しい！」

「凄すごいわ、これ。こんな濃厚な飲み物があるなんて」

「こ、これは──、あり得ん！　なんて飲み物だ!?」

　みな驚きよう愕がくの表情で、称賛の声をあげる。色のない世界が、カラフルになったかのような感動があるのだろう。

「ちなみに、おかわりもあるぞ」

　ジョーカーの言葉に、全員がコップを差し出してきた。






第三章　朝焼けの慟哭









　特に行く当てもないジョーカーたちは、リトンの家に住まわせてもらい、村長の家で食事を提供してもらう日々を過ごしていた。たった二日しか経たっていない。それなのに──。

「ヤマダお兄ちゃん、元の世界の話を聞かせてよ！」

「ヤマダ兄ちゃん、漫画だよ。漫画の続きを聞かせて！」

「ねえ、オレンジジュースつくって！」

「兄ちゃん、例のステーキってやつ、頼む！　金ははずむから！」

「私たちはワインがいいわ。エッチなことしていいからさぁ」

　ジョーカーは村で引っ張りだこの人気者となっていた。

　ただでさえ娯楽と刺激が少ない村だったのだ。ジョーカーのように美お味いしい物とおもしろい話を提供してくれる存在は、麻薬のような刺激を与えてしまったのだろう。

　それだけでなく、ジョーカーはああ見えて面倒見がいい性格をしており、子供たちと一緒に遊ぶのも吝やぶさかではないみたいだった。

「ヤマダさんって素敵ですよね？　良いお父さんになりそう」

「ぶほっ！」

　いつの間にか、アントが横に立っており、そんなことを口にしてきた。思わずむせてしまった結ゆい奈なは口に含んでいた水を噴き出してしまう。確かに今のジョーカーは良い人物を演じているが、その本性は残酷な殺人鬼だ。

「だ、大丈夫ですか？」

「ええ、まあ」

「本当、素敵な方ですね」

　アントがうっとりしたみたいに言う。なんだか騙だましているようで、非常に申し訳ない気持ちになってきた。

「ええと、あいつは一見好青年っぽく見えますが、ぜんぜんそんなことないですよ。絶対に信用したりしないでくださいね」

「そんなことないですよ、結奈さんが良い証拠です」

　意味不明なことを言われ、結奈は首を傾かしげた。どういう意味だろう？

「奴隷なのに、そんなふうに主あるじ様に文句を言えるなんて、凄すごいことなんですよ？　まるで対等な友人のようです」

「あの、私、奴隷じゃないんですけど？」

「え？　そうなんですか!?　え？　でも、首輪」

　まあ、そう誤解されるのも仕方ないと思う。奴隷になった覚えはないが、ジョーカーの命令に逆らえないのは事実だ。

　ジョーカーと自分の関係を話そうかと思ったが、やめることにした。ジョーカーの殺人対象はあくまで権力者。この村の住人が殺されることはないだろう。意味もなく不安にさせてしまう理由もない。

「これは元いた世界のファッションで、こっちに来たときに首輪になってしまったんです」

　とりあえず、当たり障りのない嘘うそをつく。なんとなく、自分もジョーカーに似てきた気がして、嫌な気持ちになった。

「俺もあいつは信頼できないと思うぜ」

　いつから会話を聞いていたのか？　肩に小麦の束を抱えたコリムが、不機嫌そうに割って入ってきた。

「こら、コリム。ヤマダさんはリトンの恩人でしょ？　そんなことを言うもんじゃないわよ」

「うるせえ！　何が『素敵な方』だよ。色気づきやがって、このエロ女！　お前みたいなソバカス女が相手にしてもらえるはずないだろ！」

　どこかふて腐れたみたいに言う。結奈はピンときた。これはあれだ、嫉しつ妬としている男子の態度だ。

「なんですって！」

　アントが怒って右手を挙げたまま走り出す。コリムは小麦を抱えたまま逃げだし、しばらく二人の鬼ごっこが続いた。青春だなぁ、と結奈はおじさんみたいな感想を抱いた。




「どうかお願いします」

　木の幹に背中を預けて座っているジョーカーに向かって、数人の男女が頭を下げていた。何事だろうと思って、結ゆい奈なは近づいてく。

「どうか、ヤマダさんの商品を分けてください。どうしても妻たちの遺体を回収したいんです。あのまま晒さらし者ものにされているのは不ふ憫びんでなりません」

　彼らの中心にいるのは、街で串刺しの刑にされている女性の夫で、名前をダンといった。彼らの心情としては、一刻も早く遺体を回収し、きちんとした埋葬をしてあげたいのだろう。

「駄目だ。最初に言ったとおり、この村の者がこの場で食べる場合に限って許可している」

　ジョーカーの商品とは、ジョーカーが偽装錬金フールゴールドでつくった異世界の飲食物のことだ。ジョーカーは自分の能力まではバラすつもりがないらしく、「商人」という設定をうまく活用していた。

「そこをなんとか是非ともお願いします」

　この世界でもお金はある程度の価値を持つが、基本的に同じクラスの人種とやりとりをするのに使われる。つまり、神に選ばれし者セレクテツドが神に選ばれし者セレクテツドとやり取りするぶんにはお金が必要だが、彼らが領民に対してお金を支払うことは基本ない。欲しいものを力尽くで奪えば、それで済むからだ。

　だがジョーカーの商品は違う。金では買えない特別な物。もちろん力尽くで奪われる可能性もあるが、交渉できる可能性も、また等しく存在する。

「駄目だ」

　ジョーカーは短く断った。交渉する気すらないらしい。

「なんでだよ!?　俺たちの気持ちがわからないのか！」

「わかっている。むしろ、わかりやすい感情だ。だが、そのうえで意味がないと言っている。死んだ人間なぞ、ただの肉の塊に過ぎん」

「あんた、なんてことを!?」

「違うのか？　回収したところで、生き返るわけじゃないんだろ？」

「それはそうだが……」

　一応認めはしたものの、未練たらたらといった感じだった。

「それに、商品を兵士に渡すことはリスクもある。兵士たちが村に略奪に来たらどうするつもりだ？　自分たちの我わが侭ままで、この村を滅ぼすつもりか？」

「でも、ヤマダさんはコリムを兵士から助けたときに、見張りの兵士に商品を渡したんだろ？」

「……ほう、誰に聞いたんだ？」

　刹那、ジョーカーの持つ気配が変化した。温和だった雰囲気は消し飛び、刺すような威圧感があふれ出ている。村人たちも息を呑のんで、一歩後ずさった。

　兵士をチョコレートで買収した話を知っているのは、この村ではジョーカーと結ゆい奈なだけだ。コリムは気絶していたし、あのとき村人は全員村にいたので、現場を目撃しているはずがない。見物人の誰かが話を広めている可能性もあるが、あの兵士しか口にしていない異国の食べ物が、そうそう広まるとも思えなかった。

「見張りの兵士に聞いた。黒くて甘い、見たこともない食べ物を売っている商人を探していると。すぐにヤマダさんのことだとわかったが、俺は知らないと答えた。あんたに迷惑を掛けたくないと思ってな」

「それは嬉うれしい心遣いだな」

　ジョーカーがやわらかい笑みを浮かべて言った。人を安心させるような笑顔。村人もほっと胸を撫なでおろす。しかし結奈は感じ取っていた。この人好きのする笑顔の裏に隠された、凶悪で残忍な殺意の気配を。
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　串刺しの刑の見張りをしていた兵士は、浮き浮きした足取りで人ひと気けの無い裏路地を歩いていた。

　あの甘くて美お味いしいチョコという食べ物。もう一度あれを食べたいと思って、密ひそかに例の商人を探していた。上に報告して大々的に捜索すれば、すぐに見つかるかもしれないが、それではおこぼれにあずかれない可能性が高い。最悪、殺されてしまう危険があった。

　まるで恋人に恋い焦がれるように悶もん々もんとした時間を過ごしていたが、今日、向こうからアプローチしてきたのだ。

　半分騙だまされたようなかたちで勝手にいなくなったことに小言は言っても、喜びの感情のほうが大きく、怒りの感情は湧かなかった。お詫びに珍しい酒を用意してくれるとのことで、見張りの交代の後、会う約束をしたのだ。

　神に選ばれた人間であるはずの自分が、いくらザッハベルト様の命令とはいえ、下等な平民ノーマンの死体の見張りなど、意味のない仕事を任せられている。そんなのおかしいと、あの商人は言ってくれた。俺のことをよくわかってくれている奴やつだ。少し懇意にしてやってもいい。

　ほかの兵士の目に触れると厄介なことになる。

　商人の言うとおりだと思ったので、彼が指定する場所へと向かった。

　夜に街を歩く者は極端に少ない。酒に酔った兵士に絡まれるのを恐れて、みんな家に引っ込んでいるからだ。逆に言えば、夜に街をうろついている領民は、それだけで怪しい存在と言えた。

　指定の場所に行くと、すでに商人の姿があった。もう一度周囲を見回し、誰もいないこと確認して商人と接する。

「わざわざ、すみません」

　商人がにこやかに頭を下げてくる。しかし、不思議な雰囲気を持つ男だ、と兵士は思った。腰は低く丁寧で、親しみやすく、なんでも言うことを聞きそうな格下な雰囲気を醸し出している。それでいて、いつの間にか向こうの思惑どおりに事が運んでいるように思えるのだ。

　警戒すべき相手ではない。頭ではそう理解しているのに、どこか遠くで警鐘が鳴り響いている気がする。だが逆に、それがこの男の魅力につながっている。格下なのに、どこか価値のある人物。懇意にしたいという気持ちをくすぐってくる。

「それで、例の品は？」

「ええ、ここです。その前にちょっとこれを持ってほしいんですが」

　商人がいきなり大きな袋を放り投げるように渡してきた。

「おい！　何をす──」

　反射的にその袋を受け取りながら、兵士は声を荒らげた。神に選ばれし者セレクテツドである自分に荷物を持たせるとは何事だ!?

　しかし、言葉を最後まで紡ぐことはできなかった。喉に鋭い痛みが走る。そして硬い金属の感触。

　意味がわからなかった。理由もわからない。ただひとつ、自分の首にナイフが突き刺さっていることだけは理解できた。
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（あいつ、兵士を殺しやがった!?）

　リックは驚きよう愕がくの出来事に、思わず声を漏らしそうになった。必死にそれを我慢する。

　街を歩いていたら、どこか様子のおかしい兵士の姿があった。ウキウキした態度から、街の娘でもレイプするのかと思い、後をつけた。兵士どもが我が物顔でこの街を蹂じゆう躙りんするのが許せない。自分の妻も兵士どもに辱めを受けて殺された。

　後をつけたところで、自分に何ができるのかと迷いはしたが、放っておくことはできない。せめて仲間に連絡が取れれば、攪かく乱らんくらいはできたかもしれないが……。

　しかし、そこで目にしたものは、平民ノーマンが神に選ばれし者セレクテツドを殺害する瞬間だった。

　平民ノーマンが神に選ばれし者セレクテツドを殺す。物理的にはあり得ても、実際はあり得ない状況だ。ギルバルド王子の兵士を敵に回せば、街で大虐殺が起こったとしても文句は言えない。

　それなのに──。

（な、なんなんだ、あいつ!?）

　再度、呼吸を整えてから、もう一度顔を覗のぞかせた。動揺から、一度顔を引っ込めてしまっていたのだ。

　しかし、そこには誰の姿もなかった。

　見間違いだったのだろうか？　それとも夢？　リックは物陰から身を乗り出そうとして──。

「動くな」

　自分がすでに捕らわれている事実に気づいた。ナイフを首に当てられ、声が出せないように口を塞がれてしまう。

「大声を出せば、その場で殺す。逃げだそうとしても殺す。俺の言うとおりにすれば、必ず命は助けてやる。理解したら頷うなずけ」

　リックは大人しく頷いた。逆らえば死ぬ。それは本能で理解できた。嘘うそか本当か知らないが、命は助けてやると言っている。いまはその可能性に賭けるしかない。

「お前は誰だ？　ここにいた目的は？」

　男が口を塞いでいた手を放す。質問に答えろということだろう。

　リックは正直に話した。嘘をつく理由がない。この男は兵士を殺した。ならば、自分たちの仲間になってくれるかもしれない。

「仲間だと？」

「そ、そうだ。俺は解放団レ・バスタのメンバー。王国軍からこの領地を救う地下組織だ」

「で？　具体的に何をやっているんだ？」

　リックは言葉に詰まった。意を決して仲間に誘ってみたが、この男を満足させられるだけの実績をあげてはいない。仲間に数人の神に選ばれし者セレクテツドはいるが、それだけでは何もできなかった。

「出まかせか？」

「う、嘘じゃない！　ただ、俺たちにはなんの力もなくて──」

　まずいと思った。言葉に詰まったのは嘘だからでなく、実績がないからだ。しかし、それを証明できる術すべはない。殺される。そう直感した。だが──。

「どうやら本当らしいな」

　男は納得したらしい。リックを解放してくれた。

「し、信じてくれたのか？」

　振り返って男の顔を見たリックは、背筋が凍りつく思いだった。夜闇のなかで、残忍に光る金色の瞳。神でも悪魔でもなく、何か途と轍てつもなく恐ろしい存在。

「信じた？　なんのことだ？　単にわかるだけさ。そいつが嘘を言ってるかどうか」

　リックは、この男に仲間の存在をしゃべったことを、早くも後悔しはじめていた。
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　結ゆい奈なが村に泊まるようになって五日目の早朝。まだ薄暗い時間、いつものようにコリムが家を出て、どこかへ向かっていった。

　最初のころは単に農作業のためかと思っていたが、どうやら違うらしい。農作業にしては少しばかり時間が早すぎるのだ。

　あまり首を突っ込むのもどうかと結ゆい奈なは思っていたが、やはり心配になったので、こっそり後をつけてみることにした。

　コリムはあたりを気にする様子もなく、まっすぐに森の中へと入っていく。

　このあたりの森には魔物はいないらしい。魔物というのは基本的に悪魔のいるダンジョンの中にいて、地上に出てくることは稀まれだ。しかし、地上に姿を現した悪魔──魔王、そしてその契約者である魔人が地上にいる場合は違う。彼らの瘴しよう気きをたどり、魔物は地上へとやってくるのだ。

「餌でも探しているのか？　地面に落ちている物を食うなよ」

　唐突によく通る低い声が投げかけられた。ジョーカーだ。

「そんなわけないでしょ？　っていうか、どこ行ってたのよ？」

　最近ジョーカーは村にいないことも多かった。昨日の夜も村に帰ってこなかったため、どこかに泊まってきたのだろう。いったい何をしているのか？　心配はしていないが、不気味な不安を覚える。

「ほう、俺の下半身事情に興味があるのか？」

「そういう下品な冗談を言われると、余計勘繰るじゃない」

「単なる情報収集だ。四日もいて村の外に友人のひとりもできないのか？　友達少ないだろ、君は」

「あー、はいはい。陰キャで悪うござんしたねぇ」

「何を言う？　陰キャは悪くないぞ。君個人の問題をみんなの問題にすり替えるな。陰キャに謝れ」

「あなたねぇ」

「命令だ。陰キャに謝れ。顎をしゃくって陰キャに謝れ」

「陰キャしゃん、しゅみましぇええええん！」

　結奈は顎をしゃくりながら盛大に謝った。こいつ、絶対に許せないと思った。




「剣技の練習をしているんだ。知らなかったのか？」

　森の入り口に来ていた理由を説明すると、ジョーカーはそのように言った。どうやらコリムの行動を把握していたらしい。

「どうして剣の練習を？　農民なんでしょ？」

「職業差別だな。農民が剣を扱ったら駄目なのか？」

「そうじゃなくてさ。……神に選ばれし者セレクテツドじゃないでしょ？」

「いや、そうでもないらしいぞ」

　結奈は自分の耳を疑った。どういう意味だろう。

　ジョーカーが言うには、神に選ばれし者セレクテツドになるチャンスは二回あるらしい。一回目はこの世に生を享うけた瞬間、二回目は成人のときだ。つまり、まだ成人を迎えていないコリムには、神に選ばれし者セレクテツドになるチャンスが残っている。ただし、その確率は宝くじに当たるレベルの低さらしいが。

「それにあのガキは、従軍兵になって、小銭を稼ぐつもりでいたらしい」

「従軍兵ってなに？」

「君は何も知らないんだなぁ」

　ジョーカーは案の定、結ゆい奈なを小馬鹿にしてきた。しかし、そのあとに一応は説明してくれる。やはり面倒見がいい性格なのだろう。

　従軍兵とは、戦争の際に戦闘支援を目的として、軍隊に同行する平民ノーマンのことを指す。役割としては補給部隊や衛生兵みたいな感じだ。戦闘力の高い神に選ばれし者セレクテツドが主に戦闘を行うが、彼らが戦闘に集中できるよう、それ以外のことすべてを行う任務を持っている。

　行軍の前には募集が行われ、誰もが戦争の手伝いをできるのだ。戦場にいるため、当然ながら敵と交戦する危険がある。生きて帰るためには、自らを鍛えておく必要があった。

「よし、いい機会だ。あの小僧がどれほどの腕前か確かめに行くぞ」

　ジョーカーが喜々として言った。完全な嫌がらせ。子供のような態度だ。

「そういうのやめなさいよ」

　結奈はため息交じりに非難したが、首輪の命令で無理やり同行させられてしまった。




　隠れるようにして森の中を進んでいく。本当はこんな馬鹿な真ま似ねはしたくなかったのだが、首輪の命令には逆らえない。結奈は心の中でさめざめと涙を流した。

　不意に、ガサガサッと草の揺れる音がした。近くにコリムがいるのだろうか？　ちらっと音のしたほうを見たが、しかし誰の姿もなかった。野生動物の類いかもしれない。

　ガサガサ。

　再び音がする。次は先ほどとは反対方向。いつの間に移動したのだろうか？

「どうやら、おもしろい展開になってきたようだぞ」

　ジョーカーが小声で話しかけてくる。だが、意味がわからない。

「さて、カブトムシでも捕るか。命令だ。あの木を蹴り倒せ」

　唐突に、ジョーカーの命令が飛んだ。首輪が光り、結奈は自分の意思に反して茂みから飛び出すと、右手前方の木に蹴りを入れる。

　人の腰ほどの太さの木が、蹴ったところを起点として、真っ二つにへし折れた。

「きゃぁああ！」

　同時に甲高い女性の声が頭上から降ってくる。次に、地面に何か重い物が落ちるような音。

　結奈が振り向くのと、そいつが襲ってくるのは、ほぼ同時だった。

　視界の隅に白銀の光を放つ斬撃の軌跡が映る。

　結奈は潜り込むようにして、その一撃を下に躱かわすと、地面に両手をつき、後ろにあった足を素早く引き寄せながら体を半回転させ、突き上げるようにして蹴りを放った。

　相手も咄とつ嗟さに体を捻ひねって、その一撃を躱す。

　だが、急な動きでバランスを崩した。その隙を結ゆい奈なは逃さない。

　蹴りの勢いをそのままに体を起こすと、相手に向かって連続蹴りを打ち放つ。最初の二撃は躱かわされたが、三発目はガードに回る。そのガードした腕ごと、結奈は相手を蹴り飛ばした。相手は木に背中を叩たたきつけられ、持っていた氷の短剣を落としてしまう。

　そこで初めて、襲撃者の正体を見た。

　金色の砂のような綺き麗れいな髪に、陶磁のような白い肌。赤い花弁が咲いたかのような唇。敵意を持って睨にらみつけてくる目は、深いエメラルドグリーンの輝きを放っている。

　──なんて綺麗なんだろう。

　結奈は思わず見とれてしまった。芸能人にだって、ここまで完璧に美しい人はいない。

　何を思ったのか、女性は結奈に向かって右手を伸ばしてきた。

「氷上の女神リクシアよ、我に力を！　アイシクルショット！」

　女性の嵌はめているティアラが青白く輝くと同時に、右手の先から氷の刃やいばが生えてきて、次の瞬間、猛烈な勢いで飛ひ翔しようしてきた。

「うそ！」

　咄とつ嗟さに真後ろに体を倒して避よける。まさか人生において、『マトリックス』で有名なあの避け方をするはめになるとは夢にも思わなかった。

「氷上の女神リクシアよ！」

　再び女性の詠唱が聞こえてくる。まずい、大きくバランスを崩したいまの体勢では、次の攻撃を避けきれる自信はない。

「アイシクルショット！」

　結奈はそのまま地面に両手をつき、バク転の要領で無理やり体勢を整えると、攻撃も見ずに横に大きく飛んだ。

　しかし、予想したタイミングで着弾は来ない。まさか、フェイント!?

　次の攻撃に備えて、素早く敵に視線を向ける。

　しかし、そこで目にしたものは──。

「なるほど、神武がないと力が使えないのは本当らしいな」

　いつの間にか女性の背後に忍び寄っていたジョーカーが、彼女のティアラを取り上げていた。

「か、返して！」

「わかった。返そう」

　あっさりとジョーカーが承諾する。女性は一瞬、きょとんとした表情になった。まさか本気で返してくれるとは思わなかったのだろう。

　ジョーカーはティアラを、くるんと一回転させてから言った。

「ほら、ひっくり返したぞ」

　女性の目が点になった。さすがにこの状況で、おもしろくもないギャグを言われるなんて、夢にも思わなかっただろう。

「あの、そうじゃなくて──」

　ようやく我に返った女性が、戸惑ったみたいに言う。

「わかっている。だが、俺たちに君たちと争う意図はない。仲間に武器を下ろすように言ってくれ」

　そこで結ゆい奈なは、初めてまわりの状況に気づく。いつの間にか、剣と弓を構えた女性が二人、姿を現していた。位置関係からして、先ほどの草が揺れた音は二人が出したものだろう。

「うわぁあああああ！」

　そのときだ。すぐ近くから鋭い悲鳴が聞こえてきた。コリムの声だ。

「うん？　何か来るみたいだな」

　ジョーカーが他ひ人と事ごとのように言う。緊張感のない声が、かえって剣けん呑のんな空気をつくりあげた。

　悲鳴が聞こえたほう、右手の方角の木々が大きく揺れている。

　その揺れがだんだんと、こちらに近づいてきていた。

　ぞわりと肌が粟あわ立だつのを感じた。猛烈な危機感が、第六感をもって迫り来る。

　茂みから必死の形相のコリムが飛び出してきた。ジョーカーたちの姿に気づくと、一瞬驚いた表情になる。

「なんで、ここに!?　それに美人族エフルじゃねえか!?」

　なんとなく予想はついていたが、やはり彼女たちが、この世界でもっとも美しいとされる人種──美人族エフルだったのだ。

「コリム、何があっ──」

「逃げろ！　魔物だ！」

　結奈の問いを遮るようにして、コリムが答える。刹那、何か巨大な物体が頭上を横切っていった。

　それは、三メートルほどはある巨大な猿の化け物。いや、猿だと認識したのは、そいつが四本の腕と尻尾を巧みに扱い、木から木へと移動してきたからだ。しかし、その顔は猿と言うよりも角の生えた豚で、しかも顔は二つあった。

「森の双豚ブリツカ!?　なんで、あんなレベルの魔物が!?」

　ジョーカーにティアラを奪われた女性が、驚きの声をあげる。そんな彼女に向かって部下らしき女性が緊迫した声をかけた。

「レフシ様、早く『氷冠リシュミル』を装備ください！」

　レフシと呼ばれた女性は、ジョーカーのほうへ懇願するような表情を向ける。しかし、彼女が何か言う前に、ジョーカーは彼女へ、ティアラを差し出していた。

「アロースラッシュ！」

　エフルの兵士が技を使うが、森の双豚ブリツカには一切命中しない。頭上を素早く移動する物を地上から撃ち落とすのは、想像よりもずっと難しい。しかも距離もあるため、攻撃が放たれたのを見てからでも、余裕で避よけられてしまう。

「氷上の女神リクシアよ、我に力を！　アイシクルショット！」

　レフシの手から巨大な氷の槍やりが生成され、目にも留まらぬ速度で飛ひ翔しようする。明らかに弓よりスピードが速く威力も大きいが、基本的な攻撃パターンは弓と変わらない。魔物に命中することはなかった。

「レフシ様、森の中では向こうが有利です！　水中で鮫さめと戦うようなもの！　広い場所へ出ましょう！」

「駄目です！　私たちの姿を誰かに見られでもしたら！　ここで倒します！」

　言うや、レフシは再び魔法を唱えた。

「氷上の女神リクシアよ、我に大いなる力を！　降り注げ、アイシクルレイン！」

　レフシが掲げた両手の先に白乳色の光の玉ができると、そこから無数の氷の槍が雨のように降り注ぎ、そのうちのいくつかが魔物の体を傷つけた。

「やった！」

　喜びの声をあげたのはコリムだけだ。今の攻撃が皮を傷つけただけの軽傷であることは、容易に理解できた。

　普通の動物であれば、たとえそれが凶暴な熊でさえ、痛みを感じると逃げ出すことはある。動物にとっては生存が目的であり、相手を倒すのは二の次だ。「逃げたら負け」などという価値観は持っていない。

　しかし、この魔物は違った。

　自分の体を傷つけたレフシを、優先して倒すべき敵だと認識したらしい。

　森の双豚ブリツカが縦横無尽に木々の間を駆け抜ける。巨大であるにもかかわらず、柔軟に体の向きを変えて、木々の隙間を縫っての移動。しかも木の葉や枝が視界を遮り、ともすれば見失いそうになる。姿を追うだけでもやっとだった。

　そして横軸の動きが、急に縦軸へと変化する。

　横の動きに目が慣れてきたタイミングでの急激な変化。しかも、その巨体は木の陰で巧妙に隠されていた。

「レフシ様、後ろです！」

　兵士が叫ぶ。レフシは咄とつ嗟さに振り返ったが、明らかに反応が間に合わない。猛然と襲い来る魔物の腕が、レフシを掴つかみあげた。

　いや、違う。

　魔物の手の中には何もなかった。魔物がレフシを掴みあげようとした瞬間、ジョーカーが彼女を押し倒すようにして救ったのだ。

「あ、ありがとうございます」

　レフシが戸惑ったようにお礼を言う。

「では、謝礼の代わりに、あいつを倒すのを手伝ってもらうぞ」

　そして、結ゆい奈なのほうを向いて叫んだ。

「やることは分かっているな!?」

　いや、そんな無茶振りされても、と思いはしたが、自分がやるべきことは理解できていた。魔物といえども所詮は獣。動きには一定のパターンのようなものがあった。

　そして、次のターゲットもだいたい想像できる。ジョーカーかレフシのどちらかだ。だが、それを考慮する必要はない。なぜなら、ふたりはいま同じ場所にいるからだ。

　結ゆい奈なは頷うなずくと、ジョーカーの背後の木に向かって走った。

　森の双豚ブリツカは再び木の上に上り、撹乱するような動きで、頭上を駆けまわっている。だが、奴やつが攻撃に入るポイントは、すでに想定済みだ。ターゲットの背後からの強襲。故にジョーカーたちは、あえてそちらを見ないようにしている。

　森の双豚ブリツカが飛び乗ってくるその一瞬を狙って、結奈は木に蹴りを放つ。木は大きくしなり、魔物は掴つかむべき枝を掴み損ねてしまった。

　わずかな間、魔物が自由落下という無防備状態に陥る。隙は一瞬。しかし、最初から狙っていたのなら、それだけの隙があれば十分だった。

「アイシクルストライク！」

　レフシの放った魔法が、魔物の胸を貫いた。




　結奈はレフシの容姿に再び見とれてしまっていた。美人族エフル自体、みんな美人なのだが、彼女の美しさはほかの美人族エフルよりも際立っている。

　ギルバルド王国軍と戦争中である彼女らは、敵情視察のため、この森に潜入していたそうだ。不利であるにもかかわらず、彼女たちが森の中で森の双豚ブリツカと戦っていたのには、そういう事情があった。

　今は戦闘があった場所で、少しばかり雑談に興じている。森の双豚ブリツカの死体は、しばらくすると真っ黒な霧となって消滅した。魔物は死体を残さないらしい。

「軍の情報なら俺がもってきてやる。だから王子を、あいつらを皆殺しにしてくれよ！」

　コリムの悲痛な叫びが森に響き渡る。コリムは街の惨状をレフシたちに訴えた。領民は常に怯おびえ、無慈悲に殺されていること。女は凌りよう辱じよくされ、自分の母親も凌辱されたあと、串刺しにされて遺体をさらされたことなど。

　それを聞くレフシたちの表情は重い。当然だろう。この話は、明日は我が身なのだ。領民に対してもこの仕打ち。敵国である自分たちは、果たしてどんな扱いを受けるのか。

「コリム。その話はもうやめよう」

「はぁ？　なんでだよ！」

　結奈の提案に、コリムは理解できないといった表情で抗議してきた。

「馬鹿か、おまえは。今にも負けそうな敵国の女に、その話をしてどうなる？　無駄に怯えさせるつもりか？」

　ジョーカーが直球ストレートに言った。そこでようやく、コリムも自分の失言に気づいたようだった。

「貴様！　我々が負けるとはどういうことだ！」

　だが代わりに、美人族エフルの兵士の逆げき鱗りんに触れてしまったようだ。やや黒みがかった色の髪。彼女は名前をラウラといった。

「違うのか？　状況を見るに、あと一回行軍があれば、君たちの国は落ちるのだろう？」

「殺す！」

「待ちなさい」

　部下の激げつ昂こうを、レフシが冷静な声で窘たしなめた。

「どうして、そう思うのです？」

「どうしてそう思わない？　客観的事実を集めれば明白だろう？」

　ジョーカーは淡々と説明する。まずは数の問題。ギルバルド軍約四千に対し、美人族エフルの兵士は、およそ五百程度。十倍近くの戦力差がある。

　それなのに、数ヶ月以上戦争が長引いているのは、ギルバルド軍が美人族エフルの女性を生け捕りにしようと考えているからだ。もっとも美しいとされる人間。その用途も価値も、容易に想像できるものだった。

　次に拠点スピナの状況。この世界では、神が創りし神武は決して壊れることはない。その代わり、使用のたびに神気を消費してしまい、それが尽きると、ただの平民ノーマンに戻ってしまう。

　神気は神脈に神武を掲げることで回復できるため、神脈の湧き出るポイントに拠点スピナや城、街が建造されている。当然ながらほかの方法で神気を回復することはできない。

　すなわち、拠点スピナはそのまま前線拠点となり、より多くの拠点スピナを占拠しているほうが優勢なのだ。現状、美人族エフル側の拠点スピナはひとつを残すのみとなっており、それが落ちれば、本拠地への侵入を許してしまう。

　ジョーカーの話が本当であれば、万に一つも美人族エフルに勝機はあり得ない。彼女たちが蹂じゆう躙りんされ、家畜のように扱われる未来が透けて見えて、結ゆい奈なは胸が締めつけられる思いだった。

　それにしても、ジョーカーはどこから、この情報を手に入れたのだろう？

「……そうですね。調べればわかることなので、誤ご魔ま化かそうとは思いません。客観的事実は概おおむねそのとおりです」

「そんな！　じゃあ、あいつらに復ふく讐しゆうできないのかよ！　何か方法があるはずだろ？」

　コリムが縋すがるような声をあげる。けれど、レフシは長い睫まつげを伏せて、再び押し黙ってしまった。

「おいおい、そこは作戦レベルの機密だぞ。簡単に口に出せるものでもないだろ？」

　ジョーカーが小馬鹿にしたように言う。

「うるせえな！」コリムはジョーカーに吠えてから「俺も味方なんだ。協力できることがあれば、言ってくれよ！」

「あなたたちは敵ではないですが、味方でもありません。申し訳ありませんが……」

　レフシが静かに否定する。けれど、その憂鬱な表情は、何も策がないことを表しているように思えた。




　騒ぎは昼過ぎに起こった。妻を串刺しで晒さらし者ものにされているダンが、ザッハベルトに直談判に行ったらしい。そこで相手を怒らせてしまい、広場で公開処刑されるというのだ。

　村人たちが数人、慌てたように街へと向かう。ジョーカーたちも彼らの後を追うように、街へと向かった。

「どうするつもり？」

「どうするもなにも自業自得だろう？」

　結ゆい奈なの質問に、ジョーカーは素っ気なく答える。この男に何か期待していたつもりはないが、裏切られた気分だった。

「あんた、本当に最低だな。助けたいとか思わないのかよ」

　結奈とジョーカーの会話を聞いていたコリムが、舌打ち気味に言った。

「貴様こそ最低だな。この状況で助けるということは、誰かの命を賭けることだ。貴様は他人に死ねと命令するのか？」

「チッ、口だけは相変わらず達者だよな」

　コリムは皮肉を言うと、ジョーカーたちを置いていくように走り出し、街へと急いだ。ジョーカーものんびりと散歩するような感じで、コリムの向かったほうへ歩き出す。野次馬根性なのか、どうやら街には向かうつもりらしい。

　街の広場には異様な人ひと集だかりができていた。そして、鼻をつくような強い異臭。結奈はその臭いの正体を知っている。人の肉が腐ったときの死臭だ。

　串刺しの死体が飾られている広場の中央には、木でできた平台が設置してあり、その上にロープで手足を縛られたダンと兵士たちの姿があった。平台は一段高いため、周囲からもよく見える。

「この者の妻はザッハベルト様の怒りを買って串刺しの刑にされた。しかし、この者は、自分の妻の犯した罪を理解せず、愚かにも遺体の返還を求めてきたのだ。これは神に選ばれし我らに対する冒ぼう涜とくだ！」

　兵士の口上に、しかし、街や村の者は誰ひとり納得した表情をしていなかった。「妻の犯した罪」とやらの内容も、みんな知っていたし、遺体の返還を求めたダンの気持ちも理解できるのだろう。

　神に選ばれたという理由だけで、何をしても良いと思っている神に選ばれし者セレクテツドたちの理不尽極まりない思考に、共感する平民ノーマンはいない。だけど、逆らえばどうなるか、火を見るより明らかなので、誰も否定できないだけだ。

　日本でさえ、上司の考えに納得していなくとも、「素晴らしいお考えです」と褒め称たたえるものだ。人の命が塵じん芥かいのように扱われるこの世界で、弱者の本心が届くことはない。

「──だが、ザッハベルト様は心優しいお方。この罪人どもが冥獄で仲なか睦むつまじく過ごせるよう、この者を妻と同じ串刺しの刑に処することに決められた。おおっ！　なんと寛大なお心だろうか！」

　兵士の口上に、「ひっ」という小さな悲鳴がいたるところから漏れ出る。当然ながら、寛大なお心とやらに感動したわけでなく、生きたまま串刺しにするという、残忍な処刑法に対する憐あわれみの声だ。

「おい。もしかして、あいつが三騎士のひとりか？」

　ジョーカーが隣にいた村人に問いかける。

「ああ、ヤマダさん。そうです、あの方がザッハベルト様です」

　ジョーカーの視線を追って、結ゆい奈なも壇上の椅子に偉そうに腰かける男を見る。筋骨隆々とした体つきに、髭ひげ面の無頼漢。確かに雰囲気がほかの兵士とは違う。

　こいつ、強い。結奈は本能で理解する。

　そうこうしている間にも、ダンは裸にされ、奇妙な器具の上に括くくりつけられようとしていた。人を串刺しにするための器具で、尖とがった先端の上に人を設置すると、自分の重みで少しずつ体を貫かれていくらしい。聞きたくもないのに、兵士がわざわざそんな説明を大声でしている。

　肛門からゆっくりと時間をかけて、徐々に貫かれていく感覚。腸壁を突き破り、重要な器官を次々に破壊していっても、まだ死ねないのだ。激痛がひたすら長く続き、それでも確実な死が迫り来る恐怖。なんとおぞましい殺され方だろう。

「お前らには人の血は流れていないのか!?　妻の死体を引き取りたいと言って何が悪い！」

　ダンが涙を流しながら、理不尽な行いに対する憎悪を叫んでいる。しかし、その叫びは兵士たちには届かない。ザッハベルトに至っては、まだ理解できてないのかと、ため息交じりに顔を横に振った。

「なかなか、おもしろい事をしているなぁ。ザッハベルト」

　そのときだ。よく通る澄んだ声が割って入ってきた。一瞬ジョーカーかと思ったが、そうではない。

　兵士が押し退のけるようにして、人垣を割ると、一本の道が現れる。その先には、豪ごう奢しやな衣装に身を纏まとったひとりの青年の姿があった。

「お、王子!?」

「ギルバルド王子だ！」

　民衆のざわめきが耳に入ってくる。結奈はまじまじと王子と呼ばれた人物を見た。歳としは二十代前半くらい。整った甘いマスクと濃い金色の髪。服の上からでもわかるバランスよく鍛えられた体に、威風堂々とした王者の貫かん禄ろく。

　すべてにおいて選ばれた至高の人物が、そこにはいた。

「これはギルバルド王子。どうしてここに？」

　ザッハベルトが台座を降りて頭こうべを垂れる。

「私の街だぞ、好きに歩かせろ。それにしてもここは臭うな。民衆の躾しつけは大事だが、私の街を汚すでない」

「はっ、申し訳ありません」

　さらに頭を下げるザッハベルトの横を通り過ぎ、ギルバルドは串刺しにされた女たちの死体の前に来ると、腰に刺していた剣を抜き取った。日本刀のような細身の剣。

　刹那、すべてを凌りよう駕がするほどの、圧倒的な神気が王子の体を包み込む。神々しいまでの威圧感。強烈な畏怖と恐怖の感情が襲ってきて、全身が粟あわ立だった。

「日輪いづる東方の名刀ビゼンオサフネよ。天空を駆ける雷雲を我が身に宿せ！　──雷帝イスクティンクス！」

　咆ほう哮こう一いつ閃せん。落雷が大地を襲った。激しい閃せん光こうのあと、地面を揺るがすほどの爆音が耳を貫いていく。

　やがて地面を穿うがった砂すな埃ぼこりが消え去ると、目の前の惨状が明らかとなる。

　落雷のような王子の剣撃。それは比喩ではなく、事実そうだったのだろう。破壊された地面は黒く焼け焦げ、その上にあった串刺しの死体は、わずかな炭を残すだけとなっていた。

　絶望が飛来する。一個人が持ち得る戦闘力ではない。こんなの、まともにやり合って勝てるはずがない。

「このようなゴミ処理のために、わざわざ神格奥義アルテイナを使わずとも……」

「戦が近い。肩慣らしは必要だ。ほれ、そこにちょうどいい肉が転がっているぞ」

　ギルバルドがザッハベルトに示したのは、今まさに串刺しにされようとするダンだった。

「仰せのままに」

　ザッハベルトは兵士にダンを解放するよう命じると、手に持つ槍やり型の神武の切っ先を、放心するダンに突きつけた。

「もしも俺の体に触れることができたなら、命は助けてやろう」

　けれども、ダンは動かない。妻の遺体を返してもらうという当初の目的は失われてしまった。彼にはもはや戦う理由はない。

「すみませぬ、王子よ。やはり、最初のとおり串刺しの刑にしてよろしいでしょうか？」

　ザッハベルトが冗談めかして、王子に向かって言った。その視線は、当然ダンから離れる。ダンは素早く立ち上がると、一直線にザッハベルトへと突っ込んでいった。彼はその隙を狙っていたのだ。

「幻げん槍そうゲイダークよ。その真なる力を解放せよ！　爆はぜろ、ブラッディニードル！」

　ザッハベルトの槍の穂先が真紅の光の筋となって伸びた。その光はダンの胸の中心を貫いていき、次の瞬間、彼の上半身が風船のように膨らんで破裂した。

「なるほど串刺しの刑だが、貴様のそれはちと汚れすぎるな。さて──」

　王子が何かを探すように、周囲の人垣に視線を送った。

「そこのおまえとおまえ。顔をよく見せろ」

　王子が二人の若い女性を指さす。質素だが素材の良い服を着ているあたり、金持ちの娘なのかもしれない。

　二人は一瞬戸惑った様子だったが、言われるままにフードを外し、顔をさらけ出した。

「好みの顔だ。服を脱いで胸を見せろ」

　この指示に二人は、明らかに戸惑った様子を見せた。

「お、お待ちください。ギルバルド様」

　それを見かねたのか、指に宝石を嵌はめた裕福そうな婦人が話しかけてきた。どちらかの母親なのかもしれない。

　──シュン。

　刹那、空気を切るような音が耳じ朶だを打つ。

　そして次の瞬間、ギルバルドに話しかけてきた婦人が、左右に割れた。いつの間にか、ギルバルドが剣を振るっていたのだ。速すぎて動きが見えなかった。

　彼の攻撃は、夫人を真っ二つにしただけではない。婦人の後ろにいた数名も巻き添えを食らい、腕を切断されたり、腹を切られたりして動かない者もいた。

「きゃぁあああああああああ！」

　悲鳴が爆発する。蜘く蛛もの子を散らすように、民衆が王子の近くから逃げ出した。そこに残っていたのは、先ほどフードを取らされた若い二人の女性のみ。

　放心する二人に向かって、ギルバルドが剣を振るう。彼女たちの服がはらりと切れ落ち、張りのある乳房が露あらわになった。

「合格だ。この私が抱いてやろう」

　王子が踵きびすを返すと、取り巻きの兵士たちがふたりの女性を無理やり立たせて連行していく。

「ああ、それとだな」

　ギルバルドが、ぴたりと歩を止めて、誰に言うこともなく口を開いた。

「女の顔を隠す行為を禁止する。最初はおもしろいかと思って放置していたが、効率が悪い」

　後日、連れ去られた二人の女性は、四肢を切断され、さんざん弄ばれた姿のまま、道端に捨ててあったそうだ。まだ、生きてはいた。




　ダンが処刑されてから一週間が過ぎていた。戦争を前にして、兵士たちは準備に忙しいらしく、あの日以来、目立った騒ぎは起きていない。

　つかの間の平穏。

　そして、この戦が終われば、ギルバルドたちは城郭都市エイフリルを離れ王都へ戻っていく。元の幸せな生活が戻ってくるのだ。村人たちは、そこに希望を抱いている様子だった。

「ふっふっふ。ついに完成したぞ！」

　村長の家の食卓。いつも食卓を囲むメンバーに向かって、ジョーカーが自信満々に言い放つ。

「ええと、いきなり何？」

　結ゆい奈なは困惑しながら聞いた。唐突すぎて、わけが分からない。

「君は馬鹿だなぁ、馬鹿だな君は。馬鹿なのか？」

「だから、なんなのよ！」

　いつものからかいだと分かってはいるが、ムカつくものはムカつく。

「楽しい楽しい、ヤマダキッチンの時間だよぉ。俺がなんとか元の世界の料理を再現しようとしていたことは、みな知っていると思う。だが、飲み物は完璧に再現できていたが、食べ物は今ひとつだった」

「そうですか？　私はとても美お味いしいと思いますけど？」

　アントが素直にフォローを入れてくれた。彼女にしてみれば、味のない食材に味がついただけで満足なのだろう。しかし、元の世界の味付けを知っている結奈からすれば、今ひとつなのは事実だ。

　ジョーカーのレゾンデートル、偽装錬金フールゴールドは五感を騙だます能力。しかし、元の物質が破壊されると、途端にその効力が失われてしまうのだ。

　鳥の唐揚げなどはその典型で、口に入れた瞬間は美味しいのだが、すぐに味の余韻が消えて、元の味へと戻っていってしまう。当然ながら、残っているほうは破壊された扱いとなり、味がまったくしない。

　代案として、ひと口で食べられるサイズにすることで凌しのいでいたが、やはり完璧かと言われると、いま一歩物足りなかった。

「だが、俺は研究に研究を重ね、ついに日本が誇るソウルフード、『ラーメン』を完成させることに成功した！」

「ら、ラーメン!?　本当なの!?　醤しよう油ゆ、豚骨どっち？」

　結奈はテーブルに手を叩たたきつけて立ち上がった。

「なに？　そんなにすげえ食べ物なのか？」

　コリムが戸惑った様子で質問してくる。

「いや、そういうわけじゃないけど、ちょっと食べてみたい気分だったのよねぇ」

　味の薄い食事ばかり取っていたせいか、豚骨の濃い味付けが恋しい時期だった。ナイスタイミングだと言わざるを得ない。

「ぶっちゃけ、醤油も豚骨も可能だが、今日は豚骨だ」

「やったー！」

　結奈は思わず万歳をしてしまった。まわりからの冷めた視線が、ちょっと痛い。

「結奈殿がそんなに喜ぶ食べ物なんですか？　それは期待ができますな」

　村長がほくほく顔で言う。子供の中には、すでに涎よだれを垂らしている者もいた。

「では、さっそく食べてもらおう。先にスープを味わい、熱いうちに全部食べるのがマナーだ」

　ジョーカーが次々にラーメンを運んでくる。香ばしい豚骨の香りが鼻を刺激してきて、胃袋が期待で騒ぎはじめていた。

　ラーメンにはチャーシューもメンマもなく、スープに麺を入れただけのシンプルなものだった。それでも美う味まそうな匂いがびんびん届いてくる。

「いただきます」

　まずはスプーンで豚骨スープをすくって、口まで運ぶ。豚骨の濃厚な味に、塩味の利いた刺激が口の中を蹂じゆう躙りんし、食の満足を十二分に満たしてくる。これだ、この味だ。

　スープを啜すすった子供たちも、「すげえ、美味い」と言って、夢中で飲んでいた。

　次は麺に手をつける。おそらく、これが最大の難関。今までであれば口で噛かみ切った瞬間、味が消きえ失うせていた。果たして、その問題はどうなっているのか？　麺を口に入れて、その味を噛かみしめる。

　──!!??

　驚きが感動と共にやってくる。やや硬めの歯ごたえに豚骨スープの味が絡みついて、完璧なラーメンを再現していた。思わず、頭を抱えてしまうほどの絶品だ。噛んでも噛んでも味が消えない。これはいったい、どういうカラクリなのだろうか？

「この麺は、ここで取れた小麦粉からつくった」

　結ゆい奈なの疑問に答えるように、ジョーカーは教えてくれた。結奈はややあって、その意味を理解する。つまり、この麺には偽装錬金フールゴールドはかかっておらず、本来の味でここまで再現したというのだ。もともと味が薄いため、スープの味が十分に染み込んだのだろう。

「うめえ、マジうめえ！」

「信じられない。こんな食べ物があるなんて」

　コリムもアントも、想像を絶する美味さに驚きを隠せないみたいだった。

「おかわり」

　そんななか、真っ先に食べ終えたのはリトンだ。夢中になって会話すら放棄していた。

「美お味いしかったか？」

　ジョーカーの質問にリトンはこくんと頷うなずいた。

「パパの料理は最高」

「ぶぅうううううう！」

　結奈が思いっきりラーメンを噴き出した。目の前の村長の顔がラーメンまみれになる。

「パパ!?　パパってどういうこと!?」

「ヤマダは今日からリトンのパパ」

　無表情でリトンが言う。しかし、感情が消え失せてしまったリトンにとっては、これが最大限の愛情表現かもしれなかった。

「パパか。確かにヤマダさんなら適任だ。子供にも好かれているし、よいパパになるだろう」

　村長が布で顔を拭きながら同意する。

「はぁ？　俺は嫌だぜ。こいつが父親なんて」

　コリムが心底嫌そうに言う。おそらく本心だろう。

「じゃあ、ママは結ゆい奈なさんになるのかな？」

「はぁ？　冗談でもやめてください」

　アントが興味津々といった感じで訊きいてきた。本当、勘弁してほしいと思った。結奈はジョーカーの本性を知っている。冗談でも殺人鬼とそんな仲だとは思われたくない。

「ううん。ママはアント」

「え？」

　予想外だったのか、アントは驚いた顔をし、満更でもないみたいにモジモジしはじめた。

「な、なななに言ってんだ！　そ、そんなの俺は認めねえぞ！」

　コリムが動揺した様子で否定してくる。

「何を言ってる？　俺とアントが夫婦になるのに、なんでお前の許可が必要なんだ？」

　ジョーカーが意地悪な質問を真顔でしてきた。コリムのアントに対する気持ちは知っていて、平気でこんなからかいをする奴やつなのだ。

「な、なんでって──、し、知るか、ボケ！」

　コリムは気恥ずかしさを隠すように、ラーメンを一気に口に流し込む。けれど勢いがありすぎて、むせ返ると同時にラーメンを噴き出してしまった。再び村長の顔がラーメンまみれになる。

「あの、そろそろ儂わし、怒っていいかな？」

　──くすくすくす。

　不意に誰かの笑い声が聞こえてきた。

　聞き慣れない笑い声。誰が笑っているのだろう？

　そして、声の主に気づく。

　おかしそうに、体を丸めて笑っているのは、リトンだったのだ。

「うそ……？　リトンが笑っている？」

　信じられないものを見るような表情でアントが呟つぶやいた。

「嘘うそだろ？　本当に笑ってるのかよ……。リトン、リトン！」

　コリムがリトンを抱き締めて、涙を流しはじめた。実の父親を目の前で魔物に食べられて以来、ずっと凍りついていたはずのリトンの感情が、いまようやく戻ってきたのだ。

「さすがは日本が誇るソウルフードだ。凍りついた心さえも溶かしてしまう」

　せっかくの感動を台無しにするようなジジ臭い科白せりふを、ジョーカーが口にした。
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「正直ね、もう二度と幸せなんか来ないって、諦めていたの」

　隣で食材の入った紙袋を抱えたアントが、優しい笑顔で言った。その横顔に、コリムは心臓が激しく高鳴るのを感じた。

　今はふたりで、久しぶりに街で買い物をしていた。ほかの村人やヤマダの姿もない、完全にふたりきりの時間。

　ヤマダたちが来る前は、こうしてふたりで買い出しに行くこともあったが、王国軍が街に駐在するようになってからは、なるだけ控えるようにしていた。

　しかし、最近は戦の準備で忙しいらしく、また拠点スピナへの先行部隊も出ていることから、街で兵士の姿を見かけることも少なくなっている。それに伴って街の活気も若干戻っているような気がする。

「でも、ヤマダさんがやって来て、リトンの感情が少しだけ戻って、少し世界が優しくなった。それに戦争が終われば、兵士もこの街からいなくなるわ」

「あいつが来たことと、リトンの感情が戻ったことは関係ねえだろ」

　コリムは胸がちくりと痛んだ。アントが楽しそうにヤマダの話をするのが、どうにも気に食わない。それが嫉しつ妬とだという感情であることは理解しているが、素直にそれを認める気にもなれなかった。

「そんなことないわよ。楽しい話と美お味いしい食事。人には大切なものだって、ヤマダさんも言ってたでしょ？　私もそう思うわ」

「俺は……、あいつが嫌いだ。なんか油断ならねえし、全部が嘘うそっぽい」

「もう、コリムは色眼鏡で見るから、そんなふうに思うのよ。ヤマダさんは素敵な人よ。優しくてミステリアスで」

「アントは、……あいつのことが好きなのかよ？」

　その言葉を発した途端、激しく胸が締めつけられた。自分はいったい何を訊きいたのだろう？　仮に肯定でもされたら、自分はどうしたらいいのだろうか？　激しい後悔が襲ってきた。

「……ええと、ね。たぶん、違うかな」

「え？」

「ヤマダさんのこと、嫌いじゃないわ。素敵な人だって、頭ではわかっている。でも、どちらかと言えば、幸運のシンボルみたいなもので……。そんな感じかな？」

　それはつまり、恋愛の対象ではないということか？　濁したような言い方が若干気になったものの、否定してきた事実に、コリムは浮き立つような気持ちになる。

「そっか、そうなのかぁ」

　はしゃいだ気分でスキップし、次の瞬間、店のドアから出てきた誰かとぶつかってしまった。

「あ、わり──」

　言葉は唐突に途切れる。そこにいたのは三騎士がひとり、バラートだった。陰鬱な表情に、白髪交じりの髪を後ろで一本にまとめている。バラートの後から、ぞろぞろと兵士たちが姿を現してきた。

　背筋が一気に凍りつく。心臓を鷲わし掴づかみにされたみたいに、不気味な恐怖が襲ってきた。

「──ゴミが」

　そう呟つぶやいて、バラートが剣の柄つかに手をかける。殺される。コリムはそう直感した。

「お待ちください！」

　そのときだ。アントが悲鳴のような声をあげて、コリムの前に立ちはだかった。

「どうか、この子を助けてください。お願いします！」

「馬鹿！　どけ！」

　コリムは必死にアントを押しやろうとする。けれど、アントは激しく抵抗し、バラートの前で押し問答するかたちとなる。

「……おまえたち、姉弟きようだいか？」

　低く掠かすれた声で、バラートが尋たずねてきた。

「いえ、そういうわけでは」

　アントが否定する。

「では、恋人同士か？」

「「え？」」

　その問いかけに、ふたりは明らかな動揺を見せる。少なくともその態度は、淡い恋心の存在を肯定していた。

「くくく、そうか。ならば、そいつを助けてやってもいい」

「ほ、本当ですか？」

　アントは歓喜の声をあげる。許されるなど、こんな奇跡はそうそうない。

「その代わり、おまえは儂わしの好きにさせてもらう」

　その科白せりふを聞いた途端、アントは目の前が真っ暗になってしまった。どうして一瞬でも、なんの対価もなく許されると思ったのか。

「断れ、アント！　俺が悪いんだ！　俺が殺されればそれで済む！」

　コリムの悲痛な叫びが胸を貫く。それで覚悟が決まった。ずっと家族同然に育ってきた仲。苦楽を共にし、支え合ってきた絆がある。そして、それ以上の感情も抱いていた。

　だから──。

「わかりました。その代わり、彼を助けてください」

「アント！　やめろ！　俺が悪いんだ！　俺を殺してくれ！」

　コリムは必死に追いすがろうとするが、取り巻きの兵士に殴り飛ばされ、地面の上に転がってしまった。

「何をしている？　そのガキも連れてこい！」

「は？　こいつもですか？」

「当然だ。儂はなぁ。想おもい合っている相手の前で、想い人をめちゃくちゃにしてやるのが大好きなのだよ」

　バラートが残虐で卑ひ猥わいな笑みを浮かべながら、趣味の悪い嗜し好こうを露あらわにした。
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「っていうか、コリムたち遅くない？」

　コリムの家で留守番をしながら、結ゆい奈なは不安を口にした。

　ずっと一緒にいるわけではなかったので、コリムがアントと一緒に街に行ったと聞いたのは、ついさっきのことだ。いまは安全だと村人は言っていたが、あんな治安の悪いところに行くなんて、正気の沙汰とは思えなかった。

「どうして二人で街に行ったのかな？　危なくない？」

「危機感なんてものは環境の慣れに伴って薄れていくものさ」

　結奈の質問に、いつもの如ごとく他ひ人と事ごとみたいな回答が返ってきた。

「意味わかんないんだけど」

「たとえば車だ。日本の交通事故の死者数を知っているか？　車は人を殺す凶器。それは誰でも知っていることだ。だが、ほとんどの人間は警戒するどころか、信号無視をしたり、無理な横断をしたり、歩きスマホをしたり、馬鹿としか思えない行為を平気でする。俺に言わせれば、青信号になった途端、すぐに渡りだす奴やつも警戒心がないとしか思えない」

　相変わらず独特のたとえだが、まあ、言いたいことは分からないでもない。つまりは危険な環境に慣れて、それが日常になると、わざわざ特別に警戒しようと思わないという意味だろう。結奈も警察官なので、そういった人々の心理は理解できた。

「コリム兄ちゃんが帰ってきたよ」

　村の子供が、コリムの帰りを教えに来てくれた。どうやら取り越し苦労だったらしい。

「そういえば、年寄りほど心配性らしいな」

　ジョーカーが、ここぞとばかりに結奈をからかってくる。老婆心とでも言いたいのだろう。

「でも、なんかアント姉ちゃんがいないんだ」

　嫌な予感がした。ざわざわと不快な感触が胸の奥を締めつけてくる。

「コリムはどこ？」

　居場所を聞くと、結奈は急いで家を飛び出した。しばらくして、亡霊のようにふらふらと歩くコリムを見つけた。俯うつむき加減のため、その表情はよく見えない。

「……コリム。アントはどこ？　一緒に行ったって聞いたんだけど？」

　結奈は自分の声が震えるのを自覚した。しかし、聞こえていないのか、コリムは何も言わない。

「ねえ？　アントはどうしたの？」

　再び問いかけるも、答えは返ってこない。

「コリム、しっかりして！　アントはどこにいるの!?」

　悲痛な叫びがこだました。もはや結奈は、自分の不安が的中したことを悟った。

「アントは……」

　掠かすれたような声で、コリムが口を開く。そして、手に持っていた食材用の紙袋を、結ゆい奈なに差し出してきた。

「──アントは、この中だ」




　その翌朝。アントが悲惨な死を遂げてから、ずっと鬱ふさぎ込こんでいたコリムだったが、ちょっと目を離した隙に家の中から消えてしまっていた。

　嫌な胸騒ぎがする。もしかしたら、復ふく讐しゆうなんて愚かなことを考えているのかもしれない。返り討ちに遭うのは火を見るより明らかだった。

「ねえ？　コリムは無事かしら？」

「なぜ俺に訊きく？　俺が知っているとでも思ってるのか？」

　別にジョーカーが知っているとは思っていないが、そんな揚げ足取りな態度はどうかと不満に思った。

「ねえ、パパ。コリムお兄ちゃんはどこにいるの？」

　リトンが不安そうな表情で、ジョーカーの服を引っ張りながら尋たずねてきた。アントが殺されて以来、リトンの感情は再び凍りついてしまっていた。

「俺にもわからん。だが、心当たりはある」

「はぁ？　ちょっと、私のときと態度が違うんですけど!?」

「何を当たり前なことを言っている？　君には常識がないのか？　態度なんて相手によってころころと変わるものだろう？　誰に対しても平等な態度をとる奴やつがいたら、単に空気が読めていない馬鹿者だ。君は上司と恋人で、同じ態度をとるのか？」

　結奈はカチンときたが、今はこの性格の悪い殺人鬼と問答をしている暇はない。

「それで、どこに行ったと思うの？」




　ジョーカーが結奈を連れて向かったのは、例の美人族エフルと出会った森だ。そういえばコリムは最近まで、美人族エフルの兵士となって、ギルバルド軍と戦いたいと言っていた。確かに可能性はある。

「美人族エフルの国、エヴァグリーンだっけ？　確かに可能性はあるけど、どうしてそれがわかったの？」

「別に確信があるわけじゃない。村や街のほうは他の奴らが探している。単に同じ場所を探しても意味がないと思っただけさ」

　まあ確かにそうだが、期待させたまま家で留守番させているリトンが、ちょっとだけ可哀かわい想そうに思えた。

　ジョーカーはうっそうと木々が立ち並ぶ森の中を、頂上の方へと登っていき、しきりに上のほうを見渡していた。エヴァグリーンは森を抜けた先にあるはず。こっちに行く理由が見当たらない。そう尋ねてみたところ、

「エヴァグリーンまで行って、あのガキがいなければ馬鹿みたいだろ？　事前に情報が入るなら、それに越したことはない」

　なんとなく、ジョーカーが何をしようとしているのか理解できた。この辺りで斥候している美人族エフルの兵士に接触しようとしているのだ。だが、そんなに簡単に見つかるものだろうか？

「いたぞ」

「え？　うそ!?　はやっ！」

「こう見えても俺は、デッド・バイ・デイライトデドバイで赤帯のキラーだぞ」

　実は結ゆい奈なもそのゲームを知っていた。殺人鬼が隠れたりしている人間を追いかけまして殺す対戦ゲームだ。友達の少ない結奈は、休日はゲームをして時間を潰していることが多い。と言ってもゲームの才能はなく、負けてばかりだが。ちなみに結奈はオバケイドロ！　派だ。

「まあいい。とりあえず、木をへし折れ！」

「だぁあああ！　折るな！」

　ジョーカーと結奈の会話が聞こえていたのだろう。美人族エフルの兵士が、木の上から慌てたように降りてきた。以前、会ったことのある女性だ。名前は確か、ラウラと言った。

「私を探しにきたのだろう？　よく居場所がわかったな？」

「街を偵察するのに適していて、かつ見つかりにくい場所はここだと思った。それだけだ」

　ラウラは一瞬驚いたようだったが、すぐに表情を歪ゆがめた。見つかりにくい場所にいたのに、居場所を推測されては意味がない。これがギルバルド軍だったら命はなかっただろう。

「まあいい。もしかして、コリムという少年を探しにきたのか？」

「知ってるの？」

　まさか向こうから、その名を出されるとは思わなかった。

「少し前に森の中に入ってきた。大声でレフシ様の名前を叫ばれたのでな。仕方なく出ていった」

「それでコリムはいまどこに？」

「レフシ様と一緒にエヴァグリーンに向かった。どうしても行軍に加わって、三騎士に復ふく讐しゆうしたいんだそうだ。事情もだいたい聞いている。だから連れていくことにした」

　どうやらジョーカーの予想は的中したらしい。頭が良いのか、引き運が強いのか。

「──君たちは、コリムがギルバルドのスパイだとは思わないのか？」

　突然、ジョーカーが物騒なことを口にした。言うにこと欠いて、なんてことを言うのだろう。

「はぁ？　おまえは頭がおかしいのか？　あの子供がスパイなわけないだろ？」

　あっさりと否定する。よかった、と結奈は安あん堵どした。彼女がジョーカーの言葉を真に受けていたら、大変なことになっていたかもしれない。

　刹那、ぞわりとした悪寒が走った。

　何気ない会話。その中でジョーカーは、自分が知りたい情報を手に入れる。直感で理解できた。今の質問は、美人族エフルの何かを確認するためのものだ。いったい、何を確認したのだろう？

「レフシが戻ったということは、戦争が近いのか？」

「……そうだ。早ければ今日明日中には動きがあるだろう」

　ラウラが苦々しい表情で肯定する。

　戦争。今回のそれは、美人族エフルの滅亡を意味する。ほぼ確定した死を前に、彼女は何を思うのだろう。

「どうしてレフシさんが戻ると、戦争が近いわけ？」

　ジョーカーがここぞとばかりに無言で「馬鹿か、おまえ」という顔をしてきたので、そのまま顔を動かして、如い何かにもラウラに問いかけたような感じにした。

「単に戦力の問題だ。レフシ様は勝利者ヴイクター級の神に選ばれし者セレクテツドだ。少しでも戦いを有利に運びたいからな。それに最近は魔物が多くなっていて、子供一人だと危険だ。国に帰るついでに連れていくことにしたのだ」

「そうか、やはり魔物が増えているのか」

　不意に、ジョーカーが呟つぶやいた。誰かに話しかけたというよりは、独り言が漏れた感じだ。

「それでどうするの？」

「リトンと約束したしな。連れ戻すしかないだろう」

　ジョーカーは一度村に戻ると、村長からラダーを借りて、コニッカの街へ向かった。エヴァグリーンへは数日かかる。今日は、コニッカに泊まる予定なので、今から行けば街で合流できるだろうとのことだった。結ゆい奈なは村に残るかどうか迷ったが、ジョーカーに任せると碌ろくな事が起きない予感がして、同行することにした。
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　ジョーカーが村を去ったとの時を同じくして、城郭都市エイフリルの中央、ギルバルドが駐屯する領主邸の広間には、主要なメンバーが揃そろっていた。

「皆の者！　いよいよ決戦のときがやってきた！」

　ギルバルドのよく通る声が、王座の間に響き渡る。より多くの美人族エフルたちを捕獲し性奴隷にするという今回の戦争の目的、圧倒的戦力差による約束された勝利、そして、美人族エフルの中でも至高の美を持つと噂うわさされるレフィリシア姫だけは、傷つけずに捕獲すること、捕獲した者には褒美を与えることを宣言した。

　戦に行くというよりは、まるで狩りを楽しむような弛し緩かんした空気が流れている。いや、彼らにとってそれは事実だろう。

　確定した勝利。逃げ惑う美女たちを力尽くでねじ伏せ、思いのままに陵りよう辱じよくする。その至高の褒美を前にして、気持ちが浮き立つのを抑えられるはずがない。もっともギルバルド軍では、戦争中の性行為は禁止されている。これらは戦争後のお楽しみだ。

「父王より、次なる戦の命令が来ている。今回の出兵でエヴァグリーンを討ち滅ぼし、次なる戦にも完璧なる勝利を収め、我が実力を父王に示そうと思う。美う味まそうな肉穴だと思って、油断せぬようにな！」

　ギルバルドの下品な冗談に笑いが起きる。ギルバルドの次の使命。それはこの城郭都市エイフリルを拠点とした、悪魔が住む地下ダンジョンの攻略だ。悪魔を倒し、新たな神武を手に入れなければならない。おそらくは三年ほど、ここに留とどまることになるだろう。

　エヴァグリーンとの戦争が終われば、ギルバルドは王都に返る。そんな領民たちの希望は、彼らの与あずかり知しらぬところで、淡くも崩れ去っていた。

「さて、戦の前に景気づけをしておこう。しばらくは女も抱けぬしな」

　ギルバルドが言うと、傍らにいた従者が、エイフリルの領土図を床の上に広げた。城郭都市を中心に、周辺に点在する村々が載っている。

　ギルバルドはその地図の前に立つと、手にしたコインを弾はじいて、地図の上に落とした。全部で三つ。ころころと転がったコインのひとつは、城郭都市の南東で止まった。

「ここから一番近い村はここだな」

　コインの位置から一番近い村──リトンの住む村を、抜刀した剣の切っ先で指し示す。ほかにも二つの村を指し示した。

「戦の前祝いだ。存分に殺し、犯し、破壊し、完膚なきまでに討ち滅ぼせ！　村のひとつも滅ぼせぬような無能に、美人族エフルの女を抱く権利はないぞ！」

　それから数時間後、三騎士率いるギルバルド軍が、三つの村を壊滅させた。
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　赤焼けの空。太陽が地平線の彼方かなたに消える直前くらいに、結ゆい奈なたちはコニッカの街に到着していた。エイフリルと比べると、ずいぶん落ち着いた雰囲気の街で、人通りも少ない。ちらほらと王国軍の兵士の姿があるが、人数が少ないせいか、街全体に萎縮した雰囲気はそれほどなかった。

　ここの商家のひとつが美人族エフルと通じていて、何かと便宜を図ってくれているのだそうだ。ラウラからはここを訪ねるよう指示を受けていた。

「しかし、不用心だな。俺たちにこんな重要な情報を教えるとは」

「まぁ、わかるけどさ。それだけ信頼してくれてるってことでしょ？　実際、私たちに害意はないわけだし」

　とは言いつつ、正直ジョーカーには不信感を持っているから、こうしてついて来たのだ。そう考えると、美人族エフルはちょっと他人を信じすぎる嫌いがある。

「美人族エフルが皆からどんなふうに言われているか知っているか？　神に創られし性玩具。男を悦よろこばせるためだけの存在。そのくせお人ひと好よしで、よく騙だまされるらしい」

「ちょっとっ!?」

　結ゆい奈なは思わず声を荒らげた。あまりにも失礼な言い方。最低な男だと蔑んだ。

「おいおい、勘違いするな。俺が言っているわけじゃない。この世界の認識を教えただけだ。性玩具としては至高品であるため、王族や貴族などに高値で売買されている。美人族エフルの人間牧場をつくれば、石油王クラスの金持ちになれるらしいぞ」

　結奈は返事をすることなく、先を急いだ。仮にそれが真実だったとしても、聞いていて楽しいものではない。不快感が込み上げてくる。

　目的の商家へ行って、店主にラウラから教えてもらった合言葉を伝える。ややあって、店主はコリムとレフシたちを連れてきてくれた。どうやら泊まっていた場所は別の所だったらしい。

「コリム、村に帰ろうよ。リトンが待っているわよ」

　結奈の科白せりふに、コリムは首を振って拒絶の意志を示した。

「俺は、ひとりでも多く、王国軍の兵士を殺す」

　感情が抑えつけられた声色は、固い決意を表しているかのようだった。

「王国軍の兵士を殺す。それは結構なことだ。だがな、方法が最悪だ」

　ジョーカーがあえて茶化すように言った。

「ほかにどんな方法があるんだよ！」

「あるさ。たくさんなぁ。だが、エヴァグリーンに行っても何も変わらないぞ。おまえの目的はなんだ？」

「わたくしもヤマダさんと同じ意見です。エヴァグリーンに勝機はありません。志願するのなら、もっと大国で、あなた自身も力をつけてからにしなさい。そのほうが確実です」

　レフシが諭すように言う。彼女自身も、コリムがエヴァグリーンに来ることには反対だったのだ。けれどもコリムが勝手にエヴァグリーンに向かって、その結果、魔物に襲われることを心配して、仕方なく同行させていたに過ぎない。結奈たちが迎えにきてくれたのは、彼女にとって渡りに船だったのだ。

　けれど、コリムは何も答えない。すぐに答えない様子から、本人の中に迷いが生じたのかもしれなかった。とりあえず夜の間は移動できないため、明日の朝まで、コリムには考える時間がある。夜は魔物の時間だからだ。

「君たちはどうするんだ？　捕まれば、どんな目に遭うかわかっているだろう？　最悪、自殺することも考えているのか？」

　レフシに尋たずねたのはジョーカーだ。優しさの欠片かけらもない言い方だが、変に濁されるよりはマシかもしれなかった。

「自殺？　自殺とはなんですか？」

　レフシがきょとんとした顔で尋ねてきた。まさか、この世界には、自殺の概念がないのだろうか？

「自分で自分の命を絶つことだ」

「そんなこと、できるはずがありません！　神の誓約により、自らの命を自分で絶つことは禁止されています！」

　レフシはとんでもない、というふうに、首を振って答えた。

「なるほど、悪趣味だな」

　ジョーカーが小さく呟つぶやいた。結ゆい奈なはその意味を考えて、ぞっとした。生きていれば、死んだほうがマシだと思う苦痛や恐怖もある。この凄惨な世界で、誰もが残虐に相手を嬲なぶり痛めつける世界で、自殺が禁止されているとしたら、それはなんて悍おぞましいことだろうか。

「レフシ様！」

　そのときだ。商家のドアを開けて、エイフリルの森にいたはずのラウラが姿を現した。すぐに結奈たちの姿にも気づいた様子だった。

「良かった。おまえたちもいたのだな。いや、良くはないか」

　荒い呼吸の下、わけの分からないことを言う。彼女がこのタイミングで現れたということは、結奈たちが村を出て、すぐに追いかけてきたのだろう。

「まさか、もう出撃したのですか？」

　レフシが緊張した面持ちで尋たずねる。

「正確な出撃は、おそらく明日以降になるかと。だけど、あいつら選よりによって──」

　兵士が歯は痒がゆさから表情を歪ゆがめる。

「どうしたのです？」

　結奈は途と轍てつもなく嫌な予感がした。聞いてはならない、悍ましい事実が、この後に続くような予感。

「ギルバルド軍が、近隣の村々を襲いはじめました。村人を皆殺しにする勢いです。コリムの村も、その中に……」




　村にたどり着いたのは、ちょうど夜が明けるころだった。魔物に襲われる危険を顧みず、商家から新たに借りたラダーを夜通し走らせて、村へと帰り着いた。

　すでに王国軍は立ち去ったあとだった。

　村はわずかに原形を残すのみとなっており、畑は荒らされ、家畜も皆殺しにされていた。家は壊され、燃やされつくし、黒焦げとなった木材からは、いまだに煙が立ち昇っている。

　いや、それだけではない。大量の無残な死体が転がっていた。

　原形を留とどめぬほど破壊された死体や、生きたまま燃やされたであろう死体がいくつも地面を覆いつくしていた。焼死体は苦痛にもがく形相のまま炭になっている。

　大人も子供も女性も老人も、等しく命が奪われていた。知っている人の顔が、誰だかわからない死体となって転がっている。若い女性の死体は、ほとんどが全裸で、凌りよう辱じよくされたことが容易に想像できた。

「こんな……酷ひどい」

　結奈は心が折れそうなほどの衝撃を受けていた。脳裏には、自分たちに優しくしてくれた村人たちの生前の顔が浮かんでは消えていく。

　いくつもの肉片が転がる焼け野原を駆け抜けて、結ゆい奈なは村長の家へと向かう。遠目でもわかった。食卓をずっと囲んでいた村長の家も、ほかと同じく黒く焼け焦げて、残骸を残すだけとなっていた。

　大事な思い出の場所が壊された。気を抜けば、そのまま崩れ落ちそうになってしまう。だが諦めるわけにはいかない。まだ、生存者がいる可能性がある。

　村長宅の広場まで来た結奈は、何かを踏みつけて転んでしまった。布のような物。いったいなんだろう？　そう思って手に取った結奈は、思わず悲鳴をあげてしまった。

　それは、剥はぎ取とられた村長の皮だった。朗らかで人の好よい村長の顔は、いまは薄っぺらい一枚の皮となっていて、どこか冗談のように思えた。

「ああ、なんてことなの」

　結奈は胸が張り裂けそうな思いだった。こんなの、人の所業ではない。

「それ、村長なのか？」

　いつの間にか、コリムが後ろに立っていた。ジョーカーの姿もある。

　結奈は頷うなずくと、気力を奮い立たせて、村長の家へと向かった。そこにも無数の肉片が転がっていた。子供たちの肉片だ。手足を切断され、肉を削り落とされ、剣で千回近く貫かれたような無残な傷跡が残っている死体もあった。

　一撃で殺したような様子はない。生きたまま苦痛を与え、じわじわと嬲なぶり殺しにしたのだろう。なんて酷ひどいことを！　どんなに苦しかったことだろう？　どんなに恐ろしかったことだろう？　こんなときに傍そばにいてやれなかった自分が、憎らしく思えた。

　カタン。

　不意に音が聞こえた。焼け焦げた残骸の奥、そこに食器入れが倒れていた。バランスが崩れて、音がしたのだろうか？

　いや、違う。

　うつ伏せになった食器棚の隙間から、子供の手のようなものが見えていた。まさか!?

　結奈は急いで焼け焦げた食器棚をひっくり返す。

　そこにはリトンの姿があった。

「……ううっ。パパ……は？」

　小さな声が漏れる。生きている!?　奇跡だ！

「みんな来て！　リトンが生きているわ！」

　ジョーカーとコリムが慌てたように駆け寄ってくる。だが、その表情は何な故ぜか暗い。違和感を覚えた結奈は、リトンの姿をもう一度見て、その理由を察する。

　焼け焦げた小さな体は、半分しかなかった。

　もはや、リトンが助かることはない。いまだ生きていることが奇跡だ。

「……パパ？」

　か細い声が、耳じ朶だを打つ。

「ここにいるぞ、リトン」

　ジョーカーが優しい声で答え、リトンの頬に手を添えた。

「リトンは、もう……死んじゃう……の？　怖い……よ。死んだら……どうなる……のかな？」

「死んだら、俺が元いた世界に行けるだけさ。何も怖くない」

「ほん……と？」

「ああ、本当だ。そこにはたくさん美お味いしいものがある。お菓子がたくさんあるし、ジュースもたくさんだ。好きなだけ飲み食いしていいぞ」

「えへ……。だったら、怖くない……ね」

　その言葉を最後に、リトンは動かくなった。




「さて、そろそろ行くか」

　しばらくリトンの死に顔を眺めていたジョーカーが、唐突にそんなことを言った。リトンの遺体を埋葬する様子もなく、周囲の残骸を見渡している。

「行くって、どこにだよ？」

　質問したのはコリムだ。彼は憔しよう悴すいしきったように立ち尽くしている。

「おまえはどうするつもりだ？　ずっとそこに立ち尽くしているつもりか？」

「何すればいいんだよ？」

　弱々しい掠かすれた声で、コリムが答える。

「エヴァグリーンへ行っても何もならないことは知っている。俺が神に選ばれし者セレクテツドに選ばれるわけないことも本当は理解している。だけど、どうしたらいい？　アントもコリムも殺されて、母さんも殺されて！　どんなに叫んだって、どんなに足あ掻がいたって、この世界は変えられないんだ！　弱い奴やつはどうやって生きていけばいいんだよ！　力がない奴はどう抗あらがっていけばいいんだよ！　教えてくれよ！　なあ、教えてくれよぉおおおお！」

　悲痛な叫びがこだまする。

　悔しい思いも、理不尽に対する憤りも、胸が張り裂けそうな悲しみも、何ひとつ権力者には届かない。自分たちが生きている証拠を、心があるという証明を、何ひとつ成すことができない。

　弱者には何が残されているのだろう？　力ない者たちの望みは誰が叶かなえるのだろう？

　もしも、そういう存在がこの世にいるとしたら──。

「簡単じゃないか。一言、この俺に言えばいい。『奴らを殺してくれ』とな」

「は？　なんだよ、それ。あんたに言って何かが変わるのかよ？　言うだけだったら、いくらでも言ってやるぜ！　あいつらを、ギルバルドと三騎士の連中を、皆殺しにしてくれ！」

　それは、どす黒い絶望の中で、唯一光が指し示す道だった。

　あらゆる理不尽を憎み、力ある者を殺す弱者の味方。

　この世の理ことわりから外れた、神のルールさえも通用しない、残酷なる殺人鬼との契約。神を殺すため、悪魔に召喚されし逆転の切り札。

「了解した」

　ジョーカーが金色の眼めを光らせて、嗜し虐ぎやくに満ちた残忍な笑みを浮かべる。

　この瞬間、この世界に「正義の殺人鬼」が産まれ落ちた。あらゆる理不尽を憎み、不可能を可能にする狂気の殺さつ戮りく者の覚醒。誰からも嫌悪され、そして誰もが望む存在。

「さあ、楽しい楽しい趣味の時間のはじまりだ」

　この世界もまた、ジョーカーを欲したのだ。






第四章　目覚めた殺人鬼









　結ゆい奈なはコニッカの村にいる美人族エフルの協力者の伝つ手てで、ラダーに乗って、ひとりエヴァグリーンへと向かっていた。エヴァグリーン軍に入り、ギルバルド軍と戦うためだ。

　陽ひは沈みかけ、茜あかね色の空が雲を鮮やかな血の色に染めている。こんなにも空は綺き麗れいなのに、この世界はどうして醜く残酷で悲しいのだろう。

　記憶はさかのぼり、あの惨劇の朝を思い出す。

　お世話になった人たちが、変わり果てた姿で焼けた地面の上に転がっていた。コリムの悲痛な願いが朝焼けの空にこだまし、殺人鬼がその本来の姿を解放させた、あの朝のことを──。

　そういえば、自分とジョーカーが死んだときも、同じような朝焼けが空を覆っていた。

　世界は違えども、空はつながっているのかもしれない。

　朝焼けの澄んだ美しさと、どこか血の色を思わせる茜色の空。その姿を徐々に露あらわにする陽の光は、果たして誰を照らし出すのか？




「──趣味の時間って、どういうこと？」

　結ゆい奈なは咎とがめるように言い放った。傍らには、いまだに嗚咽おえつを漏らすコリムの姿がある。

「趣味の時間は趣味の時間だ。ほかにどんな意味がある？」

　ジョーカーはやれやれといった感じで、肩を竦すくめながら答える。

「まさか、この世界でも殺し屋稼業をやるつもりなの？　復ふく讐しゆうなんて愚かなことだわ！　復讐しても死んだ人は生き返らない！」

「なら、復讐しなければ、死んだ人間は生き返るのか？」

「え？　いや、それは……」

　結奈は口ごもった。いかなる手段を用いても、死んだ人間は生き返らない。だからこそ、命は尊いのだ。

「復讐をしてもしなくとも、死んだ人間は生き返らない。つまり、このふたつの事象には、まったく因果関係がないということだ。急にどうした？　いきなり関係のない話をしてきて。馬鹿なのか？」

「くっ、関係ないかもしれないけど……」

「『かも』ではない。厳然たる事実だ。ちょっと考えれば関係のないことくらい、すぐにわかるだろう？　『復讐しても死んだ人間は生き返らない』と口にする輩やからは、一度もこの問題を真剣に考えたことがないから言えるのだ。聞こえが良くて綺き麗れいな言葉に翻弄される頭空っぽの馬鹿の科白せりふだ。あまり俺を失望させるなよ」

　結奈は心臓を鷲わし掴づかみされるような痛みを覚えた。ジョーカーに失望されることよりも、この問題を真剣に考えていないと言われたことのほうがショックだ。

　復讐は駄目という感情論と、死んだ人間は生き返らないという事実を都合のいいように混ぜ合わせていた。逆・裏・対偶などは中学生で習う概念。馬鹿と指摘されても文句は言えない。

「ごめんなさい。確かに私は馬鹿だった。でも、復讐は絶対に駄目！」

「なぜ、駄目なのだ？」

「復讐は復讐を生むわ！　復讐を認めたら、人は終わりなく争いを続けてしまう！」

「違うな、それも間違っているぞ。復讐とは、先に被害を受けたという事実が必要十分条件だ。もしも、これを認めないとしたら、『被害者は泣き寝入りしろ』と言っているも同じだぞ」

「違う！　それはきちんとした裁判をして、法の裁きを受けさせれば──」

「刑罰とはすなわち復讐だッ！　復讐を個人の判断に任せれば、冤えん罪ざいや過剰な仕返しを生む。それを防ぐために、国家が復讐を代行しているに過ぎない。復讐の否定ではなく、正確さの問題なのだ。そして正当な裁判で死刑判決になっても、誰も国家に復讐しようとしないだろう？　どこに復讐の連鎖などがある？」

　まさか、殺人鬼に法の意義を説教されるとは思わなかった。結奈は自分を情けなく思う。しかし、だからと言って殺人を看過することはできない。それは自分の存在定義レゾンデートルの否定だ。

「それは、国家だから復讐が起きないのよ。個人の復讐には際限がないわ」

「それもズレてるな。実際に俺は、殺した奴やつの両親から感謝の手紙をもらったことがある。『息子は人様に多大な迷惑をかけるクズでした。自分たちではどうすることもできず、警察も頼りにならない。殺しくれてありがとうございます』とな。『復ふく讐しゆう』が繰り返されるのではない。繰り返されるのは、単なる『逆恨み』だ！　逆恨みは強者から弱者へ向かう。国は強者だから逆恨みが起きないだけだ」

　結ゆい奈なは反論できなかった。その構図は身に染みて知っている。そもそも警察の存在自体も、脆ぜい弱じやくな個人に代わり、強大な力を持つ国家が犯罪から人々を守ることにある。

「だから、あなたはこの世界でも、『正義の殺し屋』になるの？」

「違うな。それはおまえたちが勝手につけた呼び名だ。俺は『正義』などという曖昧でご都合的な言葉を使う気はない。さらには俺の行為は復讐でもない。いつも言っているだろ？　単なる趣味だと。俺は『自分は絶対に殺されない至高の存在だ』と勘違いしている愚か者を殺すのが大好きなだけさ」

「なら、私はあなたに協力できない！　無駄かもしれないけど、あなたの殺人を見逃すことはできないわ！」

　結奈は毅き然ぜんとして言い放つ。いまはジョーカーの命令ひとつで従順な奴隷になってしまうとしても、自分の信念をねじ曲げることなどできない。

「……俺は元の世界で人殺しだったわけだが、捕まればどんな罰を受けていたと思う？」

　唐突にジョーカーが関係のない質問をしてきた。結奈は訝いぶかしげに思いながらも正直に答える。

「聞くまでもないでしょ？　死刑よ」

　判明している殺人の数だけでも千は超える。余罪も含めれば、その罪の数は計り知れない。それでも与えることができる最大の刑罰は死刑でしかないのだ。殺人鬼の命ひとつと、罪なき千の命。天てん秤びんのバランスが崩れている。

「ならば君は、俺が死刑になることを知っていて、俺を逮捕しようとしていたのか？」

「まぁ、それはそうだけど……」

「それは殺人の手伝いとどう違う？　君は殺人の手伝いをしないと誇らしげに主張していたが、警察の仕事は殺人の手伝いじゃないのか？　逮捕は拉致監禁、死刑は殺人の言い換えでしかない」

　結奈は落雷に打たれたようなショックを受けた。自分の役目をそのように定義したつもりはない。だが──。

「そ、それは、あなたが犯罪者だからよ！　犯罪者を捕まえるのは私の役目だわ！」

「ならば、その役目をまっとうしろ！　君の思う君の価値観で現状を判断しろ！　大量の罪なき人々を殺し、家を燃やし、婦女子を暴行する！　そんな者どもの罪状はなんだ！」

　結奈の中でぐつぐつと怒りが湧き上がってくる。人の権利も命も理不尽に奪っていく悪鬼のような所業。個人的感情を優先するのであれば、ギルバルドたちを八つ裂きにしてやりたい。

　だが、それは駄目だ。醜い感情のまま怒りをぶつけるのは、犯罪者の行いとなんら変わらない。法の番人たる自分が準じる価値判断は元の世界の法律。殺人、放火、婦女暴行、強盗……その罪は極刑に値する。

「……死刑よ」

「そうだ。つまり、死刑に値する犯罪者が野放しになっているわけだ。君はそれを見逃すのか？」

　ああ、やはり舌戦ではこの男には敵かなわない、と結ゆい奈なは思った。復ふく讐しゆうの認識も警察の役目も完全に上書きされてしまった。価値観はそのままなのに、自分の意志は明らかにジョーカーの都合のいいように誘導されてしまっている。

　警察は悪人を殺す殺人の手伝いをしている。そして、弱者を守る法律すらないこの世界では、ジョーカーの存在は、結奈の信じる法律に近いものだった。ならば、否定することなどできないだろう。

「わかった。今回だけは、あなたに協力する」




　そのあとジョーカーは、準備があると言って村を出て行った。遺体を埋葬するのを手伝ってほしいとお願いしたが、「それになんの意味がある？　貴重な時間を無駄な感傷に使うつもりはない」と無下に断ってきた。半ば予想はしていたが、実際に言われるとムカついた。

　それから丸二日かけて、コリムとふたりで遺体を埋葬し終え、最後に手を合わせてお祈りをする。

「それ、なにしてるんだ？」

　祈りを捧げる結奈を見て、コリムが不思議そうに尋たずねてきた。

「あの世で幸せになれるよう神様にお願いしているのよ」

　だけど、コリムにはうまく伝わらなかったようだ。実際に神様がいる世界では、神に祈るという行為はもっと現実的なことなのだ。たとえるなら、総理大臣に手紙を送るようなもの。

「神様が俺たちのために何かしてくれるなんてないよ」

　そんなやりとりをしていたら、ちょうどジョーカーが戻ってきた。

「会わせたい奴やつらがいる。ついてこい」




　ジョーカーに連れられてきたのは、城郭都市エイフリルの一角、酒場が連なる場所だった。出兵でギルバルド軍が多く出払っているため兵士の姿は少なく、代わりに領民の姿が多くある。

　しかし表情は暗いままで、近くの村々がギルバルド軍によって滅ぼされた話がすでに広がっており、悲痛な同情の声がいたるところから漏れ出ていた。

　ちらりと後ろを歩くコリムを盗み見る。心が凍りついたみたいに彼の顔からは感情が消きえ失うせていた。あまりにも多くの者を失いすぎたのだ。コリムをひとりにするのは心配だったので、彼も連れてきた。

　ジョーカーが足を止めたのは、赤縁の看板が目印の酒場。木造建築で、このあたりでは大きめの店だ。昼間っから酒でも飲むのかと思ったが、どうやら違うらしい。

　ジョーカーは店の裏に回ると、勝手に裏戸を開けた。下へと続く階段が見える。地下倉庫だろうか？

「ちょっと、勝手に入っていいの？」

「勝手に入れば不法侵入だ。そんなことも知らないのか？」

　ジョーカーが冗談めかして言う。質問をはぐらかされたため、本当に不法侵入なのか、会わせたい人とやらの許可をとっているのか、判断がつかなかった。

　ジョーカーの後に続き、薄暗い階段を降りる。階段の先は踊り場になっており、その先にはドアが見えた。ドアの手前には、まるで見張りのように一人の男が椅子に座っていた。上目遣いの陰気な表情。体は痩やせこけており、右腕が肘の上あたりからなくなっている。

　男はジョーカーに気づくと軽く頷うなずき、奥のドアをノックした。そして、合い言葉らしきものを交わす。

　すぐにドアが開かれた。躊躇ためらいなく入っていくジョーカーの後ろをコリムは無表情でついていき、結ゆい奈なは恐る恐るといった感じでついていく。

　ドアの向こうには、卓が六つくらい余裕で並ぶほどのスペースがあり、十人ほどの男たちが詰め寄っていた。ランプの明かりのせいか、誰もが陰鬱な表情をしている。

「紹介しよう。俺のペットの大福丸となぜついてきたのか分からない小僧だ」

「誰が大福丸よ！」

　ジョーカーの科白せりふに結奈は食ってかかった。コリムはまだ感情が戻っていないのか、なんの反応も示さない。

「おいおい、俺は別に君のことを言ったわけではないのに、どうして反応したんだ？　それは君自身が自分のことを大福丸だと認めた証拠だろ？」

「あなたねぇ……。で、この人たちは？」

　ジョーカーのからかいに付き合っていても埒らちがあかないので、話を前に進める。

「解放団だ」

　結奈は目を見開いた。解放団？　その意味の大きさを考える。ギルバルドたちの非道な行いを考えれば当然のことだが、反抗勢力がこの街にいたのだ。

　リックと名乗る男が前に出てきて、自分たちはギルバルド軍に家族を殺された者や、彼らの行いが許せない者たちが立ち上がった集団だと説明してくれた。言葉の節々に怒りの感情が滲にじんでおり、彼らの決意の固さと覚悟が見てとれる。

「彼らのことは一応わかったけど、どこで知り合ったの？」

「普通に知り合った」

　いや、普通に過ごしていて、反抗勢力と知り合うわけないでしょ？　と結奈は心の中でつっこみを入れたが、この男ならあり得そうだと納得もしてしまった。ちょっとだけ悔しい。

「というわけで、彼らは協力者だ。ギルバルドと三騎士を殺すのを手伝ってもらう」

　ジョーカーの科白せりふに、激しく動揺したのは解放団の男たちだった。緊張した面持ちで生唾を呑のみ込こんだ。

「なぁ、あんた。本当に奴やつらを殺せるのかよ？」

　ひとりが重々しい口を開く。雰囲気から察するに、初耳というよりは、いまだ事実を受け入れ切れていないといった感じだ。

「生きている者はみな殺せるさ」

「そうじゃなくて──」

「それ以外に何がある！」

　ジョーカーが一喝した。心臓を鷲わし掴づかみするような怒声に、誰もが肩を竦すくめる。

「生きとし生ける者すべてに死が平等にあるのなら、殺せないわけはないだろう！　人は生まれながらにして平等ではない。平民ノーマンたるおまえたちならば分かるはずだ。だが、死は平等だ！　神に選ばれたとしても不老不死ではない。そうだろう？　仮にギルバルドたちを殺せないとしたら、それは戦い方を誤っているだけだ！　勝機を逃しているだけだ！　今がその勝機だとなぜわからない！」

　ジョーカーの低くよく通る声が、周囲の空気を染め上げた。彼の持つ自信と美声は、直接心を震わせる。

　疑問を口にした男は言葉を失って俯うつむいた。だが、納得はしていない感じだ。

「前にも言ったが、殺しをするのは俺だ。おまえたちは情報をくれるだけでいい。それすらできないのなら、もはや解放団の存在意義はないぞ」

　ジョーカーは吐き捨てるように言うと、もはや興味がないというふうに、奥のテーブルへと結ゆい奈なを促した。話を聞かれたくないのか、コリムは入り口付近の適当な場所に座らせている。

　ちらりと後ろを振り返ると、解放団のメンバーが激しく言い争いをしていた。「失敗しても俺たちは死なない」「この日のために頑張ってきたんじゃないか」「あいつは信用できるのか」。そんな会話が聞こえてくる。

　肯定派と慎重派とで、まだ意思統一ができていないらしい。結奈は少し不安になった。どんな組織でも意思統一ができていなければ、あっさりと瓦解する。ジョーカーは本気で彼らを頼るつもりだろうか？

「心配か？」

　ジョーカーがどこか楽しげに問いかけてきた。

「まぁ、少しは。それで、どうするつもりなの？」

「そうだなぁ、……君にはエヴァグリーン軍に入ってもらう」

「はぁ？」

　思わず声が裏返ってしまった。搦からめ手てを得意とするジョーカーとしては至極真っ当な選択。それ故に、完全に予想外だった。

「私たちが参戦したところで、戦況が変わるとは思えないわ」

「人の話を聞いていたか？　『たち』ってなんだ？　『たち』って。エヴァグリーン軍に加わるのは君だけだ」

「はぁ!?　なによ、それ！」

　結ゆい奈なは立ち上がって、テーブルを叩たたいた。途端に、周囲の視線が集まってくる。結奈は急に恥ずかしくなって、小さく咳をしてから腰を下ろした。

「ちょっと、なにを考えてるのよ？」

　気持ち小声で尋たずねる。

「俺が考えていることなんて決まっているだろう？　どうやって、あいつらを殺すかだけだ」

「そうじゃなくて。戦況が変わるわけじゃないのに、私が参加することにどんな意味があるかってこと」

「君は馬鹿か？　馬鹿なのか君は？　戦況が変わらないのに参戦させるわけないだろ？」

　結奈は目を丸くした。それはつまり──。

「勝てるの？」

「知らん」

「……あなたって、本当最低ね」

「君こそ、本当に人の話を聞かないな。俺の目的はギルバルドと三騎士を殺すことで、戦争の勝ち負けに興味はない」

　確かにそうだ。ジョーカーの目的は最初からズレていない。だけど、素直にそれを認めるのも悔しかった。

「言葉遊びはやめて。あなたの作戦を聞かせてちょうだい」

「まあいいだろう。察しが悪い君にも理解できるよう、懇切丁寧に教えてやろう。感謝するんだな」

「へいへい、感謝してます」

「命令だ。思いっきり感謝しろ」

　刹那、首輪が赤く輝いた。結奈の中に、心の奥底から感謝したいという気持ちが湧き上がってくる。

「ジョーカー、いつもありがとね！」

　ちょっと照れたみたいに、それでも満面の笑みを浮かべて言った。次にぎゅっとジョーカーの頭を抱き締める。

「えへへへ、大好きだよ！」

「キモい、離れろ」

　冷めた声が聞こえると同時に、結奈も元に戻った。だらだらと冷や汗が流れ出てくる。

「な、なななななななにやらせるのよ、馬鹿ぁああああああっっ!!」

「悪かった。今は後悔している。キモい」

「『キモい』って二回も言った!?　こっちのほうがキモいわよ！」

「残念だったな。『キモい』という言葉は最初に使ったほうの勝ちだ。後出しでは負け惜しみにしか聞こえん」

　ぐぬぬぬぬぬ、と言葉に詰まった結ゆい奈なは、ふとそれに気づく。周囲の人たちが、奇異の目で結奈のことを見つめていた。

　笑顔で感謝したと思ったら抱きついて、いきなり怒り出して、次に悔しい表情。百面相のように顔が変わったことだろう。一気に羞恥心が込み上げてくる。

「なななな、なに見てんのよ！　馬鹿ぁあああああああああああっ！」




「これがギルバルド軍の配置だ」

　ジョーカーがテーブルの上に広げたのは、城郭都市エイフリルとエヴァグリーンが載った地図。そこに木の実を駒代わりに置いて、軍の配置を表現している。エヴァグリーンから見て正面にあるのはフォリオ砦とりで。エヴァグリーンの最後の拠点スピナだ。

　それを攻略せんとするのは、三騎士がひとりザッハベルトの部隊。フォリオ砦の正面にあるナズル砦に陣地を構える予定だ。その後方の砦には、本体であるギルバルド軍。そしてエヴァグリーンから見て北側の砦には三騎士ラキシアの部隊が配置されている。

　残りの三騎士であるバラートは、ギルバルドに代わり城郭都市エイフリルの留守を預かっていた。

「すごいじゃない。でも、この情報は確かなの？」

「従軍兵に紛れ込んでいる解放団からの情報だ」

　従軍兵。確か、戦闘の要である神に選ばれし者セレクテツドが戦いに集中できるよう、陣地の設営や食事の準備、見張りや衛生などの支援を目的として、軍に同行する平民ノーマンの部隊だ。

　なるほど、彼らならどこに設営するか知っているだろうし、食事の量から人数まで推測することができる。物資という明確なエビデンスがある以上、信頼度は高い。

「また、情報によると、コリムの村を滅ぼしたのは、このラキシアという男だ。過去に拷問を受けて顔の皮を剥はがされているらしい。そのせいか、人の皮を剥ぐのが趣味になったそうだ」

　村長の惨むごたらしい姿を思い出す。どうしてあのような鬼畜の所業ができるのか、腸はらわたが煮えくり返る思いだった。

「配置から見てわかるとおり、君が前線に出れば、戦う可能性が一番高いのはザッハベルトだ」

「私の目的は、ザッハベルトを倒すことね？」

　結奈は広場で見たザッハベルトの姿を思い出す。明らかに自分よりも実力が上の存在。相手になるかどうかも疑わしかった。

「まさか。時間と美人族エフルの信頼を稼ぐだけでいい。まともに戦って勝てる相手じゃない」

　結ゆい奈なは意外に思った。刺し違えてでも殺してこい、的なことを言われると思っていた。

「意外か？　俺は無駄で意味のない行為をしないだけさ。精神論などという日本の愚かな価値観が大嫌いだからな。最後に、この世界の戦争についても教えといてやろう。情報は何より大事だからな」

　ジョーカーらしい発言だと思った。殺人代行業をしていたとき、彼はターゲットのことを徹底的に調べ上げてから殺害した。

　それは依頼の内容に虚偽がないか判断する意味もあったが、その真の目的は、ターゲットの行動パターンや性格を把握して、ターゲットがもっとも精神的ダメージを受ける方法で殺害するための準備だった。

　ジョーカーが普通の殺人鬼と一線を画する性質。それは、相手を後悔させ、精神を破壊してから殺す点にある。故にジョーカーは、情報の重要性を誰よりも理解していた。

「この世界の根本は、神がいて、神武を使用できる人間を選定することにある。つまり『選民思想』という概念が実現している世界なわけだ」

　神武は神が創りし至高の武器で、決して壊れることがないという。神武は神気によって人体を強化し、使い手に超人的な戦闘力を与える。故に、神気の使えない平民ノーマンと神気を使える神に選ばれし者セレクテツドの間には明確な身分の差がある。しかし、この神に選ばれし者セレクテツドの間にも、力の差が存在するらしい。神武によってもランクがあり、当然ながらランクの高い神武ほど強力だ。

　下から「兵士ソルダート」「勝利者ヴイクター」「帝王インペラートウル」「超人エグゼ」「伝説へローズ」と分かれており、その階級の神武と契約することで、神気を使うことができる。契約はひとりにつき一本であるため、複数の神武を使うことはできない。

「ちなみにこの件に関して、俺たちは例外が適用される。俺たちは神に選ばれし者セレクテツドではないが、神武と契約することが可能だ」

「え？　どういうこと？」

「忘れたのか？　異世界から来た俺たちは『異世界者ドリフターズ』のレゾンデートルを持つため、この世界のルールには縛られない。わざわざ神に選ばれる必要がないんだ」

「でも神武と契約するには神武に選ばれる必要があるのよね？　それはどうなるの？」

「単に神気を使うだけならば、神武に認められる必要はない。他人のWi-Fiを勝手に使うようなものさ。その代わり神格奥義アルテイナが使えず、上級神武だと神気がフルに使えない可能性がある。こちらは正式な契約が必要だからだ」

「ええと、たとえるなら、免許証は持ってないけど運転はできる。だけど、レンタカーは借りられないって感じ？」

「ユニークなたとえだな。まあ、間違ってはいないだろう」

　ジョーカーが破顔して言った。こういうときは嫌味のない笑顔をする。

「俺たちは神に選ばれし者セレクテツドではないが、エヴァグリーン軍には神に選ばれし者セレクテツドとして参戦してもらう。ほかに俺たちを表す概念はないからな」

　ちなみに王族や司祭など、立場のある血筋の者は、神に選ばれし者セレクテツドとして生まれてくることが最初から決まっている。残酷な神の気が変わらない限り、平民ノーマンが生まれてくることはない。

「彼らは神に選ばれし者セレクテツドであること、神武の使い手であることに誇りを持っている。故に、愚かな話だが、『騎士道精神』のような価値観を持っている」

「騎士道精神？　それって、正々堂々戦うってこと？」

「正確には違う。実際、リトンを人質に取るようなこともするしな。神武での決着に拘こだわると言ったほうが正確かな。神武で襲ってくる以外の戦いを想定していない、と言い換えてもいい」

　少し考えれば、それは当然の価値観かもしれない。選ばれることに最大の価値を覚えるこの世界では、如い何かに自分が神武の使い手として優れているかのほうが大切なのだ。ステマを嫌う心理と似ているかもしれない。誇りや自信があるからこそ、卑ひ怯きような真ま似ねはしたくない。その気持ちには深く共感できた。

「逆に言えば、卑怯な手には滅法弱いということだ。くくく」

「…………」

　そういえば卑怯な人間がいたなぁ。目の前にいたなぁ。結ゆい奈なは心強いような残念なような、複雑な気持ちになった。

　正面から自分の実力のみで戦う相手に対し、ジョーカーは卑怯で嘘うそつきで、罠わなに嵌はめるような戦法を得意とする。相性は最悪だ。いや、今回はジョーカー側なのだから、相性は最高と言うべきだろうか。

「ちなみに戦争時の陣形だが、なにが主流かわかるか？」

　ジョーカーが試すように訊きいてくる。そんなの見たことないのだから知らない、と答えようとして、ふと気づく。この流れで陣形の話を出してきたのは、その直前の会話にヒントがあったからではないか？

　結奈は思案した。超人的な戦闘力を持つ個人、そしてその攻撃力は大砲並みだ。その観点から言うと、密集陣形はあり得ない。密集しているところに、レフシの範囲魔法のような攻撃がくれば、一網打尽になってしまう。仮に魔法を防ぐ方法があったとしても、神に選ばれし者セレクテツドの身体能力なら躱かわしたほうが確実だ。動きが制限される密集陣形はデメリットでしかない。

　素早い動きと高い攻撃力を個人が持つということは、ある意味自分自身が戦闘機になったに等しい。それなら、飛行編成に近い形になるのではないか。

「まあ、正解だ。主に四人のパーティで行動する散在陣形が一般的だ。そして対面効率の観点から、兵士の数は普通よりも少なくなる」

　対面効率とは戦場にいる兵士のうち、何人が同時に戦闘しているかを表す数字だ。当然ながら同じ場所にいても、味方や地形が邪魔で戦えないことがある。

　たとえば、百人と一万人の部隊が戦ったとしても、一人の人間に同時に百人が襲いかかることは物理的にできない。味方が邪魔で剣が届かないからだ。なので効率の面を考えるなら、戦う場所の広さに応じて、数を絞ったほうが良い。

　さらに、神気により超人的な機動力と攻撃力を持つ神に選ばれし者セレクテツドの戦いでは、同士討ちのリスクは非常に高くなる。そのため各パーティ単位で距離を取って戦う必要があり、必然的に戦場の密度は薄くなるのだ。

「単純に数が多いほうが有利じゃないのね」

「そうだ。この世界の戦場の優劣は、数よりも個人の能力によって決まる。しかし、神気が切れれば神に選ばれし者セレクテツドもただの人になるので、戦略レベルでは数の有利が消えたわけではない。第一波、第二波というように、回数を分けて攻撃してくる。ちなみにギルバルド軍は従軍兵も戦いに参加させる」

「え？　でも、従軍兵がいても役に立たないんじゃ？」

「普通はそうだ。だからその目的は、相手の神気を消費させることにある。楽に倒せる相手とはいえ、放っておけば損害を受けるからなぁ。攻撃せざるを得ない」

　その意味を理解し、結ゆい奈なは怒りを覚えた。酷ひどい。なんて非道な戦略を取るのだろう。それは戦車に竹たけ槍やりを持って突っ込ませて、敵に砲弾を消費させる作戦と同じレベルだ。人の命をなんだと思っているのか。

「今回の戦いにおいて、美人族エフルたちに勝機があるとすれば、ギルバルド軍の目的が美人族エフルの捕獲にある点だ。当然、商品を傷つけるわけにはいかないから、戦い方もそういったものになる」

　結奈は頷うなずいて同意した。相手の神気を消耗させるか、武器を落とさせるか、それが前提の戦いになるはず。神武を持った状態で相手を殺さない戦いは、想像以上に難しいだろう。

「もうひとつは、心理的な油断。この戦いが終われば、お待ちかねの凌りよう辱じよくパーティがはじまる。娯楽のないこの世界において、美人族エフルの商品価値は君が想像している以上に高い。そんなご褒美を前にして、わざわざ命を懸けようとする者などいない」

　美人族エフルの商品価値という言葉に、正直胸が痛んだ。けれどもジョーカーの言わんとすることは理解できる。ハンデと油断を持った相手に、想定外の神に選ばれし者セレクテツドの戦力が加われば、勝てないまでも戦場を混乱させることはできるはずだ。

「ああ、それと念のために言っておくか。命令だ。──絶対に死ぬな」




　ふいに結奈は回想から引き戻された。目の前の森の入り口に、美人族エフルの兵士がふたり、弓を構えて立っていたのだ。

「止まれ！」

　結奈は素直に指示に従うと、レフシに面会したいと申し出た。そしたら何な故ぜか、結奈はグルグル巻きにされて、エヴァグリーンの牢ろう屋やに入れられてしまった。

　意気揚々と乗り込んできたけど、よくよく考えたら、そうだよねぇ、と自己嫌悪に陥る。ジョーカーはこの結末まで知ったうえで、結ゆい奈なをエヴァグリーンに送ったのだろうか。騙だまされたんじゃないかと不安になる。このまま処刑されたりしないよね？

　しばらくすると、兵士とともに、見知った顔の美人族エフルが牢ろうの前に現れた。ラウラだった。

「確か、結奈殿と言ったか？　どうしてここに？」

「ひぃ～ん。あなたたちを助けにきたの。でも今は、私を助けてぇ」

　ラウラは驚いたことに、第一師団の隊長を務めている偉い人なのだそうだ。結奈がやってきた理由を聞くと、すぐさま牢から出して拘束を解いてくれた。レフシにも会わせてくれるらしい。

「粗相のないようにな」

　ラウラが、どこか悪戯いたずらっぽい顔で言う。彼女が連れていった先は、王座の間。仰々しい扉が開かれると、鮮やかなレッドカーペットが目に飛び込んでくる。左右に見目麗しい美人族エフルが立ち並び、ここって美少女コンテストの会場だっけ？　と間の抜けた感想を持ってしまった。

　レッドカーペットの先にはふたりの女性が玉座に腰かけていた。中央の玉座には薄いブルーのドレスを着た女性。気品と尊厳にあふれている。おそらくは美人族エフルの女王。だけど、肌も綺き麗れいで顔に皺しわもないため、二十代で通用するレベルだ。美人族エフルに、元の世界の年齢が合うかは知らないけど。

　その隣には、金糸のようなさらさらの髪を持ち、人形のように整った顔の少女。美人が立ち並ぶ美人族エフルの中でも一際目立った美しさを持っている。

　というか結奈は、その顔に見覚えがあった。驚きよう愕がくに目を見開く。

「え？　もしかして、……レフシさん？」

「そうだ。そしてあのお方は、エヴァグリーンの姫、レフィリシア様にあらせられる」

　答えたのは、傍らに立つラウラだ。

「ごめんなさいね、結奈さん。驚いた？」

　レフシが天使のような笑みで、にっこりと笑った。




　結奈はレフシの前で、ギルバルド軍がコリムの村をはじめ、三つの村を滅ぼしたことを伝え、その非道を許せないと訴えた。だから、エヴァグリーン軍に入り、ギルバルド軍と戦うためにここに来たと。

「結奈さんは、神に選ばれし者セレクテツドだったのですか？　でも、以前は」

　レフシが驚いたように問うた。

「あのときは自分も気づかなくて。契約できる神武があれば、私も戦えます！」

「お母さま。あの者の強さはわたくしが保証いたします。宝物庫に未契約の神武があったはず。彼女も参戦させてよろしいですね？」

　レフシが興奮したように、女王に許可を求めた。というか、やっぱり親子なんだ。と結奈はぜんぜん関係のないことを思った。ふたりとも若く美しいため、どうしても親子という実感が湧かない。それに、美人族エフルは女性ばかりの一族だと聞いていたが、子供を産むときはどうしているんだろうと思った。

「なりません」

　しかし、女王は首を縦に振らなかった。

「お母さま!?」

「レフィリシア。あなたは少し警戒心が足りません。美人族エフルはただでさえ、騙だまされやすい民族だと陰口を叩たたかれているのですよ？　一度一緒に戦っただけの、しかも敵国の領民を仲間に引き入れるなど、正気とは思えません」

「それはそうですが、彼女は信用できます！」

「それはあなたの感想でしょう？」

「真実です！」

　悲鳴のような声でレフシが反論する。このままでは埒らちが明かないだろう。ある意味、この展開はジョーカーが想定していることでもあった。

「私が味方である証拠を提示させてください」

　結ゆい奈なの提案に、女王は興味を示したみたいだ。結奈はジョーカーからもらったギルバルド軍の配置図を、ラウラを通じて女王に渡した。

「もうひとつ。参戦の許可が頂けましたら、私を最前線へ送ってください。お役に立てなかったり、敵に利する行為をした場合は、その場で首を刎はねてもらって構いません」

　結奈の出した証拠とその覚悟に、女王は揺らいでいるようでもあった。いや、そもそも彼女は最初から揺らいでいたのだ。

『美人族エフルは人手不足だ。女性しか生まれない一族で、騙されやすいという性質から、外部の協力、特に男の協力を敬遠する傾向がある。しかし本心はひとりでも多く兵士を確保したいはず。表向きは君の参戦を拒むはずだが、女性の協力者という点で、本心では七割方傾いている。車を買いにきた夫婦に、カーナビを勧めるくらい簡単な作業だ。くくくく』

　ジョーカーの悪人のような笑みを思い浮かべる。そんなにうまくいくかなぁ、と結奈自身、半信半疑だったが、どうも風向きはジョーカーの想定どおりらしい。

「わかりました。そいうことであれば、そなたの参戦を認めましょう」

　女王は仕方ないというふうに認めたが、結奈は内心で複雑な気持ちだった。この場にいない、あの殺人鬼の想定どおりに事が進んでいることに、薄ら寒さを覚える。

　レフシとラウラ立ち会いのもと、結奈は宝物庫へと移動した。最初に「試しの剣」で、結奈が神に選ばれし者セレクテツドであることを証明する。実際に神武で試していたわけではなかったので、神気を解放することができて、内心でほっと息を吐いた。

「兵士ソルダート級の神武しかありませんが、種類は揃そろっているはずです。この中に契約できるものがあるといいのですが」

　レフシの声が、しんとした宝物庫に響き渡る。神武だから、さぞ厳重に管理されているものと思いきや、普通の倉庫みたいな感じだった。傘立てに差してある傘のように、武器が置いてある。

「でも、レフシさんがお姫様だったなんて驚きました。斥候なんて危険な役目でしょうに」

「そうでもないですよ。見張りは一般的に、平民ノーマンか兵士ソルダート級がその任につきます。逃げに徹すれば追いつかれる心配もありません。それに、わたくしはこの領地から外に出たことがありませんでした。おそらくはお母さまがご配慮なさってのことでしょう」

　その科白せりふの意味を理解し、結ゆい奈なは胸が苦しくなった。

　一度も外に出たことがない籠の中の姫。待ち受ける未来は、暗い淫室で死ぬまで好きでもない男に奉仕する性奴隷としての生涯。その前に、親心として娘に外の世界を体験させたかったのだろう。

「逃げようとは思わないんですか？」

「どこへです？」

　レフシが悲しみを押し殺した声で問うた。逃げられたら逃げたい。そんな気持ちが汲くみとれる。

「……すみません。この世界では、どこに行っても美人族エフルの価値は一緒です。わたくしたちは神によって、性玩具として創られました。この容姿は男たちを興奮させ、体臭は男たちを昂たかぶらせ、声は男たちを悦よろこばせます。性感は普通の人間の十倍で、一度欲情すれば理性も失なくしてしまう。こんなの──酷ひどい」

　もはや結奈には何も言えなかった。自分で、どうにもできないことほど辛つらいものはない。持って生まれた個性だからこそ、やるせない気持ちになる。

　気まずさから逃げるように、視線を外した結奈は、壁にかかる大剣に目を留めた。斬馬刀のような形の剣。切っ先から柄つか頭がしらまでの長さは、小柄な結奈と同じくらいはある。横幅も四十センチ程あり、厚みもあった。

　しかし、もっとも特徴的なのは、刃やいばがないことだろう。これ自体が巨大な鞘さやのように、刃に当たる部分は丸くなっていた。

「あの、これも神武なんですか？」

「『双肩のカラド』という神武です。二本でひとつの神武なのですが、もう片方の『双肩のボルグ』が行方不明のため、本来の力を発揮することができません。もちろん、契約者は神武の場所を把握できるので、片方が見つかる可能性もあるかもしれませんが……」

「決めた。これにするわ」

　結奈は即決した。人を殺すことに慣れていない結奈としては、どうしても殺傷力の高い武器だと本気が出せない気がした。無論、この金属の塊に叩たたかれたらただでは済まないだろうけど、少なくとも心理的な抵抗は薄まりそうだ。

「結奈さん。それが気に入ったみたいですが、契約はこちらで決められるものではありません。神武が使い手を選ぶのです」

　レフシが諭すように言うが、異世界者ドリフターズのレゾンデートルを持つ結奈には、契約なしでも使用することはできる。ただし、神格奥義アルテイナが放てないのと、神武の位置を把握することができないだけだ。

　結ゆい奈なはカラドを手に取ると、意識を収集させた。剣の中に宿る神気が、自分の中に流れ込んでくる感覚がある。

「どうやら、認めてもらえたようですね……」

　レフシの声で我に返った結奈は、自分の体を包み込む金色のオーラを見た。






第五章　弱き者たちの逆襲









　イゼッタは、毎日がただただ退屈で仕方がなかった。母が亡くなって以来、極端に過保護になった父に連れられて城郭都市エイフリルにやってきた。本当は家に残って、父から解放された自由な生活を送りたかったのだが、父がそれを許さなかった。

　仕方ないので、性玩具として生まれてきた美人族エフルでも狩って楽しもうかと思っていたのに、それすらも危険だからと拒否された。神に選ばれし者セレクテツドなのに戦争に参加できないなんて、本当意味がわからない。

「私は籠の中の小鳥なのよ。お父様に愛されて十分な食事も与えられている。でも、大空を飛ぶことは決してできないの。綺き麗れいな翼をもっていても、不幸でしかないわ」

　そんなふうに嘆くのだが、父をはじめ、まわりの大人たちは、私がまるでおかしなことを言っているみたいに困惑した表情をする。それなのに口先では「そんなことはないよ。イゼッタ」とか「お嬢様は想像力が豊かなのですね」と会話が通じているふりをするのだ。

　おそらく自分と彼らでは、感性的な何かが根本的に違っているのだ。だから、イゼッタが「素敵な表現」と思った言葉が、肩すかしをくらったみたいに届いていない。それが非常にもどかしかった。

　退屈な毎日。だから、ひとりで空想に耽ふけるか、街の話題を聞いたりして時間を潰すしかなかった。

　最近の街のトレンドは、ギルバルドが周囲の汚らしい村々を出兵がてら滅ぼした話らしい。さすがはギルバルド様、なかなか派手なことをお考えになられる。

　けれどもイゼッタは、実はギルバルドのことがあまり好きではなかった。確かに綺き麗れいな顔をしているし、超人エグゼ級の神に選ばれし者セレクテツドで、魔王殺しの異名を持つ実力者だが、あの王子に未来はないと思う。

　第八王妃のひとり息子で、第一王子という微妙な立場。父である王に認められようと必死に戦果を上げているが、王都から離され、魔王退治や美人族エフルの捕獲などの雑務をやらされている。任務に失敗して追放されるか、戦いに敗れ戦場に散るしか、ギルバルドには道が残されていない。

　ギルバルドに心酔している父は、「ギルバルド様ならすべての試練を乗り越えることができる」と息巻いているが、問題はそこではない。王に疎まれていることが問題なのだ。

「イゼッタ様、どこへ出かけられるのです!?」

「散歩よ、散歩。ほかに行けるとこあるわけ？」

　こっそりと領主邸を抜け出そうとしたら、平民ノーマンの馬鹿メイドに見つかってしまった。すぐに鐘を鳴らして護衛に知らせてしまう。本当、気が利かない。っていうか頭にきた。

「精霊イフリートよ。我が願いに応え、炎の戒めを与えん。バーニングバインド」

「い、いや！　やめ──ぎゃあああああああああああああああ!!」

　炎の鞭むちがメイドの体に巻き付いていき、その肉を焼け焦がした。肉が燃える独特の悪臭が鼻をつく。自分の魔法なのだけど、どうにもこの臭いには慣れない。

　鐘の音を聞いた護衛たちが、すぐに駆けつけてきた。全部で五人いる。私だって神に選ばれし者セレクテツドなのに、護衛をつけるだなんて、お父様はなにを考えているのだろう。と、イゼッタは不満に思っていた。

　イゼッタがパチンと指を鳴らすとメイドを燃やしていた炎が消える。皮膚は溶けおち、赤黒い肉が丸見えになっている。なんて醜い。

「まだ生きていますねぇ」

　護衛のひとりが、どうするか確認するように言った。

「捨ててきてよ。いらないわ」




　護衛の五人を連れて、イゼッタは街を歩く。それなりに整備された街並みは嫌いではないが、さすがに飽きてきた。

　ふと、橋の前に人ひと集だかりができていることに気づいた。何事かと近づいていく。領民たちはイゼッタの姿に気づくと、怯おびえたように散っていった。

　人垣が消えると、木箱をテーブル代わりにしている、ひとりの男の姿が見える。どこかぼんやりした感じの、気弱そうな男。空気が読めないのか、イゼッタに気づいても、怯えるような素振りも見せない。

「あなた何をしているの？」

「……僕は、夢を売っています」

　男の回答に、護衛の数人がぷっと噴き出した。彼らの反応を、イゼッタは腹立たしく思った。夢を売るなんて不思議なフレーズに、どうして興味を抱かないのだろう？

「商人なの？　商品を見せて頂ちよう戴だい」

「見せることはできません。僕の頭の中にあるからです」

　護衛がクスクスと笑う。ここで初めて、イゼッタは自分が馬鹿にされていることに気づいた。先ほど、心の中で男の味方をしていただけに、裏切られた気分だ。

　イゼッタは指に嵌はめている指輪型の神武を突き出し、魔法を詠唱しようとする。

「籠の中の小鳥が大空を飛ぶ物語はいかがでしょう？」

　イゼッタは驚きよう愕がくに目を見開いた。全身に痺しびれるような興奮が走る。「物語」というものの意味はわからなかったが、男の言ったフレーズは自分の口癖に近い。興味を抱かないはずがなかった。

「そうね。それをお願いするわ」

　冷静なふりを装って同意を示す。内心では心臓がバクバク高鳴っていた。

「では、お金を先にお願いします」

「貴様！　この方を誰だと思っている!?」

　護衛が怒声を発し、腰の剣に手を掛ける。

「やめなさい！　いいわ。おいくらかしら？」

　イゼッタは護衛を制すると、素直にお金を支払った。お金を支払った経験があまりないので、男の言った金額が高いのか安いのか、よくわからない。

「立ちっぱなしも辛つらいと思うので、あちらへどうぞ」

　男が指さすほうを見ると、河原のところに椅子とテーブルが置いてあった。下のほうだと見えないので、橋のところに店を構えていたのだろうか？

「ああ、あなたたちも来るのなら、お金を支払ってください」

　当然のようにイゼッタについてきた護衛に対し、男はお金を請求してきた。

「ふざけるな！　我々は護衛だぞ！」

「それは、ご苦労さまです」

　男はぺこりと頭をさげる。護衛たちは面食らった表情をした。その顔がおもしろくて、イゼッタはくすりと噴き出してしまう。いい気味だと思った。

　それにしても、この男は本当に頭が悪いらしい。護衛たちに怒鳴られても、いっさい怯おびえた様子を見せない。イゼッタにとって、それは新鮮な反応に思えた。

「僕の商品は声で伝えるんです。声が聞こえる範囲にいるなら、人数分お金を支払ってください」

「あなたたち、興味はないんでしょ？　この優男に何かできるとは思わないわ。見える位置にいさえすれば、ちょっと離れるくらい大丈夫なんじゃない？」

　イゼッタが言うと、しぶしぶながら護衛たちは従った。河原の上で待機していれば数秒で駆けつけることができる。断ることは、すなわち自分たちの能力を否定するに等しい。

　イゼッタは上機嫌になった。ほんの数メートルの距離だったが、護衛を追い払うことができたのだ。少しだけこの男に感謝したい気持ちになる。

　椅子に座ったイゼッタに男が飲み物を勧めてきた。草色の不ま味ずそうな飲み物。でも、香りはとても上品で、好奇心を刺激された。思い切って、ひと口飲んでみる。

「美お味いしいわ」

「それは、よかった」

　男がにっこりと笑う。そこで初めて、この気弱そうな男が意外に好青年である事実に気づく。整った顔立ちに綺き麗れいな目。平民ノーマンの顔など芋にしか思えなかったのに──。

「物語とはお話を聞かせてあげることです。ただし、話の内容は、架空の人生です」

「架空？　どういう意味？」

「実際に存在する人の人生ではなく、私が頭の中で、こんなことがあったらいいなぁ、と思って考える他人の人生のことです」

「あっ！」

　イゼッタは思わず声を漏らしていた。自分がいつもやっている空想。それに近いものを感じた。空想することはあっても、それで誰かの人生を語ることはしていなかった。

　男は木の板を出してきた。そこには紙が張ってあり、見事な絵が描いてある。籠の中にいるのは、綺麗な服を着た女性だ。

「あなた、見せられる物はないって言ってなかった？」

「これは物語ではなく、イメージを抱かせるための絵です」

　そうして男が話しはじめた物語は、幼いころに母親を失って、父親に溺愛されているアイリスという少女の話。父親のことは好きだけど、その過保護ぶりにちょっと辟へき易えきしている。そんな折り、父がとある王子との懇談の話を持ってくる。王子は醜悪で性格も悪く将来性もないといった最悪な相手だった。なぜ父がそんな王子に心酔しているかわからない。

　イゼッタはすぐに、これは自分のことだ、と思った。アイリスの境遇や考えが、まるで双子のように自分と合致している。ギルバルドは醜くはないが、それ以外は、概おおむね似ている気がした。父が縁談を持ってくる可能性もゼロではない。

　アイリスは隙を見て屋敷を飛び出し、自由を得る。しかし、それは困難の道だった。お金を持っていなかったため、食事を得ることすらままならない。

「それはおかしいわ。平民ノーマンから奪えばいいじゃない」

「この世界には平民ノーマンなどいません。だって、僕らは不要な存在でしょう？　神に選ばれし者セレクテツドだけの世界のほうが美しいとは思いませんか？」

　確かに言われてみればそうだ。イゼッタは納得すると物語に耳を傾けた。魔物に襲われていたところを貴族のパーティに助けられる。そのパーティのリーダーに好意を抱くも、彼には恋人がいた。魔王に囚とらわれた彼女を救うため、旅をしているというのだ。

「はい、今日はここまでです。続きはまた今度」

　続きが気になるところで、男が唐突に話を切った。期待に膨らんでいた気持ちが一気に怒りへと変わる。

「ちょっと、どういうことよ！」

「どうもこうも、今日はここまでです。商売なんで、もっとお金を稼ぐ必要があるのです。明日またいらしてください」

「お金の問題なの？　だったらいま払うわ」

「いえ、ずっとしゃべってると疲れるんですよ。また、明日」

「ふざけないで！　この私に逆らったらどうなるか、わかってるの？」

　すると男はポカンという表情で、「どうなるんですか？」と逆に訊きいてきた。イゼッタは一瞬、気勢をそがれたが、呆あきれたように言い放つ。

「殺すに決まっているでしょ！　それでもいいの？」

「僕は構いませんよ」

　けれども男は予想外の反応を返す。イゼッタは目をぱちくりさせた。

「平民ノーマンの命などに価値はありません。しかし、残念です。物語はこれからもっとおもしろくなるのに、僕が死んだらお話しすることができません」

「そうでしょ？　だから、いま話しなさい」

「無理です。明日にしてください」

「殺すわよ！」

「物語の続きを聞かせることができなくて残念です」

　イゼッタは言葉に詰まった。今までどんな相手も、イゼッタの思い通りになった。だけど、この男は違う。自分が彼の言葉に従わなければ、欲しいものが手に入らない。こんな経験は初めてだった。

「それに、これはイゼッタ様のためでもあるんですよ」

　男がにっこりと笑って言う。なぜか、その笑顔に胸が温かくなった。急に気恥ずかしくなって、顔を背けてしまう。

「ど、どういう意味よ？」

「物語を最高に楽しむためには、空想する時間が必要なんです。自分だったらどうするか？　次はどんな展開になるのか？　自分で考えることで、物語をもっともっと楽しめるようになります。僕はイゼッタ様に最高のかたちで物語を提供したいんです」

　そのように言われると、イゼッタは何も言えなくなった。素直に家に帰って、物語を自分なりに空想してみる。いままで経験したことのない興奮と充足感のある時間を過ごすことができた。男の言うとおりだ。話を聞くだけが物語の楽しみ方ではない。

　翌日もイゼッタは男の元へ向かった。興奮気味に、自分が昨日想像した話の展開を話して聞かせた。男は「どうでしょうね？」と微笑ほほえみながら、続きを話しはじめた。

　イゼッタの想像はことごとく外れ、物語は予想外の方向へ進んでいく。けれども唐突感はなく、前に出てきた情報を組み合わせると、納得できるものだった。その凄すさまじい話の展開に、息をするのも忘れて聞き入っていた。

　そして翌日。ついに物語はフィナーレを迎える。恋人を失い、記憶も失ったリーダーを真摯に介護していたアイリス。その健けな気げな願いが通じ、リーダーは記憶を取り戻し、アイリスとの愛を誓うのだった。

「良かったね、アイリス」

　イゼッタは涙が止まらなかった。話を聞いただけで、こんなにも胸がドキドキしたり、感情があふれてきて涙を流したりしたことも、初めての経験だった。

「おい、貴様！　イゼッタ様に何をした！」

　イゼッタが泣いたのを見て、血相を変えた護衛が剣を抜いてやってくる。

「邪魔しないで！　馬鹿じゃないの!?」

　せっかくの感動が台無しだ。こんな無粋な連中といままで連つるんでいたかと思うと、怒りで自分を見失いそうになる。

「イゼッタ様は物語をつくる才能があるかもしれませんね～。もし、良いアイデアがあったら、持ってきてください」

　イゼッタには一瞬、その意味がわからなかった。物語をつくる？　自分が？

「空想に、他人を納得させる理屈と順番をつければ、それは物語となります。見せ方については僕のほうで教えてさしあげますよ」

　イゼッタは宙に浮くような興奮を覚えた。胸がどきどきしてくる。確かに空想は得意だ。けれど、商人の物語のように壮大な空想をしたことはなかった。でも──。

「わかった！　絶対に持ってくるから！」

　最高の気分だった。イゼッタはいままで、こんな感動と幸せを感じたことがなかった。世界が輝いてみえる。羽が生えたように体が軽い。

　今日は最高の日だ。イゼッタはそう思っていた。夕食のときまでは──。

「イゼッタ。おかしな物を売りつける商人に会っているそうだね。人の心を惑わす商人だとか。会うのをやめなさい」

　唐突に父がそんなことを口にした。三騎士のひとりバラート。それが私の父だ。護衛の連中が父に告げたのだろう。なんて酷ひどい。

「お父様。おかしな物なんて、とんでもない！　彼は感動を与えるという素晴らしい商品を扱っているのです」

「私に口答えするのか？　私が会うのをやめろと言っているのだ。素直に従いなさい！」

　ぎゅっと胸が締めつけられるように痛い。父に逆らっては駄目だという常識と、男に会いに行きたい気持ちが葛藤する。

「お父様。私はいままで、お父様に逆らったことはありませんでした。素直で愛らしいお父様の娘でした。どうか弁明の機会を与えてください」

　バラートは何も言わない。それは、弁明を聞いてやるという意味だ。イゼッタは大きく深呼吸をした。物語の素晴らしさを伝えることができれば、父も許してくれるはずだ。

　イゼッタは記憶をたどりながら、アイリスの物語を伝える。あの商人ほど、うまくしゃべることができないのがもどかしい。けれどもイゼッタは、すぐにその判断が間違いだったことに気づく。

「父親のもとを自ら立ち去る娘だと!?　そんなおかしな話を聞かされたから、素直だった私のイゼッタが反抗心を示すようになったのだな！」

　イゼッタにとって父親のもとから離れることは希望だった。けれども父にとってそれは、正反対の感情を与えるものだった。同じ物語であっても、受け手によって異なる感情を与えてしまう事実を、初めて理解した。

「違うの、お父様！」

「何が違う!?　おまえはやはり心を操られている！　会うのを禁止する！」




　イゼッタは自分の部屋に戻ると、涙でベッドを濡ぬらした。おそらく父は、明日の朝にはあの商人を殺すよう、兵士たちに命令するはずだ。

　二度と会うことができないのは仕方ない。平民ノーマンと自分では身分が違う。だけど、あの素晴らしい物語を紡ぐことができる才能を、むざむざ失ってしまって良いものだろうか？

　どうすればいい？　どうしたらいい？

　イゼッタはふと、窓の縁を飾るカーテンを見る。天恵が閃ひらめいた。そうだ、確かアイリスだったら、こんなとき──。




　無事に領主邸を抜け出したイゼッタは、あの商人がいた橋のところまで走った。あたりはすっかり薄暗くなっており、星が夜空を彩っている。

　商人の姿はなかった。もう店を閉めたのだ。諦めるか？　いや、それはできない。アイリスならきっと諦めないはず。

　初めて、ひとりで街中を駆け抜ける。緊張と不安、興奮と期待とがない交ぜになった不思議な高揚感を覚えていた。彼に出会わなければ、きっとこんな経験はできなかっただろう。

「あれ？　イゼッタ様？」

　唐突に、探していた声が耳じ朶だを打つ。振り向くと、そこにはあの商人がいた。名前を呼ぼうにも彼の名前を知らなかった。今更ながら歯は痒がゆく思う。

　彼の危機感のない笑顔を見た瞬間、イゼッタの中で何かが弾はじけた。平民ノーマンなんて汚くて仕方なかったのに、自分から彼に抱きついてしまった。

「ちょ、ちょっと困ります！」

　商人が困惑したような声をあげて、イゼッタを引き離す。殺すと言われても表情ひとつ変えなかったのに、なんとも滑稽だった。ほっとした気持ちも加わり、イゼッタは笑い出してしまう。

「いったいどうしたのですか？」

　商人の質問に、イゼッタは気を引き締めて答えた。

「あなた、殺されるわ。はやくこの街から逃げて！」

　けれども案の定というか、商人は「はぁ」とよくわかってない反応を返す。そんな世間ズレしたところが、いまは可愛かわいい。

　状況を説明すると、「どうやって部屋から抜け出してきたんですか？」と、またズレた質問をしてきた。

「カーテンをロープ代わりにして部屋から抜け出してきたの。アイリスも同じことしてたでしょ？　──私、決めたわ。この街を出る。あなたと一緒に旅に出るわ！」

　勢いで言ったその科白せりふは、紛れもない自分の覚悟だとイゼッタは理解した。そうだ。このまま籠を飛び出して、自由な空へ羽ばたくのだ。アイリスの物語は私の物語。これは運命だ！

「よくわかりませんが、ここではちょっと目立ちます。旅に出るにも準備がいりますし、一度部屋に戻ってもいいですか？」

　商人が向かった先は赤縁の看板のある酒屋。その地下倉庫に間借りしているそうだ。人目を避けるため主に裏道を通ってやってきた。

「そういえば、あなたの名前は何かしら？」

「あれ？　まだ伝えていませんでしたっけ？」

　裏戸を開け、階段を降りる商人が、手を差し出しながら訊きいてきた。薄暗い階段は足元の視界が悪く、足を踏み外しそうになる。

「そうよ。まだ聞いてないわ」

　イゼッタは自然に商人の手をとって答えた。思ったよりもがっしりしていて男らしい手だ。

「そうですか、僕の名前は──ジョーカーです」

　刹那、腹部に鈍い衝撃を感じた。息が詰まって、急速に意識が遠のいていく。視界の先に映った商人の顔は、気弱で純朴そうな商人のものではなく、鋭く残忍な捕食者のそれだった──。





　　　　†　　†　　†






「約束どおり、イゼッタを捕まえてきたぞ」

　ヤマダが担いできた人物に、解放団は色めき立った。彼の実力を認めるリックでさえも、その手腕に驚きを隠せない。

　バラートを倒すために溺愛している娘を利用する。そう言ってイゼッタの情報を集めていたヤマダだったが、解放団の内部では無理だろ、という空気が流れていた。

　リック自身も、神に選ばれし者セレクテツドが常に五人も護衛しているイゼッタを拉致するのは不可能だと思っていた。それなのにヤマダは、いとも簡単に、その難題をクリアしてみせたのだ。

「では、約束どおりバラート宛に一筆書いてもらおうか？」

　リックは心が震える思いだった。本当に三騎士に復ふく讐しゆうできるかもしれない。と同時に、このヤマダという男に底知れぬ恐怖を感じていた。自分たちはもしかして、決して手を組んではならない相手と手を組んでしまったのかもしれない。





　　　　†　　†　　†






「おのれ！　なんたることだっ!!」

　バラートは手紙をぐしゃりと握り締めると、感情の爆発とともに床に叩たたきつけた。溺愛するイゼッタがいなくなったのを知ったのは今朝。すぐさま例の商人が怪しいと思い、橋のところへ人を向かわせたところ、イゼッタの服と指輪の神武、それにこの手紙が置いてあったのだ。

　そこには『イゼッタは預かった。貴殿と一騎打ちでの決闘を申し込む。ただし、指定の場所には独りで参られよ。誰かを連れてきた場合、娘の命はない。我が欲するは貴殿の命のみ。勝敗にかかわらず娘は帰す』と書かれていた。

　これはどう見ても果たし状であり、イゼッタが誘拐されたことは明白だった。服を脱がされているということは、いま娘は辱めを受けているのではないか？　そのことを考えると胸が掻かき毟むしられるような気持ちになる。そして同時に、暗い劣情も覚えていた。

「も、申し訳ございません。どうやら、イゼッタ様は自分の意志で──がっ！」

　弁解する護衛の男は、最後まで言葉を続けることができなかった。バラートの切っ先が喉を貫いていたのだ。

「ええい！　不ふ甲が斐いないわ！　自分たちの失態をイゼッタのせいにするのかっ！」

　バラートは次々に護衛たちを斬りつけていった。主あるじに逆らうわけにはいかない。みな、致命傷を避けようと必死に体を捩よじるが、駄だ々だをこねる子供のように激しく叩きつけられる剣けん戟げきに、全身を切り刻まれていった。二人が死亡、残り二人も虫の息となる。

「そのゴミどもを片付けろ！」

　バラートは見張りの兵士に吐き捨てるように言うと、部屋を出て行こうとする。

「ど、どちらへ？」

　初老の文官が恐る恐るといった感じで、声をかけてきた。

「イゼッタを取り戻しにいくに決まっているだろ！　いいか？　絶対に誰もついてくるな！　これは命令だぞ！」




　バラートが約束の場所へ行くも、そこには誰もおらず、代わりに手紙が置いてあった。

　手紙には次に向かう場所と、どのルートを通るかが細かく指定してある。どうやら、独りで来るのか確かめる腹づもりのようだ。

　しかし、と再びバラートは手紙を握り潰して憤慨する。この私が、一騎打ちを望んでいる相手に、兵士たちを引き連れてくるような卑ひ怯きよう者ものに思えるのか!?　無礼極まりない。やはり、娘を人質にするような輩やからは性根も腐っているらしい。

　そうして四回ほど、うろうろさせられて、城郭都市エイフリルの外にある廃村に連れてこられた。出兵前にギルバルド軍が滅ぼした村のひとつだろう。

「ようこそいらっしゃいました。三騎士がひとりバラート様」

　男が恭しく頭を下げる。一見して隙だらけだが、どこか気を抜けない雰囲気が漂っていた。容姿の特徴からも、例の商人に違いない。

「イゼッタはどこだ？」

　すぐにでも八つ裂きにしてやりたい気持ちを抑え、冷静に質問を投げる。

「こちらにいますよ」

　男が手を挙げると、彼の後ろの瓦が礫れきから、数人の男たちが姿を現してきた。そして、半裸状態のイゼッタも姿を見せる。両手を後ろ手に縛られ、目め枷かせと口枷が顔を覆い隠している。まるで奴隷のような扱いだ。

「貴様らぁあああああああああ！　絶対に許さあああああああんん!!」

　バラートは腰のレイピア状の神武を抜き、神気を解放する。もはやこれ以上は我慢ならない。無惨に切り刻んでやる。

「約束を違たがえれば、娘を殺すと言ったはずだ！」

　商人が鋭い声を発した。びくりとバラートは動きを止める。娘の死。それだけは、なんとしても避けねば。

　バラートは慌てて周囲を見渡すが、そこに味方の姿はない。この場所にはひとりで来たはずだ。約束を違えた覚えはない。

「俺は貴殿との一騎打ちを希望すると言ったはずだ。なのになぜ神の力を借りる？　神武は使わず、剣技のみで勝負しろ！」

「なにを馬鹿なことを！　神に認められるのも実力の内。平民ノーマンの戯ざれ言ごとなどに従う理由はない！」

「ならば、娘の命はないぞ！」

　商人は毅き然ぜんとして言い放った。バラートはぎりりと歯ぎしりをする。一足飛びにイゼッタに近づくには、まだ距離がある。イゼッタを拘束している男たちの短剣が、イゼッタの首を切り裂くほうが早いだろう。ここは素直に従ったほうが無難だ。

「わかった！　だが、代わりの武器を持っていないぞ！」

　商人は頷うなずくと、二本の剣を両手でそれぞれ持って掲げてきた。

「好きなほうを選べ！」

　なるほど、剣に小細工がしていないことを示したいらしい。卑怯な手を使うが、一騎打ちで正々堂々と勝ちたい気持ちは本物らしい。

　しかし、とバラートは内心でほくそ笑む。本当に愚かな奴やつだ。神武の力だけで三騎士になれるとでも思っているのか。実力の差を見せつけて、地獄に叩たたき落としてやる。

　向かって右の剣を選ぶと、商人はそれを地面の上に置いて、自身はゆっくりと後ろへ下がった。十分な距離を取ったところで、バラートに対し、神武を地面に置いてくるよう指示を出してくる。

　無駄に警戒心の強い奴だ、とバラートは呆あきれながらも商人の指示に従った。そして男が置いた剣を手に取る。ふと、どうして突き刺さずに、横向きに置いたのかが気になった。しかし、些さ細さいなことだと意識の奥に放り込む。

「これでよいな？　では、参るぞ」

　バラートが構えると、応じるように商人も剣を構える。隙だらけの素人の構え。少しは腕に自信があるのかと思っていたが、どうやらただの馬鹿だったらしい。舐なめられたものだ。

「すぐに終わらせてやるわ！」

　バラートは一気に距離を詰める。そのときだ。

　カチッと金属音が聞こえた。刹那、肉が引き裂かれるような激痛が足首を襲ってきた。思わずバランスを崩して倒れ込んでしまう。いったい何が起こったのだ？

　見ると、魔物の口のようなギザギザの金属が、自分の足に噛かみついていた。地面の中に隠されていたらしい。

「な、なんだ、これはっ!?」

「トラバサミというやつだ。この世界にはないので、知らなくて当然だがな」

　商人が愉快そうな笑みを浮かべながら近づいてきた。

「このような小細工を！　卑ひ怯きようだぞ！　恥ずかしいとは思わないのか!?」

「負け犬の遠とお吠ぼえだなぁ、三騎士様。俺は正々堂々自分の力で戦っているぞ？　知識や知恵も実力のうちだ」

「ふざけるな！　剣での一騎打ちだったはずだ！」

「ふざけているのはそっちだろ？　誰がいつ、剣のみで戦うと言った？　神気を使うなとは言ったが、武器に制約を設けたつもりはないぞ。槍やりや弓が得意なら、それを使うのは当然ありだろう。俺はこのトラバサミが得意なんだ」

「その鼻につく屁へ理り屈くつをやめろ！　見苦しいぞ！」

　咆ほう哮こうすると同時に、愚かにも無防備に近づいてきた商人の喉を剣で突き刺した。確かな感触。だが、次の瞬間、バラートは目を見開いた。

　喉を貫かれたはずの商人がニヤリと笑ったのだ。そして、いつの間にか、自分の持っていた剣が、小麦の束になっていた。

「な、なんだと!?」

　その答えの代わりに、鈍い衝撃が後頭部に走った。一気に意識が刈り取られていく。閉じゆく瞼まぶたの隙間から、商人が手に持っている物が見えた。剣だったはずのそれもまた、いつの間にか小麦の束へと変わっていた。




　バラートは意識を取り戻してすぐに、自分が拘束されていることに気づいた。どうやら全裸で椅子に縛りつけられているようだ。視界を布のような物で塞がれ、口には詰め物がしてあって、しゃべることができない。

（私は負けたのか。だが、まだ生きているのか？）

　疑問符が頭の中を駆け巡る。どうして、あの商人が自分を殺さなかったのかが分からない。だが、すぐにそんなことはどうでもよくなった。

「んんっ……」

　聞こえてきたのは、若い女の声。直感的に、それがイゼッタの声だとわかった。必死にくぐもった声を出して暴れる。

「おや、気がついたようだな。ナイスタイミングだ」

　すぐ近くから、例の商人の声が聞こえた。そして目め枷かせが外される。バラートは商人を睨にらみつけると、素早く部屋の中を見回した。

　どこかの宿屋のような部屋。奥にはベッドが据えつけられており、そこには半裸状態のイゼッタの姿があった。しかも、醜い平民ノーマンどもが、娘の白い肌に許可なく触れている。やわ肌が汚らしい手で穢けがされていく。

「んん、んんんんんん!!」

　バラートはあらん限りの力を振り絞って絶叫した。

「黙れ」

　激しい衝撃が頬を襲う。椅子ごとひっくり返り、床の上に叩たたきつけられた。商人がバラートの顔をぶん殴ったのだ。

「せっかく貴様の大好きな演出をしてやっているんだ。もっと上品に楽しめよ」

　商人がバラートを椅子ごと元に戻しながら言う。大好きな演出？　なんのことだ？

　そんなバラートの疑問に答えるように、商人が耳元で囁ささやいた。

「なんでも貴様は、想おもいを寄せる男の前で、その想い人を凌りよう辱じよくするのが大好きな変態なんだそうだな？」

　胸の奥にぽっかり穴が空いたみたいな痛みを覚えた。全身から血の気が引くような、不気味な感覚が襲ってくる。まさか──。

「今から貴様の溺愛する娘を凌辱してやる。存分に自分の趣味を堪能するがいい。やれ」

　商人の指示で醜い平民ノーマンたちが一斉にイゼッタに襲いかかった。裸にひん剥むかれ、汚らわしい舌や手が、大事に育ててきた娘の身体からだを穢していく。

「いや、やめて！　助けて！　お父様ぁあああああ！」

　口枷を外されたイゼッタの悲鳴が耳じ朶だを打つ。しかし、徐々にその悲鳴には艶っぽい嬌きよう声せいが交じりはじめる。

「よく見ておくんだな、バラート。貴様が大事大事に育ててきた娘が、貴様の大好きな演出で女になるんだぞ。良かったなぁ。頑張ったもんなぁ。妻が亡くなって以来、再婚もせずに溺愛して、必死に淑女に育ててきた娘が、淫乱魔サキユバスになる瞬間だぞ」

「んんんっ！　んんんんっ!!」

　バラートは必死に声をあげる。しかし、いくら肺を酷使しても、声は出ないし、汚らしい平民ノーマンどもを止めることもできなかった。

　涙が次々にあふれてくる。こんな結末を迎えるために、娘を育ててきたのだろうか？　冥獄だと思った。こんなものを見せつけるくらいなら、いっそひと思いに殺してほしいとさえ願った。

「おやおや、とんだ変態だな。娘が嬲なぶられるのを見て、興奮しすぎだぞ」

　商人がからかうように言う。バラートの股間は本人の意思に反してガチガチに硬直していた。商人は男だん娼しようの趣味でもあるのか、それを擦こするようにして触ってくる。

「ぐぅっ！　うぐううっ！」

　バラートは商人を睨にらみつけながら、必死に抗議の声をあげる。このような屈辱があってよいものか。

「勘違いするな。貴様のようなレイプ犯に与えるのは快楽でない。これだ！」

　──グキ！

　刹那、鈍い異音とともに、凄すさまじいほどの激痛が股間を襲った。
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「うぐぅううううううううううううううううう!!」

　堪たまらずに、喉の奥から絶叫を漏らす。

　涙に滲にじんだ目で己が股間を見る。九十度に折れ曲がって、先端からは血が流れ出ていた。悶もん絶ぜつするような激痛が、波のように押し寄せてくる。

　さらには、男に犯されるたびに女としての嬌きよう声せいをあげるイゼッタの姿が、股間へドクドクと血液を送り込んでいく。そのたびに冥獄の苦しみを味わった。実の娘に対し、背徳的な興奮を覚えるたびに、罰のように凄すさまじい激痛が襲ってくるのだ。

　心と体、二重の苦しみに頭がおかしくなりそうだった。




　どれくらい時間が経たったのだろうか？　永遠とも思えた魔の饗きよう宴えんも終わりの時間を告げていた。ベッドの上では平民ノーマンたちの体液にまみれた最愛の娘が、びくんびくんと痙けい攣れんするだけとなっている。

　もはや、肉体も精神も痛みに耐えきれず、重い憔しよう悴すい感だけが残っていた。

　そんなバラートの口くち枷かせを、商人の男が取り外す。ずっと口を半空きにしていたため、顎がガチガチになっている。

「なぜ、こんな手の込んだことをする？」

　久しぶりにしゃべったせいか、やけに嗄かれた声だった。

「……数日前、平民ノーマンの子供をレイプして殺した。そばかすで緋ひ色いろの髪の少女だ。覚えているか？」

「つまりは復ふく讐しゆうというわ──ぎゃあああああ！」

　唐突に太ももを針で刺され、バラートは悶絶した。

「誰が質問をしていいと言った？　ん？　俺の質問にだけ答えろ。立場がわかっていないのか？」

「わ、わかった。やめてくれ、お願いだから！」

　バラートに以前の気概はない。体も心もズタボロにされて、今は少しでもこの苦痛から逃れたかった。

「……覚えている」

「それは良かった。忘れていたらどうしようかと思っていた。なら、貴様の妻ローゼフィーが死んだときのことも覚えているか？」

　ぎゅっと心の臓が握り潰されるような痛みを発した。思い出したくもない記憶が甦よみがえってくる。なぜ、この商人はローゼフィーのことを尋たずねてきたのだろう？

　瞬まばたきすらも忘れた瞳で、商人の顔を恐る恐る覗のぞき見みる。整った甘いマスクに、何者にも動じない堂々とした王者の貫かん禄ろく。そこだけ見れば、王都にもいそうな人物だが、この男は何かが違う。

　得体の知れない不気味な何かを持っている。本能が警鐘を鳴らしている。こいつは人ではない。悪魔とも神とも何かが違う、どこか異質な気配がする。

　ガチガチと奥歯が鳴りはじめた。身が竦すくむような恐怖が全身を支配する。

　恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい恐ろしい。

「おいおい、忘れてしまったのか？　最愛の妻だったのだろう？　自分の手で殺した妻のことを忘れるか、普通。薄情じゃないか」

「な、なぜそれを!?」

　バラートは愕がく然ぜんとした。封印してきた忌まわしき過去。妻を殺した事実を知る者はすべて抹殺してきた。それなのに、なぜこの男は知っているのだ!?

「質問に質問で返すな！」

　身が竦むような怒声とともに、再び太ももに激痛が走った。恐怖と痛み、動揺がバラートの精神を激しく混乱させる。

「わ、悪かった！　すまない！　仕方なかったんだぁあああああ！」

　バラートは懺ざん悔げするように告白した。最愛の妻だったローゼフィー。彼女のためにバラートは人生のすべてを捧げた。だが、妻は淫乱魔サキユバスだったのだ。

　夜な夜な違う男の元へ通っては、不貞を働いていた。誰の上でも平気で腰を振るような破廉恥な女だったのだ。裏切りだった。自分に対する侮辱だった。

　だから、殺した。

　いや、ほんの少しでも謝罪の気持ちや思い直すところがあれば、命を奪うまではしなかっただろう。だが、あの淫乱魔サキユバスは少しも反省する素振りも見せずに、こう言い放ったのだ。

　──あなた、下手くそだから。

　気づいたら殺していた。滅多刺しにして殺していた。

　平民ノーマンの従者に妻の死体を崖から捨てるように言い、事故ということにした。もちろん、平民ノーマンたちは妻を事故死させたという名目でその場で処刑したが。

「確か、それからだったなぁ。貴様が変態趣味に目覚めたのも」

　商人がまるでバラートの心を読んだかのように囁ささやく。

　そうだ。妻の不貞を知って、自分に男としての価値がないことを知って、他人の想おもい人を本人の目の前で凌りよう辱じよくして殺す趣味に目覚めた。その瞬間だけが、自分に自信を感じられる至福の刻ときだった。

「はっはっは！　惨めだなぁ。妻に相手にされず、人の女を奪うことで自分を保っていたか!?　だが、それで妻の愛は戻ってきたかぁ？　ん？　平民ノーマンの女如ごときで、本気で妻の代わりになると思っていたのか!?」

「やめてくれぇええええええええええええッ！」

　バラートは絶叫する。それは無意識に自覚していた事実。あえて目を逸そらしていた真実。そうだ。いくら平民ノーマンの女を奪ったとしても、妻は戻ってこない。妻の愛を得ることはない。永遠に空虚のままだ。

「だから貴様は娘に固執した。ローゼフィーの生き写しであるイゼッタを」

　そうだ。実の娘であるイゼッタこそは、自分だけを愛してくれる存在。敬けい虔けんで素直で、硬い絆で結ばれている。

「でも、残念だったなぁ。あの娘のよがりようは見ただろう？　まさに淫乱魔サキユバスだ。母親に似たのさ。淫乱魔サキユバスの血が流れている」

「ち、違う！」

　衝撃が落雷のように襲い来る。それだけは絶対に認めるわけにはいかない。愛する娘は、あの淫乱魔サキユバスとは違う。絶対に違うのだ！

「俺の言葉に反論するなぁあああっ！」

　再び太ももに激痛が走った。心が参っているせいか、痛みにも弱くなっている。気を強く持つことができない。

「お願いだ。もう、やめてくれ……。悪かった。謝る。だから、許して……。うう……」

　バラートは完全に心が折れてしまった。これ以上過酷な真実を突きつけないでほしい。

「そういえば、貴様。イゼッタのことを愛する娘と言っていたが、本気でそう思っているのか？」

　商人が不思議なことを言い出した。どういう意味なのか？

「おいおい、まさか本気で気づいていないのか？　これは滑稽だなぁ。ローゼフィーが不貞を働きはじめたのは、結婚してすぐのことだろう？　ん？　少しは空っぽの頭を使って考えろ。イゼッタの父親が貴様だと、どうして言えるんだ？」

　その衝撃を表す言葉はこの世に存在しないだろう。

　どうしてその可能性を考えなかったのか。バラートには自分でもわからなかった。ずっと自分の娘だと信じて育ててきた。だがもしも、その前提が間違っていたとしたら──。

「嘘うそだ。そんなこと、あり得ない……」

「この俺の意見に反対するなぁあああ！　俺が一度でも嘘を言ったことがあったか!?　よく見てみろ！　あの淫乱魔サキユバスを！　貴様に似ている部分があるか？　貴様の血が入っているか!?　気づけ、この大馬鹿者が！　貴様は他人の娘を愛まな娘むすめとして育てていたんだ！　妻の愛を失い、娘の愛も幻想だった！　それが真実だ!!」

「嘘だぁああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　絶望したバラートは、自らの意志で舌を噛かみ切った。





　　　　†　　†　　†






「おい、おまえたち。そいつを処刑しろ。好きに殺していいぞ。ただし、顔は傷つけるな」

　毅き然ぜんと言い放すヤマダの態度に、リックは生きた心地がしなかった。自信と尊厳にあふれ他人を見下していたあの三騎士が、このような醜態を見せるだなんて、想像すらしていなかった。

　神によって自ら命を絶つような行為は禁じられている。そのためか、命にかかわらなくとも、自分で自分の体を傷つけることに、多くの人間が抵抗を持っていた。

　舌を噛かみ切ったところで人は死なない。だが、それほどの絶望を覚えて、バラートは自分の舌を噛み切ったのだろう。

　それにしても解せないと思った。この男は、どこからバラートが妻を殺害した事実を突き止めたのか？　ヤマダの依頼で、その手の情報を集めるのにリックも奮闘したが、妻殺しの事実はなかったはずだ。

「ああ、なんとなく想像だ。物証はない。カマをかけてみたら、見事に引っかかっただけだ」

　リックが尋たずねると、なんでもないことのようにヤマダが答える。あれが、カマかけだと？　事情を知っているリックでさえ、そう言われなければ信じるほどの演技力だ。リックは背筋が凍る思いだった。

　ヤマダは解放団の怒りを一身に浴びているバラートにはもはや興味はないのか、気にする素振りも見せず、ベッドの上で虚うつろな目をして横たわるイゼッタの傍らに立った。

「どうして？　どうして……なの？」

　凍えたような声で、イゼッタが口を開く。そこにあるのは、儚はかない少女の姿だった。

「あなたのことが……好きだった……のに」

「数日前、全身を大おお火傷やけどした平民ノーマンの女性が道に捨てられていた。丸一日苦しんだ挙句、死んだそうだ」

「だから、なに？　平民ノーマンの女……でしょ？　あなただって、平民ノーマンに価値はないって言ってたでしょ？　私たちは特別なの。物語をつくる才能を持っている」

「そうだな。君に才能があるのは事実だと思う」

「だったら──」

「君は人を殺しすぎた。だから、今から君を殺す」

「嘘うそ、よ。私は自由に……なるの。私は、アイリス……よ」

　再び、イゼッタの目から涙があふれ出る。リックには意味がわからなかったが、ふたりだけに理解できる何かがあるのだろう。

「違うな。君はアイリスではない。魔女ゼタだ。気分次第で人を殺す、我わが侭ままな魔女。気づかなかったか？　ゼタも子供のころに母親を亡くし、父の溺愛を受けて育った。ゼタがどのような最期を迎えたかは知っているな？」

「い、いやよ。死にたくない。死にたくない……よう」

「君は生まれる世界を間違えた。さようなら、イゼッタ」

　そのように言うヤマダの瞳は、どこか人間的な感情を含んでいるように、リックには感じられた。




　翌日、城郭都市エイフリルに激震が走った。ギルバルドの留守を預かる三騎士バラートとその娘イゼッタの無惨な死体が、広場に飾りつけられていたのだ。

　決して覆ることのない平民ノーマンと神に選ばれし者セレクテツドの力関係。それが覆った瞬間だった。






第六章　結奈、戦場に立つ









　エヴァグリーンを出たころには青かった空が、今は星の瞬く夜空になっていた。松明たいまつの灯りだけでは周囲を十分に照らすことができず、心こころ許もとない。

　いつ奇襲されても対応できるように、結ゆい奈なは常に周囲を警戒していた。ＳＡＴの隊員として訓練を積んでいた結奈だったが、命のやり取りをする戦争は初めての経験だ。緊張しないはずがなかった。

「結奈さん。戦う前からそんなに気を張り詰めていては、いざというとき戦えませんよ」

　隣を歩くレフシが、呆あきれたみたいに言った。砂金のような髪と、陶磁のような肌が夜の闇の中でぼんやり輝いていて、幻想的な美しさを見せつける。

「でも、奇襲でもされたら……」

「その可能性はかなり低いです。夜戦は同士討ちのリスクがありますし、足元が見えない状態での戦いは、想定外の被害を被る危険があります」

　言われてみれば、確かにそうだ。暗視ゴーグルがあるわけでもないし、灯りが極端に少ないこの世界の夜は、ずっとずっと闇が深い。

「まぁ確かに、勝率の高い戦いで、そんなリスクを負う必要は──あ、ごめんなさい！」

　結ゆい奈な自らの失言に気づき、慌てて謝った。周囲には数百人近い美人族エフルが隊列を組んで歩いていたが、近くの者がちらっと結奈を見ただけで、誰も怒ったりはしなかった。

　いま結奈たちは、エヴァグリーンからフォリオ砦とりでへと移動している最中だった。全員が徒歩で、ラダーに乗る者はいない。

　ラダーはただでさえ貴重品なのに、美人族エフルはギルバルド軍相手に何度も敗退したため、大半を失ってしまっていた。そのため、姫であるレフシすらも乗ったりはせず、重要度の高い哨しよう戒かいや連絡のために使用している。

「いえ、お気になさらず。事実から目を背けては、それこそ勝機を失ってしまいます。それに敵からすれば、結奈さんは想定外の戦力。勝機がないわけでもありません」

　レフシのフォローに、周囲の兵士たちが小さく頷うなずいて賛同する。自分にどれだけのことができるか結奈は不安だったが、期待されて嫌な気はしない。

　それにジョーカーも言っていた。エヴァグリーンを占領すれば、彼らにとっての「お楽しみタイム」が待っている。しかも勝利が確定している戦い。そんな戦いで死ぬのは、誰もが馬鹿らしいと思っている。

　つまりギルバルド軍のほとんどは覚悟なき戦士。気が緩んでいる相手だからこそ、隙は生まれるはずだ。

　そうこうするうちに、目の前に真っ暗な壁が現れた。石造りの巨大な壁。フォリオ砦だ。

　小高い丘の上にそびえ立っており、防衛するにはやや隙が多いように思える。もっと立地の良い場所に建てることはできなかったのだろうか。

「拠点スピナは神脈が通るところに建てられます。こればかりはどうしようもないのです」

　結奈が疑問を口にすると、レフシがそのように答えてくれた。神脈がなれば、神武の神気は回復しない。攻められやすい場所だとしても、そこに砦を築くしかないのだ。

　フォリオ砦は真上から見ると、十字型になっていて、四方に見張り台と防衛を兼ねた塔がある。中央には本城があり、小さなホテル程度の大きさがあった。

　食事を取って大部屋で休息を取る。幹部メンバーは作戦会議中なので、普通の神に選ばれし者セレクテツドはあまりやることがない。見張りなどは平民ノーマンの役目だ。

　戦争前だというのに、どこかゆったりした空気が流れていた。みな、装備のチェックをしながら、思い思いの会話をしている。

　結奈はなんとなく懐かしい気持ちになった。特殊部隊ＳＡＴの訓練をしていたときも、死ぬかと思うくらい厳しくて苦しかったけど、談笑するような場面もあったし、夜になれば趣味の話などに花を咲かせたものだ。

「結奈殿、ちょっといいか」

　ライラが結奈を呼びにやってきた。結奈は頷くと、ライラの後に続いて大部屋を後にする。

「結奈殿の実力は知っているが、戦争の経験はないと聞く。事前に説明しておいたほうが良いだろうと、レフシ様がおっしゃってな」

　案内された場所は、本城の三階で中央にテーブルが置かれた小部屋だった。おそらくは作戦司令室。そこにレフシの姿があった。

「作戦が決まったので、結ゆい奈なさんの役割を伝えますね。その前に鎧よろいが合うか着けてみましょうか？」

　レフシに言われ、結奈は初めて、鎧を着けて戦うんだ、という事実に気づいた。ここへ向かうときは誰も鎧を着ていなかったので、そんなものだと思い込んでいたのだ。

　けれども持ってこられた若草色の鎧は、どちらかと言えば、プロテクターに近く、お腹なかの部分はガラ空きだった。

「結奈さんは意外に胸が大きいのですね。きつくないですか？」

　ブラジャーのような形の胸当ては、上の部分が空いていて、豊満な結奈の胸を押し上げていた。なんかこれ、鎧というよりは鉄でできた水着じゃないの、と思ってしまう。

「大丈夫です。でもあまりこれ、防御に適していないような……。ガードしている部分がこんなに少なくて大丈夫なんですか？」

「鎧で神に選ばれし者セレクテツドの攻撃を防ぐことは無理ですよ。攻撃は基本、神武で防ぐか、避よけるかしかありません。石などで怪け我がをしないため、靴は重要ですが、ほかは敵味方を識別するための飾りだと思ってください」

　さすがに飾りはないんじゃない？　とは思ったものの、概おおむね理解はできた。神に選ばれし者セレクテツドの戦いでは、機動力が大事なのだ。日本軍のゼロ戦みたいなものだ。

　だから鎧も軽いし、体の動きを邪魔しない造りになっている。ならば最初から鎧を着ない選択肢もあるはずだが、そこはユニフォームなのだろう。いつもと違う服装、仲間と共通の格好がもたらす効果は、結奈がいた世界でも同じだ。

「では、結奈さんの役割について説明しますね」

　レフシがテーブルの上の地図に駒を配置しながら、今回の戦いの説明をする。

「敵軍の配置は、結奈さんが示した通りでした。北側のラキシア軍の動きに関しては、完全に漏れていたため、助かりました」

「よくわからないですけど、ここに軍を配置する必要はあるんですか？」

　結奈は質問を投げる。ジョーカーに見せてもらったときは気づかなかったが、よくよく考えれば、山岳地で戦いには向かないし、距離も遠い。意味がない気がした。

「……理由はふたつあります。ひとつは私たちを逃さないため。フォリオ砦とりでの戦いは陽動で、その隙に本体が逃げるのを恐れたのでしょう。もうひとつは北にある国ラスフェルバローから漁夫の利スチールされないための牽けん制せい。かの国もエヴァグリーンを狙っているのは公然の事実です」

「ギルバルド。恐ろしい男ですね……」

　レフシの科白せりふに、ライラは顔を歪ゆがませる。明らかに知略の上でも、ギルバルドは美人族エフルの先をいっていた。絶望的で重々しい空気が流れる。

「このラキシアの軍が襲ってくる可能性はありますか？」

　結ゆい奈なはあえてその質問をした。空気が重かろうか絶望が深かろうが、作戦行動に必要な疑問を胸の奥に秘める必要はない。命がかかっている戦いだからこそ、事実は正確に把握する必要があった。

「現状、その可能性は低いと思います。北側は山岳地で戦いには向いていません。またラスフェルバロー側がラキシアの存在に気づいていた場合、挟撃のリスクがあります。フォリオ砦とりでを落とすルートのほうが確実で早い。ですが、そのあとは……」

　言葉の先を待つ必要はなかった。ザッハベルトの部隊がフォリオ砦を落とせば、交代でギルバルド本陣がエヴァグリーンに雪崩れ込む。それに呼応して、ラキシアの部隊も進軍してくるだろう。

「了解。それじゃ、私の役割を」

　結奈は続きを促す。このフォリオ砦の戦いで負ければ詰むことは理解できた。ならば、後は如い何かに勝つかを考えるだけだ。

　レフシは頷うなずくと説明を続けた。結奈はライラたちのパーティに入り、フォリオ砦とザッハベルトの軍隊がいるナズル砦のほぼ中央の平原地帯で、ザッハベルト軍と対することになる。

「どうして砦から離れて戦うのですか？」

　神気の絶対量が戦局にかかわるのであれば、回復できる砦に近いほうが有利なはず。また、元の世界の常識では、確か籠城する側が三倍有利とか、そんな感じだったはずだ。平地で戦えば、数に劣る美人族エフルに勝機はない気がした。

「え？　どういう意味です？」

　しかし、レフシは戸惑ったように質問を返してきた。結奈は自分の考えを説明する。

「籠城は、この世界では有利ではありません。勝利者ヴイクター級以上の神に選ばれし者セレクテツドであれば、神格奥義アルテイナの一撃で建造物を破壊することが可能です。瓦が礫れきの下敷きになって死ぬリスクがあります。同時に、その高い身体能力によって壁も普通に乗り越えてきますから、相手が砦に近づく前に、神気を消耗させて後退させたり、討ち取ることが重要となるのです」

　ジョーカーの言ったとおりだと思った。文化が違えば、戦い方もまた異なる。あくまで城壁は、平民ノーマンや下級の魔物の対策であって、戦闘の主たる神に選ばれし者セレクテツドには効果がない。如何に神に選ばれし者セレクテツド同士の戦いで勝利するかが重要なのだ。

　戦いは主に、日差しの弱い朝夕の二回行われる。戦場の広さに合わせて、第一波、第二派と小分けにして、波状攻撃を仕掛けてくるのが一般的らしい。

　そしてついに、結奈は初陣のときを迎えた──。




　そっと胸に手をやると、鎧よろいの硬い感触が安心感を与えてくれた。神に選ばれし者セレクテツドの攻撃を防ぐには役に立たない防具も、恐怖から心を守るのには役立つみたいだ。

　結奈は大きく深呼吸をした。緊張から息を止めていては十分な力を発揮することができない。呼吸は大事だ。

　小高い丘の上に陣取る視界からは、敵兵の姿が見える。なだらかな丘がいくつも並んでいるため、丘の陰に隠れると敵の姿は見えなくなるが、次に見えたときは姿が大きくなっていて、徐々に近づいてきている事実を突きつけてくる。

　ついでに数もどんどん増えてきて、本当にあの数と戦うのかと不安になってきた。

　敵もこちらの存在には気づいているはずだけど、姿が丸見えになるのは落ち着かなくて、ちょっとだけしゃがもうとする。背中に背負っていた剣が地面にぶつかり、つんのめりそうになった。

「どうされました？」

　ライラが訝いぶかしげに尋たずねてくる。ちょっと気恥ずかしい。

「大剣ってちょっと邪魔ですよね」

「ええ。身を隠すのには不向きですし、森の中も走りにくいですし、無駄に重いですし、扱いづらい武器です。結ゆい奈な殿はどうして、その神武を選ばれたのですか？」

「ですよね～」

「そろそろ、第一波がはじまります。麒き麟りん隊は不在のようです」

　緊張した面持ちで、ラダーに乗って先行していた味方の美人族エフルが告げてきた。麒麟とはこの世界にいる軍馬のようなもので、神に選ばれし者セレクテツドの動きにも対応できる幻獣だ。その絶対数は少なく、幹部のパーティしか乗ることは許されていない。つまり、この戦場にザッハベルトはいないのだ。

　敵軍には多くの従軍兵がいた。縦列陣形を作って、その背後に神に選ばれし者セレクテツドのパーティたちが広がっている。命を賭して無駄玉を打たせるのが従軍兵の役目だ。彼らが武勲を上げたとしても、誰も評価はしない。彼らは死にたくないから戦争に参加して、死ぬ運命を強制されている。その矛盾に、胸が締めつけられそうになった。

　できれば助けてやりたい。だけど戦争である以上、それもできなかった。

「弓矢隊構え！」

　レフシの号令が飛ぶ。平民ノーマンの部隊に対抗するにはこちらも平民ノーマンの部隊をぶつけるしかない。だが、ギルバルド軍とは違い、美人族エフルの平民ノーマンは家族だ。弓による一斉射撃を三回行ったら砦とりでへ撤退する。

「結奈殿、我々の目的は後方の神に選ばれし者セレクテツドを倒すことだ。特に長距離広範囲の魔法を使ってくる相手は、最優先で倒す必要があります」

　ライラの指示に、結奈は頷うなずき返した。痺しびれるような緊張感が襲ってくる。だがそれは、特殊部隊の隊員でもあった結奈にとっては、懐かしい感覚でもあった。

「氷上の女神リクシアよ！　凍いてつく氷の雨を降らせたまえ、アイシクルレイン！」

　レフシの範囲魔法が平民ノーマンの部隊を襲った。彼らは弓用の盾を準備していたが、魔法を防ぐことはできず、そのほとんどが破壊されてしまう。

「いまだ！　撃て！」

　参謀の命令が飛び、無数の矢が天空を覆った。盾を失った平民ノーマンの部隊に無情にも降り注ぎ、尊大な被害をもたらす。

　合わせて三回、同じように平民ノーマンの部隊に被害を与えてから、弓矢隊は撤退していく。

「美人族エフルに勝利と栄光を！　全軍、突撃！」

　号令と共に鬨ときの声をあげる。結ゆい奈なも腹から声を出して背中の大剣カラドを抜くとともに、神気を解放させた。先陣を切って走り出す。

　大地を滑るように駆け抜けていく。敵の平民ノーマン部隊が慌てて矢を射ってくるが、あまりにも遅くて当たる気がしない。神に選ばれし者セレクテツドにとってそれは、まるでバドミントンの羽根を避よけるようなものだった。平民ノーマンの部隊を避けて、神に選ばれし者セレクテツドのパーティと交戦する。

「なんだ、このおっぱい姉ちゃんは!?　美人族エフルではないな？」

　先頭の兵士が叫び、手にした槍やりを横なぎに振るってきた。刃やいばではなく面の部分での攻撃。

　ギルバルド軍の真の目的は美人族エフルの捕獲だ。殺してしまっては意味がない。そういった戦い方をすることは想定していたが、美人族エフルでない結奈に対しても、咄とつ嗟さに切り替えることができなかったらしい。

「はぁああああああ！」

　結奈は下から上へと大剣を振り上げ、槍を跳ね上げた。そのままの勢いで、体を回転させると、ガラ空きとなった敵の胴体に大剣を叩たたき込む。吹き飛ばされた敵は、後ろの兵士も巻き込んで転がっていった。

「な、なんだ!?　こいつ！」

　残った兵士が槍で襲いかかってくる。余裕がなくなったのか、今度は穂先で突いてきた。結奈は大剣を振るって、穂先を地面に叩きつけると、その勢いのままジャンプした。そして兵士の顔に飛び蹴りを食らわせる。兵士は顔がねじれるほど回転しながら、地面の上に叩きつけられた。

「す、すごい！」

　別の兵士と戦っていたライラが、驚きの声をあげる。森の双豚ブリツカとの戦いで、結奈の実力を知っていたライラだったが、神気を解放した結奈の強さは、以前の数倍にも跳ね上がっていた。

「下がって！」

　ライラと敵兵士の実力が拮きつ抗こうしていると見るや、結奈は加勢に入った。ライラが下がると同時に、自分に向かって剣を振るってきた兵士に対し、足を踏ん張って急ブレーキをかける。

　敵の攻撃は結奈の目の前を通り過ぎていったが、結奈の振り下ろした剣は、敵の肩口を強打した。通常の剣と大剣カラドとのリーチの差がなせる技だ。

「別のパーティが来ます！」

　味方の声で新たな敵の接近に気づく。左手から迫ってきたパーティは前衛のふたりが左右に割れて、結奈を挟撃するかたちで襲いかかってきた。

　同時に二方向からの攻撃をいなすのは至難の業だ。大きく後方へジャンプして逃れる。

「結ゆい奈なさん、危ない！　夕夜！」

　刹那、本能が危険を察した。夕夜とは左斜め後方を指す言葉だ。結奈は振り向きざまに大剣で防御した。一瞬視界に映ったのは、三日月状の氷の刃やいば。次に凄すさまじい衝撃が、大剣を握る手を通じて伝わってきた。どうやら怪け我がは免れたらしい。

「いったい、どこから？」

　攻撃が来た方向を見た結奈は愕がく然ぜんとする。先ほどの攻撃は結奈を狙ったものではなく、隣で行われている戦闘の流れ弾みたいなものだったのだ。

「結奈殿！　もっと周囲に気を配ってください！　味方の攻撃に当たるようなヘマだけはしないように！」

「ですよね～」

　結奈は気を引き締めながら、再び襲ってきた目の前の兵士たちと剣を交えた。一太刀ごとに、体が戦いに馴な染じんでいく。

　結奈は初陣にもかかわらず快進撃を続けていた。一騎当千の活躍で敵を掻かき乱していく。機動力の高い神に選ばれし者セレクテツド同士の戦争では、包囲されることよりも一対一ワンブイワンの戦いのほうが多い。一対一ワンブイワンでは、結奈は負け知らずだった。

　もちろん敵に囲まれたり、不利な状況になったときもあったが、ライラたちの援護もあり、切り抜けることができた。

「結奈殿、そろそろ撤退しましょう」

　不意にライラが進言してきた。戦局は結奈の活躍もあり、美人族エフルがやや押している状況。ここで結奈が引けば、戦線が後退する危険がある。

「ここで撤退なんですか？」

「そろそろ敵の第二波が来ます。味方とスイッチしないと。神気も半分程になっていますし、もう一時間以上ぶっ通しで戦っているのですよ。まだ無理をする状況ではありません」

　そんなに戦っていたのかと、結奈は自分のことながら驚いてしまった。ボクシングの試合でも三分戦ったらヘロヘロになるのに、神気の加護があるとしても、確かに戦いすぎかもしれない。

　周囲を見渡すと、ところどこで戦闘が終息しはじめている。互いにここらへんが引き際のようだ。
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　刻ときを同じくして、ザッハベルト軍後方の砦とりでの地ち下か牢ろうで、平民ノーマンの村人を殺害して楽しんでいたギルバルドのもとに急報が入る。それは、バラートとその娘イゼッタの無惨な遺体が、広場にさらされているとの情報だった。

「バラートが死んだだと!?　平民ノーマンに後れをとったと言うのか！」

　ギルバルドは最初自分の耳を疑った。バラートは帝王インペラートウル級の神に選ばれし者セレクテツドだ。戦って敗れるとは到底思えなかった。

「平民ノーマンかどうかはわかりません。ただ、十数名近い兵士も行方知れずとなっております。もしかしたら、彼らが……」

「裏切りか？　そんなことはどうでもいい！　もしも、このことが父王の耳に入りでもしたら、私は終わりだぞ！　わかっているのか！」

　憤慨したギルバルドは、裸で吊つるされている少女の腹を叩たたき切った。甲高い悲鳴とともに、少女の腹がぱっくりと割れて、中から臓物がどばどばっとこぼれ落ちてくる。

「い、いかがしましょう？　ギルバルド様」

「いかがしましょう、だと？　貴様はふざけているのか？　私自らエイフリルに戻る以外の道があるとでも思っているのか？」

　ギルバルドはビゼンオサフネの切っ先を、伝令の兵士の喉元に突きつけて言った。

「ひ、ひいいい！　と、とんでもありません！　ラキシア様かザッハベルト様の部隊にお任せする方法もあるかと！」

「なるほど」

　ギルバルドは刀の切っ先を下げた。伝令の兵士はほっと息を吐く。

「そんな速度で間に合うか！　愚ぐ図ずが！」

　次の瞬間、ビゼンオサフネが煌きらめき、兵士の体を真っ二つに両断した。何が起こったのか、おそらく知ることはなく、兵士は左右に割れて絶命した。

「ラダーと麒き麟りんをあるだけ準備しろ！　いますぐだ！」




　ギルバルドはハイランド王国の第一王子として生まれたが、母は第八王女であり、低い身分の出だった。当然、良くは思っていないほかの王女たちや侍女たちに辛辣な嫌がらせを受けてきたが、第一王子の母であるという立場が、彼女の支えとなっていた。

　また、武人で子供嫌いだったはずのハイランド国王も、初めての我が子の誕生に、まるで子供のようにはしゃいで喜んだらしく、王の保護もあり、表だって嫌がらせを受けることはなかった。

　しかし、その立場はすぐに覆ることとなる。ギルバルドが生まれてから、まるで子作りのコツでも掴つかんだかのように、種なしとまで裏で囁ささやかれていた国王に、次々と子供ができてしまったのだ。

　そうなれば国王の子供に対する愛情も分散してしまう。いや、違った。明らかにギルバルドに対してだけ、国王の気持ちは冷めていった。

　国王にとってギルバルドの母は政略結婚の対象でしかなく、内心ではつまらない田舎娘と見下していたのだ。また正妻やその取り巻きの王妃たちが母の悪口を国王に吹き込んだこともあり、国王は急速に母を疎ましく思うようになった。

　第一王子の母親だという誇らしげな態度も、周囲の評判を落としてしまっていた。彼女にとってそれは、味方が誰もいない囚とらわれの城での唯一の心の支えであり、生き延びるための手段だったが、まわりはそうは思わなかった。

　身の程を弁わきまえない愚か者。勘違いも甚はなはだしい。調子に乗っている田舎の姫には、それ相応の報いを与えなければ。そんなふうに負の感情を増幅させてしまっていた。

　徐々に母に対するイジメは酷ひどくなっていき、部屋を荒らされたり、些さ細さいなことで罰と称しては、水を浴びせられることもあった。王妃に対する扱いではない。

　それどころか、騙だまして幹部たちの部屋に連れていき、不貞を強要されたこともあった。その事実を知ったギルバルドは、その下卑た宴うたげに参加した幹部と姦かん計けいを図った王妃を殺害した。

　ギルバルドもまた、この城には居場所のない人間だった。物心ついたころにはすでに父親の愛情はなく、母親に対する辛辣なイジメを目の当たりにして育った。当然、ギルバルドもほかの異母兄弟たちに虐いじめられていた。

　似た境遇で血のつながった二人だけの存在。その絆は鋼をより合わせた紐ひもより強く、神脈のように互いを勇気づけ、生きる力を与えてくれていた。

　ギルバルドにとって母はすべてであり、母にとってもまた、ギルバルドはすべてだった。

　幹部と王妃を殺害したギルバルドには当然、罰が与えられたが、用意周到なギルバルドは、母を陥れてレイプさせた事実を突きつけ、死罪を免れることとなった。

　代わりに命じられたのが、難攻不落と呼ばれたガラパゴス要塞の攻略だ。戦死者数は数万に上り、向こう数十年は攻略不可とさえ言われた冥獄への入り口。事実上の死刑宣告だった。

　しかしギルバルドの執念は、確定された未来をも変えて、窮地をチャンスへと変えた。戦闘では役に立たないと言われた平民ノーマンの部隊を編成し、敵の神気を無駄遣いさせたあと、麒き麟りん隊による電撃戦で敵の主戦力たる神に選ばれし者セレクテツドを討ち取ったのだ。

　ハイランド王国軍の主力が十年近くかけても削ることさえできなかった難攻不落の要塞を、ギルバルドはわずか一年で攻略してみせた。

　ハイランドの英雄とまでなったギルバルドを、国王ですら邪険にすることはできなかった。だが存在が大きくなればなるほど、権力者の心には相反するふたつの感情が生まれ出る。

　すなわち、味方とするか敵とするかだ。

　国王の心に芽生えたのは後者だった。母親に対するイジメを見逃していたことも、ガラパゴス要塞へ送り込んだ意図も、賢さかしいあの者ならば理解しているだろう。なら、いずれは我が身を脅かし、国さえも乗っ取る脅威となるやもしれん。国王はそのように考えたのだ。

　しかし、事実は違った。

　ギルバルドは確かに頭の切れる男ではあったが、その心の奥底にはぽっかりと穴が空いていたのだ。そう、父親の愛情という部分が──。

　幼い頃から一度も父親の愛情を受けた記憶のないギルバルドにとって、父である国王は裏切る存在ではなく、認めてもらいたい憧れの対象でしかなかった。

　純粋に父親の愛情を欲し、試練を自らの力で乗り越えることで、きっとそれが手に入ると疑うことなく信じていた。母と父と自分の三人で、穏やかな時間の中で笑い合えることを夢見て──。

　次にギルバルドが命じられたのは、第三階層の魔王の討伐。ギルバルドは二年もの間、毎日のように兵士を連れてはダンジョンの攻略に励み、ついに魔王を討ち取ることに成功した。

　その功績は神にも認められ、最高の神武、ビゼンオサフネを授けられたのだ。その後も二度の戦争に参加するも、雷帝の化身となったギルバルドを止められる者などおらず、名誉の凱がい旋せんを決めた。

　そんなギルバルドが次に命じられたのは、遠方の地エヴァグリーンの占領と美人族エフルの捕獲。この任務を完璧にこなすことで、今度こそ国王は自分を認めてくれるだろう。その希望を胸に、ギルバルドは自信満々に拝命するのだった。

　だが、もしも一度でも失敗したら──。




「全軍、我に続け！　急ぎエイフリルへ戻り、不穏分子を洗い出すぞ！」

　麒き麟りんに跨またがったギルバルドは、声を張りあげて帰路を急いだ。想定外の出来事に舌打ちをしながらも、まだ彼は、なんとかなると思っていた。

　ギルバルドは知らない。自らの傲慢な行いがどんな結果をもたらすのかを。母に不貞を働いた俗物を殺しておきながら、自分がその対象になるとは夢にも思っていなかった。

　人々の怨えん嗟さの念は、ひとりの鬼を目覚めさせた。何者にも殺せない者を殺す力を持った正義の殺人鬼を。

　ギルバルドはまだ、その存在を知らなかった。





　　　　†　　†　　†






　戦闘二日目。戦いは熾し烈れつを極めていた。

　結ゆい奈なの二倍は背丈のある大男が、それこそ結奈の身長ほどもある斧おのを振り下ろしてきた。爆風が唸うなり、攻撃を避よけた結奈の皮膚を揺らす。

「はぁああああああ！」

　攻撃を躱かわされ体勢を崩した大男へ、大剣を叩たたき込もうとする結奈。だが、その視界の下方に何か動く物が見えた。咄とつ嗟さに大剣カラドを盾のように構え、足元を狙った長剣の攻撃を凌しのぐ。

　こちらは斧使いと違い、子供のように背の低い兵士だった。小柄な結奈よりもさらに背が低く、四足歩行の獣のように、低い位置から攻撃を仕掛けてくる。

「このっ！」

　結ゆい奈なが剣を振ると素早く後ろに後退して避よけ、代わりに大男の斧おのが襲ってきた。なんとかギリギリ防御が間に合うが、まるで車がぶつかってきたような凄すさまじい衝撃が襲い来る。

　地面に足をめり込ませながら耐える結奈に対し、二撃三撃と重い攻撃を浴びせてくる。たまらず結奈はあえて踏ん張ることをやめ、わざと吹き飛ばされて距離をとった。

　そこへ、まるで想定していたかのように、背の低い兵士が滑り込んでくる。

「結奈殿！」

　ふたりの間に割り込むようにして、ライラが背の低い兵士に襲いかかる。風を切り裂く連撃を敵の兵士はなんなく避けると、一瞬の隙をついてライラの太ももを斬りつけた。そして怯ひるんだライラの顔に、頭突きを食らわせる。まともに攻撃を受けたライラは、ひっくり返るようにして吹き飛ばされた。

　その隙に結奈は体勢を立て直すことができたが、びりびりとした殺気が左の頬に突き刺さっている。いや、それは錯覚ではなかった。落雷のような細い電気の線が自分の頬に当てられていた。直感で危険を察する。

「貫け、雷光！　ライトニングアロー！」

　後方の魔法使いが叫ぶと、電気の線をたどるようにして極大の電気の塊が飛来してくるのはほぼ同時だった。瞬まばたきすらも致命傷になるほどの速度。けれども結奈は魔法の詠唱前に顔を横に逸そらしており、なんとか被弾を免れた。

「掻かき毟むしれ！　風の刃やいば！　スラッシュクロー！」

　味方の美人族エフルも魔法使いの硬直に合わせて、魔法の詠唱を行った。鋭い風の爪が四枚、空気を切り裂くように襲いかかる。しかし、別の兵士が神武でこれを迎撃して後衛を守った。

　目まぐるしく攻守が入れ替わるなか、結奈は再び襲ってきた大男の懐に飛び込むと、斬撃の嵐を浴びせる。今度は大男が防戦一方になった。たまらず大男は、結奈の攻撃に合わせるようにして、斧を叩たたきつけてきた。衝撃で互いに間合いが離れる。

「大斧バルカスよ！　大地の怒りを放て！　グレーデッドインパクト！」

　まだ距離があるにもかかわらず、大男が神格奥義アルテイナを放ってきた。飛び道具かと警戒して大剣を盾のように構えた結奈の眼前で、大男が斧を大地に叩きつける。

　刹那、大地が割れた。無数の岩石が爆風とともに結奈の大剣を殴打し、土煙があたりを覆う。完全に視界を防がれてしまった。目くらましだ。

「結奈さん!?」

　心配した美人族エフルの兵士が声をかける。しかし、迂う闊かつに返事はできない。声を出せば敵に自分の居場所を知らせてしまう。神経を研ぎ澄ます。魔法攻撃の気配がないのは、おそらく近くに敵がいて同士討ちを警戒しているからだ。一瞬の判断ミスが生死を分ける。

　心音がやけにうるさい。緊張から汗が頬を伝った。徐々に土煙は晴れていき、視界が開けていく。

　不意に、土煙が不自然な動きをした。何者かが動いたのだ。敵か味方か？

　結ゆい奈なは咄とつ嗟さに大剣の面の部分を横にすると、うちわを扇あおぐような要領で、剣を大きく振った。途端に土煙が晴れ、今まさに膝下の位置から襲いかかろうとしている背の低い兵士の姿が見えた。

「そこぉおおおっ！」

　結奈は踏ん張っている左足を軸にして、踵かかとでの回し蹴りを放った。咄嗟のことで反応できなかった背の低い兵士の顔に命中し、後方へ吹き飛ばす。二回ほど回転した後で立ち上がった背の低い兵士に対し、今度は鼻血で顔を汚したライラが襲いかかった。

　背の低い兵士は一撃目を剣で防ぎ、二撃目を躱かわして、後方へと距離をとる。

「逃がすか！　執念の化身たる蛇剣ナダルよ！　我が身に宿り敵を食らわん！　ジャバラシーナ！」

　刹那、ライラの剣が蛇のようにうねり、相手の剣を柔軟に避よけるような軌道で、兵士の心臓に突き刺さった。兵士が甲高い悲鳴を上げる。

「結奈さん、上！」

　美人族エフルの兵士の悲鳴に似た声とともに、結奈は頭上から何か巨大な物が襲い来るのを感じた。

　咄嗟に、頭上を見上げる。どこにも姿が見えなかった大男がそこにはいた。奴やつは神格奥義アルテイナを撃ち放つと同時に、空高く舞い上がっていたのだ。完全に虚を衝つかれた結奈に頭上から斧おのを振り下ろしてくる。

「殺とった！」

　大男が歓喜の声を発する。本能が理解した。今から剣を振るっていたのでは間に合わない。躱すにしては、重心の位置が中途半端だ。ならば──。

　結奈は最小限の動きで大剣を持ち上げた。こちらを押し潰してくるかのような剣圧を纏まとう斧の刃の中心に、正確に大剣カラドの柄つか頭がしらの部分を合わせる。

「馬鹿なっ!?」

　大男が驚きよう愕がくの悲鳴をあげた。当然だ。剣の柄頭は、わずか数センチ程度の円。わずかにズレただけでも体は真っ二つだし、仮に受け止めたとしても、力のベクトルがズレれば、斧の一撃を受け止めることはできない。

　しかし、結奈はそれを一瞬で、完璧に為なし得てみせた。

　着地した大男はすぐさま追撃すべく斧を振り上げるが、それよりも結奈の攻撃のほうがわずかに疾はやい。男の胴体を猛烈な勢いで強打した。

　結奈の大剣カラドは、刃やいばがないため命を奪うまではいかなかったが、痛烈な一撃をもらった大男は地面に押しつけられるようにして吹き飛ばされ、意識を失った。すぐさま美人族エフルの兵士が飛びついて、その喉元に剣を突き刺す。

　結奈は思わず目を背けてしまった。自分が直接殺したわけではないが、殺しに加わったことは事実。ジョーカーの言った「警察は殺人の手伝いをしている」という事実を、いつの間にか理解している自分がいた。だからこそ、戦争にも違和感なく参加できているのだろう。

「ひっ！　に、逃げろ！」

　残ったふたりの兵士が逃げ出す。戦場のまっただ中なので深追いは危険だ。すぐに別のパーティと交戦することになるだろう。

　昨日に比べて、今日の戦闘は明らかに激しかった。

　戦況の全体像を見ることのできない結ゆい奈なだったが、ライラから説明を受けて、なんとなく状況は理解できていた。

　今日はどうやら「本命」とぶつかっているらしい。神に選ばれし者セレクテツドの戦いは、数よりもパーティ全体の能力に依よるところが大きい。つまり、パーティの戦力を均等にするよりは、集中させたほうが効率が良いのだ。

　逆に言えば、本命のパーティを潰せば、それだけ味方全体が有利になる。しかし、結奈のパーティも美人族エフル軍の本命であるため、負ければ一気に形成が不利になるリスクも負う。無理はできない。

「結奈殿、我々も撤退いたしましょう」

　結奈は、右手を開いたり閉じたりして確かめた。指に力が入らない。体力自体はまだ余裕があるが、重い攻撃を受けすぎたため、握力が限界だった。

「じゃあ──」

　戻りましょうか？

　しかし、その言葉を最後まで言うことはできなかった。

「結奈殿！」

　ライラの鋭い声が耳じ朶だを打つ。とん、とライラが飛び込むようにして、結奈を押しのけた。彼女の焦った表情がスローモーションのように、結奈の瞳に映った。

　ライラの体がボコボコと盛り上がっていく。次の瞬間、花火のように爆はぜた。泥のような血が結奈の頬を穢けがす。

「ライラ様！」

　美人族エフルの兵士が、肉塊となったライラの遺体に駆け寄った。どこか現実感が湧かない。今まで一緒に戦っていた仲間がこうも簡単に死んでしまうものなのか？

　死？　そう死だ。

　ならば、ライラを殺した敵がいるはず。

　結奈の中の生存本能が、精神の傷を無視して、戦うために全神経を集中させる。

　キッと睨にらみつける先には、馬のような生き物に乗った四人の兵士がいた。

　おそらく、話に聞いていた麒き麟りんだろう。先頭の麒麟の頭には兜かぶとのような装飾がつけられており、ほかの麒麟とは違った威厳を放っている。

　その麒麟に乗っているは、筋骨隆々としたガタイを持つ髭ひげ面の武人。ザッハベルトだ。

「油断してるから当たると思ったのだが、誤って性玩具を一匹殺してしまったではないか。ギルバルド王子に怒られてしまうな」

　科白せりふとは裏腹に、ザッハベルトの声はどこか楽しそうだった。

「ザッハベルト！　あなたはッ！」

　咆ほう哮こう一いつ閃せん。結ゆい奈なは神気を解放し、一気にザッハベルトとの距離を詰める。だが、まるでその瞬間を狙っていたかのように、ザッハベルトも爆発するような速度で突進してきた。

「なッ!?」

　一瞬で距離がゼロになる。神に選ばれし者セレクテツドの超人的な動きにもついてこられる幻獣麒き麟りん。その突進力を侮っていた。眼前を覆い尽くすのは聳そびえ立たつように巨大な麒麟の体たい躯く。そして遥はるか遠くから、ザッハベルトの槍やりが振り下ろされてきた。

　咄とつ嗟さに体を捻ひねって麒麟の突進を避よけると、不安定な体勢のままザッハベルトの一撃を受ける。受け止めた大剣は勢いを消すことができず、巨大な鉄の塊となって、結奈の体を叩たたきつけてきた。

　肺はい腑ふを圧迫する衝撃に息が詰まり、次に激しい衝撃が背中を襲ってきた。後は何が何だかわからないまま、あちこちに弾はじけるような衝撃を受ける。

　意識が遠くなるような痛みが襲い来る。このまま気絶できたら、どんなに楽か。けれども、それはできない。今の自分の命は、ライラの命の代償があってのもの。悠長に寝ている暇はない。

　結奈は奥歯を噛かみしめると、大剣カラドを杖代わりにして必死に立ち上がる。そして愕がく然ぜんとなった。たった一撃で五十メートル近く吹き飛ばされていたのだ。

　遠くにザッハベルトの姿が見える。周囲では乱戦となっているが、目の前の敵と戦うのに精一杯で、誰も結奈に構う様子はない。

　どうする？

　結奈は必死に考える。今の一撃で理解した。実力は明らかに向こうのほうが上だ。そのうえ、麒麟に乗ってからの攻撃。威力もスピードも段違いだ。

　どうす──。

　しかし、それを考える間もなかった。ザッハベルトの姿が消えたと思った瞬間、目の前に麒麟の顔があった。

「な──ッ!?」

　結奈は絶句する。まるで縮地のような踏み込み。想像よりも遥かに疾はやい。

「俺の一撃を受けるとは、なかなかやるなっ！」

　興奮した声とともに、再びザッハベルトが槍を叩きつけてきた。今度はしっかりと足を踏ん張って、その一撃に耐える。そして反撃に転じようとした結奈は、我が目を疑った。いつの間にか、ザッハベルトの姿が消えていたのだ。

　どこ？　恐怖で肺腑が潰されそうになる。敵を見失うなど、裸で極寒の地を歩くようなものだ。

　刹那、視界の隅に何かが映った。猛烈な殺気を背後に感じとる。結奈は振り向く動作を捨てて、咄嗟に大剣で背中を守った。

　ガゴン！

　金属と金属とが激しくぶつかり合う音。第六感が感じとったとおり、背後からザッハベルトの凄すさまじい一撃が襲ってきた。振り向く動作をしていたら、そのまま叩たたき切られていただろう。

　蹈鞴たたらを踏みながらも、結ゆい奈なは背後を振り返る。だがしかし、今度もザッハベルトの姿が消えていた。

　いや、違う。

　今回は目で動きを追うことができた。

　ザッハベルトはずっと移動しながら攻撃してきていたのだ。

　一撃離脱。麒き麟りんの突進に合わせた重い一撃を擦れ違い様に与え、その隙に視界から遠のき、死角から再度の攻撃を仕掛けてくる。単純だが、攻撃を受ける側からすれば、手品で騙だまされたみたいな気持ちになる。

　向こうは一方的に攻撃ができて、こちらは防戦一方。明らかに不利な状況だ。

　それを為なせるのは、神気を解放した神に選ばれし者セレクテツドにも勝る麒麟の機動力。あれをどうにかしない限り、結奈に勝機はない。

「ほう、まぐれの類いではないようだな！　気に入ったぞ！」

　再びザッハベルトが攻撃を仕掛けてきた。何度も何度も、まるで濃厚な霧の中から襲い来るように、急に現れては襲ってくる。一瞬たりとも気を抜けなかった。瞬まばたきひとつで命の灯ともし火びを消され兼ねない。

（くっ、翻弄される！）

　結奈は焦っていた。もはや握力が限界に近い。このままではジリ貧だ。なんとかしなければ。

「戦場でぼーっとするな！」

「しまっ──！」

　一瞬、反応が遅れてしまった。バランスの崩れた体勢のまま、なんとかザッハベルトの突きを大剣の腹で受け止める。しかし、凄まじい衝撃に大剣カラドを手放してしまい、自らも大きく吹き飛ばされてしまった。

「結奈殿ッ!!」

　誰かの叫び声が聞こえた。神武を手放すと同時に、神気も消きえ失うせてしまった。まるでガソリンが切れたかのように、体に力が入らない。

「勝負あったみたいだな」

　麒麟に乗ったザッハベルトが、結奈と大剣の間に割り込むようにして立ちはだかる。神気を解放しても勝てない相手。生身でどうにかなるとは思っていない。悔しいが、彼の言うとおりだった。

「この俺とここまで戦えた兵士ソルダート級は貴様が初めてだ。どうだ？　俺の部下にならないか？」

　一瞬、意味がわからなかった。いったい、なんの話をしているのだろう？

「どういう意味？」

「頭の打ちどころが悪かったか？　部下になれという言葉に、ほかにどんな意味がある？」

「謹んでお断りするわ。あなたなんかの部下になるなんて、死んでも嫌よ！」

「何を怒っている？　負けず嫌いな奴やつだ。敵同士なんだ、殺そうとするのは当然だろ？」

　どうやらザッハベルトは、結ゆい奈なが断った理由を誤解しているようだった。

「あなたは自分が何をしたか覚えていないの？　コリムのお母さんたちを串刺しにして広場にさらした。子供たちを竜車引きの刑にして殺した！　絶対に許さない！」

「うん？　貴様はあの村の関係者か？　それで復ふく讐しゆうのためにエヴァグリーン軍に下ったというわけか？　下らんな。復讐は何も生まないぞ」

「あなたにだけは言われたくないわ！」

　前に自分がジョーカーに言った言葉と重なり、結奈は憤りを覚えた。ジョーカーの言うとおりだ。復讐は何も生まないと言う輩やからは人の心を持ち合わせてはいない。

「どうでもいいが、俺は気が短い。断るのなら、兵士の慰み者にしたあと、ゴブリンオークの巣に放り込んでやるぞ。あいつらの体液は女の脳みそをとろっとろにおかしくさせる。奴隷剣士から奴隷玩具にクラスチェンジだ。さあ、どうする？」

「あなた、頭は大丈夫？　何度も同じことを言わせないで。なんの罪もない子供たちを惨殺するようなクズの仲間になるつもりは、毛頭ないわ！」

「はっはっは！　ならば望み通り、死ぬまで肉棒で串刺しの刑だ！」

　もはや、結奈に勝ち目はない。だが、せめて一矢報いたい。神経を研ぎ澄ませ！

「──撃ち貫け！　コキュートスイレーザー！」

　刹那、視界を覆い尽くさんばかりの雪色の光線が眼前を貫いていった。

「ちぃ!!」

　光線はザッハベルトの体を包み込もうとしたが、一瞬速く、麒き麟りんが大地を蹴っていた。しかし、完全には躱かわしきれなかったようで、右の後ろ足が凍りついている。

「エースが来たわ！」

　誰かの声で、結奈は状況を察した。

　戦場を駆け抜けるように三人の美人族エフルが駆け寄ってくる。先陣を切るのは煌きらびやかな衣装を身に纏まとった美人族エフルの女王。先ほどの神格奥義アルテイナを放ったのは、おそらく彼女だろう。

　その左右にはレフシと近衛このえ副団長の姿があった。ザッハベルトを倒すために編成された美人族エフル軍のエースパーティーだ。

　美人族エフルには帝王インペラートウル級の神に選ばれし者セレクテツドは女王ひとりのみ。帝王インペラートウル級のザッハベルトを倒せる可能性があるのは、女王と勝利者ヴイクター級で固めた美人族エフルの精鋭部隊のみだ。混戦状態となり、ザッハベルトが孤立したいま、勝機を賭けて決戦を挑んできたのだ。

（あれ？　三騎だけ？）

　結奈は疑問に思った。パーティ編成は四人で一組のはず。ひとり足りない。

　結奈は咄とつ嗟さにザッハベルトのほうを振り返った。ザッハベルトも結奈の顔を見て何かに気づいたらしく、頭上を振り仰ぐ。しまった。敵に教えてしまった。

　巨大な氷の塊が、ザッハベルトの頭上から迫ってきていた。足を怪け我がした麒き麟りんでは避よけきれぬと判断したのだろう。ザッハベルトは飛び降りる際、麒麟の横腹を蹴って、距離を稼いで攻撃を躱かわした。

　直後、巨大な氷の塊が、麒麟を押し潰す。

　氷の塊は美人族エフル近衛このえ隊長の神格奥義アルテイナだ。大おお鎚づちの周囲を氷の塊で覆い、重量と破壊力を飛躍させた必殺の一撃。

「結ゆい奈なさん！　無事ですか？　後はわたくしたちに任せて後退を！」

　レフシの声。結奈は頷うなずくと、落とした大剣カラドの元へ駆け寄ろうとする。

「貴様は逃さん！」

　叫んだザッハベルトは、しかし、結奈を追うことはできなかった。麒麟を仕留めた美人族エフルの近衛隊長が追撃してきたのだ。

　大鎚の一撃を槍やりの柄つかで受け止める。神武は絶対に壊れることがない、という前提がなければ、決して受け止めることはできなかっただろう。

　近衛隊長はさらにザッハベルトに激しい追撃をかけてくる。

「アイシクルレイン」

　近衛隊長の動きに合わせて、レフシも魔法攻撃で援護してきた。ザッハベルトは魔法攻撃を躱したり槍で弾はじいたりしながら、近衛隊長の大鎚もなんなく対応している。凄すさまじい反応速度だ。

　麒麟を失ったザッハベルトの機動力は明らかに落ちていたが、彼自体の戦闘力が落ちたわけではない。むしろ地上に降りたからこそ、ザッハベルトの実力が理解できた。

　わずかな隙を突いて近衛隊長に蹴りを入れたザッハベルトは、神武の力を解放させる。

「幻げん槍そうゲイダークよ。その真なる力を解放せよ！　爆はぜろ、ブラッディニードル！」

　ザッハベルトの槍が真紅の光の筋となって伸びた。それは近衛隊長の右手を貫き、次の瞬間、爆発した。爆風で跳ね上げられた近衛隊長は気を失ったまま、地面の上に叩たたきつけられる。大鎚を握っていた右手は、無惨に消失していた。

「おい、貴様ら、いったい何をしている!?　己おのが役目を果たせ！」

　ザッハベルトが腹に響くような声で自軍を一喝する。リーダーの成せる業なのか、ザッハベルトの声を受けて、ギルバルド軍の動きが明らかに変わった。戦場を激しく駆け回り、エヴァグリーン軍の動きを牽けん制せいしはじめる。レフシも女王も目の前の敵だけで精一杯のようだった。

「さて、と」

　呟つぶやいたザッハベルトは槍を持ち上げ、意識のない近衛隊長の元へと移動した。止とどめを刺すつもりなのだ。

　結奈は大剣カラドを拾うと、再び神気を解放させて、ザッハベルトに斬りかかった。だが、その一撃はいとも簡単に受け止められてしまう。

「ああ、そうだった。利き手を失ったとしても、性奴隷としては十分に使えたなぁ。危うく殺すところだった」

「その口を閉じなさい！」

　再び振るった大剣の一撃をザッハベルトは槍やりで弾はじくと、今度は槍の猛攻を浴びせてきた。攻守の入れ替わり。結ゆい奈なは必死に反応して、それらすべてを受け止める。

「結奈さん！　兵士ソルダート級が帝王インペラートウル級に勝つことは不可能です！　逃げてください！」

　レフシが叫ぶ。彼女自身、結奈の救援に向かいたいようだが、敵軍が邪魔でこちらに魔法を放つこともできなかった。

「受けるだけか？　つまらぬぞ、女っ！」

　ザッハベルトがからかうように叫ぶ。確かにそのとおりだ。受けに回れば負ける。それに──、麒き麟りんに乗っていない相手なら、動きは読める。

　結奈は大きく息を吸うと、次の瞬間、大地を蹴った。渾こん身しんの踏み込みで、勢いの乗った一撃を繰り出す。油断していたのか、攻撃をかろうじて受け止めたザッハベルトは、大きくバランスを崩した。

「はぁあああああああああああああ!!」

　再び怒ど濤とうの追撃を撃ち放つ。撃ちつけるたびに反作用の法則で衝撃が体を伝わり、それが力へと変わっていく。

　激しい猛攻に、ザッハベルトは受け止めるだけで精一杯のようだった。

「このッ！」

　堪たまらず反撃してきたザッハベルトの槍を、外回りに躱かわすと、体を捻ひねる勢いのまま大剣を振り回す。

「くっ！」

　かろうじてその一撃を受け止めたザッハベルトだったが、大きく空いた脇に結奈の渾身の蹴りを受けて、吹き飛ばされてしまった。

　戦場の空気が一変する。

　誰もが一瞬、攻撃をやめて、そのあり得ない状況に驚いていた。

　兵士ソルダート級が帝王インペラートウル級に一撃を与える。

　それは奇跡に近い非現実だ。それがいま、目の前で起こっている。

　地面の上を転がったザッハベルトが、ゆっくりと立ち上がる。血管の浮き出た額の下、残忍な瞳が怒りに燃えていた。

「よくも！　この俺に恥をかかせてくれたなぁあああああああああっ!!」

　大地が揺れんばかりの咆ほう哮こうをあげて、ザッハベルトが神気を解放する。爆発するような勢いで地面を駆けると、結奈に槍の一撃を撃ち放つ。凄すさまじい速度。誰もが結奈が串刺しになるシーンを思い浮かべた。

　だが──。

「なっ！」

　ザッハベルトが驚きよう愕がくに目を見開く。結ゆい奈なはその一撃をなんなく受け止めていた。そして、今度は瞬まばたきできないほどの速度で、重い一撃を放ってくる。

　金属同士のぶつかり合う激しい音が響き渡る。本来は圧倒的に弱いはずの結奈は未いまだ健在で、格上のザッハベルトと互角の戦いを繰り広げていた。いや、違う。わずかに結奈のほうが押していた。

（いける──）

　結奈は確信を持つ。麒き麟りんからの攻撃は初めてのことで、目と体が慣れていなかったが、地上戦なら別だ。最初はついていけなかったザッハベルトの攻撃にも、目と体が慣れてきている。

「そこぉおおお！」

　ついにはザッハベルトの防御を崩すことができた。わずかな隙に渾こん身しんの一撃を叩たたき込む──そのはずだった。

「爆はぜろ、ブラッディニードル!!」

　ザッハベルトの体を守ることを放棄した槍やりの矛先は、しかし、結奈を捕らえたままだった。これを狙っていたのだ。

「結奈さん！」

　レフシの金切り声が聞こえた。結奈の小柄な体たい躯くが爆発に飲み込まれる。煙に包まれながら、ぼとりと地面の上に落ちた。もはや上半身は破裂して、跡形もなく消失していることだろう。

　ザッハベルトもそれを確信していた。ニヤリと口元を歪ゆがめて、勝利の余韻を味わっている。

　次の瞬間、その口元が、驚愕に引ひき攣つった。

　ゆっくりと結奈の体が起き上がる。鎧よろいはぼろぼろになって下着が見えているが、上半身は健在のままだ。ぎりぎり大剣カラドで防ぐことに成功していたのだ。

「諦めが悪いぞ、小娘！　己おのが立場を弁わきまえろ！　兵士ソルダート級が帝王インペラートウル級に勝てるはずがない！　神がそのように定めたのだ！　その行いは、神に対する冒ぼう涜とくだ！」

「諦められるわけ、ないじゃない！」

　結奈は必死に言葉を紡ぐ。肌がひりひりと焼けて痛い。本当はこのまま意識を失ってしまいたかった。だけど、それはできない。

　立ち上がるときに杖代わりにした大剣カラドを相手に向けて、結奈は宣言した。

「まだ、私は生きているわ！　心も剣も折れていないのに、諦めることはできない！　勝てるはずがない!?　それを決めるのは、あなたでも神様でもないわ！　この私よ！　コリムのお母さんの仇かたき、絶対に取らせてもらうわ！」

「この、小娘がぁああああああ！」

　ザッハベルトが止とどめを刺そうと突っ込んでくる。結奈も同時に突っ込んだ。もはや体は限界で腕の感覚もない。視界もぼやけていて、気を抜けば倒れそうになる。それでも、「勝つ」という強い決意が、結ゆい奈なの体を突き動かしていた。

　どんな理由があっても、どんなに辛つらくとも、「悪」には負けない。それが結奈の持つ矜きよう持じ。

「はぁあああああああああああ!!」

　互いの一撃がぶつかり合う。先ほどよりも凄すさまじい威力と速度で、ふたつの神武が火花を散らす。





　　　　†　　†　　†






（な、なんなんだ、こいつは!?）

　ザッハベルトは焦っていた。明らかに向こうは瀕ひん死しの状態なのに、微み塵じんも衰えを感じない。それどころか、先ほどよりも明らかに疾はやく重くなってきている。怯おびえることも迷うこともない、まっすぐで力強い瞳がザッハベルトを貫いてくる。

　まずい。このままでは負ける。ザッハベルトは直感した。

　神格奥義アルテイナを放てるのはあと一回。できれば、逃げるための神気も残しておきたかったが、もはやそんな余裕はなかった。神格奥義アルテイナで一気に決める。防御されたとしてもブラッディニードルならば、肉体へダメージを届けることができる。あと一発放てれば絶対に勝てるはずだ。

　そのためには、距離を稼がなくては！

　ザッハベルトは渾こん身しんの力でもって、槍やりを横なぎに振るう。それを受け止めた結奈の体を、後ろへと吹き飛ばした。狙いどおりだ。

「爆はぜろ、ブラッディ──」

　ザッハベルトが勝利を確信した瞬間、

「はぁあああああああああああ！」

　結奈が手に持っていた大剣を、思い切り投げつけてきた。予想外の攻撃。完全に神格奥義アルテイナを放つ体勢になっていたため、ザッハベルトは反応できなかった。

　凄まじい衝撃がザッハベルトの頭を揺らし、意識を刈り取っていった。





　　　　†　　†　　†






「はぁ、はぁ。勝った」

　結奈は疲れたように呟つぶやいた。もはや、体力の限界だった。

　ザッハベルトとの距離が離れた瞬間、結奈は自分の負けを悟った。ザッハベルトの神格奥義アルテイナは防御を突き抜けてダメージを与えてくる。

　しかし、その刹那。結奈の脳裏をよぎったのは、皮肉にも石を投げつけて兵士をやっつけたジョーカーの姿。神武を放せば神気は消える。その考えが、武器を投げるという当然の攻撃を忘れさせていた。少なくとも、投げるときまで神気は残っているのだ。神気が消えても投とう擲てきした威力が落ちることはない。

「敵将討ち取った！　勝かち鬨どきをあげよ！」

　女王の声に続き、美人族エフルたちが勝ち鬨をあげる。空気を振動させる勝利の雄お叫たけびは、ギルバルド軍の恐怖心と絶望を煽あおり、戦う気力を根こそぎ奪い去った。

「に、逃げろぉっ！」

「ば、馬鹿！　逃げるな！　まだ戦える！」

　混乱に陥った敵兵に美人族エフル軍が襲いかかる。ザッハベルトを助け出そうとする動きもあったが、美人族エフルの猛烈な抵抗の前に、近づくことさえできずにいた。もはや集団的な抵抗ができなくなったギルバルド軍は、散り散りに退散していくしか道は残されていなかった。

「まったく、この結果は予想外だったぞ」

　大剣を杖代わりにする結ゆい奈なの耳に、嫌味な声が聞こえてくる。従軍兵の服を着たジョーカーが、いつの間にか傍らに立っていた。

「そう。あなたの裏をかけて嬉うれしいわ」

「生きたまま捕らえられたのは僥ぎよう倖こうだったな。コリムもさぞ喜ぶことだろう」

　結奈はぞっとした。まさか、ザッハベルトを串刺しの刑にでもするつもりなのだろうか？　いや、ジョーカーならやりかねない。彼はハムラビ法典を基本とした殺しを趣味としている。被害者が受けた苦痛を、加害者にも与えて殺すのだ。

「おい、そこの平民ノーマン！　結奈殿から離れろ！」

　結奈を保護しに来たのだろう。敵兵の服を着たジョーカーを美人族エフルのパーティが取り囲んだ。

「命令だ。俺をご主人様だと認識させろ」

「待って！　この方は私の主あるじ様よ！　私に美人族エフル軍に入るよう命令したのも、このお方！　美人族エフルに勝利をもたらす希望の光なの！」

　美人族エフルたちが目を丸くする。我に返った結奈は、顔から火が出る思いだった。




　夕方、軽い宴うたげの席が急きゆう遽きよ設けられた。戦争の最さ中なかではあるが、三騎士のひとりザッハベルトを倒した喜びは大きい。明日は敵が攻めてくる可能性も低いとのことで、急遽、労ねぎらいの場が設けられたのだ。

「まだ戦の最中ではあるが、今日だけは特別じゃ！　みな存分に楽しむが良い！　みなの活躍と、そこにいる『勇者アイラ』の化身たる結奈殿の活躍で、三騎士のひとりザッハベルトを討ち取ることができた！」

　王女が高揚した声で宴の挨拶をする。美人族エフルたちが声をあげて、結奈の活躍を讃たたえた。

「あの、勇者アイラって誰ですか？」

　結奈が小声で隣にいるレフシに尋たずねた。

「この世界には勇者と呼ばれる最強の存在がいます。勇者アイラもそのひとりで、まだ聖剣を手にする前、兵士ソルダート級のときに、帝王インペラートウル級の神に選ばれし者セレクテツドを単身で討ち取ったという伝説があるんですよ」

「伝説……ですか？」

「現に見た人はいないので。ですが、今日の結ゆい奈なさんの勝利は多くの者が目にしています！　我が軍に勇者あり。これほど味方を勇気づけ、敵を震わせる事実はありません！」

　レフシが興奮気味に答える。結奈は乾いた笑みを浮かべるしかできなかった。いつの間にか、責任がずいぶんと重くなっている。

「だが、まだまだ気は抜けん！　二人の騎士と、ギルバルドが残っておる！」

「ああ、そういえば伝え忘れていたな。バラートは死んだぞ。俺が殺した」

　女王の科白せりふにジョーカーが割って入る。誰しも目を丸くした。

「なんと、ほ、本当か？」

「調べればすぐにわかるはずだ。ギルバルドは慌ててエイフリルへと戻っていったぞ」

　ざわめきが大きくなる。それが本当ならば、この戦いを凌しのげる可能性が高くなった。

「あ、あなたはいったい……!?」

「俺の名はヤマダ。ギルバルドを殺す男だ。俺たちは美人族エフルの味方だと自惚うぬぼれる気はないが、ギルバルドを倒すという目的は同じはず。そこで相談だが、女王にこの契約書にサインをしてほしい」

　ジョーカーが唐突に書面を出してきた。相手が混乱している隙に、自分の条件を押し込む。彼がよく使う手だ。

「なんじゃこれは？」

「援軍の傭よう兵へいを雇う契約書だ。おまえたちだけで勝てないことは、わかっているだろう？」

「それはそうじゃが……」

　女王が逡しゆん巡じゆんする。確かに本気で勝つ気があるのなら、援軍は必須だ。しかし美人族エフルは騙だまされやすい種族と揶や揄ゆされるように、過去に何度も裏切られてきたらしい。それ故の逡巡だろう。

「決断の時だぞ、女王！　勇者結奈の主あるじたる、この俺が信用できないのか！」

　その一言が決定打となった。女王はみんなの前で契約書に調印する。

　唯一、結奈だけが「絶対に信用したら駄目な相手ですよ!?」と知っていたが、首輪が赤く光っているので何も言えなかった。




　翌日、コリムの到着を待って、ザッハベルトの処刑が行われた。

　丸太のようなものに跨またがるような形で、全裸にしたザッハベルトを固定し、その尻の部分に尖とがった杭くいを設置する。大おお槌づちでこれを叩たたいて、体の奥深くに食い込ませていくのだ。なんとも残忍な処刑方法だったが、コリムが是非にと願ったのだ。

　ジョーカーが罪状を読み上げて、ザッハベルトに串刺しの刑を宣告する。当然ながら、その言い方には悪意が詰まっており、ザッハベルトは口くち枷かせで歪ゆがんだ顔を怒りで真っ赤に染め上げた。死の恐怖と屈辱からか、目尻には涙の玉が浮かんでいる。

「コリム、気が済むまでやれ。狙いが外れても、それはそれで良い拷問になる」

　ジョーカーがまるで試合に臨む生徒に声をかけるみたいに、コリムの肩を叩たたいて言った。

　コリムは頷うなずくと、怒りに燃える瞳で、ゆっくりと大おお槌づちを持ち上げる。

　ザッハベルトは必死に手足を動かして逃れようとするが、神武を取り上げられた彼は、ただの平民ノーマンに過ぎない。神に選ばれた彼も、普通の人間として死んでいくのだ。

　そして、積年の恨みがこもった一振りを、コリムが打ち放った。結ゆい奈なは思わず目を背ける。木を叩く音と、ザッハベルトのくぐもった悲鳴が響き渡った。何度も何度も、まるでコリムの怒りが収まらないかのように、ひたすらふたつの音が混ざり合っている。

　やがて、その音はひとつだけとなった。いつの間にか、ザッハベルトの悲鳴は聞こえなくなっていた。

「ここにいたのか」

　処刑するところを見たくなくて、処刑が行われた中庭から離れ、石壁の裏に隠れていたところに、ジョーカーがやってきた。その隣にはコリムの姿もある。コリムの顔は少しだけ、憑つき物ものが落ちたみたいな優しい感じになっていた。

「ザッハベルトは死んだぞ。まだ口から杭くいが出ていないから、ほかの奴やつが叩いている最中だがな」

　ジョーカーが楽しそうに言う。どうして、そうも残忍になれるのか、結奈には理解できなかった。

「ヤマダ、それに結奈姉ちゃん。ありがとな、本当に」

　コリムが掠かすれた声でお礼を口にする。どこか悲壮な感じが漂っていて、結奈は胸が痛くなった。

「まさか、本当にあいつらに復ふく讐しゆうできるなんて、思ってもいなかった。やっと、アントや母さんの仇かたきを討つことができた。これで胸を張って、みんなに会うことができる」

　コリムの頬を涙が伝う。ずっと感情を失なくしていた彼は、よくやく心を取り戻すことができたのだ。

　結奈はどこかで、復讐したって死んだ人間が生き返るわけじゃない、と思っていた。復讐なんて意味のない行為だと思っていた。しかし、その考え自体が間違いだったのかもしれない。

　復讐は死んだ人を生き返らせるために行うものではない。いま生きていて、残された人が、奪われた尊厳を取り戻すために行うものなのだ。コリムがそのことを教えてくれた。

「おいおい、まだ早いぞ、クソガキ。何を馬鹿なことを言ってるんだ？　ラキシアもギルバルドもまだ生き残っている。記憶力がないのか、おまえは？」

　辛辣な科白せりふを吐いたのはジョーカーだ。やれやれ、と小馬鹿にしたみたいに肩を竦すくめてみせる。

「あんた、本当に最悪だな。覚えているに決まっているだろ？　俺が言った感謝の言葉を返せ」

　コリムが涙を拭いながら悪態をついた。それは以前見た光景。コリムはようやく戻ってくることができたのだ。






第七章　踊らされる者たち









　三騎士のひとりラキシアは、ザッハベルト部隊壊滅の報を受けて、飛び上がらんほどに喜んだ。

　過去に拷問を受けて顔の皮を剥はがされたため、口元と目元を繰り抜いただけの簡素な仮面を常につけている彼は、醜いモノが嫌いなギルバルドに冷遇されていると常々感じていた。

　実力は自分のほうが上なのに、筋肉馬鹿で主人に尻尾を振るしか能のないザッハベルトと、妻を亡くしたショックで変態趣味に目覚めたバラートにだけ重要な役目を与える。理不尽も甚はなはだしい。

　今回のエヴァグリーン攻略でも、前線に立たされることなく、逃げ道を塞いだり他国の牽けん制せいをしたりと、武勲を上げることのできない配置ばかり。これでどうして認められることができよう。

　そんな苛いら立だちを常々抱いていたため、ザッハベルト部隊の壊滅は、自分の実力を示す好機だと思った。バラートがしくじったため、ギルバルドは城郭都市エイフリルへ戻ったと聞く。ザッハベルトの串刺し死体も、翌日にはフォリオ砦とりでの前に飾られていたという。この窮地を救えるのは自分しかいない。

　ラキシアはすぐさま部隊を半分に分けると、自ら半分の部隊を率いてナズル砦とりでへと向かった。ザッハベルトを失った残存兵は統制が取れておらず、半分ほどが残っているだけだった。

　新たにやってきた自分の部隊も含めれば、神に選ばれし者セレクテツドの数はおよそ千。性玩具を蹴散らすには十分な戦力だ。しかし、これでザッハベルトは負けてしまったのだから、警戒は必要だろう。

「いい？　あなたたちを、今から私の配下に加えるわ。言うことをちゃんと聞くのよぉ」

　ラキシアはハスキーな声でザッハベルトの部下たちに言うと、部隊の再編成を急いだ。勝利の余韻に酔いしれている美人族エフルどもは、浮き立っているはず。速やかな攻撃に出れば、あっさりとフォリオ砦を落とすことできるだろう。

　想定外だったのは、食事の準備などの雑用だ。もともと忠誠心のない従軍兵は、敗退を知るや、あっさりといなくなってしまった。残っているのは二十人程度で、見張りなどに立たせると、明らかに人手が足りない。

　かと言って、神に選ばれし者セレクテツドに雑用をやらせては、兵士たちの信頼を得ることはできないだろう。なんとも悩ましい問題だった。

「ほんと、使えない奴やつばかりね」

　ラキシアは文句を言いながら、自室に割り当てた部屋で、ひとり食事をとっていた。スープをスプーンですくって口に運ぶ。

「なにこれ？　美お味いしいじゃない!?」

　思わず感嘆の声を漏らしてしまった。コクのあるまろやかな味に、絶妙なバランスで塩味が喉を刺激してくる。スープの旨うま味みは野菜にも染みわたっていて、なんとも食欲をそそる味付けとなっていた。夢中で平らげてしまう。

　ラキシアはすぐに兵士を呼びつけると、今日の夕食を作った者を連れてくるように言った。ややあって、真面目で気の弱そうな平民ノーマンの男が兵士に連れられてやってきた。なにか粗相を仕出かしたと思っているのか、その表情は硬い。

「そう緊張しなくてもいいわ。呼んだのは、あなたを褒めようと思ったからよ」

　ラキシアが言うと、男はきょとんとした表情になった。

「今日の料理、すごく美味しかったわ。どこで覚えたの？」

　男が言うには、料理は父親から習ったもので、父親は食事処どころを営んでいたという。過去形なのは、すでに父親がこの世を去って、店もなくなってしまったからだ。ギルバルドの従軍兵を前線で使うという作戦で犠牲になったらしい。

「そう。その食事処にも行ってみたかったけど残念ね。まぁ、ギルバルド様のお役に立てたのなら本望でしょう。でも、あなたのその料理の腕を失うのはもったいないわ。決めた。あなたは私の料理人になりなさい。戦場に出なくていいから、私のために料理を作り続けるの。いいわね？」

「わかりました。僕には料理を作るほうが戦うより向いています。ただお食事はほかの兵士様の分も作っていいですか？　美お味いしいと好評でしたし、どのみち大鍋で作るものなので」

　ラキシアは少し思案した。下手に囲い込んでしまえば、兵士たちの不満を買ってしまうかもしれない。どのみちあの美味しい料理が食べられるのであれば、ここにいる間、皆に料理を振るっても問題ないだろう。

「わかったわ。フォリオ砦とりでを落とすまで、ここの料理はすべてあなたが作りなさい」




　翌日、朝からあの男の美味しい料理を食べられて、ラキシアは気分が良かった。ラキシアが彼を専属としなかった話もさり気なく流していたため、兵士から感謝の言葉をもらったりもした。

　そんなときだった。エヴァグリーン軍がナズル砦に進軍しているとの情報が飛び込んできたのは。

「やけに早いわね。神気もまだ十分に回復していないでしょうに」

　ラキシアは訝いぶかしく思ったが、相手が進軍してきているのだから、こちらも兵を出さざるを得ない。万が一、敵の遠距離魔法が多数飛んできて砦が破壊されれば、貴重な戦力を瓦が礫れきの下敷きにしてしまうことになる。

　ラキシアは速やかに迎え撃つ準備を整えると、自ら麒き麟りんに乗って先陣に立ち、美人族エフルの部隊と対たい峙じした。しかし──。

（な、なんなの、これ？）

　ラキシアは腹を押さえながら、必死に痛みに耐えていた。まるで中から虫か何かに齧かじられているかのように、キリキリと腹が痛む。気味の悪い便意を感じていて、ややもすると脱だつ糞ぶんしそうになる。しかし用を足そうにも敵軍は目の前だ。我慢するしかない。

「あ、あの、ラキシア様」

　同じパーティの兵士が引ひき攣つった苦く悶もんの表情で話しかけてきた。

「な、なによ？」

「その、すみませんが、第二派との交代スイツチしませんか？　さっきから腹の調子が悪くて」

「はぁ？　あなたもなの!?」

　ラキシアの科白せりふに、兵士たちはラキシア自身も腹を壊している事実を知る。ラキシアにバレないよう必死に耐えていたのだろう。次々に兵士たちが体調不良を訴えてきた。

（ど、どういうことなのよ!?）

　ラキシアは混乱の最中にあった。平民ノーマンでもあるまいし、神気の加護を受けている神に選ばれし者セレクテツドが、体調を崩すなどあるはずがない。神気の加護のおかげで、致死性の毒を受けても死ぬことはないのだ。ましてや食あたりなど、可能性すら論じるのが馬鹿らしい。

「ラキシア様、敵が!?」

　悲鳴のような兵士の声。エヴァグリーン軍が鬨ときの声をあげて襲ってきた。さすがに「用を足したいから待ってくれ」などと間抜けなことは言えないし、敵も待ってくれるはずがない。ここは気合で凌しのぐしかなかった。

「あなたたち、戦いに集中しなさい！　ウンコまみれで死にたいわけ!?」

　ラキシアは兵士たちに発破をかけるが、気持ちだけでどうにかなる問題ではなかった。本来の力を発揮できない兵士たちは、次々に撃破されていく。さらには──。

「ラキシア様！　敵の援軍です！」

「援軍？　援軍ですって!?　馬鹿な！　どこにそんな余力が!?」

　耳を疑ったラキシアだったが、すぐさまその情報が真実だったことを知る。戦場を駆け抜けるように切り裂いていく集団は、美人族エフルとは別の人種だ。徒人族ヒユーイをはじめ、獣耳族アウリーや羊角族シープなどが交じった混合部隊。傭よう兵へい団だ。

　ラキシアは想定外の事態に奥歯を噛かんだ。

　戦力の少ない国家などは、傭兵を雇い、戦力を整えるのが普通だ。しかし、美人族エフルはその騙だまされやすい性質からか、頑かたくなに傭兵団などの助力を拒み、自分たちだけで戦い続けてきたはず。滅亡を前にして、考えを改めたのだろうか。

「お前が大将だな!?」

　麒き麟りんに乗って先陣を走る傭兵団の男が叫んだ。髭ひげ面の壮年で、爛らん々らんと輝く目には覇気がある。帝王インペラートウル級の神武を持ち、おそらくは傭兵団のリーダーだろう。

「あんたたち、私たちを敵に回して、どうなるか分かってるの!?」

「生あい憎にくと報酬以外すべて敵ってのが、俺たちの生き方なんでねっ！」

　男が持つ斧おのとラキシアが持つシミターとが激しくぶつかり合う。本来の実力はおそらく互角程度。

　しかし、ラキシアは腹を壊しているため、十分に力を発揮することはできなかった。さらには男の動きをフォローしてくるパーティの練度も恐ろしく高い。実力はともかく、実戦経験の数では明らかに負けていた。

「どうして私ばかり、こんなに運が悪いのよぉおおおおおおお！」

　ギルバルドに冷遇されている自分のパーティは、当然ながら実戦の経験が乏しい。挽ばん回かいのチャンスがようやく巡ってきたというのに、体調不良と想定外の援軍で、まともな戦闘などできなかった。徐々に追い詰められていく。

「うわあああああああああああああああああああああああ！」

　そのときだ。突如、明らかに戦闘とは違う逼ひつ迫ぱくした悲鳴が聞こえてきた。違和感を覚えた敵味方が、攻撃の手を緩め周囲を警戒する。

「なに!?　なんなのよ、もう！」

　ラキシアのヒステリックな声に応えるみたいに地面が爆発し、巨大な芋虫のような魔物が姿を現した。いや、それだけではない。数十匹の魔物が戦場に現れ、敵味方を問わず襲いはじめている。

「ギガントワーム!?　なんであんな最上級の魔物が出てくるわけ!?」

「まったくだよ」

　その声は、ラキシアのすぐ真横から聞こえてきた。ラキシアは振り向きざまにシミターで斬りつけるが、傭よう兵へい団のリーダーは潜くぐるようにして、その一撃を避よけ、次の瞬間ラキシアの腕を斬り飛ばした。

「ぎゃああああああああ！」

　激痛に悲鳴をあげるラキシアの腹部に、重い衝撃が走る。見ると、リーダーの拳が腹にめり込んでいた。

「悪いな。お前は生きたまま連れ帰る契約なんでね」

　その言葉を最後に、ラキシアの意識は途絶えた。





　　　　†　　†　　†






「はぁああああああああああ！」

　大剣カラドを振り回し、結ゆい奈なは戦場を駆け抜けていた。新しくパーティ編成も見直し、レフシとサポート二人を入れた編成を組んでいた。レフシの広範囲魔法で敵を足止めし、結奈が一気に切り込むスタイルだ。

　敵の抵抗は明らかに弱い。まるで案山子かかしを相手にしているかのようだった。

「再編成の混乱と傭兵団との挟撃のおかけで、まるで闘えていないですわね！　ヤマダさんの読み通りです！」

　レフシが感動したみたいに話しかけてきた。結奈は複雑な気持ちになりながらも、「そうですね～」と相づちを打つ。

　敵が弱い理由。それを結奈は知っていた。ジョーカーが彼らの朝食に毒を盛ったのだ。

　神に選ばれし者セレクテツドに毒は効かないため、毒を使用する戦闘文化はこの国にはない。しかし食事で栄養がとれることから、大量の毒を盛れば腹を壊すのでは、とジョーカーは考え、解放団の協力のもと（神に選ばれし者セレクテツドさんは主に肉体的協力）、腹を壊す毒を作り上げていた。

　ジョーカーの偽装錬金フールゴールドを使えば、味や臭いを誤ご魔ま化かすのは容易だ。ただし、偽装錬金フールゴールドの効果は二時間ほどで切れてしまうため、ジョーカー自ら敵地に潜入する必要があった。

　そして、これらの事実は敵にも味方にも絶対に伏せなければならない。

　神に選ばれし者セレクテツドは「神に選ばれた」という自負から、神武にて雌雄を決するような戦いを好む。毒を盛ったことがバレれば、不倫した芸能人みたいに、一発アウトを食らってしまうだろう。

　美人族エフルや傭兵団からも追放されるような事態だけは避けたかった。というか、明らかに具合悪そうなのに、どうして誰も気づかないのだろう？　と結奈は内心ハラハラしていた。

　ジョーカー曰いわく、「毒を盛る文化がないのだから普通にしていれば気づかれん。スマホで電話かけたいときに電池が切れたら、公衆電話でなくコンビニに充電器を買いに行くだろう？　それと同じだ」ということらしい。

「うわあああああああああああああああああああああああ！」

　そのときだ。どこからか異様な悲鳴が聞こえてきた。なに？　という疑問はすぐに氷解する。巨大なカミキリムシや、カエルの化け物、ゴーレムや怪鳥など、様々な魔物がどこからか現れて、兵士たちを襲いはじめていた。さらには地面を爆発させ、巨大なミミズのような魔物が姿を現す。

「どうして魔物がこんな場所に!?　結ゆい奈なさん、退避してください。もはや戦争している場合ではありません！」

「は、はい。わかりました！」

　返事をしながらも結奈は、どこか違和感を覚えていた。「どうしてこんなところに魔物が」。その科白せりふを最近、よく耳にしている気がする。

「結奈さん、上！　危ない！」

　レフシの叫びで、結奈は頭上を仰いだ。ミミズ型の魔物の口が天蓋を覆っていた。まるでバスが降ってきたかのようなサイズと威圧感。当然、剣で防げるレベルではない。剣ごと丸まる呑のみにされてしまう。

「アイシクルショット！」「アロークラッシュ！」

　レフシやほかのパーティメンバーが攻撃を仕掛けるが、傷ひとつ負わせることもできない。

　全力で走る結奈は、ヤツメウナギのようなグロテスクなミミズの口が到達する瞬間、右へと方向を変えて攻撃を回避した。レフシたちとは逆の方向。敵が巨大な場合、一塊になるほうがリスクがある。

　大地が爆発した。ミミズが地面を抉えぐった衝撃で、岩石の破片と爆風が襲ってきて、小柄な結奈の体を痛めつける。咄とつ嗟さのことで、剣での防御を失念していた。

「結奈さん、止まっては駄目！」

　レフシの悲鳴が耳に刺さる。そうだ、敵は地面の中、足の下から伝わる地響きが魔物の存在を教えてくれる。結奈はすぐさま駆け出した。

　刹那、目の前の地面が盛り上がってきた。危険を感じた結奈は、咄嗟にジャンプして、地面から飛び出してきたミミズの攻撃を避よける。だが、それは悪手だった。先に地面から出てきたのは尻尾の部分のみ。本命の口はやや遅れてから地面を割って出てきた。初撃はフェイントだったのだ。

　空中では身動きできない。迫りくる巨大な口を避ける術すべもなく、結奈は魔物に丸まる呑のみにされてしまった。

　あたりを暗闇が襲う。魔物の食道を通っているのだろう。まるで濡ぬれたマットに全身を包まれているみたいに、水気と弾力のある細い空洞に体を押し込まれている。全身を締めつけられているため、攻撃すらできない。

　空洞は常に地震が起きているように激しく揺れ動き、物もの凄すごいスピードで奥に押しやられている。この先には、間違いなく確実な死が待っているだろう。死の恐怖がじわじわと心臓を締めつけてきた。

「いたっ」

　結ゆい奈なは小さく叫んだ。全身が焼けるように熱い。自分の体を濡ぬらす液体が肌を焦がしているのだ。おそらくは消化液。自分はこのまま、なんの抵抗もできずに、骨となって死んでしまうのだろう。

（ここまでかぁ）

　結奈は諦めた。もはや、どうすることもできない。

　特殊部隊ＳＡＴの一員になったときから、死ぬ覚悟はできていた。一度は殉職し、異世界に召喚された。すべてが新鮮で、ジョーカーの手伝いなどという不本意な部分はあったけど、この世界で第二の人生を送るつもりだった。けれども呆あつ気けなく、想像もしなかった死に方で、第二の人生も幕を下ろそうとしている。

（魔物のお腹なかで生きたまま消化されるなんて、最低だなぁ）

　結奈は他ひ人と事ごとのように思った。もはや頭が麻ま痺ひしているのか死の恐怖すら感じない。最後に脳裏を過よぎったのは、なぜかジョーカーの顔だった。その口がなにか伝えている。そう、それは──。

『命令だ。死ぬな』

　刹那、首輪が真紅の光を灯す。あらゆる可能性、あらゆる手段を講じて、主あるじの命令を成すために結奈は最善を尽くす。

「我が根源なる主、堕天の王にて第十三階層の魔王レクイチェル・アンガーよ。祖の使徒たる我に偉大なる魔力の奔流を願わん！　世界を終末へ染め上げろ！　ラグナロク・テンペスト！」

　刹那、あたりを染め上げるほどの閃せん光こうが、結奈の視界を覆った。




「……さん、……さん、結奈さん！」

　誰かが激しく揺らしてくる。おそらくはレフシだろうか。全身に気け怠だるさを覚えながらも、結奈は目をゆっくりと開いた。

「いつまで寝ている？」

　皮肉な笑みを浮かべるジョーカーの顔があった。

「ぎゃああああ！」

　結奈は慌てて距離をとるように起き上がる。

「おいおい、色気のない悲鳴を出すな。お里が知れるぞ」

「う、うるさいわね。なんで、あなたが──」

　ここに？　と尋たずねようとして、いまいる場所が石造りの室内であることに気づいた。おそらくはフェリオ砦とりで。安あん堵どした表情のレフシや、ほかの美人族エフルたちの姿もある。どうやら先ほどの声はレフシで合っていたようだ。

「あれ？　私、どうして？　たしか魔物に食べられて……」

「そうです。結ゆい奈なさんはギガントワームに一度は食べられたのですが、ギガントワームは何者かが放った魔力攻撃で消滅してしまって、山がひとつ消し飛ぶほどの被害が出たんですよ!?　だけど、結奈さんは奇跡的に無事だったのです！」

　結奈の疑問にレフシが答える。山ひとつ消し飛ぶって、よく生きていたなぁ、と自分でも感心してしまった。

「おそらく近くに、高位のはぐれ魔王か魔人がいたのでしょう。人間であの威力が出せるのは伝説へローズ級くらいです。魔物は魔王の瘴しよう気きで生まれるので、最近魔物が増えた事実とも一致しますし」

「そんなことより、いまからラキシアの処刑を執り行う。この後もイベントがあるんだ。ちゃちゃっと済ませるぞ」

　ジョーカーが割って入ってきた。魔物が襲ってきたあの状況のなか、ラキシアの捕獲に成功していたらしい。傭よう兵へい団の功績なのだそうだ。

　片腕を失っているラキシアは、地ち下か牢ろうに吊つるされるような格好で拘束されていた。やはりというか全裸だ。しかし仮面だけはつけたままにしてある。

「あんたは、あの料理人!?」

　ラキシアがジョーカーの姿を認めるや、鎖を揺らしながら鬼の形相で睨にらみつけた。

「なんのことだ？　貴様とは初対面のはずだが？」

　ジョーカーがいけしゃあしゃあと嘘うそをつく。あまりにも自然なため、結奈と当のラキシア以外は嘘に気づかなかっただろう。

「嘘おっしゃい！　あなた、まさか料理に何か細工したんじゃないでしょうね？　でないと、みなが腹を壊すなんてありえないわ！」

　ラキシアの核心をついた質問に、しかしジョーカーは大おお袈げ裟さなため息でもって返した。

「やれやれ、本当に貴様は無能だな。三騎士のなかで一番使えない。むしろ、よく三騎士に認められたなぁ。ギルバルドに賄賂でも贈ったか？」

「な、なんですってぇぇえええ！」

　ジョーカーの科白せりふに、傍はた目めでもわかるほどラキシアが顔色を変えた。彼のなかでよほど耳にしたくない科白だったみたいだ。それは同時に、ジョーカーに心の弱点を把握されていることになる。

「貴様は無能だと言ったんだ。いままでいったい、どれほどの武勲を上げた？　ん？　なにをやらせても失敗ばかり、ほんと使えない奴やつだ。今回もせっかくのチャンスを生かすことができなかった」

「う、うるさいわね！　なにがチャンスよ！　料理に変な物を入れたくせに！」

「ラキシアよ、私をあまり失望させるな」

　ジョーカーがさも疲れたような表情で、ラキシアを睥へい睨げいした。どこかギルバルドを想起させるような声色と態度。ラキシアが仮面の奥で目を丸くしたのが見えた。

「ギルバルドにも同じことを言われたろう？　なぜだかわかるか？　無能な人間ほど自分の失敗を他人のせいにするからだ。ほかの三騎士を見ろ。一度たりとて他人のせいにしたことはないだろ？」

「いや、だって。私は運が悪くて……」

「そこが貴様の駄目なところだと教えてやってるんだろうがっ！」

「ひっ！」

　ジョーカーの怒声にラキシアが身を竦すくませる。ガチャッと鎖が鳴った。ただ怒鳴るのではない。相手の心が弱まった絶妙のタイミングでの豹ひよう変へん。尋問や洗脳などで用いるテクニックだ。

「想定外のことや、なんらかの困難が起こることは当然だろう。それを乗り越えてこそ、三騎士の名を得るにふさわしい。だが貴様はどうだ!?　すべてを他人のせいにして自身を一切省みることをしない。それどころか自分は優秀だと勘違いしている大馬鹿者だ。自分を客観視できない無能め！　ギルバルドはそんな貴様に三騎士としてチャンスをくれていたんだぞ!?　それを文句ばかり言って、貴様は何もしなかった！　恩を仇あだで返す不届き者だ！」

「ち、違う。私は、本当に……。ギルバルド様は醜い者がお嫌いだから」

「違うな。事実から目を背けるな。無能な者ほど言い訳ばかりする。最後には怪け我がや病気のせいにして自分の無能から目を逸そらす。だからいつまで経たっても成長しないんだ！　真実を見ろ！　貴様のどこが醜い!?」

　ジョーカーがラキシアの仮面を剥はぎ取とった。その素顔は細身の壮年のもので、顔の皮を剥ぎ取られた様子はない。いや、わずかに頬の部分にそれらしき傷跡はあったが、よく見ないと分からない程度だった。

「見ろ！」

　ジョーカーが鏡を持ってきて、ラキシアの顔の前に掲げる。この世界にも鏡はあり、割かしきちんと姿を映すことができた。

「う、うそ……よ。こ、こんなの、あり得ないわ！　本当に私の顔は醜かったの！」

　ラキシアが鎖をガチャガチャ揺らしながら必死に否定してくる。正直、結ゆい奈なにはどっちが嘘うそをついているか分からなかった。

　ジョーカーの偽装錬金フールゴールドは人の五感を騙だます能力だ。仮面を剥がす瞬間、能力を発動した可能性がある。だが、ラキシアの素顔を知らずにラキシアの顔を作ることなどできない。仮にジョーカーの指摘どおりに、あの程度の傷で自分は嫌われていると思い込んでいたのなら、ラキシアは可哀かわい想そうな人物だと言える。

　とにもかくにも、ジョーカーはこの心の隙を見逃さなかった。ここぞとばかりに、ラキシアの無能ぶりを心に刻みつけ、ついには相手が涙を流すまでとなった。

「コリム、出番だ」

　ずっと部屋の隅でラキシアの憔しよう悴すいぶりを眺めていたコリムが、前に進み出てきた。

「ラキシア、覚えているか。この子は、貴様が出兵前に滅ぼした村の生き残りだ。いま、貴様がこんな目に遭っているのは、村を滅ぼしたからだ」

「だから、何よ。平民ノーマンの村のひとつやふたつ」

　ラキシアは憔しよう悴すいしきった声で言った。まるで事の重さを理解していない態度。

「だから貴様は無能なのだ。貴様はいまから殺される。この平民ノーマンの手によってな。三騎士である貴様が、平民ノーマンの子供の手によって殺されるのだ。たかだが村ひとつ滅ぼした程度でな。つまり、貴様の価値はその程度というわけさ」

「やめて！　それだけは嫌！　平民ノーマンの子供に殺されるなんて嫌よぉおおおお！」

「こいつは皮を剥はいで殺す。やり方はこうだ」

　ジョーカーはナイフでラキシアの肌をちょっとだけ削そいだ。まるでリンゴの皮を剥むきはじめるかのように。いや、それはたとえではない。ちょっとだけ飛び出た肉の付いた皮をジョーカーは指先で掴つかむと、次の瞬間ガムテープを剥はぎ取とるみたいに、思いっきりそれを剥ぎ取った。

「ぎゃあああああああああああああああ！」

　無理やりに剥ぎ取られた皮膚は、ラキシアの体に楔くさび形の傷を残す。想像を絶する痛みだろう。

「疲れたら言ってくれ。リトンたちのぶんもよろしくな」

「安心してくれ。疲れることなんてないさ」

　コリムは口元を残忍に歪ゆがめながら、ラキシアに後悔と苦痛の悲鳴をあげさせ続けた。

　その後絶命したラキシアは綺き麗れいに全身の皮を剥がされ、串刺しにされたザッハベルトの横に並んで、醜い屍しかばねを晒さらすことになった。




「ど、どういうことじゃ、それは!?」

　美人族エフルの女王の悲鳴が、フォリオ砦とりでに轟とどろいた。結ゆい奈なは思わず身を竦すくめてしまう。

　女王の手には一枚の書面。ザッハベルトを撃破したときに催された宴うたげの席で、女王が調印した傭よう兵へい団を雇う旨の契約書だ。

　契約書をまじまじと見た女王は、射抜くような鋭い視線で、ジョーカーを睨にらみつけた。

「どうもこうも、契約書に書いてあるとおりだ。傭兵団の活躍でラキシアの部隊を壊滅できたのは周知の事実。彼らに褒美を与えるのは当然のことだろう？　何か間違っているか？」

「契約の内容が違うぞ！　無契約の神武を提供することで協力してくれるはずでは!?」

「どこにそんなことが書いてある？　浮かれて内容を見間違えたのか？　ここにはあなたの調印がしてある。本物の契約書だ。美人族エフルの女王は約束を違たがえるのか？」

　女王はぐっと唇を噛かんだ。その表情には悔しさが滲にじみ出ている。調印が本物である以上、嘘うそだと騒いだところで説得力はない。せめて調印の際に、契約内容を皆に伝えていれば、まだ救いはあったかもしれないが、いまとなっては後の祭りだ。

　おそらく、偽装錬金フールゴールドで書面を改かい竄ざんしたのだろう。この世界の文字を書けなくとも、解放団の誰かに書いてもらったものを丸暗記すれば、偽装錬金フールゴールドで再現できた。

「ヤマダさま。私も内容を確認しましたが、こんな文面ではなかったはずです」

　契約書を覗のぞき見みたレフシが、援護するように言う。そこには、傭よう兵へい団への報酬として、『平民ノーマンの美人族エフルに限り、彼女たちを一晩好きにして良い』と書いてあった。

　活躍した傭兵団は当然のことながら、その報酬を請求し、寝耳に水の美人族エフル側が抗議して、今の状況になった感じだ。

「姫よ。母親を庇かばいたい気持ちはわかるが、契約の内容を皆に伝えていなかったことをこれ幸いと、いい加減なことを言わないでもらいたい。まさか本当に無契約の神武を譲ることで、傭兵団が動くと思っているのか？」

　レフシは言葉に詰まる。常識で考えれば、それはあり得ないことだった。

　神武自体にそれほど価値はない。神武が契約者を選ぶ仕組みなので、選ばれなかった者からすれば無用の長物となるからだ。名前持ちネームドと呼ばれる固有名称を持つ神武ならいざ知らず、兵士ソルダートの名無しノーネームは、それこそ腐るほどあふれている。

　その意味では、こんな契約内容を信じた女王は迂う闊かつだったと非難を受けるかもしれないが、美人族エフルは騙だまされやすい種族と揶や揄ゆされているだけに、その心中は察するに余りある。

「彼らの望みはただひとつ！　一晩、おまえたち美人族エフルの体を好きにすること！　そして女王はその契約書に調印した。それが事実だ！」

　ジョーカーの低くよく通る声が、あたりに響き渡る。ただでさえジョーカーは話術と嘘うそが得意なのだ。そこに契約書という物証が備われば、まさに鬼に金棒だった。美人族エフルの半数近くが裏切られたといった表情で、女王とレフシに非難の視線を浴びせている。

「それで、旦那。結局俺たちは美人族エフルを抱けるのか？　ここに来て、約束の反ほ故ごはなしだぜ」

　傭兵団のリーダーが堪たまりかねたように言う。ある意味彼らもジョーカーの被害者みたいなものだった。

「このような契約、認めるわけにはいかぬ！　我々は性玩具などではない！」

　毅き然ぜんとした女王の声。周囲の美人族エフルたちも「そうだ、そうだ」と賛同の声をあげる。どうにも収まりそうにない雰囲気だ。

　そのときだ。

「いい加減、目を醒さませ！　愚か者どもが！」

　ジョーカーの怒声が、周囲から一気に音を奪い去った。

「美人族エフルをもっとも貶おとしめているのは貴様ら自身だぞ！　なぜ気づかない!?　何が性玩具だ！　何が淫乱魔サキユバスだ！　誰がそんなことを言った!?　なぜ自分たちを貶める!?　なぜ、自分のたちの種族の素晴らしさに気づかない!?」

　余韻を残すかのように、ジョーカーの声が室内に反響する。予想外の科白せりふだったのだろう。美人族エフルはきょとんとした表情で、言葉を失っていた。

　ややあって、レフシが怪け訝げんそうに尋たずねてくる。

「私たちの、素晴らしさ……ですか？」

「そうだ！　おまえたち美人族エフルは、この世界でもっと素晴らしい種族だ！　もっと誇りを持て！　本当の自分たちの姿を見よ！　意味もなく自分たちを貶おとしめるな！」

「で、ですが、わたくしたちは神によって性玩具だと……」

「それが間違いだというのだ！　神がそのように言ったのか!?　では質問をしよう、レフィリシア姫。この男たちは、なぜ自分の命を賭してまで、この戦いに参加した？　ハイランド軍は大国だ。数は向こうのほうが多く、戦死するリスクもあった。それなのに、なぜ協力してくれた!?」

　レフシは答えに窮した。ほかの美人族エフルたちも戸惑いの表情を隠せないでいる。答えがわからないのか、わかっていて戸惑っているのか、結ゆい奈なには判断がつかなかった。

「では、傭よう兵へい団を代表して、リーダーのソガイチに答えてもらおう」

「は？　俺が言うのかよ？」

　ソガイチは表情を曇らせて言った。髭ひげ面のどこか憎めない感じの壮年の男だ。

「当事者が言わずしてどうする？　このままだと、むさ苦しい傭兵団同士で慰め合うことになるぞ」

　ソガイチはほかの傭兵団員に茶化されるように後押しされると、仕方がないというふうに答えた。

「あんたら、美人族エフルを抱けるからだよ。俺ら貧乏人にとって、あんたらは高たか嶺ねの花だ。人生で一度抱けるかどうか分からない最高の女たちなんだ。人生ってのは一度きり。なら、美人族エフルを抱くのに命を賭けることくらい当然のことだろ？」

　ソガイチの科白せりふに、傭兵団員たちがからかうように口笛やヤジを飛ばす。

「わかったか？　これがおまえたちの持つ価値であり、優れた点だ。おまえたちは搾取されてきた歴史から、自分たちの存在を恥じるようになっていた。その気持ちはわかる。だがな！　貴族や王族がおまえたちを欲しがり、高値でやりとりしているのは、そこに価値があるからだ！　普通の者が人生を賭けるほどの価値！　なぜ、それを有効に使わない!?」

　それは、美人族エフルの胸にどのように響いただろう？　彼女たちはずっと自分たちの存在を嫌っていた。性玩具だと貶めてきた。恥ずかしい存在だと嘆いてきた。だけど、違った。

「おまえたちが欠点だと思っている個性は、他人からすれば羨ましいほどに強力な武器だぞ！　武器は使え！　生き残るために！　それこそが、お前たちが神に与えられた本当の力なのだ！」

　美人族エフルの淫いん靡びさには無限の価値があり、戦局を変えるほどの強大な力さえ持っていたのだ。ジョーカーの言葉は、その事実に気づかせてくれた。

「武器なのですか？　男たちを欲情させるしか能のない、わたくしたちの存在が？」

「武器だろう。おまえたちがその気になれば、世界中の男たちが味方になってくれる」

「わたくしたちは恥ずかしい存在ではないのですか？」

「違うな。おまえたち美人族エフルは別の意味で神に選ばれし者セレクテツドだ。全員が生まれながらにして超人エグゼ級の価値を持っている。性という武器に戸惑いや嫌悪感をおぼえる気持ちはわかる。だがな、よく覚えておけ！　自分が欠点だと思っていることは、他人からすれば強みだ！　生きるということは、欠点を強みに変えていくことだ！　嫌いな自分を受け入れてこそ、本当の自分を手に入れることできる！」

　あたりは静まりかえっていた。熱気をもったジョーカーの声は、まるで舞台のワンシーンのように周囲の空気を書き換えていた。長い夢でも見ていたかのように、現実感が湧かない。けれども、胸の奥から熱い何かが込み上げてくる。

「生きることを──諦めるな」

　ジョーカーの言葉が胸に突き刺さる。力強く、そして優しい声が、聴く者の心にエネルギーを注ぎ込む。意志を変えるほどの、熱い想おもいを。

「あの、私……」

　ひとりの美人族エフルが恐る恐るといった感じで手を挙げてきた。

「私は平民ノーマンなので戦闘の役には立ちません。でも、私が相手をすることで傭よう兵へい団の皆さんが戦ってくれるのなら……。こんな私でもみんなの役に立てるのなら、──やります」

　その声をきっかけとして、まばらに手が挙がりはじめる。特に平民ノーマンの美人族エフルは、自分に何もできないことをつらく思っていたらしい。そんな彼女たちにしてみれば、これは救いの船でもあった。

「強制をするつもりはない。あくまで個人の自由意志だ。そのうえで女王よ。約束を果たしてもらおう！」

　みなの視線が一斉に女王に集まった。その一言で美人族エフルの今後が決まる。重大な決断の局面に来ていることは誰の目にも明らかだった。

　じっと真実を見極めるかのように厳しい表情でジョーカーを睨にらみつけていた女王は、ふっと表情を崩してから言った。

「おまえは不思議な男じゃな。まさか、いままでの価値観を全否定されるとは思っていなかったぞ。わかった。希望する者だけで構わぬなら、我が一族の優れた肉体、存分に堪能するがよい」




「あなたのこと、少し見直したかも」

　契約書の件から数時間後、ラダー小屋で外に出かける準備をしていたジョーカーへ、結ゆい奈なはちょっと気恥ずかしく思いながらも賛辞の言葉を贈った。

　あたりはすっかり薄暗くなり、遠くからは勝利の余韻で酒盛りをする美人族エフルや傭兵団たちの賑にぎやかな声が聞こえてきている。

「いきなりどうした？　キモいぞ」

「だから、キモいって言うな！　さっきのあなたの科白せりふよ。『生きることを諦めるな』っていう」

　人は様々な個性を持って生まれてくる。その中には自分ではどうしても認めたくなく、嫌だと思っている個性もあるだろう。しかし、生きるということは、それを受け入れ、どうすれば強みに変えていけるかを必死に考えることでもあるのだ。

　ジョーカーのことを、人の心がない最低のクズ野郎と思っていた。けれども、あの言葉が美人族エフルたちに希望の光を与えたことは、厳然たる事実だ。

「本気で言ってるのなら、君は愚か者だな」

「照れるのは勝手だけど、口が悪いのはどうにかしてよ」

　呆あきれたみたいに言うジョーカーに、結ゆい奈なはちょっとだけムカついた。

「やれやれだな。時間がないので手短に伝えるぞ。俺が言ったことは、『売春で軍備を整えろ』と言っているのと同じだ。売春を強要する輩やからのどこを見直すんだ？」

「え？　いや、だって。欠点を武器に変えろ、とか」

　結奈は戸惑いながら答えた。確かに言われてみれば、体よく売春を強要した構図となっている。

「ああいうのは、馬鹿を騙だますための戯たわ言ごとに決まっているだろう。馬鹿ほど言葉のニュアンスに惑わされて本質を見失う。どんなに綺き麗れいな言葉を並べたりクッション言葉で取り繕ったりしても、伝えたいことの主旨は変わらん。いいか、『伝え方って大事だよね』とか言っている輩は、単に騙されやすいだけだ。物事の本質を見抜く力に欠けている」

「え？　なに？　じゃあ、レフシさんたちを騙したの？」

「おいおい、人聞きの悪いことを言わないでくれ。単にギルバルドを追い詰めるのに傭よう兵へい団と美人族エフルの協力は必要だから、契約書どおりに腰を振ってもらっているだけさ。多少説得はしたがな」

　結奈はかぁっと顔が熱くなるのを感じた。少しでもこいつのことを褒めた自分が許せない。やっぱりこの男は最低最悪の殺人鬼だ。

「お～い、言われたとおり、レフィリシア姫様を連れてきたぞ」

　結奈がジョーカーに対する認識を戻したところで、ランタンを持ったコリムが、レフシを連れてやって来た。

「これから、どこかへ出かけられるのですか？」

　レフシが訝いぶかしげに尋たずねてくる。三騎士が倒れたいま、今日明日中に敵軍が襲ってくることもない。わざわざ危険な夜に、フォリオ砦とりでを後にする理由がないからだろう。

「そうだ。ラダーを二頭もらっていくぞ、いいな？」

「ええ、もちろんです。戦いに必要なのですよね？　残りはギルバルドのみ。彼を倒せば、この戦いは終わるはず。そのための協力を惜しむつもりはありません」

　ギルバルドを除けば、残りは勝利者ヴイクター級以下の兵士しかいない。戦略的優位性が失われてまで、ハイランド軍はエヴァグリーンを攻略してこないだろう。

「レフィリシア姫よ、君は本当に今のままで、ギルバルドに勝てると思っているのか？」

　ジョーカーの問いに、レフシは緩んでいた表情を一気に引き締めた。思いつめたような真剣な表情には、先ほどまでの浮かれた様子はない。

「いいえ、思っていません」

「え？　そうなのか!?　あとはギルバルドだけだろ？　楽勝じゃねえか」

　口を挟んできたのはコリムだ。

「ギルバルドは超人エグゼ級の神に選ばれし者セレクテツドで、第三階層の魔王を倒すほどの実力者です。さらには各拠点スピナに分散している兵力を集めれば、こちらの兵力を大きく上回ります。正直、厳しいでしょう」

　レフシが沈痛な面持ちで答えた。三騎士を倒してもなお、ギルバルド軍が優勢なのだ。当初はどれだけ絶望的な状況だったのだろうと結ゆい奈なは思った。

「そのとおりだ。まともに戦えば、美人族エフルに勝利はない。だが、ギルバルドを殺す方法はある。そのために君の協力が必要だ」

「はい、もちろんです！　わたくしにできることなら、なんなりと！」

「命を失う危険がある。君たちが嫌う性奴隷に堕おとされる危険もある。それでもか？」

「覚悟の上です」

　レフシは決意を秘めた表情で、首を縦に振った。

「よし、本人の承諾はとれたぞ」

　ジョーカーは満足げに頷うなずくと、レフシの腹に当て身を食らわせた。キョトンとした表情となったあと、レフシは崩れるようにして気を失った。そんなレフシをジョーカーが受け止める。

「ちょ、おい！」「な、何してるの!?」

　コリムと結奈の声が被かぶさった。

「決まっているだろう。作戦が失敗して、失意のどん底にいるギルバルド君へのプレゼントだ。きっと泣いて喜ぶぞ」

「本気で言っているのかよ!?」

　コリムが悲痛な叫びをあげた。三騎士をことごとく処刑していったジョーカーは、彼にとってヒーローのようなものとして映っていた。裏切られたような気持ちなのだろう。

「コリム、お前が思っているほど、俺は完璧な力を持っているわけではない。できることとできないことがある。ギルバルドを殺すには必要なことだ。俺を信じろ」

「だ、だけど……」

「レフシが殺されることは絶対にない。アントの死を思い出せ。リトンの死を！　命ある状態でギルバルドを殺せる。それだけで奇跡に近いことだ」

　コリムは口元を引き締めて、ジョーカーに決意の眼まな差ざしを向ける。悲惨な世界に生きているからこそ、仮に辱めを受けたとしても、命があるだけで幸せだと思えるのだろう。

「ちょっと待って！　そんなこと許されるわけないわ！」

　しかし、この世界の価値観に染まっていない結奈としては、ジョーカーの行動を見過ごすわけにはいかない。なんとしても阻止しなければ！

「命令だ。レフシを縛り上げて、一緒に逃走しろ」

　けれども結ゆい奈なの決意は、あっさりと覆されてしまった。赤く光る首輪に操られるがまま、レフシをロープで縛り上げ、ラダーに固定する。

　ジョーカーとレフシ、結奈とコリムがそれぞれラダーに乗って、フォリオ砦とりでの庭を駆け抜けていく。途中、まるで見せつけるようにして、兵士たちの間を通り過ぎていった。

　彼らは、ぐるぐる巻きにされたレフシの姿に気づくも、すぐには状況を掴つかめなかったのだろう。怪け訝げんな表情でジョーカーたちを見送るだけで、押しとどめようとさえしなかった。

　やがてジョーカーたちが強引に門を突破して外に逃げ出したのを見て、ようやく異変に気づいたみたいに悲鳴をあげた。

「た、大変だぁああああああ！　姫様が攫さらわれたぁああああああああああああああああああ!!」




「ふははははは！　見ろ、あいつら必死で追ってくるぞ！」

　美人族エフルの追跡を受けながら、ジョーカーは高らかに笑っていた。明らかに悪党のそれだった。

「なんか俺たち、悪人ぽくないか？」

　コリムも同じ感想を抱いたのだろう。声に戸惑いの色が窺うかがえる。

「やっぱり無理よ！　こんなの許されるわけないわ!?」

「君は馬鹿か？　だから追いかけてきているんだろう？」

「戻って謝りなさい！　今ならまだ間に合うわ！」

　結奈は泣きそうな気持ちだった。どうして自分に良くしてくれた美人族エフルを裏切って、こんなことをしているのか。

「無理だと思うが？」

「無理じゃないわ！　話せば、きっとわかってくれる！」

「命令だ。思いっきり煽あおれ！」

　刹那、首輪が赤く光り、結奈の意志に反して、後ろから追いかけてくる美人族エフルに向かって、おちゃらけた声を張りあげる。

「ふはははははは！　また騙だまされたわね！　この性玩具ども！　私たちが本気であなたたちの味方になるとでも思ってたの!?　馬鹿なの？　この肉便器を高く売り払うからに決まっているでしょ？　やーい、やーい！　騙されたぁ。脳みそも性感帯なの？　お尻ペンペン！」

　結奈はお尻を高く掲げると、言葉どおりにお尻ペンペンした。

「くっ！　結奈殿！　勇者だと信じていたのに！」

「おのれ！　騙したなぁ！」

　美人族エフルたちが怒りの形相を露あらわにして、怨えん嗟さの声を吐き出す。信じていたぶんだけ、憎しみも感情も深い。

「どうだ？　謝ってすみそうか？」

「無理に決まってんでしょうが、馬鹿ぁああああああああああああああ!!」






第八章　雷帝ギルバルド









　城郭都市エイフリルに戻ったギルバルドは、すぐさま浮き足立った自軍の統制を行った。バラートを失って派閥争いをする複数の勢力を速やかに順位付けして治め、王都への報告に関しての情報統制を敷いた。

　手を焼いたのは反乱勢力の特定だ。バラートを殺した犯人がどうしても見つからない。さらには失踪した兵士たちの足取りも掴つかめなかった。

　兵士から情報を集めたり領民を締め上げたりしたが、なんら進展しなかった。手がかりもなかったが、それ以上に兵士の数が足りない。

　だが、ギルバルドは気づかなかった。

　もっとも足りなかったのは、領民からの信頼であると。

　ギルバルドの焦りや失態を領民は鋭く感じとっていた。ギルバルドに対する反抗心と復ふく讐しゆう心が、強い絆で領民の心をつないでいたのだ。

　そんなギルバルドの下にザッハベルト討死の報が入る。しかも、兵士ソルダート級に一対一ワンブイワンで負けたというのだ。

「愚か者めが！　なんたる無能！　なんたる失態か！」

　ギルバルドは激げつ昂こうした。あらゆる困難な課題を乗り越え、すべての戦いに勝利してきた彼の、初めての敗北にして屈辱だった。

　治めるべき都市でも将を失い、勝てるはずの戦でも将を失った。これほどの失態、王都に知られれば、もはや父王の信頼を得ることはできないだろう。速やかに成果を上げる必要があった。

　しかし、そんなギルバルドの決意を嘲あざ笑わらうかのように、ラキシアの死と部隊の壊滅が伝えられた。傭よう兵へい団と魔物の強襲により、ラキシアの部隊は大規模な被害を受けて壊滅し、ナズル砦とりでまでも取り戻されたというのだ。

　もはやギルバルドは、怒りすら覚えることができなかった。崩れ落ちるように王座に体を預け、しかし、どうやったら現状を打開できるか急速に頭を回転させていた。

　ザッハベルトの部下たちが、美人族エフルの姫を連れてきたのは、ちょうどそんなときだった。

　ザッハベルトの死後、ラキシアの部隊に編成されていた彼ら二人は、魔物に強襲された混乱の最さ中なか、気を失っていたレフィリシア姫を偶然発見したという。そして、約束の報酬を受け取りたいと申し出ている。

　そういえば出兵の際に、「レフィリシア姫を捕縛した者には褒美を与える」と言った気がする。父王の命は美人族エフルを性奴隷にすることであり、人間牧場を建設することで、レフィリシア姫を望まれているわけではない。好きにして良い、と許諾をもらっていた。

　その意味で、ギルバルドにとって姫の確保はお遊びでしかなく、この最悪な気分のときに褒美をねだる彼らに嫌悪感を覚えたが、姫には戦略的な使い道もあった。

　レフィリシアの命を保障する代わりに、エヴァグリーンに無条件降伏を迫ることができるのだ。無論、神に選ばれし者セレクテツドの精神に則のつとり、一対一ワンブイワンの決闘にて雌雄を決する必要はあるが、自分が負けるはずがない。

　仮に彼らが交渉を拒否し戦争を継続したとしても、集団など一枚岩たりえない。姫を助けたいと思う者や動揺する者もいる。部隊に混乱が生じ、まともに戦うことなどできなくなるだろう。

　だが、ギルバルドは同時に警戒もしていた。

　このタイミングでの姫の捕縛。怪しいと言えば怪しい。

　捕縛された美人族エフルがレフィリシア姫であることも、彼女の神武が本物であることも確認できている。彼らの残りのパーティメンバーが戦死したことも、報酬を横取りされたくなくて自ら持ってきたことも良くある話だ。

　斥候からの最新の情報でも、美人族エフルの姫が攫さらわれたと大騒ぎになっているらしい。疑うべき点は皆無と言ってもいい。だが──。

「ご苦労だった。褒美を取らせよう。だがその前に、己おのが神武を抜刀して構えよ」

　別室に待機させていた捕縛者である二人の兵士を王座の間に呼びつけると、ギルバルドはそのように言い放った。戸惑いながらも神武を抜刀する二人。

「日輪いづる東方の名刀ビゼンオサフネよ。天空を駆ける雷雲を我が身に宿せ！　──雷帝イスクティンクス！」

　次の瞬間、ギルバルドもビゼンオサフネを抜刀すると、神格奥義アルテイナを撃ち放った。

　雷の疾はやさで敵を撃ち払う最強の剣技。それは正確に相手の神武を狙い撃ちし、兵士のひとりを後方へと吹き飛ばす。

「な、なにをなさるのです!?」

　攻撃を受けていないほうの兵士が動揺の声をあげる。吹き飛ばされたほうも怯おびえた表情でこちらを見ていた。

「疑念を撃ち払ったまでだ。約束どおり褒美を取らせよう」

　彼らが反逆者ならば、ギルバルドの抜刀を見て、咄とつ嗟さに反撃を試みるはず。しかし彼らには混乱した様子しかない。どうやら嘘うそ偽りはないようだ。ギルバルドはそう判断した。
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「ヤマダさんのおっしゃった通り、王子に斬りつけられました」

　ここは解放団のアジト。そんな報告をしてきたのは、解放団に所属する神に選ばれし者セレクテツドの二人だった。

　ジョーカーは捕縛したレフシを彼らに預け、ギルバルドに差し出させたのだ。警戒心の強いギルバルド相手では、元からギルバルド軍に所属して身元がはっきりしている彼ら以外が謁見しても、問答無用で斬り捨てられていたことだろう。

「事前に言われてなければ、バレたと思い、抵抗を試みていたかもしれません」

　そんな彼らでさえ、ギルバルドに斬りつけられたというのだから、王子の警戒心は相当なものだ。結ゆい奈なは自分が行かなくて良かったと思った。

「言っただろう？　ギルバルドの思考はすべて把握している。奴やつはもはや俺の掌てのひらの上だ。思考も心臓もなぁ」

　ジョーカーの科白せりふに、解放団のメンバーがごくりと唾を呑のみ込こんだ。不可能を可能にし、三騎士をことごとく抹殺していったジョーカーが、今度はギルバルドを殺すと宣言したのだ。彼らの悲願は急速に現実味を帯びてきていた。

「ギルバルド軍の様子はどうだ？」

「はい、やはり三騎士が全員倒されたことが影響していますね。このままギルバルドについていくか、迷っている者が多い状況です」

　結奈は自分の耳を疑った。ギルバルドがピンチのときこそ、部下たちが奮起すべきではないのか？　そう疑問を提示する。

「ギルバルドにそこまでの人徳はないさ。自分以外は無能だと思っている自尊主義者だからな。今にも倒産しそうなブラック企業と心中したがる社員が少ないのと同じで、ギルバルドと心中したがっている兵士は少数派だ」

　結奈の疑問にジョーカーが答えた。確かにそうかもしれないが、結奈はなんだか寂しい気持ちになった。
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　ジョーカーと一緒に解放団のアジトを出た結ゆい奈なは、今度は共同墓地の脇にある水路のところまで連れてこられた。ジョーカーが入ってすぐの左手にある石を操作すると、隠し通路が現れる。

「え？　なに、これ？」

「この領主邸には、前の持ち主がいたわけだが、そいつはギルバルドに殺された。妻と娘は広場に尻を丸出しで放置され、兵士たちに連日犯された挙句殺されたそうだ。親族や使用人も惨殺されたが、解放団の中にその生き残りがいる。そいつから隠し通路の存在を教えてもらった」

　さらに言うなら、ギルバルドも隠し通路の存在には気づいていたそうだ。しかし、前の領主は切れ者だったらしい。隠し通路を二重に設置していたのだ。片方は地図として残し、もう片方は記憶の中だけに残した。

　ギルバルドは地図に示されたほうは把握しているが、記憶に残されたこの隠し通路のことは知らないらしい。

「バレてるってことはない？」

「ゼロではないが、おそらくないな。あれを見ろ」

　ジョーカーに言われて、灯りが照らす暗がりの向こうを見た結奈は、息を呑のんだ。そこにはいくつもの兵士の死体が転がっていたのだ。

「俺が隙を見て殺した、ギルバルドを見捨てなさそうな生真面目な兵士くんたちだ。ここに隠しておいた。奴やつが気づいているなら、この手がかりを放っておくはずがない」

「何人殺したの？」

　結奈が咎とがめるように言う。これは戦争だ。そしてジョーカーは殺人鬼だ。それはわかっている。だけど、心がついていかない。

「必要な数だけさ。奴には孤独になってもらう必要がある。本当はもっと殺しておきたかったんだがな、ギルバルドの動きが速かった」

「彼の思考は完璧に把握してたんじゃないの？」

　結奈はあえて嫌味を言ってみせた。素直にジョーカーの殺人を認める気にはなれない。

「他人を完璧に推し量ることなど誰にもできないさ。それは愚かな人間の単なるマウント行為でしかない」

「え？　じゃあ、さっきのは何？　ギルバルドの思考は掌てのひらの上とか言ってたのは？」

「盛ったに決まっているだろう。演出さ。馬鹿を手て懐なずけるには最良の手だ」

　結奈は開いた口が塞がらなかった。ともすれば謁見していた二人は殺されていたかもしれないのだ。

「でも、じゃあ、どうしてギルバルドが斬りつけてくるって思ったの？」

　ジョーカーは解放団の神に選ばれし者セレクテツド二人に、「用心深いギルバルドのことだ。おそらく神格奥義アルテイナで斬りつけてくるだろう。だが、わざと神武に当ててきて殺されることはないから、絶対に抵抗しようとするな」と厳命していた。辻つじ褄つまが合わない。

「君の思考はゼロとイチしかないのか？　確率で考えろ。その場で斬り殺される確率が五十パーセントほど、斬りつけたうえで殺されない確率が二十パーセントほどの見込みだった。その二十パーセントのほうが当たっただけだ。部下に手心を加えるなど、奴やつらしくもない。相当こたえているようだな」

「じゃあ、五十パーセントのほうが当たっていたら、どうしていたの？」

「何も変わらない。あいつらが死ぬだけさ。ゲームノベルのシナリオみたいに、分岐ルートごとに作戦を考えていれば、それほど困ることはない。あいつらへの指示も同じものになっていた」

　その意味を理解して、結ゆい奈なはぞっとなった。ジョーカーにとって最悪の結果は、レフシの献上が罠わなだと見破られること。そのため解放団の神に選ばれし者セレクテツド二人には、「殺されないから大丈夫」と念押しする必要があった。殺される可能性があることを知っていれば、いざというときに化けの皮が剥はがれるリスクがある。目的のために仲間を騙だましたのだ。

「もしかして、レフシさんも助けないつもりなの？」

「さあな。俺に彼女を助ける義理はない。だが、すぐに殺されることはないだろう。お楽しみタイムが待っているはずだからな」

　ジョーカーはくくくと醜い笑い声を漏らした。

「あなた最低！　レフシさんの貞操をなんだと思っているの!?」

「おいおい、俺に何を求めているんだ？　俺は君の嫌う最低最悪の殺人鬼だぞ？　それにひとつ勘違いしているようだから言っておくが、この結末は決められたものだ」

「どういう意味よ？」

「どのみちエヴァグリーンは、ギルバルド軍に占領されていた。レフシがギルバルドの慰み者になる運命は変わっていない」

「屁へ理り屈くつはよして！　あなたが差し出さなければ、レフシさんが慰み者にならない可能性もあったはずよ！」

「それこそ詭き弁べんだ。何度も言っているだろう？　リスクは受け入れろと。美人族エフルに犠牲なくしてギルバルドは倒せない。どのみち慰み者になる運命ならば、それを有効活用すべきだろう」

「でも──」

「他人の運命に関与して英雄気取りか？　それこそ欺ぎ瞞まんだ。自分の運命を変えられるのは自分だけさ。他人に変えてもらえることを前提にしてはならないし、他人が変えるべきでもない。それは君の自己満足だ」

「違うわ！　私は──」

「静かにしろ。そろそろ目的地が近い」

　そのように言われて、命令されてもいないのに、結ゆい奈なは素直にジョーカーの指示に従った。

　やがて着いた場所はどこかの天井裏のような空間で、床に小さな穴があり、下を覗のぞくことができた。豪ごう奢しやな天蓋付きのベッドのある一室。高価な調度品が並んでいることから、もしやと結奈は勘づく。

「そうだ。ギルバルドの寝室だ。どうやら間に合ったみたいだな」

　満足そうに言うジョーカー。その意味を理解し、結奈は激しく動揺した。つまりは、いまからギルバルドがレフシをここに連れてきて、にゃんにゃんするということなのだ。

「ギルバルドの性格を一言で表すと、父親の愛情に飢えたマザコンのエリートだ」

「……意味がわからないんだけど」

　結奈はジョーカーの声に合わせて、ひそひそ声でつっこんだ。

「英雄色を好むという言葉があるように、ギルバルドは好色だが同時にマザコンでもある。不安や心配事があると、無性に女を抱きたくなるのさ。奴やつにとって人生初の挫折。エリートくんとしてはさぞかし人肌が恋しいことだろう。そこに美人族エフルの姫がやってきたら、どうなると思う？」

「……セクハラはやめて。じゃあ、襲われるまえにレフシさんを助けるのね？」

「それは状況次第だ。ギルバルドは超人エグゼ級の神に選ばれし者セレクテツド。まともにやり合えば、ちいっとばかし厄介だ。だが、神武がなければただの人間。この世界の人間は、どんなときに神武を手放すと思う？」

　ジョーカーの言わんとすることが理解できた。おそらく、そのタイミングとやらは──。

　そのときだ。寝室のドアが開け放たれた。

　レフシを連れた兵士が二人ほど入ってきて、拘束されたままのレフシを乱暴にベッドの上に放り投げる。

　次にギルバルドが入ってきて、敬礼した兵士たちが入れ代わるように部屋を出て行った。部屋の中は、レフシとギルバルドのふたりだけとなる。

「命令だ。一切の気配を消し、ここから動くな」

　ジョーカーの命令のせいで、結奈は大人しく穴から下の様子を盗み見るしかできなくなった。

「私がいま、どんな気持ちかわかるか？」

　ギルバルドの怒りを押し殺した声が、下から聞こえてくる。以前見たときのような気品も貫かん禄ろくも薄れ、会社が倒産する直前の社長のような、余裕のない表情をしている。

「男を欲情させるしか能のない性玩具に、ここまでコケにされるとはなぁ。挽ばん回かいできるとはいえ、大敗した事実はいずれ父王の耳に入るだろう。この私が、どれだけ父王の信頼を得るために心血を注いできたか！　貴様にわかるか!?」

　ギルバルドは唾を飛ばす勢いで嘆くが、口くち枷かせをされているレフシは答えることができない。怒りの滲にじんだ瞳で、ギルバルドを睨にらみつけている。

「どうして私以外の人間は、こんなにも無能なのだ？　三騎士も母上を貶おとしめる連中も！　愚か者どものせいで、私はいまだに父王に認めてもらえない！　役に立てとは言わん！　私の邪魔をするな！　どうしてそれくらいのことができない!?」

　悲痛な声が室内にこだまする。ギルバルドの隠された苦悩に、結ゆい奈なは少しだけ人間味を感じてしまった。

　ギルバルドは頭を抱えるように両手で顔を覆いながら、ベッドの上に腰かける。

　そのときだ。レフシがその瞬間を待っていたかのように、素早く立ち上がり、ギルバルドの頭に蹴りを放った。

　しかし、ギルバルドは左手で、なんなくそれを受け止める。当然だ。神武を奪われたレフシの動きにはキレがなく、また利き足である右足には鉄球がつけられているため、左足での攻撃。仮に命中したとしても、威力は知れている。

「いまは貴様と戦闘ごっこをするつもりはない。性玩具は性玩具らしく。私を愉たのしませろ。貴様は美人族エフルの姫なんだろ？」

　ギルバルドがレフシの足を捻ひねると、それだけでレフシはベッドの上に転倒した。ギルバルドがレフシに覆おおい被かぶさってくる。抵抗するレフシの足の動きで、ジャラジャラと鎖の音が鳴った。

「光栄に思え。この私が貴様の最初の男となってやる。いまが貴様にとって、もっとも幸福な時間であることを知るだろう」

　言うや、ギルバルドはレフシの服をびりびりと引き裂いた。レフシのくぐもった悲鳴が空気を震わせる。

「ほう、これは眼福眼福。このような美しい乳を見たことがないぞ。しかも、なんという肌触り。やわらかくて張りがあり、手に吸いつくようで、私の手が飲み込まれてしまいそうだ。なんと卑ひ猥わいでいやらしい乳なのだ」

　ギルバルドが夢中になって、レフシの胸をもみしだく。徐々に、レフシのくぐもった声に、愉悦の音がまじりはじめる。

「まさに性玩具だな。すでに先端の果肉が硬くなって自己主張をしはじめたぞ。感じているのか？　私は憎き敵ではなかったのか？　この淫乱魔サキユバスめ。しかし、なんという淫いん靡びな香りなんだ。これが美人族エフルが男を誘惑する匂いか。はちきれんばかりに、イチモツが硬くなってきたぞ。それ、声だけで童貞を射精させるという美人族エフルの喘あえぎ声を聞かせてみせよ」

　ギルバルドは興奮気味に言うと、レフシの口くち枷かせを外した。唾液が糸を引いている。

「おまえだけ……は、んんっ！　ぜ、ぜった……ああんっ！　ゆる……さぁあああああああん！」

　レフシは必死に何かを言おうとするが、嬌きよう声せいに遮られて言葉を成してはいなかった。美人族エフルの魅力にギルバルドも余裕がないのか、夢中になって愛あい撫ぶをしている。

　ギルバルドの舌や指が攻め立てるたびに、レフシは体をびくびくっと震わせた。足のつま先をピンと伸ばしたりして、徐々に締まりのない表情へと変わっていく。

（っていうか、いつまでヤってるのよ！　もう！　はやく剣を置いてよ！）

　天井裏で二人の行為を覗のぞき見みしていた結ゆい奈なは、なんだかアホらしくなってしまった。こういう場面になることは想定していたが、ギルバルドがまるで「食レポかよ」とつっこみたくなるほど、詳しく状況を説明してくるのだ。レフシの嬌きよう声せいに余裕がなくなるほど、なんだか滑稽に思えてきてしまった。

「さて、そろそろ美人族エフルの肉壺を堪能するか」

　ようやくギルバルドは愛あい撫ぶを終えると、ベッド脇の剣立てに神武を挿して、自らも服を脱いで全裸となった。

　レフシは放心したように痙けい攣れんしていて、ギルバルドが服を脱いだことにも気づいていない様子だ。そこにギルバルドが覆おおい被かぶさり、レフシの股の間に体を押し込もうとする。

　その瞬間、ジョーカーが天井裏の隠し扉を開いて、下の部屋へと飛び降りた。

「なっ!?」

　ギルバルドが気配に気づき、咄とつ嗟さに振り返る。予想以上に反応が速い。

「何なに奴やつだ!?」

　激げつ昂こうしたギルバルドは猫のように素早い動きでベッドを飛び降りると、剣立てへと走った。

　しかし、位置が悪かった。ジョーカーのほうが剣立てには近い。ギルバルドが手を伸ばすより速く、ジョーカーが鞘さやから剣を抜き取る。

　さらに、ギルバルドに誤算があったとすれば、自分しか契約できないはずのビゼンオサフネの神気をジョーカーが扱えたことだろう。平民ノーマンと神に選ばれし者セレクテツドでは反応速度の差は歴然だ。

「自慢の食レポはどうしたぁっ!?」

　嘲るように言ったジョーカーは、ビゼンオサフネを袈け裟さ切りに薙なぎ払った。

　ピッと血が飛んだ。

　血の跡が転々と、真しん鍮ちゆうの床を汚す。

　ギルバルドは呆ぼう然ぜんと自分の股間を見て、次の瞬間、絶叫をあげた。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああ!!」

　股間を押さえてうずくまるギルバルド。彼の股間のあたりから、大量の血が流れ出ている。

「おぉっと、悪い悪い。狙いが逸それて、貴様の暴れん坊くんを切断してしまったぞ。まぁ、レイプの実行犯だし、当然の報いだな」

　ジョーカーが嘲るように言う。狙いが逸れてと言ったが、おそらく嘘うそだ、と結奈は思った。ジョーカーはレイプ犯罪者に対し、必ずと言っていいほど、性器へなんらかの危害を加えていた。

「き、貴様！　こ、この私にぃ……、こ、こんなことをしてっ、どうなるか分かっているのかぁああああっ!?」

　ギルバルドが憎しみと苦痛とが混じった形相で叫ぶ。瞳に宿る憎しみの炎は、見るだけで相手を焼き殺しそうだ。

「くっくっく。あはははははははははは！」

　しかしジョーカーは、ギルバルドの怒りがわからないかのように高笑いで返す。

「滑稽だな、ギルバルド。自分の立場がわかっていないのは貴様のほうだぞ？　それともイチモツを失くしたショックで頭が回らないのか？　ん？　ちょっと冷静に考えてみろ？　子供を作れなくなった貴様に、王位継承の資格があると思っているのか？」

　そのときのギルバルドの表情をどう説明すべきだろう？　最初はわけが分からないといった感じで、徐々に青ざめていって、最後には絶望の底に沈んだ男の顔がそこにはあった。

「ギルバルド、貴様はもう終わりだ。どんなに武勲を立てようとも、如い何かなる困難を乗り越えようとも、もはや貴様が父王に認められることはない」

「だ、黙れ黙れ黙れ！　私は認めんぞ！　き、貴様などにぃいいいい！」

「ほら、貴様の大事な先っちょがここに落ちているぞ。急いで引っ付ければ、まだ可能性はあるかもな」

　ギルバルドがぎょろりとした目で、ジョーカーが示した場所を見る。ジョーカーの言葉を本気にしたのか、今にも飛びつきそうな雰囲気だった。それほどまでにギルバルドは追い込まれているのだ。

　ジョーカーはニヤリと残虐な笑みを浮かべると、次の瞬間、切り離されたギルバルドの性器を足で踏みつけた。押し潰すようにして、ぐりぐりと足を動かす。

「おっとっと。ついつい踏み潰してしまったぞ。あ～あ、残念だなぁ。これで可能性もゼロだ。貴様はもう終わりだ。なんとも情けのない終わり方だなぁ。王都ではさぞ笑わらい種ぐさにされるだろう。くくく、あーはっは！」

「あ、ああ……、な、なんてことを？　ううっ、……ああ。くそ！　くそ！　くそぉおおおお！　なんの恨みがあってこんなことをッ！」

　ギルバルドの頬を涙が伝う。必死に得ようとしていた父王の認知。それが永遠に手に入らないことを悟り、獅し子しのような気高さを持っていた彼の精神が粉々に打ち砕かれてしまったのだ。

「勘違いするな。これは恨みではない。さるお方のご命令だ」

　ジョーカーの科白せりふに、ギルバルド以上に結ゆい奈なが驚いた。命令？　いったい何を言っているのだろう？

「ギルバルド。貴様は馬鹿ではないが愚かだなぁ。単なる恨みつらみで、こんな大それたことをすると思うのか？　少し考えればわかることだろう？」

「まさか、王都の……。あの女狐どもも刺客か？」

「おいおい、いい加減目を醒さませ。本当はうすうす勘づいているんだろう？　ん？　この期に及んで必死にその可能性を否定してどうする？　貴様をもっとも疎ましく思いながらも、表だって消すことのできない人物。第一王子暗殺の後ろ盾を持てるような立場。少し考えれば容易に想像がつくはずだ」

　絶望の底にあったはずのギルバルドの顔から、一気に生気が消きえ失うせる。見る者を悲痛な気持ちにさせるほどの悲哀がそこにはあった。

「う、嘘うそだ……。そんな、こと……。まさか、父王が!?　嘘をつくなぁあああああああ！」

　そのときだ。

「ギルバルドさま！　いかがなさいました!?」

　中の異常の感じとったのだろう。見張りの兵士たちが二人、ドアを開けて中に入ってきた。やや時間がかかったのは、おそらく迷いがあったからだろう。お楽しみの最中を邪魔したとなれば、その場で首をはねられても仕方ない。

「く、曲くせ者ものだぁあああ！」

　ジョーカーの姿に気づくや、先頭の兵士は叫んで、後ろの兵士が仲間に助けを求めた。

「おっと、邪魔が入ったようだな。残念残念」

　ジョーカーは言葉に反して嬉うれしそうに肩を竦すくめると、結ゆい奈なに命令を出した。

「命令だ。レフシを連れて逃げろ」

　天井裏から飛び降りた結奈は、すぐさまレフシをお姫様抱っこすると、兵士の首を斬り落として部屋の外に出たジョーカーの後に続いた。

　窓を割って屋根の上に飛び降りたジョーカーは、夕焼けの空に向かって、手製の煙球を放り投げた。乾いた音ともに上空で真っ白な煙が拡ひろがり、作戦が成功したことを解放団のメンバーへと伝える。

「さて、情報戦と行くか」

　懐から無地の紙を出したジョーカーは、偽装錬金フールゴールドでビラを作ると、周囲にばらまきはじめた。結奈は文字が読めないため、なんと書かれているかは知らないが、それを拾った兵士たちが、自分たちを追いかけるよりも仲間と相談することを優先しているあたり、ギルバルドの失態を書いたのだろう。

　そのときだ。結奈がお姫様抱っこをしていたレフシが服の隙間から手を入れてきて、結奈の胸を愛あい撫ぶするように触ってきた。

「ひゃっ！」

　思わず変な声をあげてしまう。

「ちょっと、レフシさん!?」

「結奈さん。わ、わたくしもう我慢できません……。一緒に、気持ちよくなりましょう？」

　どうやらレフシはまだ体が火照っているらしい。いくら美人族エフルが性に弱い生き物だとしても、こんなにも理性をなくしてしまうものだろうか。

「な、何を言ってるんですか、レフシさん!?　早く正気に戻って！　キスしようとしないでください！」

「仕方ないな。あまり時間はないが、おまえがしっぽりする時間くらいは与えてやろう」

「いらないわよ！　っていうか、早く止めてぇえええええ！」

　結ゆい奈なの悲鳴が、城郭都市エイフリルの街に響き渡った。
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　性器を切断されたギルバルドは、針金で男根の根元を縛って止血をすると、初老の文官の肩を借り、激痛に耐えながらも賊の後を追った。

　ビゼンオサフネの契約は残っていて、賊の居場所は把握することができる。常に勝者であるはずの自分が、平民ノーマンに堕おちることなど決してあり得ぬ。なんとしも神武を取り返す必要があった。

　領主邸の外に出ると、なにやら外が騒がしいことに気づく。立ち昇る白煙と慌ただしく荷物を持って駆けていく自軍の兵士たち。賊を追っているにしては妙な動きだ。

「おい、其方そなたたち、いったいなにが起こっておるのじゃ!?」

　大声を出せないギルバルドの代わりに文官が問うた。三人の兵士たちはギルバルドの姿に気づき、びくりと敬礼するも、質問には答えずに、じっとギルバルドの様子を窺うかがっている。

「質問に答えよ」

「……本当に神武を奪われたんだな」

　兵士たちは、ふっと肩の力を抜いて答えた。その態度には、どこか余裕と太ふて々ぶてしさがある。

「無礼であるぞ、其方たち」

「俺たちはもう負けたんだよ。美人族エフルの姫を取りもどしに来たエヴァグリーンの精鋭と傭よう兵へい団が襲ってきている。もう終わりなんだよ」

「なんだと!?　なぜ迎え撃たん!?」

　叱責したのはギルバルドだ。敵の規模は不明だが、こちらよりも戦力が多いことはないはずだ。昼間に部隊を再編成して前線に送ったため数は減っているが、すぐに呼び戻せば挟み撃ちにもできるだろう。呑のん気きな様子の兵士たちに腸はらわたが煮えくり返る思いだった。

「迎え撃ってどうするんだよ。俺たちはボランティアじゃねえんだぞ。ハイランド王に見捨てられ、神武も奪われた平民ノーマンのために命を投げ出す馬鹿はいねえよ」

　ギルバルドは初め、兵士の言った科白せりふが理解できなかった。ややあって、平民ノーマンというのが、自分のことだと理解する。刹那、股間の痛みを忘れるほどの怒りが込み上げてきた。

「貴様ら！　万死に値するぞっ！」

　文官の肩を振り払って、ギルバルドは素手で殴りかかった。しかし、拳はあっさりと躱かわされ、代わりに頬に襲撃が走った。倒れる寸前、殴られたのだと気づく。

「とろいな。平民ノーマンごときに殴られる愚ぐ図ずはいねえよ」

「そういや王子様には、前に無能扱いされて刑罰房へ入れられたよなぁ？　覚えてっか？　俺なんかのことなんて眼中にねえか。はっは」

　言って、兵士が地面から起き上がろうとするギルバルドを蹴りつけた。ほかの兵士たちも恨みを口に出し、ギルバルドを蹴りつけてくる。あり得ない行為だ。

「そ、其方そなたたち、やめるのじゃ！」

「あんたも身の振り方を考えたほうがいいぜ。王子に味方するってことは、ハイランド王に逆らうって意味だ。王子にそこまでの義理はあるのかよ？」

　兵士たちに忠告されると、文官は一瞬考えるような素振りをしてから、踵きびすを返して逃げ出していった。兵士たちは一層調子に乗って、ギルバルドに殴る蹴るの暴行を加えてくる。

（……母上）

　そんななか、ギルバルドは母親のことを思い出していた。宮廷で身分の低い者から暴行を受ける母、女官たちに虐げられる母、そして父王から見捨てられた母。

　今の自分と同じだ。

　この境遇から抜け出すために必死に足あ掻がいてきたのに、ついぞその夢を叶かなえることができなかった。何が悪かったのだろう？　どこで間違えてしまったのだろう？

　誰か、その答えを教えてほしいと思った。仮にそれが悪魔であっても構わない。

　誰か──。

「惨めだなぁ、ギルバルド」

　よく響く低い声が、はっきりと聞こえてきた。見知った声。ビゼンオサフネを奪った賊のものだ。

「な、なんだ貴様らは!?」

　兵士たちが慌てて応戦するも、賊と首輪を嵌はめた奴隷剣士の二人の前に、あっさりとやられてしまう。そしてギルバルドは、民衆が立ち並ぶ都市の広場に連行されていった。
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　この瞬間を果たして誰が想像していただろうか？

　ギルバルドが都市の中央の広場に連れてこられた際、見守る群衆からは信じられないといった感嘆の声が漏れ聞こえてきた。

　レフシを救出したジョーカーは、彼女を連れ戻しにきた美人族エフルたちと合流し、ビゼンオサフネと無傷のレフシを見せて彼女たちを説得すると、同行していた傭よう兵へい団とともに城郭都市エイフリルの攻略を行った。

　ジョーカーがばら撒まいたビラの効果もあり、敵軍は混乱。ギルバルドを守ろうと奮闘する将官たちを優先的に倒し、一気にエイフリルを占領した。

　そしていま、領民と美人族エフル、傭兵団などが見守るなか、ギルバルドの公開処刑が執り行われようとしていた。ギルバルドの表情に生気はない。すべてを失った者の虚無がそこにはあった。

　神武を持たないギルバルドは、ただの手負いの平民ノーマンに過ぎない。ロープで縛る必要はないとジョーカーは言い、結ゆい奈なが腕を固めている状態で広場に連れてきていた。ちなみに神武を抜刀しなくとも神気は使うことができる。無駄な消費を抑えるため、抜刀時に解放するのが一般的なだけだ。

「さて、ギルバルド。貴様はいま、どこで道を間違えたのだろう、と考えているはずだ。その答えはわかったか？」

「……私が負けたからだ」

　すべてを諦めたような声。もはや死は覚悟しているらしい。

「違うなぁ。貴様は何もわかっていない。コリム、教えてやれ」

　コリムが、少し緊張した面持ちで現れた。ごくりと唾を呑のみ込こんで口を開く。

「あんたが来るまで、この領地は貧乏だったけど、笑顔の絶えない素敵な場所だった。けれど、あんたたちが来て、好き勝手暴れまくって、みんなから笑顔が消えた。それだけじゃない。いつ殺されるかもしれないと怯おびえ、実際に殺された人もいて、ほかにも酷ひどいことをされて、本当につらい毎日だった。俺の妹も母さんも、村のみんなも、アントも、全員殺された。あんたたちに殺されたんだ！」

　コリムの頬を涙が伝う。圧倒的な権力を持ったギルバルドに、その思いの丈をぶつけることができたのだ。死んでいったみんなの無念の感情をぶつけることができた。見守る群衆からも、すすり泣く声と共感の声とが湧きあがってくる。

　しかし、その言葉はギルバルドには届かない。

「ふっ、何を言うかと思えば。当然だろう？　貴様らは脆ぜい弱じやくな平民ノーマンなのだ。弱者は強者の娯楽のためだけに生きている。それの何が悪い？」

　コリムがぐっと、口を真一文字に結んだ。おそらくは何か反論したいのだが、言葉を見つけることができないのだろう。

　生まれ持った価値観の違い。それを理解させることなど、絶対に無理だ。

　そう、この男以外は──。

「くはははははは！　いいぞ、ギルバルド。絵に描いたような模範解答だ。最高だぁ！」

　ジョーカーがさも楽しそうに腹を抱えて笑い出した。ギルバルドでさえも予想外だったのか、きょとんとした表情でジョーカーを見つめている。

「そう、弱者は強者の娯楽でしかない。だから、ギルバルド。貴様が死んだら、貴様の母親はいったいどうなるだろうなぁ？」

　刹那、虚無が張りついていたようなギルバルドの顔に、さぁっと怒りの感情が浮かび上がった。

「貴様！　母上に何かしたらただではおかんぞ！」

　必死に暴れて結奈の拘束を解こうとするも、神気を発している結奈の力には敵かなわない。

「おいおい、貴様は自分で言ったことも覚えていないのか？　ムスコを無くしたショックで記憶まで失なくしたのか？　ん？　貴様が死ねば、なんの後ろ盾もない貴様の母親は弱者だ。強者であるこの俺の玩具にして何が悪い？」

「ふざけるな！　母上は弱者ではない！」

「ならばなぜ虐げられる？　なぜ父王は味方になってくれない？　いい加減、愚かな幻想から目を覚ませ、ギルバルド。貴様の母親は弱者だ！」

「違う、母上は……、母上は──」

　その反論の声は、明らかに弱々しい。ギルバルドも本当は知っていたのだ。母が弱者であることを。だからこそ、自分が守ってやらなければと思っていた。

「さて、どうやって遊んでやろう？　全裸で広場につなぎ、領民たちの慰み者にしてやるか。皮を剥はいで串刺しにするのもいいなぁ。それともゴブリンオークの巣に投げ入れてやろうか？　淫乱魔サキユバスのようにペニス無しでは生きられぬ身体からだになるぞ。くははははは！」

「やめろ、お願いだ！　やめてくれ……」

　弱々しく懇願するギルバルドの声。あの傲岸不遜だった孤高の存在は、いまや見る影もなくなっていた。

「どうしてだ？　なぜやめる必要がある？」

「母上は私にとって大切な存在なのだ」

「弱者だろう？」

「弱者でもいい。他人にどう思われようともいい！　私にとっては心の支えなのだ。生きる意味なのだ。頼む、母上だけは助けてくれ。頼む」

　悲痛な叫び。ギルバルドは涙を流して懇願していた。それほど彼にとって母親の存在は大切だったのだ。

「ギルバルド、それが貴様の間違いだ」

　意味がわからないというふうに、ギルバルドがジョーカーを仰ぎ見る。

「貴様は弱者である母を守ろうとした。弱者を踏みにじる強者を嫌悪したはずだ！　だが貴様がこの領地でしたことはなんだ!?　貴様の嫌悪する強者の驕おごりそのものではないか！　今の貴様は平民ノーマンだ。平民ノーマンの貴様でさえ、母親のことを思い涙を流す！　ほかの平民ノーマンも同じだとどうして気づかない!?　ギルバルド、貴様は貴様が母親を想おもうように、領民も大切にすべきだった！　その結果が、今のこれだ！　それくらいのことも分からないのか！　この痴しれ者ものがッ!!」

　ジョーカーの熱の入った科白せりふが、弱り切ったギルバルドの心を打ち貫く。ギルバルドはわなわなと震えると、力なく両膝を突いた。

「ギルバルド、そのまま土下座して謝罪しろ」

「土下座……？」

　ギルバルドが意味がわからないといった表情をジョーカーに返す。ジョーカーはコリムに確認するも、彼も首を横に振った。

「なるほど、この世界には土下座はないのか。喜べ、ギルバルド。貴様はこの世界で最初に土下座謝罪をした人間になるんだぞ」

　ジョーカーは結ゆい奈なに命じて、ギルバルドに土下座の格好をさせる。

「なんだ、あの惨めな格好は？」「まるで交尾する雌犬のようだ」

　初めて見る土下座に対し、周囲の群衆から驚きと憐れん憫びんの声が漏れ聞こえてくる。

　地面に顔を擦こすりつけるような姿勢のギルバルドの表情はよく見えない。しかし、ぷるぷると震える体が、相当な屈辱を受けていることを物語っていた。

「さあ、そのまま謝罪の言葉を言え！　それが貴様のいまやるべきことだ！」

　誰もが、ギルバルドの言葉を待った。額を地面に擦りつけるように頭こうべを垂れていたギルバルドは、やがて弱々しい声で口を開く。

「す、すまなかった。私は道を誤った。おまえたちを大切にすることこそ、私の役目だったのに──。数々の非道の行い、本当に、すまない」

　誰も何も言うことができなかった。ギルバルドの心のこもった謝罪の言葉。それを耳にすることができるなど、誰が想像していただろう。このあり得ない奇跡の前に、誰もが感動していた。

「コリム、レフシ。これでいいか？」

　ジョーカーがコリムと、その後ろに立つレフシに話しかけた。当然その質問の答え次第で、ギルバルドの処刑が取りやめになることはない。ただの質問。そのはずだった。

「ああ、もう充分反省しているみたいだし」

「ええ、わたくしも。最後に王子の反省の言葉を聞くことができて嬉うれしく思います」

　その刹那、ジョーカーはぞっとするほど凍りついた表情をした。

「だから、おまえたちは愚かなのだ」

　小さく呟つぶやいたその科白せりふは、果たしてコリムたちには聞こえただろうか？

　何を思ったのか、ジョーカーは手に持っていたビゼンオサフネを、ギルバルドの前へと放り投げた。

「──え？」

　誰かの驚きの声。当然だ。ギルバルドはいまだ健在。神武との契約も残ったままだ。股間に重傷を負っているものの、神気はある程度痛みを和らげてくれる。

　明らかな自殺行為に、周囲の者たちは凍りつく。

　ギルバルドは餌にありつく野良犬のような勢いで神武を手にすると、狂気じみた高笑いを発しながら立ち上がった。

　高笑いが収まると同時に、爆発するような神気を解放する。超人エグゼ級の神に選ばれし者セレクテツド。その力は計り知れない。

「うわあああああああああ！　に、逃げろぉおおおおおおおお！」

　群衆が悲鳴をあげて逃げ出していく。

　だが、ギルバルドはそちらに目もくれない。彼の双眼が見据えているのはジョーカーただひとりだった。

「ふははははははは！　情に流されたか愚か者め！　私に対する無礼の数々、貴様の下げ賤せんな命ひとつで償えると思うなよ！」

「コリム、レフシ。よく覚えておけ。これが『反省』と『後悔』の違いだ。反省は二度と同じ過ちをしないことを誓うが、後悔は違う。今度こそうまくやろうと考えている。だから、同じ過ちを犯す」

「呑のん気きにそんなこと言ってる場合じゃ!?　逃げてください！」

　レフシの悲鳴のような叫び声。

「逃がすかぁああああああああああ！　喰くらえ！　雷帝イスクティンクス！」

　そんなレフシの声をかき消すようにして、ギルバルドが神格奥義アルテイナを撃ち放つ。

　その刹那──。

　ギルバルドの神格奥義アルテイナよりも疾はやく、ジョーカーの右拳がギルバルドの顔に突き刺さった。

　渾こん身しんの拳を受けてギルバルドの顔が歪ゆがんだ。そのまま激しく地面に叩たたきつけられながら吹き飛ばされていき、民家を破壊したところで収まった。

「ば、バカな……」

　瓦が礫れきの中から立ち上がったギルバルドは信じられないといった表情で、ジョーカーを見つめている。

「がっかりだなぁ、ギルバルド。貴様の実力はその程度か？　偉そうな態度をとっていたくせに、なんだ、単に弱者相手に威張っていただけか？　強き者には尻尾を振り、弱者には威張り散らす。クズだな」

「だ、黙れ黙れ！　神武さえ取り返せば、貴様に後れをとるはずがない！」

「現実を見ろ。負けているじゃないか。貴様は弱い者いじめしかできない雑魚だ。有象無象の勘違い野郎のひとりでしかない。だから、何者にもなることはできないし、母親を助けることもできない。ふっ、神に選ばれた存在だと？　片腹痛いわ！」

「おのれ下郎がっ！　その不愉快な口を永遠に閉じさせてくれる！」

　再び神気を解放したギルバルドは、距離を一瞬でゼロにするような勢いでジョーカーに襲い来る。ビゼンオサフネが雷をまとい、神格奥義アルテイナを撃ち放つ準備を整える。

　だが──。

「我が親愛なる地獄の主レクイチェル・アンガーよ、契約のもと、その力を貸し示せ。ケイオスブレード！」

　刹那、ジョーカーの手刀から漆黒の刃やいばが伸び、すれ違いざまにギルバルドの首を切断した。驚きよう愕がくに両目を見開く生首がくるくると宙を舞う。

「人は首を切断しても数秒は意識があるという。死の間際に己おのが愚行を反省しろ」

　ギルバルドの生首がどしゃりと地面に落ち、首のなくなった胴体も後を追うようにして崩れ落ちた。
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　──君って実は人に優しくされたことないんじゃない？

　見知った女の声。懐かしくて遠い過去の夢。そう、これは夢だ、とジョーカーは思った。ジョーカーは学生服を着ていて、河川敷のベンチに座っている。セーラー服を着て目の前に立つ女の顔は、ぼやけていてよく認識できない。

「優しくされたかなんて主観的なものだ。単なる叱責に優しさを感じることもあれば、優しさに気づかない馬鹿もいる」

　──相変わらず、誤ご魔ま化かすことだけは得意なんだから。

「どうでもいいが、俺は死者には興味がない。毎回出て来られると面倒なんだが」

　──そうだね。私はもう何もしてあげられない。

「今まで何かしていたかのような、誤解を与える言い方だな」

　──ですよね～。優しさに気づかない馬鹿もいるからねぇ。

「優しさを押しつける奴やつにろくな奴はいない」

　──うう。今度は勝てたと思ったのに。……でも、いつまでも自分を偽っていたら駄目だからね。本当の自分まで消えてしまうよ。だから──




　不意にジョーカーは目を覚ました。あのお節介女と話していた記憶はまだ残っている。過去は自分を停滞させる。だからあまり好きではない。

　どうやら自分はベッドの上に寝かされているらしい。ふと、右手のあたりに重さを感じた。見ると、ベッド脇の椅子に座っている結ゆい奈なが、こちらに覆おおい被かぶさるようにして静かな寝息を立てている。看病しているうちに寝てしまったパターンだろう。あのお節介女の夢を見たのも、こいつが原因かもしれない。

　ジョーカーは、結奈の鼻をつまんでやった。

　結奈は「ふが」と色気のない声を漏らして、次第に苦しそうな表情になっていく。すぐに目を覚ました。

「ぶはっ！　あ、あなた私を殺す気!?」

「奴隷の分際でご主人様の布団に潜りこんだ罰だ」

「誰が奴隷で誰がご主人様よ！　っていうか、あなたを看病してあげてたのよ」

「恩着せがましい奴やつだ。寝落ちしていた時点で看病なんてできてないだろ？　君は仕事で居眠りしたときも同じことを言うのか？」

「相変わらず、口だけは達者なんだから」

　結奈は呆あきれたみたいに言った。しかし、どこか安あん堵どしたような表情を浮かべている。

「俺は気を失っていたようだな？　どれくらい寝ていた？」

「丸二日よ。ギルバルドを倒した後にバタンって倒れて、相打ちかもって心配したんだから」

　どうやらここは領主邸の一室らしい。室内には結奈ひとりだけ。外は薄暗くなっているが、賑にぎやかな喧けん騒そうが聞こえてくる。どうやら勝利の宴うたげが開かれているらしい。大方、「ジョーカーの面倒は私が見るから宴を楽しんできて」と、余計な奴らを追い払ったパターンだろう。

「今回のことで、あなたのことがよく理解できた気がするわ。言っていいかしら？」

「ほう、言ってみろ」

「あなた、馬鹿でしょ？」

　ストレートな言い方にジョーカーは苦笑する。人から馬鹿と言われて怒るような幼稚なメンタルは持ち合わせていない。

「だってあなた、ギルバルドにわざわざ神武を渡したわ。あれは余計なことだった。本当は計画に入ってなかったんでしょ？」

「計画通りの生き方なんてつまらないさ。それに俺は気分屋なのでね。よりおもしろいほうへ柔軟に舵かじを切る」

「でも、勝算はあった。レクイチェルさんの力を使えば、魔人としての力を解放すれば、超人エグゼ級の神に選ばれし者セレクテツド相手にも引けは取らない」

「ほう、知っていたか」

「私も魔物に食べられたときに、その力を使ったから。レクイチェルさんとあなたは契約して、彼女は消えてしまって、契約はどうなったんだろうって思ってたけど、あなたは魔人で私は使徒になった」

「そうだ。力の使い方は一度試したのだが、やはり実戦は違うなぁ」

　肉体に何らかの負荷がかかったらしい。ジョーカーはそのまま気を失ってしまった。

「だから馬鹿なのよ。主あるじである魔王がいないあなたは魔力を補充することができない。貯金を食い潰して戦っていくしかないの！　神様はおそらくレクイチェルさんと同等かそれ以上の力を持っているわ。魔人であるあなたよりも遥はるかに強大な力。それが何人も！　だからあなたは魔力を温存する作戦を立てた。いや、立てざるを得ないの。それなのに、勝てる戦いで魔力を消費するなんて、ほんと馬鹿じゃないの!?」

　痛快に図星を突かれて、ジョーカーはくくくと愉快に笑った。結ゆい奈なは不機嫌というよりは、心配そうな表情で睨にらみつけてくる。少しだけ心がざわついた。

「当然だろう？　殺人鬼に何を期待している？　俺は馬鹿で愚か者だ。だからこそ強者に立ち向かう。ジョーカー愚か者だけが強者に歯向かい、故に奴やつらを殺す切り札ジヨーカーとなれる。簡単な理屈だろ？」

　結奈は呆あきれたように大きなため息をついた。

「そうね。馬鹿でなけりゃ殺人鬼なんて名乗らないわよね。頭のいい人達はリスクを恐れて強者に従う。世界のルールに従って、それが正しいことだと思い込んでいる。結果、本当に大切なことを見失っているのかもしれない。……まぁ、いいわ。下でレフシさんたちが待ってるわよ。早く行きましょ」

　しかし、ジョーカーはそれを拒絶する。

「断る。行きたければ、君ひとりで行け」

「そして、あなたは居なくなるつもりなのね？」

　そこまで読まれていたことに、ジョーカーは内心で驚いた。他人に心を読まれる経験が少ないため、新鮮に感じてしまう。

「当然だな。俺は『趣味の殺人』をやっただけだ。誰かに感謝されるためでも、ましてやチヤホヤされるためでもない。勘違いしている馬鹿どもに囲まれるのは御免こうむりたいな」

「そういう斜に構えた感情でなくってさ。こう、みんなの笑顔が見られて嬉うれしいとかないの？」

「俺が見たいのは強者の絶望した表情だけだ」

「うわぁ～、そういう奴だったぁ。……コリムの依頼で動いてたんでしょ？　報酬はもらわなくていいの？」

「すでに前払いでもらっている」

　村での数週間の生活。住居の提供と食事、そして趣味の提供。報酬としては充分だろう。

「はぁ……。わかったわ。どのみち舌戦で勝てるとは思ってなかったし。簡単にだけど荷物はまとめているわ。誰か来る前にさっさと抜け出しましょう」

「……ひとつ勘違いしているようだが、君までついてくる必要はないぞ。使徒が魔人のもとを離れたとしても、なんらペナルティらしきものはない」

「あなたこそ、なに言ってるの？　私たちが無意識に放出している瘴しよう気きで、魔物を呼び寄せてるんでしょ？　だったら同じ場所に長居はできないわ。それに、あなたみたいな馬鹿を放っておけるわけないじゃない。私も一緒に行くわよ」

「足手まといだ。ウザい。それとキモい」

「だから、キモいって言うな！」

「結ゆい奈なさん？　どうかしました？」

　階下のほうからくぐもったレフシの声が聞こえてきた。おそらくすぐにでも、この部屋へやって来ることだろう。あまり時間はないようだ。

「仕方ないな」

　ジョーカーは呆あきれた気持ちで言ってから、速やかに部屋を抜け出した。領主邸の隠し通路を通って、城郭の上に出る。背後にはエイフリルの街並みが、正面には平原と森に囲まれた地平線が見えた。

　夜風が頬を撫なでていく。空には天あまの川のような帯状の光の道が延びている。その両脇には夜空を埋め尽くすほどの星が瞬き、正面には怪しげな真紅の月が浮かんでいる。殺人鬼の門出を祝うには良い雰囲気だ。

「先ほども訊きいたが、本当に俺についてくる気か？　俺は君の嫌いな殺人鬼なんだろ？」

　ジョーカーは傍らの結奈に問いかけた。巨大な大剣を背中に担ぎ、肩に革製のリュックを掛けている小柄な女性。その快活な瞳が、夜空の星を受けて輝いている。

「あなたも言ったでしょ？　私の仕事は殺人の手伝いだって。あなたの殺人が弱者を救うためのものである限り、それを手伝うのは私の仕事よ。相手がたとえ神様であってもね」

「言っておくが、俺に神を殺す気はないぞ。勝手にその前提で話をするな」

「え？　レクイチェルさんとの約束は!?」

「だから、そんな約束はしていないと言っただろ？　最初に。君には記憶力というものがないのか？」

「うぐぅ～」

　悔しそうに表情を歪ゆがめる結奈を見て、ジョーカーは内心でくすりと笑った。

　異世界ではじまった第二の人生。そこには目的もなければ、進むべき道もない。完全に自由な世界。

　しかしここにも、自分は選ばれた存在で弱者には何をしても許されると勘違いしている愚か者がいる。そんな彼らを選んだ神さえも実在するというのだから、なんとも滑稽だ。

　おもしろいほどに殺しがいのある世界。

　ならば、やるべきことはただひとつ。

「さあ、楽しい楽しい趣味の時間のはじまりだ」

　魔人となった殺人鬼とその使徒となった奴隷剣士は、夜の地平線へと飛び降りた。
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